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を 使用 する 方 へ 


本 書 は 『 文 化 初級 日 本 語 1I・II』『 文 化 中 級 日 本 語 1 』 に 続く 教科 書 で 、 学 習 者 が 日 本 や 日 本 人 、 日 本 語 に 
対す る 知識 を 増やし 、 そ れ ら に 対す る 理解 を さら に 深め る こと 、 日 本 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 円 滑 に 進 
め ら れる よう に な る こと を 目指 し て いる 。 ま た 、 よ り 総 合 的 な 日 本 語 力 を 伸ばす こと を 目的 と し 、 単 に 文法 
項目 を 積み 上 げ る の で は な く 、 一 つの 言語 活動 と し て 日 本 語 を と ら え 、 日 本 語 を 使っ て 何 を する の か と いう 
大 き な 視 点 に 立っ て 日 本 語 の 学習 が 進め られ る こと を 念頭 に 置い て 作成 し た 。 

本 書 は 八 つ の 課 か ら 成 り 、 そ れ ぞ れ の 課 は 一 つの トピ ッ ク で まとめ られ て いる が 、 こ れ は 一 つの 話題 に つ 
いて 多 方 面 か ら ア プロ ー チ する こと が 言語 活動 を 内 容 的 に も 深め て いく こと に つなが る と 考え た た めで ある 。 

本 書 は 、 日 本 の 高等 教育 機関 (大 学 ・ 大 学院 ・ 専 門 学校 ) に 進学 を 希望 する 人 、 あ る い は 、 す で に 進学 し 
て 専門 の 勉強 の 傍ら 日 本 語 を 学習 し て いる 人 、 そ し て 、 進 学 に 関係 な く よ り 高度 な 日 本 語 力 を 身 に つけ た い 
と 考え て いる 人 を 対象 と し て いる 。 ま た 、 学習 者 は 初級 段階 の 学習 を 終了 し 、 さ ら に 中 級 に 入っ て 100 時 間 程 
度 の 学習 を 終え て いる こと が 望ま し い 。 な お 、 本 書 の 総 学 習 時 間 数 は 約 140 時 間 を 目安 と し て いる 。 


本 書 の 特徴 


1. 全て の 課 で 「 読 む ・ 書 く ・ 聞 ぐ ・ 話 す 」 の 皿 技能 が 高め られ る 
「 読 む 」 技 能 は 「 本 文 」 と 「 問 題 」 で 、「 書 く ・ 開 く ・ 話 す 」 に つい て は より 実際 の 言語 行動 に 近い 形 で 
学習 で きる よう に 組み 合わ せ た 技 能 教材 で 養う 。 さ ら に 、「 書 く 」 に つい て は 「 作 文 」 を 、「 聞 く 」 に つ 
いて は 「 聞 く 練 習 」 を 設け 、 そ の 強化 を 図っ た 。 


2 . 全て の 「 本 文 」 に 実際 に 近い 読み 万 を 体験 なせ る だ め の 「 問 題 」 が つい て いる 
本 書 で は 、 単 に 「 本 文 」 の 中 の 文型 や 表現 を 学習 し 精読 する だ け で な く 、 ま ず 、 そ の 読み 物 の タイ プ に 
応じ た 読み 方 が で きる よう に な る こと を 目指 し 、 そ の た め の 「 問 題 」、 を つけ た 。 


3 . 各課 が ー つ の トピ ッ ク で まとめ られ て いる 
日 本 や 日 本 人 、 日 本 語 の 理解 に 役立つ と 考え られ る トピ ッ ク は いろ いろ ある が 、 そ の 中 か ら 、 特 に 学習 
者 が 日 本 語学 習 を 通し て 自分 自身 や 世界 に も 目 を 向け る こと が で きる よう な トピ ッ ク を 八 つ 選び 、 各 課 
の 柱 と し た 。 


本 書 の 構成 


《 各 課 の 構成 〉 
各課 は それ ぞ れ の トピ ッ ク に 関連 し た 二 つ の 「 本 文 」 と 技能 教材 、 文 法 関連 項目 を 中 心 に 構成 され て いる 。 
より 自然 な 流れ の 中 で 学習 する こと を 重視 し た た め 、 構 成 要 素 の 配列 は 課 に よっ て 異な る 。 


1 . 動機 づけ (この 言葉 は 教科 書 の 中 に は 出し て いな い ) 
各課 の 冒頭 に は 動機 づけ の ペー ジ を つけ 、 そ の 課 の トピ ッ ク を 示し た 。 こ の 部 分 は 課 の 初め に 行い 、 
その 課 で 学ぶ 内 容 の イメ ー ジ を 膨らませ 、 学 習 者 に これ か ら の 学習 に 対す る 興味 を 持た せる こと を 主 な 
目的 と し て いる 。 
な お 、 心 の 印 が つい て いる も の は 発展 と し て 行う も の で ある 。 


2 本 文 ・ 問 題 

「 本 文 」 は 読解 の 技能 を 伸ばす と 同時 に 、「 本 文 」 を 通し て 日 本 に 対す る 知識 を 深め 、 さ ま ざ ま な 種類 
の 文章 に 触れ る こと を 主 な 目的 と し て いる 。 

本 書 に は 、 各 課 に 二 つ ず つ 、 計 16 の 「 本 文 」 が ある が 、 こ れ ら の 文章 は 内 容 に 偏り が 出 な いよ うに 、 
幅広 い 分 野 の 読み 物 か ら 選 定 し た 。 各 課 に 「 本 文 」 を 二 つ 設 け な の は 、 一 つの トピ ッ ク に 対し て 違う 切 
り 口 か ら 書 か れ た 文章 を 読む こと で 、 ト ピッ ク へ の 理解 を 深め る た めで ある 。 

読解 と 一 言 で 言っ て も 、 読 む 技能 に は さま ざま な も の が あり 、 そ れ は 読む 目的 、 読 み 物 の タイ プ に よ 
っ て 違っ て くる 。 新 聞 で あれ ば 、 い つ 、 ど こ で 、 何 が 起こ っ た か を 読み 取 ろ うと する し 、 事 典 で あれ ば 、 
知り た いと 思っ た 情報 を 探 そ て う と する 。 こ の よう な 読み 方 は 、 初 めか ら 精 読 を する と 、 か えっ て 見 逃さ 
れ て し まう 可能 性 も ある 。 そ こ で 本 書 で は 内 容 理 解 だ け で な く 、 日 本 人 が 実生 活 で 読む 場合 に どん な 読 


3 


み 方 を する か 、 ま た 読ん だ 後に どの よう な こと を 考え ん たり し た りす る か と いう 点 を 意識 し て 、「 問 題 」 を 
作成 し た 。「 問題 」 を 通し て 、 何 を 何 の た め に 読ん で いる の か と いう こと を 学習 者 が 意識 し 、 そ の 文章 の 
タイ プ に 応じ た 読み 方 が で きる よう に な る こと を 目標 と し て いる 。 

「 本 文 」 は 初め か ら 精 読 す る の で は な く 、 ま ず 一 読 し 、「 問 題 」 を 行っ て か ら 、 文 法 解説 や 語 臣 説 明 、 
精読 に 入る 。「 問題 」 の 中 で 交 の 印 が つい て いる も の は 、 精 読後 、 発 展 と し て 行う も の で ある 。 

な お 、 本 書 の 「 本 文 」 に は 、 原 文 の まま の も の 、 原 文 を 学習 者 に 合わ せ て 書き 換え た も の 、 本 書 の 作 
成 要 員 が 書き 下ろ し た も の の 3 種類 が ある が 、 書 き 換 えた も の に 関し て は 巻末 に その 原文 を 掲載 し た 。 
また 、「 本 文 」 は 別売 の 『 文 化 中 級 日 本 語 IT 教科 書 用 テー プ テー プ 原 稿 付き 』( 以 下 「 教 科 書 用 テー 
プ 」) に 収録 し た 。 


3 . 文型 ・ 表 現 

「 本 文 」 に 出 て くる 文法 項目 の うち 『 文 化 初級 日 本 語 I・II」『 文 化 中 級 日 本 語 1 』 で 扱わ な か っ た 新 
し い 項 目 を 「 文 型 ・ 表 現 」 と し て 掲出 順に 並べ 、 そ れ ぞ れ に 理解 を 助け る た め の 簡 単 な 説明 を つけ た 。 

各 「 文 型 ・ 表 現 」 に は 実際 に 使わ れ て いる 状況 が わか る よう な 例文 を つけ た 。 会 話 の 中 で 形 を 変え て 
用 いら れる こと が ある も の に は 、 例 文 の 下 に を つけ て 示し 、 動 詞 の 活用 が 変則 的 な も の に は 動詞 
の グル ー プ ご と に 活用 を 提示 し た 。 

「 字 いろ いろ な 表現 」 は 、 そ の 「 文 型 ・ 表 現 」 に 関連 し た 文法 項目 が 巻末 に まとめ て ある こと を 示し 
て いる 。 な お 、 全 て の 「 文 型 ・ 表 現 」 に 関し て 練習 問題 を 作成 し 、 別 売 の 『 文 化 中 級 日 本 語 II 練習 問 
題 集 」 に まとめ た 。 


4 . 聞く 練習 

その 課 で 学習 し た 「 文 型 ・ 表 現 」 が 入っ た 会 話 や 文章 を 実際 に 聞い て 理解 する た め の 練 習 で ある 。 I 
は 短い 会 話 を 聞い て 、 そ の 正しい 使い 方 を 確認 する も の で 、TII は 長め の 文章 や 会 話 を 聞い て 全体 の 内 容 
を と ら え る 練習 と な っ て いる 。 (II は 課 が 進む に し た が っ て 、 よ り 実 際 に 近い 聞き 方 が で きる よう に 問題 
形式 を 変え た 。) 

皿 は 「 文 型 ・ 表 現 」 と は 関係 な く 、 IT あるいは II に 出 て きた 音声 言語 の 特徴 ( 縮 約 形 、 母 音 の 無声 化 、 
イン ト ネ ー シ ョ ン な ど ) に 注目 させ る た め の も の で ある 。 学習 者 が 日 本 語 を 正確 に 聞き 取る 時 の 手助け 
に し て ほし い 。 

な お 、 こ の 教材 は 「 教 科 書 用 テー プ 」 に 収録 し た 。 


5 . 接続 詞 ・ 副 詞 
「 本 文 」 の 中 か ら 『 文 化 初級 日 本 語 I・II』『 文 化 中 級 日 本 語 T 』 で 扱わ な か っ た 接続 詞 と 副詞 を 取り 
上 げ 、 そ れ ぞ れ 提 出 順に 並べ 、 例 文 と 練習 問題 を つけ た 。 接続 表現 、 副 詞 的 表現 が 含ま れ て いる 課 も あ 
る 。 本 文中 の 文脈 以外 で 使わ れ て いる 例 を 見 て 、 さ ら に 理解 を 深め る こと を 目的 と し て いる 。 
な お 、* の 印 の つい て いる 例文 は 、 形 は 似 て いる が 意味 ・ 用 法 の 違う も の で ある 。 
練習 問題 は 基本 的 に は 正しい も の が 選べ れ ば よい が 、 さ ら に 、 正 答 以外 の 空欄 に 入る 答え を 考え て も 
全 


6 . コラ ム (教科 書 の 中 で は 監 P で 示し た ) 
「 本 文 」 の 中 か ら 、 知 っ て いれ ば 学習 の 助け に な る で あろ うと 思わ れる 項目 (例え ば 、 第 5 課 は 慣用 
名 ) を 取り 出し 、「 本 文 」 と は 切り 離し て 提示 し た も の で ある 。 
な お 、 の の 印 が つい て いる も の は 発展 と し て 行う も の で ある 。 


7. 技能 
① 活 動 
実生 活 に お ける 言語 行動 で は 何ら か の 目的 を 達成 する た め に 、「 聞 く 」「 話 す 」「 書 く 」「 読 む 」 と いっ 
た 技能 が 単独 で 使用 され る 場合 も ある が 、 多 く は 組み 合わ せら れ 、 使 用 され て いる 。 こ の よう な 本 来 の 
言語 行動 の 形 に 少し で も 近づけ 、 こ れ ら の 技能 を 組み 合わ せ た 総 合 的 な 練習 を 行う た め の 「 活 動 」 を 各 
課 に 一 つ ず つ 設 けた 。 
この 「 活 動 」 で は 、「 社 交 的 な 場 で 初対面 の 人 と 話す 」「 講 義 を 聞い て 質問 する 」 と いっ た 、 本 書 が 対 
象 と し た 日 本 語学 習 者 が 実生 活 で 遭遇 する で あろ う 場 面 を 設定 し た 。 例 えば 、 ま ず 講 義 を 聞い て ノー ト 
を と る 練習 を し 、 失 礼 に な ら な いよ うに 質問 を する た め の 表 現 を 学び 、「 話 す 」 技 能 を 高め た 後 、 実 際 に 
目 上 の 人 に 次 問 を する と いう よう に 、 最 終 的 な 目標 と する 言語 活動 に 向け て 、 そ れ に 必要 な 技能 を 段階 
的 に 学習 で きる よう 配慮 し た 。 ま た 、 で きる だ け 自 然 な 流れ の 中 で 言語 学習 が 行 を る よう に 考え た た め 、 
技能 の 組み 合わ せ や 提出 順 は 課 に よっ て 異な る 。 そ れ ぞ れ の 「 活 動 」 で 中 心 的 に 指導 し た い 技 能 と その 


順序 に つい て は 、 各 「 活 動 」 の 冒頭 部 分 の タイ トル の 横 に 記 し た 。 

な お 、[I] [II] の 記号 は 技能 の 大 きい まとまり を 示す も の で ある 。「 聞 く 」 部 分 、 ま た 、「 話 す 」 部 
分 の モデ ル 会 話 な ど は 「 教 科 書 用 テー プ 」 に 収録 し た 。 テ ー プ を 聞く 前 に 理解 し て お いた ほう が いい 語 
句 は 別 冊 小冊子 の 「 各 課 索 引 」 に 入っ て いる 。 

@ 作 文 

まとまっ た 文章 を 書く 技能 の 向上 を 目指 し た も の で ある 。 作文 全体 の 構成 を 意識 し な が ら 書 く 、 自 由 
に 発想 を 膨らませ て 書く な ど 、 技 術 的 な 面 $ も 考慮 し 、 ま すず 書く 前 の 準備 を 意識 させ 、 次 に 使用 表現 を 提 
示し 、 最 後に 一 つの 文章 に まとめ る と いう よう に 、 文 章 を 書き 上 げ る まで の 作業 を 段階 的 に 積み 重ね て 、 
ー 連 の 流れ の 中 で 「 書 く 」 と いう 言語 活動 を 行え を る よう 配慮 し た 。 ま た 、 書 く 文 章 の 種類 に も バリ エー 
ショ ン を 持た せ た 。 

③ 聴 解 

第 1 課 と 第 6 課 に は 「 活 動 」 と は 別に 「 聴 解 」 の 教材 を 入れ た 。 こ れ は トピ ッ ク と 関連 の ある 言語 活 
動 で 聴 解 力 を 伸ばす た め の も の で ある 。 

な お 、 こ の 教材 は 「 教 科 書 用 テー プ 」 に 収録 し た 。 


(その 他 〉 


1 . 巻 未 資料 
① い ろ い ろ な 表現 
「 文 型 ・ 表 現 」 と し て 取り 上 げた も の の 中 か ら 、 用 法 を 整理 し て お いた ほう が いい も の を まとめ 、 全 て 
に 簡単 な 説明 と 例文 を つけ た 。 ま た 、 こ こ で は 『 文 化 初級 日 本 語 I・II』『 文 化 中 級 日 本 語 1 』 及 び 本 書 
で 学ぶ 文法 項目 だ け で な く 、 未 習 の 文法 項目 も 紹介 し た 。 
②50 音 索引 
第 1 課 か ら 第 8 課 ま で の 語句 と 、「 文 型 ・ 表 現 」 と し て 取り 上 げた 文法 項目 の 一 覧 で ある 。50 音 順に 普 
べ 、 初 出 の 課 を 記し た 。『 文 化 初級 日 本 語 総 索引 』、『 文 化 中 級 日 本 語 1 』 で 既出 の 語句 と 聴 解 部 分 の 語 
名 は 収め て いな い 。 
③ 原 文 
本 文 に 取り 上 げた 文章 の うち 原文 を 書き 換え た も の に 関し て は 、 そ の 原文 を 掲載 し た 。 


2. 各課 索引 (別冊 小冊子 ) 
学習 者 の 子 習 ・ 復 習 の 助け と な る よう に 、 各 課 の 語句 を 教科 書 の 中 で の 提出 順に 並べ 、 読 み と ア クセ 
ント を つけ た 。「50 音 索引 」 と 異な り 、「 文 型 ・ 表 現 」 と し て 取り 上 げた 文法 項目 は 入れ て いな い 。 聴 解 
部 分 に 関し て は 、 事 前 に 学習 者 に 子 習 し て ほし い 語 名 の み 収め た 。 


3. 表紙 裏 部 分 の 資料 


加 日 本 地 加 
学習 者 の た め の 参 考 と し て 、 前 の 表紙 裏 部 分 に つけ た 。 
② 日 本 喝 年 表 


学習 者 の た め の 参 考 と し て 、 後 の 表紙 裏 部 分 に つけ た 。 ま た 、 外 国人 学習 者 用 で ある こと を 考 庶 し 、 
情報 を 最低 限 に し ぼり 、 難 し い 用 語 に は 簡単 な 説明 を 加え た 。 


* 仮 名 遣い … 仮 名 遣い は 現代 仮名 遣い に よっ て 統一 し 、 漢 字 に つい て は 常用 漢字 表 を 基準 と し た が 、 常 用 漢 
字 に 含ま れ て いな く て も 漢字 で 表記 され る こと の 多い も の は 漢字 で 提出 し た 。 ま た 、 固 有名 詞 
や や 歴史 用 語 、 読 み 方 が 難し いと 考え られ る も の に は 振り 仮名 を つけ た 。 
* |o9 … 教 科 書 の 中 に ある この マー ク は 、 そ の 部 分 の 教材 が 別売 の 「 教 科 書 用 テー プ 」 に 収録 され て い 
一 一 る こと を 意味 する 。 


関連 教材 :「 文 化 中 級 日 本 語 TI 練習 問題 集 」( 各 文型 ・ 表 現に 対応 する 練習 問題 ) 
『 文化 中 級 日 本 語 T 教科 書 用 テー プ 原稿 付き 」( 本 文 ・ 聞 く 練習 ・ 聴 解 ・ 活 動 を 収録 ) 


| 第 1 课 ニュ ー ス と 新聞 | 


本 文 1 地震 の 記事 
(新聞 記事 ) 
售 问 题 
枝 国名 ・ 地 域名 を 表す 漢字 


本 文 2 文化 ダイ ムズ 1 日 本 に 来 た か ら に は 本 格 的 に 日 本 語 を 勉強 し よう と 思っ て 、 学 校 に 通っ た 。 
表現 | 2. 


(ミニ コミ 話 2. さす が に ホテ ル で 仕事 を し て いる だ け あ っ て 、 終 始 笑顔 が 絶 を な か っ た 。 
る 問題 3. 家族 の 一 員 と し て 過ごす の だ か ら 、 遊 ん で ば か り い る わけ に は いか な い 。 
4 . 外国 人 だ か ら と いっ て 甘え て いな いで 、 当 然 手 伝い も し よう 。 
5。 お 風呂 の 入り 方 は も ちろ ん 、 朝 起き る 時 間 や ご 飯 の 後片付け の し か た な ど 日 常 の 
ささ いな こと も どん どん 質問 し よう 。 
6 . 受入 れ 家 族 数 に 限り が ある た め 、 お 問い 合わ せ は お 早め に 。 


有 聴 解 ニュ ー ス を 聞く (ニュ ー ス の 種類 を 聞き 分 ける ・5W 1 H を 聞き 取る ) 
作文 こん な ニュ ー ス が あり まし た (出来 事 を わか りや すく 伝え る 文 を 書く ) 
活動 [話す ・ 書 く ] この 人 に 聞い て み ま し た (イン タビ ュー を し て まとめ る ) 


第 2 課 世界 旅行 


本 文 1 お 元気 で すか | 
(絵はがき ) 表記 
問題 


今日 は グラ ンド キャ ニオ ン に 行っ て きま し た 。 

グラ ンド キャ ニオ ン は 360 度 見 渡す 限り 茶色 の 世界 で し た 。 

. 木 一 本 生 を て いな い 大 峡谷 が 350 キ ロ に わた っ て 続い て いま し た 。 

。 スイ ス ほ どき れい な 国 は な い 。 

. 典子 が 教え て くれ た お か げ で 、 ガ イド ブッ ク に は 載っ て いな いよ うな 穴場 に 行 
を が で 堂 ま し た 。 


の 中 CC to 


本 文 2 日 本 の 旅行 ガイ ド | 文型 | 6. これ ら の 山地 は ほとん ど が 火山 の 活動 に よっ て で きた も の だ 。 
(ガイ ドブ ッ ク ) 表現 | 7. 現在 で も 阿蘇 山 を は じ め 、 桜 島 な ど 50 以 上 の 活 火 山 が 噴煙 を 上 げ て いる 。 
8 


令 疾 题 . 夏 は 涼 を 求め 、 冬 は スキ ー を 楽し むと いう ふう に 、 一 年 中 訪れ る 観光 客 は 多い 。 
对 いろ いろ な 単位 
副詞 1 わざ わざ 2 まう 空く 
聞く 練習 


作文 。 私 の 国 は こん な 国 (自分 の 国 を 紹介 する 文 を 書く ) 
活動 [聞く ・ 話 す ] 国際 交流 パー ティ ー (初対面 の 人 と 話す ) 


内 容 一 臣 


第 3 课 異 文化 間 コ ミュ ニケ ーション 


本 文 1 ステ レオ タイ プ つ て 何で すか 1. それ を ステ レオ タイ プ と いう 。 
(専門 書 ) 表現 | 2.「 彼 らち は 皆 和 勤勉 だ 。」 と 言い 切る こと も その 一 例 で ある 。 
る 問題 . ステ レオ タイ プ に 固執 し た 結果 、 個 性 や 特異 性 を 無視 し て し 
まう 危険 性 が ある 。 
4. 理解 が 進む どこ ろか 、 か えっ て 誤解 や ギャ ッ プ が 生じ る 例 は 
数 多く ある 。 
. 時 代 が 変わ っ た と は いう も の の 、 独 特 の プリ ズム を 通し て 眺 
め る こと は 多い 。 
6. アメ リカ が 日 本 を 見 る 時 に 、 独 特 の プリ ズム を 通し て 眺め る 
こと は 多い 。 


2 
3 


ol 


时 カタ カナ 言葉 


本 文 2 何で も 食べ よう 7 何で も 食べ る と いう こと が 、 い か に 大 切 か に つい て お 話し し た い の で す 。 


(スピ ー チ 原稿 ) | 表現 | 8. うさ ぎ 小 屋 と は よく 言っ た も の で す 。 
金 問題 9. 天気 に 変化 の ある 日 本 だ か ら こ そ 生 まれ た も の だ と いう こと も わか り ま し た 。 
10. 食べ て みな く 〈 く て は 何 も わ か り ませ ん 。 


| こと わ さ 
副詞 1 区 示 和 大雪 2 知ら ず 知 ら ず 3 依然 (として) 4 さほど ー な い 
5 た いて い 6 きま っ て 7 や っ と 


作文 こと わざ あれ これ (自分 の 国 の こと わざ を わか りや すく 日 本 語 で 説明 する ) 
活動 [開く ・ 書 く ・ 話 す ] 私 の 主張 (スピ ー チ を する ) 


本 文 1 世に も 恐ろし い 1. スポ ー ツ の 中 に は 技 を 磨く こと に よっ て 世界 の チャ ン ピ オ ン に な れる も の も あれ 
表現 


スポ ー ツ ば 、 和 際 体 的 、 精 神 的 な 鍛練 に よっ て 勝利 へ の 道 が 開け る も の も ある 。 
(雑誌 記事 ) 2. 恐怖 心 に 打ち 勝っ て は じ め て 栄光 を 手 に する こと が で きる スポ ー ツ と いう と 、 ど 
る 問題 ん な も の が 挙げ られ る だ ろう か 。 


3. どれ も 一 歩 間違え ば 、 大 事故 に な りか ね な い 恐 ろ し さ が あ る 。 

4. ジャ ンプ の 助走 は 、 東 京 の 霞ヶ関 ビル 最上 階 の 3 階下 あたり か ら 、 時 速 009 キ ロ を 
超す スピ ー ド で 滑り 降り る こと に な る 。 

5. 精神 的 に これ ほど 辛い 時 期 が あっ た に も か か わら ず 、 現 役 復帰 直後 の 1 年 は 最高 


の 成績 を 残し て いる 。 
6. これ ほど 辛い 時 期 が あっ た に も か か わら ず 、 現 役 復帰 直後 の 1 年 は 最高 の 成績 を 
残し て いる 。 


本 文 2 余暇 に 求め る も の 7. 女性 は 特に 「 友 人 ・ 知 人 と の 交流 」 と 「 心 の 安らぎ を 得る こと 」 へ の 回 答 率 が 
表現 


( 百 書 ) 高い の に 対し 、 男 性 の 場合 は 、「 自然 に 触れ る こと 」 へ の 回 答 率 が 高い 。 
問題 8. 前 回 調査 と 比べ る と 、「 自 然 に 触れ る こと 」 と いっ た 自然 志向 が 強まっ て いる 。 
9.「 自 然 に 触れ る こと 」 と いっ た 自然 志向 が 強まっ て いる 。 
对 で ある 体 
接続 詞 1 次 いで 2 ご 閑 選 放 し 


作文 私 は 〇 O 派 (対比 の 表現 を 使っ て 、 あ る も の の 特徴 を 述べ る ) 
活動 。 | 聞く ・ 話 す ] どう し て か な あ ? (感想 ・ 意 見 な ど を 聞き 、 自 分 の 意見 を 言う ) 


内 容 一 臣 


第 5 課 日 本 の 歴史 


本 文 1 平安 時 代 文型 | 1. 12 世 紀 半 ば に な る と 貴族 に 代わ っ て 武士 が 政治 的 な カカ を 握る よう に な っ た 。 
(歴史 の 教科 書 ) 表現 | 2. 数 々 の 危険 を 冒し て まで 大 陸 に 使者 を 送る 必要 が な く な り 、 政 府 は 使者 の 派遣 
人 を 問題 を 停止 し た 。 


3. 当時 の 人 々 は 病気 や 災い な ど は すべ て 悪い 載 の せい だ と 考え て いた 。 


本 文 2 翻訳 の 苦労 鍵 は フル ヘッ ヘン ド 到 | その 解剖 図 は 彼 を 大 い に 盤 かせ た 。 と いう の は 、 中 国 伝来 


(伝記 ) の 医学 書 と は 明らか に 違っ て いた か ら で あ る 。 
令 丫 题 5。 二 人 と も ショ ッ ク の あま り 、 た だ 反省 の 言葉 を 繰り 返す だ 
け で あっ た 。 


6. 辞書 も な い 時 代 で あっ た だ け に 、 そ れ は 決し て た や すい こ 
と で は な か っ た 
7 の 。 だ っ た つの 単語 の 意味 が わか っ た に すぎ な い が 、 役 ら の 
喜び は 大 きか っ た 
臣 「 手 」 の つく 慣用 名 


接続 詞 1 その 結果 

副詞 1 徐々 に 2 より 3 た び た び 4 ご 
5 さっ ぱり リ りー ない 6 大 い に 7 明らか に 8 まっ たく 
9 早速 10 第 一 

聞く 練習 


活動 [聞く ・ ya) 日 本 史 の 講義 roy 問 す る ) 


第 6 課 言葉 と 文化 


本 文 1 豊か な 言葉 文型 | 1. エス キモ ー の 言語 に は 、 氷 や 雪 に 関す る 独特 の 言い 回 し が た くさ ん ある 。 
(新書 ) 表現 | 2. 雨 が 年 間 を 通じ て ほとん ど 降 らち な い 地 域 で は 、 考 えら れ な いこ と で あろ う 。 


1 
pA 
使 冲 题 3. 言葉 に 影響 を 与え を る の は 、 自 然 環境 ば か り で は な い 。 
4. モン ゴル で は 、 馬 は 成長 する に し た が っ て 呼び 名 が 変わ る 。 
5. 日 本 に お いて は 、 野 生 の 馬 も 、 家 畜 の 馬 も 、「 馬 」 と いう 言葉 で 表す 


时 据 音 语 ' 气 驴 语 


本 文 2 だ る ま 文型 | 6 江戸 時 代 に な る と 、 起 き 上 が りこ ば し と 言え ば だ る ま を 指す まで に な っ た 。 
(事典 ) 表現 | 7. 倒れ て も すぐ 起き 上 が る と ころ か ら 、 豊 作 、 大 漁 、 商 売 繁盛 な どの 縁起 物 と な 
全! 题 っ な た 。 


8. だ る ま は 七転び八起き 」 と いう 言葉 と 共に 全国 に 普及 し た 。 
9. 願い 事 を する 際 (に ) 片方 の 目 を か き 入 れ 、 願 い が か な うと 残り を か き 入 れる 。 


接続 詞 1 同様 に 


作文 日 本 語 に つい て (自由 に 発想 を ふく ら ま せ て 書く ) 
聴 解 = なるほど! 言葉 の 由来 (言葉 の 意味 を 想像 し な が ら 開 く ) 
活動 [書く ・ 話 す ] 日 本 で 見 つけ た こん な 物 (事典 や 本 な ど で 調 べた こと 


a 


て 発表 する ) 


内 容 一 覧 


第 / 課 日 本 人 と 食 生 活 


本 文 1 日 本 の 食 文 化 うな ぎ 文型 |. うなぎ は な ん と 奈良 時 代 か ら 今 に 至 る まで 、 栄 養 価 が 評価 され 続け て 
(エッ セイ ) いる 食べ 物 な の だ 。 
金 問 題 2. うな ぎ を 取 ろ うと し て 川 に 流さ れる な よ 。 
3. うな ぎ を 焼く 香ばし い 匂 いと ni の 看板 に 誘わ れ た ら 、 
も う 、 食 べ ず に は いら れ な 


本 文 2 「 食 」 を 見 直す 文型 4. 農 楽 や 食品 添加 物 の 入っ て いな い 食 品 を 探す こと は 至難 の 業 と 言わ ざ 
(新聞 の 社説 ) 表現 | 5. きら に 恐ろし いこ と に 、 人 間 の 遺伝 子 に 影響 を 与え る 可能 性 が ある と 

命 门 题 も の さえ ある の だ 。 
6. し か し 、 消 費 者 の 多く は 、 価 格 や 見 た 目 に よっ て 食品 を 判断 し が ち で ある 


接続 詞 1 さて 2 すなわち 3 に も か か わら ず 4 も し く は 
副詞 1 さっ と 2 まさ に 3 非常 に 4 いか に も 5 端的 に 


作文 NN A Eo FO rE 
活動 [聞く ・ 話 す ] どん な 食べ 物 で すか ? (説明 を 聞い て 理解 する ・ 人 に 説明 する ) 


第 8 課 生活 と 環境 


本 文 1 地球 が 危な い | 肥 如 
表現 


(広報 ) 


問題 


1. 現在 の 地球 の 空 や 緑 は 、 そ の 頃 の 輝き を 失い つつ あり ます 。 

2 . この 調和 が 月 れ て いく の と 同時 に 、 世 界 規模 で の 問題 が 生ま れ て きま し た 。 

3. 自然 と の 調和 を 忘れ た ば か り に 、 少 し ずつ 環境 を 悪化 させ て し まっ た の で す 。 

4. この よう な 問題 を どの よう に 改善 し て いく べき な の か 。 

本 文 2 私 だ ち に で きる こと 图 5. 地球 環境 の 危機 は 、 私 た ちの 生活 や 政策 の 結果 と し て 生じ た の で す 。 と い 
(現代 社会 の 教科 書 ) うこ と は 、 私 た ち 自 身 の な か に 、 危 機 を て ぐい とめる 力も ある と いう こと で 
邻 冲 是 す 。 


6 . テレ ビ や 電灯 を つけ っ ぱな し に し な いで 、 電 気 を 節約 する 。 
7. 33 分 の 1 の エネ ルギー で 済む の で す 。 
8. リサ イク ル は ご み の 量 を 減ら すう え で も 有効 で す 。 
トー 接頭 語 の 接尾 語 

接続 詞 1 逆 に 2 ある い は 

副词 1 な か で も 2 も は や 3 相当 

聞く 練習 

活動 [聞く ・ 話 す ] 村 お こし 住民 集会 (相手 の 発言 Ns 意見 を 言う ) 

作文 これ か ら の 世の中 は …… (将来 の こと を 自由 に 了 予想 し て 書く ) 


ュー ス と 新聞 


ーー 
es 
真 で 


| 


遇见 出 LOU\SU = 一- 


新聞 の 見 出し に は 独特 の 表現 が 使わ れ て いま す 。 大 き な 特 徴 は 助詞 や 動詞 を 省略 する 上 
こと が 多い と いう こと と 、 現 在 形 で 過去 や 未来 の こと も 表す と いう こと で す 。 そ の 点 莉 
に 注意 し て 、 い ろ い ろ な 見 出し を 文 に 直し て み ま し ょ う 。 


中 


© 


③ 


尾瀬 の 木々 枯れ る 。 


高波 車 の で む 。 


向井 きん 宇宙 へ o 


新生 ドイ ツ スタ ー ト 
神戸 を 中 心 に 大 圭 災 . 


温暖 化 防ぐ た め に 、 日 米 が 大 気 調査 


この 夏 、 実 験 を 開始 


米 の 奇病 。 世界 的 に 流行 


東京 大 停電 も し 起き た ら B 


低 価格 輸入 ビー ル は 「 安 い 割 に イケ る 」 と いう 人 が 6 割 | 


日 本 を 学ん で 。 教科 書 を 中 国 へ 。 
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ング チェ ア を ご 用 意 い た し まし た 。 
* 
本 


グ 


98,000。。- 


アバ ナッ マン は > 


共 は グレ ー と グリ ー ン の 2 色 か ら お 選び いた だ け ま す , 


の 計 共 泊り リビン グ ソ ファ ロム 
98,000s 
の 再 入 光り リク ラテ 


ソフ ァ と 同色 の リク ライ : 
チ 


FAT EIT 


国立 川 店 6 险 


リー 


ラノ 


家 具 雪 物 @ 了 9 


揃え に 背 え て 半期 に 一 度 。 チ ャ ンス は いよ いよ 、 あ と 一週 間 。 


第 
3 
回 
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十 串 千 柱 田代 還 二 に 上 まり 県 著 翌 択 知 王 作 上 賠 西 尾 全 で 公 本 性 只 会 下 し で 紅く る 現 党 し 翌 能 色 人 S で 叉 ? 
EEC 
上 蛮 蚂 蔡 汶 痢 惠 下 丰 ” 未 扫 中 昌 长 攻 ” 其 疆 ] 1 上 軸 ・O 〇 地 も 5" 違 08 直 11O を ロロ A 中 リー を お に ・ a 
( 漠 热 ) 信 语 片 简 肝 炎 吕 史记 SS 纺 杰 总 悚 要 型 交 深 临 砷 六 自己 总 迎 当 更 者 示 信 是 吕 六 这 六 条 要 长 生僻 
綿 肖 二審 還 畠 相 震 ぐ 6 の 信 旧 6k6)” 限 揚 発 還 回 條 十 尺 財 季 千 記 SG ぐ 中 所 に 下 部 8 因 赴く 二 11 ス " 
運 束 押下 男 や 十 ポ ズ " 押 咽 ぐ 吾 熊 人 6 作 時 回 や 十 | 景 US 和 "3° 下 SQ 案 绍 联 ” 权 米 屿 ”区 还 穴 又 
己 w 骨 下値 増 珂 府 き 所 誤 ” 李 枯 G 失 公康 細 。 撤 器量 レロ D 肖 疾 N N09 貞 転 共 狂 四 目 a 
交 袜 包 听 密 和 人 秀 恰 划 蝶 出 账 展 河 司 名 光 起 必 忆 8” 扳 始 全 车 1 征 衬 久 进 (| 民国 村 ) 慰 畠 貴 皇 没 習 態 」 
NN naISIS SEE 国 ES UEa 攻 SCREEN es 
レ 隠 拓 © 季 思 電 つや きせ | | や 軒下 く 召 中 選 翌 能 ( 記 に ・ の ) 栄 ” 明王 較 収 豆 4 れ 38/ 六 次 得 六 
ES 
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問題 


リー ド (前 文 ) を 読も う 

ニュ ー ス の 見 出し の 次 に は 、 リ ー ド と 呼ば れる 部 分 が あり ます 。 こ れ は 、 そ の 記事 の 要 
約 の よう な も の で 、 こ こ を 読め ば 記事 の だ いた い の 内 容 が わか る よう に な っ て いま す 。 
P 14、15 の 新聞 記事 は 、1995 年 1 月 の 阪神 ・ 淡 路 大 震 秋 (兵庫 県 南部 地震 ) の 発生 を 伝 
た た 、 そ の 日 の 夕刊 の 記事 で す 。 リ ー ド の 部 分 か ら 情報 を 読み 取っ て くだ さい 。 


3 ) 何 が あり まし た か 。 
4) それ に よっ て どん な 被害 が あっ た と 書い て あり ます か 。 

な どの 被害 が あり 、 
死者 は 人 、 行 方 不明 者 は 人 、 人 負傷 者 は 人 に の 


ぼっ て いる 。 
* 阪 神 ・ 淡 路 大 岩 災 は 、 最 終 的 に 、6,000 人 余り の 死者 を 出す 大 災害 と な り ま し た 。 


新聞 記事 に は 、 事 件 や 事故 の 発生 を 伝え る 記事 、 世 の 中 の 出来 事 を 分 析 し て 解説 する 記 
事 、 意 見 を 述べ る 記事 、 物 事 を 紹介 する 記事 な ど が あり ます 。 事 件 や 事故 の 発生 を 伝え 
る 記事 で は 、5 W1 是 を 探し て 読む と 情報 を 得 や すい で し ょ う 。 5W1H と は 、 い つ 
(When) どこ で (Where) 誰が (Who) 何 を (What) な ぜ (Why) どの よう に (How) 
の こと で す 。 


国名 ・ 地 域名 を 表す 漢字 ー 
山 曲 ー エ DX 。 
医 | / 
ks 
\ / 
や と い 毎 助 の 私 政 定 が 

事 し 制 年 金 移 い 府 す 低 新 绎 
実 て 度 運 を 行 制 が る 迷 の 党 = 
E 課 を 減 七 措 度 生 目 し [En 月 宏 号 
の し 愛し 年 置 の 産 標 た 放 ふ SH 
作 で て け で 間 と 廃 者 価 際 BG に ら 32 
付い る い 支 し 止 に 格 に 向 れ ト 
WC TE ER 大 に VN ン 
作 減 めす い 廃 私 の 政 さ て 輸 4 
物 反 の 下る 一 上 正 う 開府 SE | 

の 制 条 足 が 括 ま 不 を 太志 
指 度 件 拉 、 补 去 足 灾 和 き 网 < 伊 
再 よ つ 制 を 再 過 で で 增 压强 5 裕 
科す きじ 
体 産 減 そ す の 産 G す な と 産 作 旦 大 

ME = 
米 農 家 っ て 、 
お 米 を 作 つ て いる 農家 の こと で すか が " 
去 
AN 
一 の いい え 。 ご この 見 出し の 中 で 、 
ツ 


米 と いう の は アメ リカ の こと で す 。 


新聞 で は 、 ご の よう に 漢字 一 文字 で 国名 や 地域 名 を 表す こと が よく あり ます 。 次 の 
漢字 で 表 さ れる の は 、 ど この 国名 ・ 地 域名 で し よう が ガ 。 


( 
( 


) 台 ( 
) 奈 


) 軽 
) 越 ( 
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& 聴 解 | ニュ ー ス を 聞く 


テレ ビ ・ ラ ジオ で 放送 され て いる ニュ ー ス を 聞い て み ま し ょ う 。 


> ニュ ー ス で よ ぐ 使わ れる 表現 を 学習 し まし よう 。 


| 
| 
| 
」 
i 
| 
| 
i 
| 
| 
| 
| 
i 
I 
i 
| 
| 
| 
1 
1 
| 
| 
i 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
i 
| 
i 
i 
| 
| 
| 
| 
i 
i 
| 
| 
| 
i 
i 
| 
| 


| 事件 ・ 事 故 の ニュ ー ス 
1 . 警察 の 調べ に より まま と 、 現 場 は 見 通し の よい 直線 道路 だ と どい うこ と で す 。 
| ・ 警 察 奉 居 事故 は スピ ー ド の 出し 過ぎ に よる も の 放 唐 、 | 前 人 CW 地。 
| 確認 を 急い で いま す 。 

・ 称 察 で は 関係 者 から 事情 を 聞き 、| 事故 の 原因 を 詳し く 調 べ て いま す 。 

eee me 
・ ス トー ブ の 周辺 が 激しく 燃え て いる 皿 叶 か ら 、 こ の スト ー ブ か ら 出 火 し た の で は な 
いか と 見 られ で いま す 。 


Rm mm ms mar pm mmm 


季節 の ニュ ー ス 

| . 夏 の 訪れ を 告げ る 

| ・ 本 格 的 な 夏 の 訪れ を 前 に 恒例 の 海 開 き が 行わ れ ま し た 。 
1 ・ 夏 の 風物 庄 、 


調査 結果 を 伝え る ニュ ー ス 

・ 今 年 の 外国 人 旅行 者 の 数 は 300 万 人 に の ば ぼり 、 過 去 最 高 と な る 見 通し で す 。 
過去 最高 過去 最低 

・ ビ ジネス の 出張 で 海外 へ 出かけ た 人 は 、 3 年 ぶり に 前 の 年 を 下回り まし た 。 


上 回 る ご 下回る 
・ 海 外 旅行 を する 人 の 数 は [ 弄 束 お ず か に | | 減少 し で いま す 。 

徐々 に 増加 し て いま す 。 

急激 に 伸び て いま す 。 


= 


ei 


1. ニュ ユー ス の 一 部 分 を 聞い て 、 そ れ が どん な ニュ ユー スガ かーC ガ ら 選 ん で 記号 を 書い 
て ぐだ さい 。 
例 ) a 1 ) 2 ) 3 ) 


事件 ・ 事 故 の ニュ ー ス 
b 季節 の ニュ ー ス 
調査 結果 を 伝え る ニュ ー ス 


の 〇 の 


2 . ニュ ユー ス を 聞い て 例 の よう に 質問 に 答え て 
ぐ くだ さい 。 
例 ) いつ 、 ど こ で 、 何 が あり まし た か 。 
その 結果 、 ど うな り ま し たか 。 
① い つ 昨日 
めど と どこで 新宿 
③ 何 が あっ た か 火事 が あっ た 
④ そ の 結果 
a 安田 さん が 頭 に けが を し た 。 
⑪) 安田 さん が 足 を 折っ た 。 
c 安田 さん が 足 に や けど を し た 。 


1 ) 事故 の ニュ ー ス で す 。 い つ 、 ど こ で 、 何 が あり まし た か 。 そ の 結果 、 ど うな り 


まし た か が 。 
① い つ ② ど こ で 
③ 何 が あっ た か ④ そ の 結果 
a 乗用 車 と 乗用 車 が 衝突 し た 。 38 一 人 玩 亡 し た 。 


b トラ ッ ク と タク シー が 衝突 し た 。 5 三 炎 人 発 記し な 。 
C 乗用 車 と タク シー が 衝突 し た 。 6 三 人 死 記 し た 。 
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⑤ 現 場 の 状況 は ⑥ 事 故 の 原因 は 
a 見 通し の 悪い 交差 点 a 飲酒 運転 の 可能 性 が ある 。 
b 見 通し の よい 直線 道路 b 居眠り 運転 の 可能 性 が ある 。 
c 見 通し の よい 交差 点 c わき 見 運転 の 可能 性 が ある 。 


2 ) 毎年 、 同じ 時 期 に 放送 され る 季節 の ニュ ー ス で す 。 い つ 、 どこ で 、 何 が あり ま 
LJ: 
① い つ どこ で 


③ 何 が あっ た か 


④ ど ん な 順番 で 行わ ん まし た か 。 行わ れ た 順に 下 の ( ) に 番号 を 書い て さく 
だ さい 。 


(  ) 
市 長 の あい さ つ 


3) 調査 結果 を 知ら せる ニュ ー ス で す 。 数字 に 気 を つけ て 聞き まし ょ う 。 日 本 人 の 海外 
旅行 者 数 を 表す グラ フ は 、 次 の どの グラ フ で すか 。 
a b 
(万 人 ) (万 人 ) 
1200 1200 
1000 1000 
800 800 
600 600 
400 400 
0 0 
昨 今 昨今 
年 年 年 年 
か d 
(万 人 ) (万 人 ) 
1200 1200 
1000 1000 
800 800 
600 600 
400 400 


© 
〇 


昨 
年 


机 少 
机 有 
所 
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人 作文 ， こん な ニュ ー ス が あり まし だ た 


出来 事 を わか りや すく 伝え る 文章 を 書き まし ょ う 。 


> ある 出来 事 を わけ り や すぐ 伝え る だ を め に は 5 W 1 日 の 要素 を 取り 入れ る こと が 大 切 で 
す 。 次 の メモ を 文章 に 書き 直し 、 5 W 1 昌 を 文章 に 入れ る 練習 を し まし よう 。 ま だ 、 
書き 直す 時 は で きる だ け 自 然 な 文章 に な る よう に 必要 な 言葉 を 補 つ て ぐだ さい 。 


メモ 本 
ERO | へ 
渋谷 区 の 路上 
住所 不定 無職 の 男 
な ぜ …… ド 宝石 店 か ら ダ イヤ の 指輪 を 盗ん だ 疑い 


どう し Eeerem 逮捕 され た 

どの よう に … 宝 石 店 か ら ダ イヤ の 指輪 を 盗ん で 逃げ よう と し た 時 に 、 道 に 落ち て 
いた バナ ナ の 皮 を 踏ん で 滑っ て 転び 、 頭 を 強く 打っ て 気 を 失っ た と 
ころ を 警察 官 に 取り 押さ えら れ た 。 

II 


「 宝 石 ど ろば ぼう 、 硝 捕 」 
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店 いて みよ う 


> あな だ は 、 あ る 新聞 社 の 記者 で す 。 こ の 新聞 社 で は 、4 月 1 日 の エイ プリ ルフ ー ル に 
いつ も 「 う その 記事 」 を 載せ る こと に し て お り 、 読 者 も それ を 楽し み に し て いま す 。 
今年 は あな だ が その 記事 を 書 ぐ こと に な り ま し だ た 。 さ ま ざ ま お 出来事 、 事 件 を 想定 し 、 
読者 が 楽し め る よう な 「 つ その 記事 」 を 書き まし よう 。 


2 NN 


( 何 を ) どう し た …… 


どの よう に … 


記事 の 見 出し 「 J 
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て 国 際 交 流 を 考え る 人 の た め の … て 


ん 化 グ 4 ん 


上 を 進む と 、 


二 上 三 っ ヽノ 三 
英語 、 ス ペイ ン 語 、 


べ ベネズエラ か ら 3 年 前 に 来 日 し た 
7 バス ケス ・ モ レラ ざん 


. 
eeeeeeeeeeeeeeeeeeeoeoeeeeeeoeeoeeoeoeeeeeeeeeoeeeoeoeeeeeoeeeeeeoeeeeoeeeooeeeeeeoeeeoeoee 


ー 日 本 に 来 た 目的 は 何で すか ? 

「 も と も と は ベネ ズ エ ラ に ある 会 社 
で 働い て いた ん で す が 、 日 本 支社 に 転 
勤 す る こと に な っ て ……。 自分 の 意志 
で 来 た わ け じ ゃ な いん で す が 、 日 本 に 
来 た か ら に は 本 格 的 に 日 本 語 を 勉強 し 
よう と 思っ て 、 仕 事 を し な が ら 日 本 語 
学校 に 通っ て いた ん で す 。 仕事 の 契約 
期間 が 過ぎ た 後 も 、 も う 少 し 勉強 を 続 
けた か っ た の で 日 本 に 残る こと に し ま 
(Les 
ー 今 の 仕事 を 始め た きっ か け は 何で すか ? 

「 パ パー ティ ー で 友達 に 含 の ホテ ル の 
マネ ー ジ ャ ー を 紹介 し て も ら っ た の が 
きっ か け な ん で す 。 そ れ で 、 ホ テル に 
履歴 書 を 送っ た ら 採 用 に な っ て 、 本 当 
に ジッ 一 で し た 。』 

一 仕事 を し て いて 大 変 な こと は 何で すか ? 
「 休 み が 不 規則 な こと で すね 。 そ れ 


バス ケス さん は さわ や か な 笑顔 で 迎え て くれ た 。 
フラ ンス 語 に 堪能 で 、 そ の 語学 力 を 生か し 、 ホ テル 
を 利用 する お 客 様 の 頼れ る アド バイ ザー と し て 活躍 し て いる 。 


第 77 号 


Ee ーー ~ 1 一 一 会] [=] 
バス ケス ・ モ し レ う さん シリ ー ズ 今週 人 
ここ は 新宿 に ある パー クハ イア ッ ト ホ テル 。 ふ か ふか の じゅ うた ん の 


日 本 語 、 


と 、 い ろ ん な こと を 知っ て いな く て は 
いけ な いこ と で す 。 お客様 の 注文 に ( 
何で も お 応え を し な く て は な ら な い の で 。 
この 前 『 爪 切り あり ます か 。』 と 聞か れ 
た ん で す が 、『 爪 切り 』 が わか ら な く て 
困っ ちゃ いま し た 。 後 で 先輩 に 聞い た 
ら 、 爪 切り は よく 頼ま れる らし く て 、 
日 本 で は だ いた い ど の ホテ ル に も 用 意 
し て ある ん だ そう で す 。」 

一 仕事 を し て いて よかっ た と 思う の は どん な こ 
と で すか ? 

「 い ろ い ろ な 国 の 人 と 出会え る こ 

で し ょ うか 。 それから 、 お 客 様 が お 帰 
り に な る 時 、『 パ バス ケス さん あり が と 
う 。』 っ て 言っ て くだ さる こと が ある ん 
で す が 、 そ ん な 時 この 仕事 を し て いて 
本 当 に よかっ た と 思い ます 。」 

さす が に ホテ ル で 仕事 を し て いる だ け あ 
つて 、 終 始 笑顔 の 絶え な い イ ンタ ビ ユ ー だ 
つ だ 。 慣れ な い 土 地 で も タフ に 生き て い ぐ 
だ ぐま し さと 、 異 文化 を す つ と 受け 入れ て 


い ぐ くし な や か が さ を 持 ち 合 わせ だ 素敵 な 女性 
だ っ だ 。 


を ホー ムステイ の 勧め 

ホー ムステイ は 日 本 の 家庭 生活 を 体験 
し 、 あ り の まま の 日 本 人 を 知る また と な 
ぃ い チ ャ ンス だ 。 日 本 人 の 家庭 に 入っ て 一 
緒 に 生活 を すれ ば 、 い つも と 培っ た 日 本 
人 が 見 えて くる か も し れ な い 。 

ホー ムステイ を 含む 国際 交流 プロ グラ 
ム を 実施 し て いる 機関 を 紹介 し よう 。 


ホー ムステイ は 家族 の 一 員 と し て 過 こ ご 
す の だ か ら 、 遊 ん で ば か り い る わけ に は 
いか な い 。 外国 人 だ か ら と いっ て 甘え て 
いな いで 、 手 伝い も 進ん で し よう 。 お 風 
呂 の 入り 方 は も ちろ ん 、 朝 起き る 時 間 や 
ご 飯 の 後片付け の し か た な ど 日 常 の きき 
いな こと も どん どん 質問 し 、 マ ナー を 守っ 
て 楽し く 過 ご そう ! 


RT 二 
1 


問い 合わ せ 先 。 
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アジ ア 交 流 財団 
分 (0862) 79-46 X x 


| 
| 
12 月 下旬 か ら 2 週間 | 


九州 国际 交流 七 沁 乡 一 
££ (0994)25-25X Xx 


日 本 语 芥 论 大 会 、 饼 ? 才 大 会 等 


3 月 上 旬 の 2 週間 | 
長崎 の 小学 校 訪問 、 地 域 交流 会 等 


* 受 け 入 れ 家庭 数 に 限り が ある た め 、 お 問い 合わ せ は お 早め に 。 


ーー 耳 寄 .) な 話 ーー 


風邪 は 万 病 の 元 。 今 日 は 風邪 を ひい 

だ 時 の だ め に と つて お き の 民 間 療 法 を 
紹介 し よう 。 日 本 で は 卵 酒 が よく 効く 
と 言わ れ て いる 。 こ れ は 温め だ 日 本 酒 
に 卵 を 混ぜ て 飲む も の で 、 飲 お と 体 が 
ぽか ぼ ぽ が 温まる 。 の どの 痛み に は 、 ね 
ぎ を 切っ て の ど に 巻く と いう 方 法 も あ 
る 。 風邪 を ひい だ 時 に は ぜひ お 試し 
を ! 


情報 コー ナー 


売り ます G 〇 留守 番 電話 売り ます 。 テ ー 
プ 録 音 式 、 短 縮 ダ イヤ ル 機 能 付き 。 昨 年 3 
万 円 で 購入 し た も の を 8,000 円 ぐら いで 。 
金 。 甘美: 傘 (03)3812 一 XX 

買い ます ©⑧ ワ テア プロ を 譲っ て くだ き 
い 。 値段 は 相談 で 。 

吉井 正 傘 (045)586 一 メメ 


募集 し ます ⑥ 第 8 回 日 豪 文 化 フ ォ ー ラ 
ム 参 加 者 募集 。 1 月 の 1 週間 を オー スト ラ 


リア の 学生 と 過ごし ませ ん か 。 詳細 は 以下 
お 大 内 博之 容 (0424)88 一 メ ※ 
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問題 


1 。 誰 が 何 を する の か 考え て 、 例 の よう に 書い て くだ さい 。 


例 ) 機関 を 紹介 し よう 。 … 筆者 が 読者 に 機関 を 紹介 する 。 
(ホー ムステイ の 勧め ) 

1) 手 侯 いも 進ん で し よう 。 过 が の 手伝い を 
(ホー ムステイ の 勧め ) 
進ん で する 。 

2 ) 楽し く 過ごそ う 1 rr が 楽し く 過 ご す 。 


(ホー ムステイ の 勧め ) 
3 ) 民間 療法 を 紹介 し よう 。 … が に を 紹介 
(耳寄り な 話 ) 


4) ぜひ お 試し を ! … が を 試す 。 
( 藤 寄 りな 語 ) 
値段 は 相談 で 。 … は ワー プロ を 譲っ て くれ る 人 と 
(情報 コー ナー) 
さん が 相談 し て 決め る 。 
2. 文化 タイ ムズ を 読ん で 、 読 者 アン ケー ト に 人 答え まし ょ う 。 
あの グイ @ 貫 切り 11 月 25 晶 
送 才 アン ケー/ あ 2 フル / ぞ ン / 応 墓 の 。 僅 当 選者 の 発表 は プレ ゼ 
今月 号 の 文化 タイ ムズ は いか が で し た か ? きまり ント の 発送 を も ちっ て か え 
あな た の 声 を 聞か せ て くだ さい 。 抽 選 で 10 名 MM 


の 方 に 、2,000 円 の 図書 券 を さしあげ ます 。 


① 今 月 号 の 文化 タイ ムズ の 中 で 、 お も し ろ い 


お 
と 思っ た 記事 を 一 つ 挙 げ て くだ さい 。 名 


| EE 


② 今 月 号 の 文化 タイ ムズ の 中 で 、 役 に 立つ と | 第 
思っ た 記事 を 一 つ 拳 げ て くだ さい 。 


| 連絡 先 | ( ) 


⑨③ 文 化 タ イム ズ で 取り 上 げ て ほし いこ と 、 知 
り た いこ と な ど 、 何 で も 書い て くだ さい 。 


滥 粥 (4 
麻 
dE 
对 


L | 
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| | 
文 型 . 表现 


《人 > 日 本 に 来 た か ら に は 本 格 的 に 日 本 語 を 勉強 し よ う と 思 っ て 、 学 校 に 通 


こ o 


@ 前 件 で 理由 を 、 後 件 で 決意 や 義務 、 当 然 す る こと を 述べ る 


人 


一 度 就職 し た か ら に は 、 少 な く と も 3 年 間 は 勤め る つも り だ 。 


2 . 日 本 に 住ん を で いる か ら に は 、 日 本 の 法律 を 守ら な けれ ば な り ま せん 。 
9 。 
4。 化 タビ ュ ア ー : 登頂 する 自信 は あり ます か 。 


学生 で ある か ら に は きち ん と 授業 に 出席 し な く て は いけ ませ ん 。 


登山 家 : 自信 は な いん で す が 、 チ ャ レン ジ す る か ら に は 最後 まで 頑張 ろう と 思っ 
て いま す 。 


。 姉 : せ っ か く パ ペソ コン を 買っ た の に どう し て 使わ な い の ? 


弟 : う ん …… 、 う まく 使い こなせ な いん だ 。 
姉 ・ そ ん な 、 も っ た いな い 。 買っ た か ら に は 使わ な くち ゃ 。 


く 2> ます が に ホテ ル で 仕事 を し て いる だ け あ っ て 、 終 始 笑顔 が 絶え な か っ た 。 


人 @ 後 仕 の 事実 が 納得 で きる よう な 理由 や 根拠 ガ 前 件 に ある 


加 


條 は 若い だ け あ っ て 何 を や ら せ て も 上 達 が 早い 。 
和田 さん は 外交 官 だ け あ っ て 、 国 際 間 題 に 詳し いし 、 外 国人 と の つき 合い に も 慣れ 
て いる 。 


幸子 *・ ど の 料理 も お いし いわ ね 。 
一 郎 : さす が に 一 流 ホ テル の コッ ク が 作っ て る だ け あ る ね 。 


4. この 家 は 奇抜 な こと で 有名 な 建 策 家 が 設計 し た だ け あ っ て 、 斬 新 な デザ イン だ 。 


第 揮 者 の 小沢 征 秦 は きす が に 世界 の 小沢 と 呼ば れる だ け の こと は ある 。 ア メリ カ に 
は 「 オ ザワ ホー ル 」 と いう 名 前 の コン サー ト ホ ー ル が ある そう だ 。 
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③> 家族 の 一 員 ほ と し て 過ごす の だ か ら 、 遊 ん で ば か り い る わけ に は いか な い 。 


人 @ 持 別 な 理由 が あつ て 、 す る こと が で き な い 
1 。 (図書 館 で ) 
利用 者 : これ 、 禁 帯出 に な っ て いる ん で すけ ど 、 1 日 だ け 貸 し て いた だ け な い で 
し あう か 。 
貸出 係 : すみ ませ ん 。 規 則 な の で お 貸し する わけ に は いか な いん で す よ 。 
2. 美 紀 : ホー ムステイ に 行っ て 少し ょ っ くら し た ん じゃ な い 。 
ユー リ : そう な ん だ よ 。 食事 の 時 、 出 きれ た も の を 残す わけ に は いか な い だ ろ う 。 
それ で 、 毎 食 全 部 食べ て た ら 太 っ ちゃ っ た ん だ 。 
3. 石油 は あと 数 十 年 で な く な っ て し まう と いう 。 私 た ち も エ ネル ギー 問題 に 無関心 で 
いる わけ に は いか な い 。 
4. 妻 : 熱 が ある ん だ か ら 今 日 は 休ん だ ら ? 
夫 : 今日 は 大 切な 会 議 が ある か ら 行 か な いわ け に は いか な いん だ 。 
5 。 学 生 A : ずい ぶん 難し そう な 本 、 読 ん で る ね 。 
学生 B: う ん 、 レ ポー ト の 参考 に っ て 先生 が 貸し て くれ た か ら 、 読 まな いわ け に は 
いか な いん だ 。 
凶 。 いろ いろ お な 表現 「 わ け 」 


<④ 外国 人 だ か ら と いっ て 甘え て いな いで 、 当 然 手伝い も し ょ う 。 


@ 前 件 か ら 一 般 的 に 考え られ る こと は 、 違 つて いる こと も ある と いう こと を 示す 

1 . 日 本 に 住ん で いる か ら と いっ て 、 日 本 語 が 上 手 に な る と は 限ら な い 。 

2 。 いい 大 学 を 出 た か ら と いっ て 、 出 世 す る と は 限ら ちら ない 。 大 切な を の は 本 人 の や る 気 と 
努力 だ 。 

3 . 冷蔵 庫 に 入れ て ある か ら と いっ て 安心 し て いて は いけ ませ ん 。 特 に 板 雨 時 は 湿度 が 
高く 、 食 中 毒 を 起こ し や すい の で 気 を つけ まし ょ う 。 

4. 典子 : テス ト の 点数 が 悪かっ た か ら っ て 、 そ ん な に 気 に する こと な いわ よ 。 今 度 交 

張れ ば いい ん だ か ら 。 

美紀 : う ん 。 あ り が と う 。 
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て 
. 


Ws 
せめ 

ーー も を 
ーー すゞ 


出さ ん は フラ ンス 人 に 日 本 語 を 教 ん て いる そう だ 。 し か し 、 だ か ら と いっ て フ 和 
ラン ス 語 が 話せ る わけ で は な い 。 日 本 語 だ け で 教え て いる の だ 。 


る お 風呂 の 入り 方 は も ちろ ん 、 朝 起き る 時 間 や ご 飯 の 後片付け の し か た な じ 日 常 


言う 
。 こ の お 菜子 は 、 コ ー ヒ ー や 紅茶 は 


一 人 


の きる いな こと も どん どん 質問 し ょ う 。 


必要 が な いこ ぐら い 当 然 な も の を 例 に 挙げ る 


も ちろ ん 日 本 茶 に も よく 合い ます 。 


。 こ の 洗剤 は 、 セーター は も ちろ ん シル ク の スカ ー フ な ども 洗う こと が で きま す 。 
。 ディズニーランド は 、 子 供 は も ちろ ん 大 人 も 楽し め る レジ ャ ー 施 設 だ 。 
. (新聞 の 文化 面 ) 


た あ だ ち 
東都 劇場 で 上 演 中 の 「 沈 黙 の 人 」 が いい 。 主 演 の 緒方 は も ちろ ん 少女 役 の 安達 も 替 
演 し て いる 。 


。 最近 は 安全 性 は も ちろ ん 環境 に 対し て も 配慮 され た 車 が 求め られ て いる 。 


< 受入 れ 家 旗 数 に 限り が ある た め 、 お 問い 合わ せ は 早め に 。 


@ 原 因 ・ 理 由 を 表す 
1 。 健 康 保険 に 入っ て いな か っ た た め 、 洛 療 費 を 全額 支払 わな けれ ば な ら な か っ た 。 
2 , 流通 コス ト や 関税 が 高い た め 、 円 高 に な っ て も 輸入 品 が あま り 安 く な ら な い 。 

3。 交 
4 
5 


交通 が 不便 な た め 、 こ の 村 だ けが 開発 か ら 取 り 残 され て し まっ た 。 


. 事故 の た め 電 車 が 1 時 間 も 遅 れ て し まっ た 。 
、 昨 日 飲み すぎ た た めか 、 今 日 は どう も すっ きり し な い 。 


I. a b c を 。& ちち き 。 看 本 名 
OI 
|. ( J) Et ) BG ) 4. ( ; BA( ) 
鲍 []] 炊 の 点 に 注意 し て 、 も う 一 度 II の 会 話 を 聞い て み ま し ょ う 。 
省略 され て A Gn こい 勉強 が 大 変 で …… 
いる 部 分 ほん と に 頑張 ら な いと …… 勉強 も し な くち ゃ な ん な いし …… 


1 さす が (に ) (本 文 2 ) 
1 . 中 江 き さん は 、 き す が に 元 陸上 選手 だ け あ っ て 、 走 る の が 速い 。 
2. A : バス ケス さ ん の 投書 が 新聞 に 載っ た そう で す よ 。 
B : 新聞 に 投書 が 載る な ん て 、 さ す が バ スケ ス さ ん で すね 。 


「 さ す が ( に )」 が 入る 文 を 一 つの 選ん で くだ さい 。 
1. 空 が 明る く な っ て きた か ら 、( ) 雨 は 止む だ ろう 。 
2. 前 回 の 作品 より 今回 の 作品 の ほう が ( ) お も し ろ い 。 
3. 池田 さん は ( ) 音楽 大 学 を 卒業 し た だ だ け あ っ て 、 ピ アノ が 上 手 だ 。 
に 罗 
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2 終始 (本 文 2) 
1. 交流 会 は 大 変 盛り 上 が り 、 終 始 笑 い 声 が 絶え な か っ た 。 
2. ゴル フ 場 開発 計画 に つい て 彼 は 議会 で 終始 一 貫 し て 反対 意見 を 唱え た 。 


/ 人 "と と 

時 終始 」 が 入る 文 を 一 つの 選ん で くだ さい 。 

1. 新しい 家 の 工事 が ( ) 終わ っ た 。 

2 . 試験 の 時 、 彼 は 緊張 し て ( NR レビ 行う だ 。 

3. 会 議 の 間 、 彼 は ( ) RR Cs 
9/ 
3 すっ と (本文 2) 


1 . 並ん で 電車 を 待っ て いる 時 、 後 ろか ら 来 た 人 に すっ と 横 か ら 入 っ て こら れる と 本 


当 に 腹 が 立つ 。 
や し ろ 
2. 八代 候補 は 自分 の 落選 が 決ま る と 、 そ の 場 か ら す っ と 立ち 去っ た 。 


[4 


mm 

人 

1. 朝 か ら ( ) 雨 が 降っ て いる 。 

2 大 学 を 卒業 し て 、 誠 職 も 決ま っ て いる 息子 が 、( 留学 し た いと 言い ぃ 出 
だ 。 

3 . 老人 が 電車 に 乗っ て きた 時 、 そ ば に 座っ て いた 若者 が ( ) 立っ て 席 を 
譲っ た 。 
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活動 > sas< 放 この 人 に 聞い て み ま し だ 


実際 に イン タビ ュー を し て 、 ミ ニ 新 聞 の 記事 を 書い て み ま し ょ う 。 


1 . 誰 に どん な 目的 で イン ダビ ユー を する ガ が 決め まし よう 。 


2 . 質問 を 考え まし よう 。 
質問 例 
・ 仕 事 の 内 容 
・ 仕 事 を 始め た きっ か け 
・ 休 み の 日 の 過ごし 方 
・ 仕 事 を し て いて 大 変 な プ う れ し か っ た 


こと 
[注意 ] 適切 で は な い 話 題 … 給 料 ・ 年 齢 ・ 結 婚 な ど 個 人 的 な こと 
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使う 表現 


イン タビ ュー の 依頼 を する 
A: イ ンタ ビュ アー B : イ ンタ ビュ ー の 相手 


を 始め る | A : すみ ませ ん 。 私 は 今日 本 語学 校 で 勉強 し て いる 学生 な ん で す が 、 学 校 で 
HR 
お 時 間 の ある 時 に ちょ っ と お 話 を 伺い た いん で す が 、 よ ろ し いで すか 。 


上 

2 

・ 水 曜日 な ら 、 空 いて いま す よ 。 

人体 
み | に し で いた だ ける と 助かる ん で す が .… 。 

B : いで す よ 。 

A : 容 計 、 水 曜日 の 呈 休 み 、12 時 半 頃 | 生ま ee で UN う が 。 
: は い 。12 時 半 で すね 。 ーー 


と の ウロ ピ 


tk える | A : お 忙し いと ころ 申し 訳 あり ませ ん が 、 


oO 
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イン タビ ュー を する 


イン タビ ュー を | A : 今 日 は お 層 し いと ころ お 時 間 を と っ て くだ さっ て 、 


始め る あり が と う ご ざ いま す 。 
早速 イン タビ ュー を 始め させ て いた だ いて も よろ し いで すか 。 
B : は い 。 
A : まず 、B さ ん の お 仕事 に つい て 伺い た いん で す が 、 主 に どん な お 仕 
事 を 毎日 な さき っ て いる ん で すか 。 


質問 を する A : ・ 今 の お 仕事 を 始め られ た きっ か け を 教え て いた だ け ま すか 。 
・ 仕 事 を な さっ て いて 、 何 が いち ば ん 大 変 で すか 。 
・ 休 み の 日 は どの よう に 過ごさ れ て いま すか 。 


相手 の 話 を 促す ・ そ うな ん で すか 。 
( 右 ペ ー ジ の 練習 し 
を し まし ょ う ) 


A : 今日 は (お 忙し いと ころ ) 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 
痢 聞 が で き あ が つ だ ら 、 お 料 ら UM ま 9 の 0 MM ぞ 庄 覧 くだ さい ぃ 。 


お 礼 を 言 


ヽ う 7 
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: 相手 に 気持 ちよ く 話 し て も ら う た め に は 、 炊 の よう な こと に 注意 し まし ょ う 。 
i a 相手 の 話 が 一 区 切り し た と ころ で 「 そ うな ん で すか 。」「 え え 。」 な どの 相づち を 打つ 。 
b 相手 の 話 で 興味 を 持っ た と ころ を 繰り 返し て 確認 する 。 また 、 相 手 の 話 に つい て 質 | 
問 し た り 、 感 想 を 言っ た りす る 。 


(練習 ) バス ケス さん へ の イン タビ ュー の 中 で 、 a 、b に 当たる 部 分 を 探し 、 下 線 を 引 
て 記 写 を 書き まし ょ う 。 


の 用 ュ アー B : パス ケス さん 
・ そ れ で は 、 ま ず 、 日 本 に いら し た 理由 か ら 伺 っ て も よろ し いで すか 。 
: は い 、 日 本 に 来 た 理由 は 簡単 に 言っ て し まえ ば 転勤 な ん で す 。 


加 一 四 一 


・ 々 ええ 、 も と も と は ベネ ズ エ ラ に ある 会 社 で 働い て いた ん で す が 、 そ の 日 本 支 
社 で 働く よう に 言わ れ て …… 


I : じゃ あ 、 ご 自分 の 意志 で いら っ し ゃ っ た ん じゃ な いん で すか 。 

B : え え 、 そ うな ん で す 。 私 が 希望 し て 来 た わ け じ ゃ な いん で す よ 。 

I : ああ 、 そ うな ん で すか 。 で も 、 と っ て も 日 本 語 が お 上 手 で すね 。 

B : そう で すか 。 い え 、 ま だ まだ だ めで す よ 。 

I : と ころ で 、 あ の う 、 今 は ホテ ル に お 勤め だ と 伺っ た ん で す が 、 き っ か け は ……。 

B : あの 、 パ ペパー ティ ー で 友達 が 今 の ホテ ル の マネ ー ジ ャ ー を 紹介 し て くれ た ん で 
す 。 

1 : お 友達 が 。 

B : ええ 、 そ の 時 ちょ うど 、 会 社 を 辞め て 仕事 の な か っ た 時 だ っ た か ら …… ; 

TI : ああ 、 そ うな ん で すか 。 

B : それ で 、 ホ テル に 、 あ の 、 何 と 言い ます か …… りき し ょ 、 で すか 。 

I : ええ 、 履 歴 書 、 で すね 。 

B : ええ 、 履 歴 書 を 送る よう に 言わ れ て …… 6 

すま 。 

B で 、 面 接 に 行っ た ら 、 採 用 し て くれ る こと に な っ た ん で す 。 

I : ああ 、 そ れ は よかっ た で すね 。 
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| 


> 実際 に イン ダビ ユー を し て み ま し よう 。 


[| II 全 SSP 


書く 前 に 


ゥ イン タビ ユー 記事 の 特徴 を 考え まし よう 。『 文化 ツタ イム ズ 』 の イン ダビ ユー 記事 の 部 分 
を 読ん で 、 正 し いと 思う も の に 〇 を つけ て ぐだ さい 。 


) 文体 が 統一 され て いる 

) 話し 言葉 が 使わ れ て いる 部 分 が ある 。 

) イン タビ ュー し た 場所 に つい て 書か れ て いる 部 分 が ある 。 
) イン タビ ュー で 聞い た 話し か 書か れ て いな い 。 


書い て みよ う 


ゥ イン ダビ ユー の 結果 を まとめ て 記事 を 書い て み ま し よう 。 本 文 2 も 参考 に し 、 次 の ご 
と は 必ず 入れ て ぐだ さい 。 


① イ ンタ ビュ ー 相 手 の 簡 単 な 紹介 


0 イッ ンク ビ ピュー 内容 
③ イ ンタ ビュ ー 後 の 感想 


近い ろ い ろ な 雑誌 な ど を 参考 に し て 、 イ ンタ ビュ ー 記 事 を 入れ た ミニ 新聞 を 作っ て み ま 
し まう 。 
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国贸 天 元 气 下 二 办 


の リロ CT rapn 


光生 、 お 元気 で すか 。 私 は アメ リカ を 
ー 人 で 旅行 し て いま す 。 今日 は 7 ラン F| |51- 8521 
キャ ミオ ンド 行 , て きま し た 。360 度 
流す 限り 茶 も っ 人 和男 で で うり 潜 生 区 (4 林 
し t- 喝 肥 や "た か り 、 林 本 生え て 


3 いな い 大 中 半 谷 - が か" 350 キロ に わた っ て - 0 
sa 站 ”文化 外 国语 寺 门 学 校 


目 欠 っ 礁 大 さ & 改 みて 寿 じ まし に 。 
典生 に も こ 9 素 呈 ら し さぁ お 伝 渡 稼 洋 介 先生 
し た ぃ と 思い 、 へ 9 ン ミ を 執り まし で に 。 

9 月 名 に 和 帰国 す 3 隆 定 で す 。 Tokyo， JAPAN 
= 学期 も よぅ し < ヵ 願 いし ます 。 


7 月 3 日 


ソム 人 4 - ャ カク カー ン vi PA | 


POST CARD 
元 盈 ?2 今 3-Dy/av 右 直人 高 ww 
ん イ 入 の ュ > グ フ 2 ウ コッ 小路 に いま す 。 
外 だ いう の に .2214 雪 :水 世界 jj。 
き の フ ラド ュー レン に 行 。 て 3 まし た 。 骨 が 
前 た に 「 ス イス ほど 3 れい ぃ な 図 は な ぃ 」 っ て 
る , て と けど 、 本 当 で すね 。 さ ュー し ン r 艇 交 客 
a な いし . 景色 も と > て も えれ ぃ だ し レ 、 当 
区 い PT で し た 。 旧い うい う 狼 えて 
と れ た お か げ で 、 カ イド フッ 2 に は 載っ も 
いな いよ うな 穴場 に 行く > と び が で きま し た 。 
みや けり 秦 し み に し て て ね 。 明 B は 
和 FAR AVION 
8.7 美和 上) 


先 日 (4 Te わざ わざ 成 軌 
# で お 見 送 り い た で いて 、 本 当 に あり 
ます きき Me 
こち ら バ 者 いて から 色 避 ? イ ピング 
ば Nth 海 2 选 明度 
~ 7 1 1 
向 <、 が 生れ を ょ し て 深い て いて 、 下 :7 束 区 划 を 


すう で 別 江 児 に 玄 た か と 思う くら い に a 
ざい で す z 示 才 カメ ラ で 信 < マ ルン _ ' 
* ま * 頂 Fe で 将 ,kh5evs 攻 | 棍 原 健太郎 样 
い 信 でき に ぃ し 奴 - い ます > - 
に 本 は 喘い こ と と 思い 3 な が 、 ビ 2 々 
お 4 体 そえ 大 て カ に 3。 て く で さい 。 
グレ ー バ 772-2 に て 


g A 
a ギ セ ラフ ・ フ ラフ 


冯 阁 

WW 胃 と や る 人 で を 回 e 介 想 と に うっ Wi te Se る で 妥 中 宮寺 に 
SEE 人 RE 
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A EN OE TY ーー やる 4 
$6 和 
pr A aL we 还 装 
432NT ビビ ー マ $S LN 2r に っ mw や 
Re lt et WM に" 


WY 


く 責 (+m 


あめ 安 如 站 


sc 定 ww 


RC oR EE Rp eK LR SY 
SEE 人 TERRY 
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問題 


受け 取っ た 人 の 気持 ち に な っ て 本 文 1 を 読み まし ょ う 。 
次 の 人 た ち は 、 ど の 絵はがき / 手 紙 を 受け 取っ た の で し ょ うか 。( ) に 受け 取っ た 人 | 
の 名 前 を 書い て くだ さい 。 


ふう ん 、 砂 漠 の 生活 っ て けっ こう 便利 
な ん だ 。 よ か っ た 、 ツ アー に 参加 する 
こと を 勧め て 。( ) 


いい な あ 。 
も う 少 し 若 け れ ば 
私 も や っ て みた い が ……。 
海 の 中 っ て どん な 感じ な ん 
だ ろう 。 写真 が 楽し み だ 。 


ほう 、 そ ん な 大 自然 の 中 に 
いる な ん て うら や まし い 。 
学生 時 代 に こう いう 旅行 を 
する と いう の は いい こと だ 。 


) 


な か な か が ん ば っ て る 
みた いね 。 
行く こと を 勧め て 
よかっ た お 。 

きっ と 一 回 り 大 きく な っ て 
帰っ て くる だ ろう な 。 


あ 、 や っ ぱり あそこ に 行っ た ん だ 。 
いい な あ 、 日 本 は こん な に 暑い の に 。 
お 土産 、 何 か な あ 。 


癌 今 ま で に 旅行 し た 場所 を 思い 出し て 、 絵 は が き を 書い て み ま し ょ う 。 


人 > 今日 は グラ ンド キャ ニオ ン に 行っ て きま し た 。 


信 話 し の 立場 を 中 必 に し て 動作 の 方 向 を 示す 


1 


ひで お 
.秀夫 : 今日 、 老 人 ホー ム に ボラ ンティア 活動 に 行っ て きた ん だ 。 


典子 : へ を え 、 老 人 ホー ム に 。 ど ん な ボラ ンティア 活動 を し て きた の 。 


。 (会 社 で ) 


A : 総務 課 に 行き ます が 、 何 か あり ます か 。 
B : 悪い けど 、 こ の 書類 、 出 し て き て くれ る ? 


。 (学生 会 館 で 同室 の 人 と ) 


めぐ み 


恵 : ち ょ っ と グリ ー ニ ング 、 取 り に だ 行っ て くる ね 。 


美紀 ・ あ 、 ク リー ニン グ 屋 さん 、 行 く の ? 私 も 出し て ある の が ある ん だ けど …… 


恵 : じゃ 、 つ いで に 取っ て こよ うか が 。 


4 . 一 度 通信 販売 で 洋服 を 買っ た ら 、 定 期 的 に カタ ログ を 送っ て くる よう に な っ た 。 
5. お 風呂 に 入っ て いる 時 に 電話 が か か っ て き て 困っ た こと が ある 。 


<> グラ ンド キャ ニオ ン は 360 度 見 渡す 限り 茶色 の 世界 で し た 。 


る @ そ の 範囲 全部 


1 。 


(会 社 で ) 
上 司 : 今度 の プロ ジェ クト の 件 、 よ ろ し く 頼 む よ 。 
部 下 : は い 。 で きる 限り 頑張 り ま す 。 


。 お金 の 続く 限り パリ で ファ ッ シ ョ ン の 勉強 を 続け る つも り だ 。 
。 私 の 父 は 、 定 年 後 も 体力 の 続く 限り 働き た いと 言っ て いる 。 
。 イ ンタ ビュ アー : いよ いよ オリ ン ピ ッ ク に 出場 で すね 。 お めで と う ご ざ いま す 。 


ヽ 


選 手 : あり が と う ご ざ いま す 。 カ の 限り 頑張 り た いと 思い ます 。 


5，A : 洋画 に 詳し いん で すね 。 
B : ええ 、 ま あぁ 。 英語 の 勉強 に な る の で 、 平 日 で も 時 間 の 許す 限り 映画 を 見 る よう 
に し て いる ん で す 。 
寄 いろ いろ な 表現 「 限 り ノ ズ 限 る 」 


人 > 木 一 本 生 を て いな い 大 峡谷 が 350 キ ロ に わた っ て 続い て いま し た 。 


念 物事 が 広い 場所 ・ 長 い 距 離 ・ 長 い 時 間 に 達 する こと を 示す 

1 太平洋 沿岸 の 広い 地域 に わた っ て 地震 の 被害 が 見 られ た 。 

2 . 己 取 県 の 海岸 に は 、 日 本 で は 珍し い 砂 丘 が 数 キロ に わた っ て 広がっ て いる 。 

3. 彼 は 数 年 間 に わ た っ て ウイ ルス の 研究 を し て きた が 、 今 度 の 学会 で その 成果 を 発表 
する らし い 。 

4 . 20 日 間 に わ た っ て 行わ れ た スポ ー ツ の 祭典 は 、 今 日 幕 を 閉じ た 。 

5 買 易 摩擦 の 問題 に つい て 、10 時 間 に わ た る 日 米 の 交渉 が 続け られ た 。 


> スイ ス は ほど きれ いな 国 は な い 。 


る それ が 一 番 だ と いう こと を 強調 する 

1 アン ジニ さん は ほど 一 生 懸 命 勉 強し て いる 学生 は いな い 。 

2. A : 桜 を 見 な が ら 飲 む 酒 ほど お いし いも の は な いね 。 
B : ほん と 、 最 高 だ ね 。 

3. お 洒 を 飲ん で 運転 する こと ほど 危険 な こと は な い 。 交通 事故 の 原因 の 第 1 位 は 飲酒 
運転 だ 。 

4.。 ド イッ ほど 環境 問題 に 真剣 に 取り 組ん で いる 国 は な い 。 ご み の 収 集 は 有料 だ し 、 車 
は 信号 待ち の 間 、 必 ず エ ンジ ン を 止め な けれ ば な ら な い 。 

5. いつ も 霧 に 覆 わ れ て いて 、 な か な か その 姿 を 見 る こと は で き な い が 、 麻 周 泊 ほ ど 美 
し い 湖 は な いと 言わ れ て いる 。 

層 * いろ いろ な 表現 「 ほ ど 」 
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个 損 竹 が 教え て くれ だ お か け で 、 カ 人 イド ブック に は 載っ て に な いま うな 実 場 に 
人 


@ よ い 結 果 が 出 だ 場 合 に 、 感 謝 を 込め て 、 そ の 原因 ・ 理 由 を 示す 

0.。 矢島 さん が あの 時 いろ いろ と アド バイ ス し て くれ た お か げ で 、 大 学 に 合格 する こと 
が で きた 。 

2. ちょ うど 通り か か っ た 登山 者 の お か げ で 、 道 に 迷っ て いた 私 た ち は 無 事 に 山 を 下り 
る あご と が で きわ た 。 

3. (手紙 で ) 
先日 は いろ いろ と お いし い 物 を 送っ て くれ て あり が と う 。 お か げ で 久しぶり に 日 本 
の 味 を 味わう こと が で きま し た 。 

4. スピ ー チ コン テス ト て で 優勝 で きた の は 、 先 生 の お か げ で す 。 本 当 に あり が と う ご ざ 
ks 生 し だ 。 

5 A : お 嬢 さん 、 退 院 な さっ た そう で 、 よ か っ た で すね 。 
B: え そえ 、 お か げ さ まで 、 先 週 の 月 曜日 に 退院 で きた ん で す 。 い ろ い ろ ご 心配 を お 

か けし ま し て ……" e 
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⑩ 助数詞 を 使っ て 数 えて み ま し よう 。 


助数詞 一 


// 
人 


@ 次 の 助数詞 は どん な お 物 を 数 える 時 に 使う で し よう ガ 。 考 えて み ま し よう 。 


例 ) 枚 … ( 模 、 切 符 、 紙 ) 本 … ( ) 
J, ) 区 ) 
冊 … ( ) 杯 … ( ) 
Ei ) de ( ) 
着 … ( ) 是 一 人 ) 
箱 … ( ) 頭 … ( ) 
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日 本 の 旅行 ガイ ド 


< 日 本 の 地形 と 気候 > 


日 本 は 北海 道 、 本 州 、 九 州 、 四 国 の 四 つ の 
大 き な 島 と 、 大 小 3.900 の 島々 か ら 成 る 島国 
で 、 周 り を 海 に 囲ま れ て いる 。 南北 に に 長く 伸 

びている た め 、 北 の 北海 道 と 南 の 沖縄 で は 気 
候 も 生活 も ずい ぶん 違う 。 森 林 が 多く 、 国 土 
の 約 70% が 山地 に な っ て いる 。 これら の 山地 
は ほとん ど が 火山 の 活動 に よっ て で きた も の 
で 、 現在 で も 阿藤 山 を は じ め 、 桜 島 な ど 50 以 
上 の 活 火 山 が 噴煙 を 上 げ て いる 。 国 土 面積 は 
約 37 万 平方 キロ メー トル 、 人 日 は 約 1 億 2 千 
万 人 で 、 1 平方 キロ メー トル 当たり の 人 口 密 
度 は 約 320 人 で ある 。 首都 東京 は 、 日 本 の 人 日 
の 約 1 割 が 集中 する 大 都市 で 、 政 治 、 経 済 、 
文化 の 中 心地 で ある が 、 過 富 化 の 問題 も 抱え 
て いる 。 


主 な 観光 地 


歴史 の 古い 町 と 言え ば 、 ま ず 京 都 、 奈 良 が 挙げ られ る 。 京都 は 昔 、 
日 本 の 都 だ っ た の で 、 古い お 寺 や 神社 が 数 多く あり 、 一 年 中 観光 客 
og 本 物 四 金箔 が 張ら れ て いる 金閣寺 、 天皇 の 住ん 
で いた 京都 御所 な ど 歴 史 と 趣 の ある 建物 が た くさ ん ある 。 美しい 日 
本 庭園 で 有名 な の は 間 安寺 や 、 苦 寺 と 呼ば れ て いる 西 芳 寺 な ど だ 。 
京都 の 祇園 に は 伝統 的 な 日 本 料理 の 店 が た 石 と 砂 で 作っ た 竜 安寺 の 
くさ ん ある 。 日 本 料理 は 素材 の 持ち 味 や 季節 
感 を 生か し た 淡白 な 味 で 、 見 た 目 が 美しい の 
が 特徴 だ と 言わ れ て いる 。 


足利 義満 が 建て た 金閣 寺 
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に し じん お り きょう ゆう ぜん 


また 、 伝 統 工 芸 で は 、 西 陣 織 や 京 友 禅 主 な 見 どこ ろ と し て は 、 日 本 一 大 きい 大 
が 有名 だ 。 し か し 、 伝 統 工芸 は 手 作 業 が 仏 の ある 東大 寺 、 そ の 東大 寺 や 奈良 国立 
多く 、 作 る の が 大 変 な た め 、 最 近 は 後継 博物 館 な ど が ある 広大 な 奈良 公園 、 世 界 


ほう りゅう じ 
者 不足 に 悩ん で いる 。 最 古 の 木造 建築 で ある 法隆寺 な ど が あり 、 
奈良 は 京都 より 古い 歴史 を も っ て いる 。 歴史 と 文化 の 宝庫 と な っ て いる 。 


Ey | 
Wh 


平和 へ の 願い を 込め た 平和 祈念 像 オラ ンダ 村 の シン ボル の 大 風車 


長崎 は 鎖国 を し て いた 江戸 時 代 、 唯 一 し か し 、 一 方 で は 原爆 の 跡 が 生々 し い 
外国 に 向け て 開か れ た 港 だ っ た 。 そ の た ee 日 本 
め 、 外 国 の 品物 や 文化 は すべ て 長崎 を 通っ の 生き た 歴史 を 知る こと が で きる 。 ま た 、 
て 日 本 へ 入っ て きた 。 そ の 時 代 の 面影 が : 古く か ら 長崎 と ゆか り の ある オラ ンダ の 
今 で も 残り 、 異 国情 緒 豊 か な 建物 や 風景 風景 や 建物 を 再現 し た ハウ ステ ン ボ ス も 

多く 見 られ る 。 造ら れ 、 一 年 中 観光 客 で に ぎわ っ て いる 。 


3 に 
沖縄 は 、 日 本 の いち ば ん 西南 に あり 、 亜 熱帯 に 属し て いる 。 温暖 な 

気 修 を 生か し 、 サ トウ キビ や パイ ナッ プル の 栽培 が 行わ れ て いる 。 
美しい 海 、 和 白い 砂浜 、 世 界 有数 の 珈 環礁 な ど 、 ま だ まだ 手つかず の 自 

0 然 が た くさ ん 残っ て いる 。 ダイビング な どの マリ ンス ポー ツ も 盛ん で 、 
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雪 で 作っ た と は 思え な い 立派 な 彫刻 


マリ ンス ポー ツ を 楽し む 


昔 の 村 を 再現 し た 琉球 村 | 


りゅう きゅう し ゅ | 

本 格 的 な リゾ ー ト 気分 が 味わえ る 。 一 粒 : また 、 琉 球 王朝 の 城 が 復元 し て ある 首 
り じょう ll 

一 粒 が 星 の 形 を し て いる 砂 を 見 る こと が : 里 城 公園 、 伝 統 工芸 な ど を 紹介 する 琉球 


で きる 海岸 も ある 。 : 村 な ども 見 逃 せ な い 。 


日 本 の いち ば ん 北 に あり 、 一 年 の 半分 は 雪 に 閉ざさ され て い 
る 。 雄 大 な 自然 に ひか れ 、 夏 は 涼 を 求め 、 冬 は スキ ー を 楽し 
むと いう ぶ う に 、 一 年 中 訪れ る 観光 客 は 多い 。 摩 周 湖 や 阿寒 
湖 な どの 美しい 湖 、 富良野 の ラベ 
ンダ ー 畑 や の ん びり と し た 牧場 の 
風景 は 、 訪 れる 人 に 安らぎ を 与え 
て くれ る 。 また 、 毎 年 2 月 に 開か 
れる 雪 の 彫刻 の 祭典 、 札 幌 の 「 寺 
祭り 」 は 世界 的 に も 有名 で ある 。 

北海 道 で は 、 明 治 時 代 以降 欧米 
人 の 協力 の も と に 開拓 が 進め られ 
た 。 そ の 影響 で 洋風 の 建築 物 が 今 
も 多く 残っ て いる 。 本 州 か ら 多く 


HR A 


EF [a 
es 


_ また 、 北 海道 の 地名 に は 難し い 


その オホーツク 海 で 見 られ る 流氷 


霧 で 有名 な 摩周 湖 


広大 な 牧場 


の 人 が 移住 し 、 寒 さと 闘い な が ら さ ま ざ ま な 苦労 を し て 畑 を 
切り 開い て きた 。 現 在 で は 渡し い 気 候 を 利用 し た 牧畜 、 広 大 
な 土地 を 利用 し た 大 規模 農業 が 盛ん で ある 。 

読み 方 が 多い が (長万部 = 


お し ゃ まん べべ 等 )、 そ れ は 開拓 以前 か ら 住ん で いた アイ ヌ 民 族 
が つけ た 名 前 に 、 漢 字 を 当て は め た か ら で あ る 。 
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問題 


1. 本 文 2 を 読ん で 各地 の 特徴 を メモ し て くだ さい 。 


場所 主 な 観光 名 所 その 場所 の 特徴 や 魅力 
金 闻 寺 、 竟 安 寺 ee 
例 ) 京都 丁 券 ま 、 京 都 御所 な ど 古い お 寺 や 神社 が 多い 。 
奈良 
長崎 
沖縄 
北海 道 


2 。 あな た の 家族 ・ 友 人 が 日 本 に 遊び に 来る こと に な り ま し た 。 一 緒 に 行く と し た ら 、 
どこ に し ます か 。 ま た 、 そ の 理由 も 書い て くだ さい 。 


遊び に 来る 人 行く 場所 理 由 
ニニ 人 と も 歴史 が 好き だ か ら 。 ま た 母 は 着物 に 
例 ) 両親 京都 と 奈 | 
) 和 六 興味 を 持っ て いる の で 京 友禅 を 見 せ た い 。 
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|. 
0 . 
9・ 
4. 
5. 
I 


《6>》 これ ら の 山地 は ほとん と が 火山 の 活動 に よっ て で きた も の だ 。 


@ 氷 因 ・ 理 由 を 表す 


た っ た 1 回 の 過ち に よっ て 、 彼 は 仕事 を や め な く て は な ら な く な っ た 。 
グダグダ ム が で きた こと に よっ て 、 水 害 が 減っ た 。 

賭 略 を 受け 取っ た こと に よっ て 政治 生命 を 断 た れ た 政治 家 も いる 。 

た ば この 火 の 不 始末 に よる 火事 が 多い 。 

交通 事故 に よる 死亡 者 が 年 々 増え て いる 。 

いろ いろ な 表現 「ー~ に よっ つて 」 


そ さん 


> 現在 で も 阿 臣 山 を は じ め 、 楼 島 な と 50 以 上 の 活 火山 が 噴煙 を 上 げ て いる 。 


@ ぐ の 中 ガ ら 最も 代表 的 な も の を 例 に 挙げ る 


|. 
2 


この 大 学 で は 韓国 、 中 国 を は じ し め 、 い ろ い ろ な 国 か ら の 留学 生 が 勉強 し て いる 


O 


オー スト ラリ ア に は コア ラ を は じ め 、 カ ン ガ ルー、 ワ ラビ ー な ど 珍 し い 動 物 が 生息 


し て いる 。 


・ 我 が 社 は 鉄道 を は じ め 、 ホ テル 、 デ パー ト な ど 多 く の 事 業 を 手がけ て いる 。 
・ コンビニ エン スス ト ア で は パン や 牛乳 な どの 食品 を は じ め 、 洗 剤 や 下着 も 販売 し て 


いる 。 


て いる 。 


・ 日 本 は 石油 を は じ め と し て 、 鉄 鉱石 、 木 材 な ど 資源 の 多く を 外国 か ら の 輸入 に 頼っ 
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夏 は 泳 を 求め 、 冬 は スキ ー を 楽し か と いう ふう に 、 一 年 申 訪れ る 観光 客 は 多い 。 


@ 徐 に 述べ る こと を わか りや すこ くす る だ め に 具体 的 な 例 を 挙げ る 
1 。 今 日 は ダイ ビン グ 、 明 日 は 水上 スキ ー と いう ふう に 、 沖 縄 で は マリ ンス ボー ツ を 心 
ゆく まで 楽し め る 。 
2. 春 は 梅 、 秋 は 紅葉 と いう ふう に 和菓子 の 形 は 四季 折々 に 変化 する 。 
3 月 、 水 、 金 は 塾 で 勉強 し 、 土 曜日 は スイ ミン グ ス ク ー ル や ピア ノ 教 室 に 通う と いう 
こ 、 最 近 の 子供 は 遊ぶ 暇 が な い 。 
人 @ 後 に 述べ る や り 方 や 動作 を 具体 的 に 説明 する 
4 . 彼 は 、 申 し 訳 な いと いう ふう に 頭 を 下げ た 。 
5 . (料理 番組 で ) 
アシ スタ ント : 先生 、 こ の いか の 上皮 は どう や っ て むい た らい いん で し ょ うか 。 
先 生 : いか の 皮 は つる つる 滑り ます か ら ね 。 こ うい うふ うに ふき ん で 押さ え 
な が ら 引 っ 張る と うま くむ ける ん で す よ 。 


ーー 


ふう 
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し ー い ろ いろ な 


| 例 の よう に 下 の 問 題 の 計算 式 を 書い て 、 答 えも 書い て くだ さい 。 


中 = ※ 二 二 
(た す ) (ひく ) (か ける ) (わる ) (は ) 


例 ) 7 た す 1 は ( 7+1 = 8 ) 
1。 2 た すず 9 ひ ぐ S は な ( ) 
2. 3 か ける 8 は ( ) 
3. 45 わ る 5 ひく 6 は ( ) 


@ 例 の よう に 正しい 読み 方 と 文 を 選ん で くだ さい 。 


例 ) mm ( a ) | キ | a ミリ メー トル ミリ 

II. cm ( )[ J] 一 光芒 大 

2.m( )[ |] 6 > 

3.km( )[ 1 d キロ メー トル キロ 

4.m( )[ 」 6 キロ グラ ヨム メメ キロ 

5. 总 ( )L 』 f ミリ リッ トル 

6.kg( )[ J] g メー トル 

も を も 】 h シー シー 

8. ml ( | Lh 

9 bt ) [ 」 ] リッ トル 

I0.ee( )[ J] Ek 平 芝 メー ドル 
了 この 車 の 排気 量 は 2,000 口 で す 。 キ 1cem の 10 分 の 1 は 1 口 で す 。 
イ 前 髪 を 3 品 切 っ て くだ さい 。 ク この 土地 の 広 さ は 100[] で す 。 
ウ 1 口 は 、1,000kg で す 。 ケ 毎日 5 口走っ て いま す 。 
エ 私 の 身長 は 1 口 57cm で す 。 コ この ハム は 100 口 250 円 で す 。 
オ 500 品 の 牛乳 を 買っ て き て 。 サ 日 本 で は ガソリン は 1 ロロ 110 円 も 
狗 体重 が 5[ 1 も 増え て し まい まし た 。 し ます 。 私 の 国 の 約 2 倍 で す 。 
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舌 を 聞い て み ま も よ う 』 


6 


し て 、 もう一度 の 会 


a 
二 和 注 尽 


次 の 点 ( 


@ I 


2 
> 


ああ いや あ 3 


あっ 
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1 わざ わざ (本 文 1) 
1. A : お 忙し い 中 、 わ ざわ ざお 見 舞い に 来 て いた だ いて すみ ませ ん 。 
B : いい え 、 早 く よ く な っ て くだ さい ね 。 


2. 妻 : 書類 を 出す だ け な ん で し ょ 。 わ ざわ ぎ 行 か な く て も いい ん じゃ な い 。 


夫 : そ う は いか な いよ 。 本 人 が 直接 持っ て くる よう に っ て 言わ れ て る ん だ か ら 。 


13 4 2 NO 
0 お DS が ん る 区 を 一 の つの 過 の 0 て NM 
1 。 私 が キム チ が 好き だ と 言っ な ら 、 キ みき ん が ( ) 代 っ つて 特 ら っ てき て 
NE 
2 ) 大 学 に 合格 し た の に 、 全 然 勉 強し な い 。 
3. 春江 : どう し て きのう 来 を か っ た の 。( ) 待っ て いた の よ 。 
和彦 : ご めん 。 急 用 が で き て ……。 
で が 
2 よう や く (本 文 1) 
1 . 彼 は 司法 試験 を 受け 続け 、 7 回 目 に よう や く 合 格 し た 。 
2. 長かっ た 梅雨 が よう や く 明 けた 。 
Pa ココス 
「 よ う や く 」 が 入る 文 を 一 つっ 選 ん で くだ さい 。 
1. 大 学 の 入学 試験 が ( 0 PMSE EE 
2。 新 校舎 が ( ) 完成 し た 。 
3 吉行 な が ( ) 間に合わ な か っ た 。 
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作文 和 の 国 は こん な 国 Te 


あな た の 国 は どん な 国 で すか 。 本文 2 を 参考 に し て 、 自 分 の 国 に つい て の 紹介 文 を 書い 
て あま じょう 。 


書く 前 に 
> メモ を 作り まし よう 。 


(① 私 の 国 の 地理 的 特徴 


a 位置 と 形 b 自然 と 気候 C 面积 人口 


② ぜ ひ 紹 介し た い 場 所 
③ そ の 場所 の 詳し い 説 明 


d その 場所 の 大 き な 特 色 と そ の よう な 特色 が 生ま れ た 理由 


| e どん な 様子 か ・ 何 を 見 た らい いか ・ 何 を し た らい いか 


f その 土地 の 食べ 物 ・ 特 産物 ・ お 土産 
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(使う 表現 


① 地 理 的 特徴 


a 


位置 と 形 


・ 韓 国 は 、 三 方 を 海 に 囲ま れ た 半島 の 国 だ 。 
・ イ タリ ア は 長 鞭 国王 开 二 
・ 日 本 は アジ ア 大 陸 の 東 に 位置 する 島国 だ 。 


自然 と 気候 

・ 山 地 が 国土 の 70% を 占め る が 、 こ れ ら の 山地 は ほとん ど が 火山 の 活動 に よっ て で 
きた も の で ある 。 

・ 日 本 は 南北 に 長く 伸び て いる た め 、 北 の 北海 道 と 南 の 沖縄 で は 気候 も 生活 も ずい 
ぶん 違う 。 

面積 と 人 ロロ 


・ 国 土 面積 は 約 37 万 平方 キロ メー トル だ 。 
・ 人 日 は 約 1 億 2 千 万 人 で 、 人 日 の 多く は 東京 ・ 大 阪 な どの 大 都市 


回 集 申 U で くい U 。 


② ぜ ひ 紹 介し た い 場 所 


見 どこ ろ は いろ いろ ある が 、 そ の 中 で も 
京都 ば 歴史 の 古い 町 ど し て で 有名 だ 。 
松島 は 景色 の いい 所 と し て 知ら れ て いる 。 
沖縄 は リゾ ー ト 地 と し て 人 気 が あ る 。 


③ そ の 場所 の 詳し い 説 明 


d 


その 場所 の 大 き な 特 色 と そ の よう な 特色 が 生ま れ た 理由 


・ 京 都 は 昔 、 日 本 の 都 だ どっ た の で 、 古 い お 寺 や 神社 が 数 多く ある 。 
・ 長 崎 は 鎮 国 を し て いた 江戸 時 代 、 唯 一 外国 に 向け て 開か れ た 港 だ っ た 。 その な ため 、 


今 で も 異国 情緒 豊か な 建物 や 風景 が 多く 見 られ る 。 


・ 北 海道 で は 、 明治 時 代 以 降 欧 米 人 の 協力 の も と に 開拓 が 進め られ た 。 そ の 影響 で 


洋風 の 建築 物 が 今 も 多く 残っ て いる 。 
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e どん な 様子 か ・ 何 を 見 た らい いか ・ 何 を し た らい いか 
・ 竜 安寺 や 西 芳 寺 は 美しい 日 本 庭園 で 有名 だ 。 
・ 摩 周 湖 や 阿寒 湖 な どの 美しい 湖 、 富 良 野 の ラベ ンダ ー 畑 や の ん びり と し た 牧場 の 
風景 は 、 訪 れる 人 に 安らぎ を 区 え で くれ る 。 
・ ダ イ ビ ン グ な どの マリ ンス ポー ツ が 盛ん で 、 本 格 的 な り ゾ ー ト 気分 が 味わえ る 。 
f その 土地 の 食べ 物 ・ 特 産物 ・ お 土産 
・ 日 本 料理 は 素材 の 持ち 味 や 季節 感 を 生か し た 淡白 な 味 で 、 見 た 目 が 美しい の 
が 特徴 だ (と 言わ れ て いる )。 
・ 伝 統 工芸 で は 、 西 陣 織 が 有名 だ 。 
・ 温 暖 な 気候 を 生か し 、 サ トウ キビ や パイ ナッ プル の 栽培 が 得 わ あれ て いる 。 


書い て みよ う 


ゥ メモ を も と に 、 自 分 の 国 の 紹介 文 を 書い て み ま し よう 。 


① 地 理 的 特徴 つ 


a。b。C 


② ぜ ひ 紹 介し た い 場 所 つ | 見 どこ ろ は いろ いろ ある が 、 そ の 中 で も : 
| は も で | 


③ そ の 場所 の 詳し い 説 明 一 
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人 活動 > lm< ぶ す 凍 国際 交流 パー ティ ー 


パー ティ ー な どの 社交 的 な 場面 で 、 初 対面 の 人 と 話 が で きる よう に な り ま し ょ う 。 


聞い て みよ う 


じ ま ず 、 予 想 し な が ら 聞 く 練 習 を し ます 。 テ ー プ を (@toD の 所 まで 聞い て 、 次 に 何 を 言う 
か 考え て くだ さい 。 そ の 後 、 も う 一 度 全体 を 通し て 聞い て | | の 中 に 言葉 を 入れ て くだ さい 。 


っ て いう と ーー 


確か ① は 北の方 に 


[BE が ぁ ある ん で す ょ ね 。 て | デー ーー 


A 


ええ 、 行 きま す よ 。④ の 競技 場 は | 
いい で すね 。 女性 や 子供 も 行け る 


か ら 。① は | | ば は かり で す ょ 。| 
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AU | 


er ii 


| ね 、 や っ ぱり 。 
. ① ら し い 有 雰囲気 の ある 所 な ら 


加 | が いい で す ょ 。 


| ⑥ と ⑥ で すね 。 
ぁ の 5.、@ | 


: は どん な の が いい で し ょ うか 。 
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Ep 


ーー か ーーー 


! めい せい 。 i ; 
| 私 は 名 成 大 学 の シャ ファ ー と 。 ! > 


mr ます 。 選 ] 


| か ら 来 まし た 』 ど う ぞ よろ し く 。 


| 平成 女子 大 学 の 山口 で す 。 
| よろ し く お 願 いし ます 。 


国際 文化 の コー ス に 
| いる ん で すけ ど 。 


私 は その 中 の 
Tor A 


アジ ア の 国 で 6 | A 
| 行っ た こと あり ます か 。 、 | それ が 、 ま だ 行っ た こと な いん で : 
間 | す 。 大 学 に いる 間 に い ろ い ろ 行 っ | 
| て みた いと 思っ て る ん で すけ ど 。 | 


NN 


' や っ ぱり | ゆ J に ks 


: 1 上 や 
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ゥ どん お 話題 が 考え られ ます が ガ 。 


1 そこ を 知っ て いる 一 一 一 


D 


自分 が 続け られ そう な 話題 を 選び まし ょ う 。 


使う 表現 


国 相 手 の 国 ・ 出 身 地 か ら 話 題 を 広げ る 
ブラ ジル 剛 還 較 MM、 サ ッ カ ー が 強い で す 議 識 議 。 


回 相手 の 国 ・ 出 身 地 に 旅行 に 行く の で アド バイ ス を も ら う 
お 勧め の 所 を 教え て も ら う 
よかっ た ら 、 お 和 勧め の 所 を 教え て も ら え ませ ん か 。 
お 勧め の お 土産 を 教え て も ら う 
お 土産 は どん な の が いい で し ょ うか 。 
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・ 気 候 ・ 地 形 
・ 食 べ 物 


その 国 ・ 地 方 に 旅行 に 行く 一 | 


・ 学 校 

・ 滞 在 期間 
・ 趣 味 
・ 住 まい 


ll | 
Wy 


Ne a 


引 そ の 人 自身 に 関す る こと を 話題 に する 


話題 例 表現 例 
も 日 本 に いら し て どの ぐら い に な る ん で すか 。 
滞在 期 層 
滞在 期間 日 本 は も う 長 いん で すか 。 
6 どちら に お 住ま いで すか 。 
住ま い | 
(ご ) 自宅 は どちら で すか 。 
何 を な さっ て ( い ) る ん で すか 。 
職業 学生 きん で すか 。 
日 本 に は お 仕事 で いら し た ん で すか 。 プ いら っ し ゃ っ た ん で すか 。 
湯村 学校 は どちら で すか 。 
| 今 、 何 年 生 で すか 。 
専攻 大 学 で は 何 を 勉強 な さっ て ( い ) る ん で すか 。 
| (ご ) 専攻 は ……。 ノ 何 学部 で すか 。 
こ 力 “二 か 
趣味 a 
旅行 は (お ) 好き で すか 。 


話し て みよ う 


ゥ 例 の よう に 話し て み ま し よう 。 


吊 相 手 の 国 ・ 出 身 地 か ら 話 題 を 広げ る 
例 ) プラ ジル サッ カー が 有名 だ /B さ ん も サッ カー を や っ て いた 


29 


HP WH Pp WH と 


: お 国 は どちら で すか 。 ノ 出身 は どちら で すか 。 
: プラ ジル で す 。 

: あ あ 、 ブ ラジ ル で すか 。 ブ ラジ ル っ て いう と 、 サ ッ カ ー が 有名 で す よ ね 。 
: そう で すね 。 

: B さ ん も サッ カー や っ て らし た ん で すか 。 
: ええ 、 小 さい 頃 少 し ……。 ( の 部 分 は 自由 に 答え て くだ さい ) 
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(練習 
1 ) 


ドウ 
ュ ン 


こら 
ュー 


I2 相 手 の 国 


) ペ ベア に な つて 話し まし よう 。 

オー スト ラリ アノ コア ラ や カン ガル ー が いる / 普 通 の 町 の 中 に も た くさ ん 
いる 

ベル ギー メチ テ チョ コレ ー ト が 有吉 だ どど この チョ コピ ビート が いち ば ん お いし 
い 

奈良 古い お 寺 が た くさ ん ある どこ の お 寺 が いち ば ん 吉 い 


・ 出 身 地 に 旅行 に 行く の で アド バイ ス を も ら う 


お 勧め の 所 を 教え て も ら う 
例 ) イタ リア ノン 古い 物 を 見 る の が 好き 


ーー つ A : 
B 
A 


お 国 は どちら で すか 。/ ノ 出身 は どちら で すか 。 


: イ タダ リア で すず 。 
: イタ リア の 方 で すか 。 私 、 今 度 の 夏休み に イタ リア を 旅行 し よう と 思っ て 


る ん で す よ 。 よ か っ た ら 、 お 勧め の 所 を 教え て も ら え ませ ん か 。 


: そう で すね え 。 どん な 所 に 興味 が ある ん で すか 。 
: ええ と 、 古 い 物 を 見 る の が 好き な ん で すけ ど …… o 
: そう で すね える 、 建 築 を 見 る ん だ っ た ら ロ ー マ 、 美 術 び っ た ら フ ィ レ ン ツ ェ 


が いい ん じゃ な いで し ょ うか 。 ( の 部 分 は 考え を て くだ さい 。) 


(練習 ) ベ ア に な つて 話し まし よう 。 


1 ) 
2 ) 
3 ) 


(出身 地 ) プ お いし いも の を 食べ た い 
(出身 地 ) プシ ョ ッ ピ ング を し た い 
(出身 地 ) 景色 の いい 所 で の ん びり し た い 


お 勧め の お 土産 を 教え て も ら う 


例 ) イタ ! 


リ チ 


PY A 


B 


A 


: あの う 、 お 土産 は どん な の が いい で し ょ うか 。 
: そう で すね え 、 イ タリ ア は 革製品 が 有名 だ か ら 、 パ バッ グ と か 菱 と か 、 そ う 


いう の は どう で し ょ う 。 色 も きれ い だ し 。 


: 革製品 で すね 。 ぜ ひ 見 て み ま す 。 ( の 部 分 は 考え て くだ さい 。) 


(練習 ) う ベア に な つて 話し まし よう 。 
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[5 


その 人 自身 に 関す る こと を 話題 に する 
例 ) 


29 


: あの う 、 ど ちら の 方 で すか 。 

: 私 で すか 。 私 は アメ リカ で す 。 

・ も う 日 本 は 長い ん で すか 。 

: ええ と 、 そ ろ る そろ 2 年 に な り ま す 。 

: そう で すか 。 日 本 で は 何 を な さっ て る ん で すか 。 

: 銀行 に 勤め て いま す 。 ア メリ カ の 銀行 に 。 

: ああ 、 ア メリ カ の 銀行 で すか 。 日 本 で 仕事 を する の は どう で すか 。 大変 で 
すか 。 

B : いや 、 楽 し いで す よ 。 も ちろ ん 、 い ろ ん な 習慣 の 違い も あり ます けど 、 そ 

れ も お も し ろ い で すね 。 


み MH PP WH Pp MH > 


(練習 ) 使う 表現 | の 話題 例 で 、 話 し まし よう 。 


> カー ド を 見 て 、 み ん な で 話し まし よう 。 
2 つの グル ー プ に 分 か れ て 、 そ の う ちの 半分 の 人 は カー ド を 取り 、 そ れ を 見 て 話し て 
くだ さい 。 カ ー ド を も ら っ て いな い 人 は 、 自 分 の 今 の 状況 で 話 を し て くだ さい 。 


(あな た は 日 本 語 を 勉強 し て いる 留学 生 で 、 今 、 国 際 交 流 パ ー テ ィ ー に 来 て いま す 。) 


あな た は 今度 の 夏休み に 
る と の A の 生 へ #fF よ 3 と 
間 っ て い \ すず 2 」 
ちち 塩 め の 人 辺 湖 や 六 べ 物 、 

み 子 望み ど を 万 いて て だ さい 


LOADMSDWI I TT 
管 っ て いる こと を 
户 右 (2 L TT 雇 L T&L 


O 〇 


ぞ の スグ 婦 を と て いる の み ヽ 、 
どこ と な で いる の みみ 嫌い 
考 科 女 郁 郁 で て 雄 ん て て だ さら 。 
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< 各国 民 に よる 応答 の 違い > 
ビート ビー トロ ビー トビ コメ ビー コ 、 


彼女 は 好き か 彼女 は 好き か 彼女 は 好き か 彼女 は 好き か 彼女 は 好き か 


V 上 二 二 


好き だ 美人 だ な え ? 何 か 用 か な ぜ 聞 く の だ 


と 二 


そう だ な 彼女 は 好き か 彼女 は 好き か 気 に な る か ら だ 


上 二 


いい そう だ な あ うる さい な 好き だ 


二 


彼女 は 好き か どっ ち だ 彼女 は 好き か 


と 


し 嫌い じゃ な い お れ の 勝手 だ 


や あな だ の 答え を ほお の 人 と 比べ て み ま し よう 。 
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ステ レオ タイ プ っ て 何で すか ? 


1970 年 代 の 初め 、 ア メリ カ の 大 学 に 留学 し て いた 頃 、 よ く フ ッ ト ボ ー ル の 試合 を 見 に 
行っ た 。 た また ま 留 学 先 の 大 学 が アメ リカ ン ・ フ ッ ト ボ ー ル の 名 門 校 で あっ た の で 、 ホ ー 
ム ゲ ー ム は だ いた い 見 る こと が で きた 。 NN 学生 や 教師 の 間 に 、 フ ッ ト ボ ー 
ル 選 手 に 対す る 固定 し た イメ ー ジ が ある こと に 気づい た 。 それ は 、「 フ ッ ト ボ ー ル 選手 は 
he ht ig eet と いっ だ イメ ー ジ で ある 。 

我々 は 知ら ず 知 ら ず の うち に 、 あ る 人 を その 属す る 集団 や 人 種 に つき まとう 固定 イメ ー 

見 て し まう こと が ある 。 そ れ を ステ レオ タイ プ と いう 。10 億 人 以上 の 中 国人 を 指し 
て 、「 彼 ら は 皆 食 通 で 、 美 食 家 だ 。」 と 言っ た り 、 1 億 人 以上 の 日 本 人 を 「 彼 ら は 皆勤 勉 
だ 。」 と 言い 切る こと も その 一 例 で ある 。 し か し 、 実 際 に は 同じ 中 国人 や 日 本 人 で あっ て 
も 、 さ ま ざ ま な 個性 が 存在 する 。 そ れ を 考慮 し て 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン が で きれ ば 
理想 的 だ が 、 現 実に itt 手 を ステ レオ タイ プ 化 し て し まう よう だ 。 

ステ レオ タイ プ に は な る 文化 を 背景 に 持つ 人 々 の 行動 パタ ー ン が 子 測 で きる と い 
う 利点 が ある 。 っ まり 、 ww こ 対 処し た らい いか と いう 行動 指針 
PP た て くれ る 。 し か し 、 こ れ が いき すぎ る と 大 き な 欠 点 に も な る 。 ス テレ オタ 

プ に 固執 し た 結果 、 一 人 一 人 の 個性 や 特異 性 を 無視 し て し まう 危険 性 が ある の だ 。 そ 
one 
で き な く な る 。 

異 文化 間 で 、 双 方 の 無知 か ら 極 端 な ステ レオ タイ プ を 生み 出す 危険 性 は 高い 。 互 い に 
固定 し た 概念 や イメ ー ジ で 眺め て し まっ た 結果 、 理 解 が 進む どこ ろか 、 か えっ て 誤解 や 
ギャ ッ プ が 生じ る 例 は 数 多く ある 。 例 えば 、 日 米 関係 を 見 る と 、 し ば らく 前 まで アメ リ 
カ は 日 本 を 「 フ ジ ヤ マ 、 ゲ イシ ャ 、 サ クラ 」 の 国 と いう 型 に は め て 眺め て いた 。 時代 が 
ee も の の 、 ア メリ nicht 独特 の プリ ズム を 通し て 眺め る 

と は 依然 と し て 多い 。 日 本 人 が アメ リカ に 対し て 抱く イメ ー ジ に つい て も 、 同 じ こ と 
言 を る 。 i ae 英語 を 話す 背 の 高い 人 種 」 と 考え る こと は 、 
ee 変わ っ て いな い 。 

異な る 文化 を 背景 に 持っ た 人 を ステ レオ タイ プ 化 し て 眺め な いた め に は 、 お 互い に あ 
り の まま の 自分 を 見 せ 合い 、 共 通 項 を 探す こと が 必要 ど だ ろう 。 ま た 、 相 手 に 共感 し て 人 
間 的 な 信頼 関係 を 打ち 立て る こと も 、 ス テレ オタ イプ 化 に 陥ら ちな い 方 策 と 言え を よう 。 そ 

て 、 価 より も 大 切な の は 、 一 人 一 人 の 個性 や ユニ ー ク さ に 目 を 向け 、 そ の 人 を 一 個人 
と し て 眺め る こと な の で は な い だ ろ うか 。 


(岡部 期 一 「 頭 の 中 の 映像 - ス テレ オタ イプ 」『 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン 』 より) 
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ト つ っ 


CD 


「 ス テレ オタ イプ 」 の 意味 が 書い て ある 部 分 を 本 文 1 の 中 か ら 探 し て 、 
囲ん で くだ さい 。 


l. 


(の 


/0. 本 文 1 は 五 つ の 形式 段落 で 構成 され て いま す 。 各 段落 に は どん な こと が 書か れ て い 
ます か 。 af の 中 か ら 適 当 な も の を すべ て 選び 、 に 記号 を 書い て くだ さい 。 
同じ 記号 を 何 回 使っ て も いい で す 。 


ステ レオ タイ プ の 定義 


第 | 段落 o 

a ステ レオ タイ プ の 具体 例 
第 2 段 党 ステ レオ タイ プ の 利点 

3 

第 3 段落 

本 RE 
lian 筆者 の 体験 

笔 

第 5 段落 


筆者 の 提案 


9. ステ レオ タイ ブ プ の 利点 と 欠点 が 書か れ て いる 部 分 を 本 文 1 の 中 か ら 探 し て 、 利 点 に 
は を 、 欠 点 に は を 引い て くだ きい 。 


京 68 ペ ー ジ の < 各国 民 に よる 応答 の 違い > に つい て 、 もう一度 考え ましょ う 。 
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站 一 一 


《人 > を むれ を ステ レオ タイ プ と いう 。 


信人 入 を と いう つう 」 で 、A は BB を 説明 し て いる 

1 . 甘い 物 が 好き な 人 を 甘党 と いう 。 

2 . 左右 二 つ の 部 分 に 分 けら れる 漢字 の 左側 の 部 分 を 「 偏 」 右側 の 部 分 を 「 つ くり 」 と 
いう 。 

3。 い ちば ん 近い 駅 の こと を 「 最 寄り の 駅 」 と いう 。 

4。 ハイ テク ノロ ジー の こと を 略し て ハイ テク と いい ます 。 

5 . 学生 : 先生 、 何 か 願い 事 を し て 本 当 に その よう に な る こと を 、 日 本 語 で 何と いい ま 

すか 。 

先生 : あ 、 そ れ は 、「 願 い が か な う 」 っ て いう ん で す よ 。 


《@> 「 後 5 は 動 穏 だ 。」 言い切る こと も その 一 例 で ある 。 


人 @ 替 いよ ぐ 、 自 信 や 勇気 を 持つ て 何 ひ を する 
1 . 目撃 者 が 現れ た の で 、 警 察 は 犯人 逮捕 に 踏み 切っ た 。 
2 3 年 間 思 い 続 けた 相手 に 思い 切っ て 告白 し よう と 決心 し た 。 
人 @ 全 部 終わ る ・ 完 了 す る 
3 . 川上 さん に 借り た 長編 小説 を 一 晩 で 読み 切っ た 。 
4. A: あれ 、 こ の 粒 、 も うす ぐ な く な る よ 。 
B : ああ 、 新 し い の を 買う か ら 使 い 切 っ ちゃ っ て いい よ 。 
0 田舎 か ら み か ん を 送っ て きた が 、 一 人 で は 食べ 切れ な い の で 大 家 き さん に あげ た 。 
人 @ 完 全 に 、 ま だ は 非常 に と いう 意味 を 強調 する 
6 . 僕 は 彼女 の こと を 信じ 切っ て いた か ら 、 裏 切ら れ た 時 は ショ ッ ク だ っ た 。 
7. ハー ド な スケ ジュ ー ル の 団体 旅行 に 参加 する と 、 帰 る 頃 に は 疲れ 切っ て し まう 。 
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8. (学校 か ら の 帰り 道 で ) 
拓也 : 今日 の 先生 の 話 、 長 か っ た よ な あ 。 校 則 の 話 と か さあ ……。 
美咲 : あん な わか り 切 っ た 話 、 わ ざわ ぎみ ん な に 言う 必要 な いわ よね 。 
守 。 いろ いろ な 表現 「 補 助動詞 」 


人 >》 ステ レオ タイ プ に 固執 し た 結果 、 個 性 や 特異 性 を 無視 し て し まう 危険 性 が ある 。 


@ 前 件 に 原因 ・ 理 由 を 示し 、 そ の 結果 と し て 起こ つた 変化 を 後 件 で 述べ る 
1 . 円 が 高く な っ た 結果 、 日 本 へ 来る 外国 人 が 減っ た 。 

2. 工業 が 発達 し た 結果 、 町 は 変貌 し た 。 

3. 自分 の 意見 を 押し 通し た 結果 、 周 囲 の 信頼 を 失っ た 。 
調査 や 相談 の 後 で 結論 を 出す 

4, 警察 が 調べ た 結果 、 犯 人 は 二 人 だ っ た と いう こと が わか っ た 。 

5. 両親 と 相談 し た 結果 、 進 学 は あき ら め る こと に し た 。 

6. 話し 合い の 結果 、 今 度 の 校外 学習 の 行き 先 は 鎌倉 に 決ま っ た 。 


く 4> 理解 が 進む ほこ ろか 、 か えっ て 誤解 や ギャ ッ プ が 生じ る 例 は 数 多く ある 。 


@ 前 件 と 後 件 が 全く 正反対 の 関係 
1。A : 風 邪 、 ど う ? よく な っ た? 
BB: よく な る どこ ろか 、 ま すま す ひ どく な っ ちゃ っ た た よ 。 
2. も う 6 月 中 旬 な の に 、 雨 が 降る どこ ろか 日 照り 続き で 、 水 不足 に 悩ん で いる 。 
3. A : 早瀬 さき ん っ て ステ キ ! まだ お 一 人 か し ら ? 
B : 何 言っ て ん の 。 彼 は 独身 どこ ろか 、 子 供 が 三 人 も いる の よ 。 


A: え えっ! 
4 . 父 は 今年 還暦 だ が 、 体 力 が 衰え る どこ ろか ます ます 元気 に な っ て きた 。 
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人 @ き 予想 し を こと より さら に いい 、 ま だ は 悪い と 説明 し だ い 時 
5 . 日 本 に 来 て も う 半 年 も 経つ の に 、 漢 字 ど ころ か ひら が な も 読め な い 。 
6. 妻 : 私 も 一 戸建て の 家 に 住み た いわ …… e 
夫 : 一 戸建て か ……。 僕 の 給料 し ゃ 、 家 どこ ろか 車 も 買え な いよ 。 
f 。 ry 
恵 : わ あ 、 広 美 さ ん っ て 、 走 る の 速い ね 。 
a 思い と こ ろか 全国 大 会 に 出 た こと も ある ん だ よ 。 
8 . 単身 赴任 で 福岡 に 来 た が 、 も う 2 週間 も 家族 に 会 っ て いな い 。 そ れ ど ころ か 、 忙 し 
く て 電話 も で き な い 状態 だ 。 


く 5> 時 代 が 変わ っ た と は いう も の の 、 独特 の プリ ズム を 通し て 眺め る こと は 多い 。 


騙 前 件 の 事実 は 確 が だ が 、 そ れ か ら 先 に は 進展 し な いこ と を 示す 

1. 大 学 の 英文 科 を 李 業 し た も の の 、 全 然 話 せな い 。 

2 に 勧め られ て この 辞書 を 買っ て は みた も の の 、 ま だ 一 度 も 使っ て いな ぃ い 
3 . 景気 が よく な っ て は きた も の の 、 失 業 率 は まだ 高い 。 

4 . 就職 し た と は いう も の の 、 ま だ まだ 学生 気分 が 抜け な い 。 

5. あさ っ て か ら 海 外出 張 だ 。 と は いう も の の 、 ま だ 何 の 準 備 も し て いな い 。 


《@》 アメ リカ が 日 本 を 見 る 時 に 、 狐 特 の プリ ズム を 通し て 眺め る こと は 多い 。 


る ⑧ 何 か を 媒介 に し て 間接 的 に 
。 公 的 な 書類 は 教務 課 を 通し て 提出 し て くだ さい 。 
。 直接 言う の は 恥ず か し い の で 、 友 人 を 通し て 彼女 に 気持 ち を 伝え た 。 
。 人 は いろ いろ な 経験 を 通し て 成長 する 。 
この 映画 は 1960 年 代 の アメ リカ の 様子 、 ス クリ ー ン を 通し て 生き 生き と 映し 出し て いる 
。 (職員 会 議 で ) 
A : 来週 の クリ ー ン キャ ン ペ ー ン な ん で す が 、 ク ラス 委員 を 通し て 美化 に 努め る よ 
う 、 呼 び が か けた ら ど う で し ょ うか 。 
Bi を うう で す 和 ね 。 そ うし まし まう 。 


oo > CO PD 一 
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カタ カナ は 次 の よう な 時 に 使い ます 。 
A 外来 語 を 書き 表す 時 
例 ) スタ ー ト (start) フィ ルム (film) 
* 英 語 の よう な 日 本 製 の 言葉 を 「 和 製 英語 」 と いい ます が 、 こ れ も カ タカ ナ 
| で 書き ます 。 
| 例 ) ガソリン スタ ンド (gasoline 十 stand つ 英語 で は gas station) 
アパ ー ト (apartment つ 英語 で は apartment house) 
B 音 や 声 を 書き 表す 時 (擬音 語 な ど ) 
例 ) 雨 が ザー ザー 降る 。( 第 6 課 参 照 ) 
* 擬 態 語 は 普通 ひら が な で す が 、 カ タカ ナ で 書く こと も あり ます 。 
C 強調 し た い 時 
例 ) ゴミ は ゴミ 箱 に 捨て な くち ゃ ダメ ! 


ーー カタ カナ 言葉 一 


次 の 文章 に は どの よう な カタ ダ カ ナ 言葉 が 使わ れ て いま すか が ガ 。 下線 を 引い て 、 上 の A 
~C に 分 け て くだ さい 。 


了 ET 
ン と 和 雀 の 声 が 聞こ える 。 ス テレ オ か ら 流 れる オペ ラ の 重厚 な 響き で 目覚 め た 。 
昨日 、 ス テレ オ の タ (1 meal ッッ ト し て お BMN の だ て 0( 0 生 AUO 
コツ クベ カリ ツン で MemNWIAN の 0 な か りら り | MON あお 人 有 0NN 2 
画 画 人 ボー イア レン ド が 際 っ で いた の で ビッ クリ で) いん ば オー イト パイ 


の コー モデ ルカ 見 違 介 (と 当っ で て いた わ NN 有朋 の が カル ショ ルン トシ ジャ ッ 
エー を 切っ で だ (が か の 0 チャ レン ネル に 用 00 NNMmTMwM ル だ DELuULUM 
ギー 体質 の 人 に も ピッ タリ の ヘル シー 食品 。 今度 トラ イ し て みよ う 。 

SC 合用 四 MMIMMMMN A 
ペスト 。、 NH OD 人 Sl 


あな だ の 身の回り に ある カタ カナ の 言葉 を 探し て 、 意 味 の わ か がら な いも の は 調べ 
て み ま し よう つ 。 
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何で も 食べ よう 


皆さん 、 皆 さん は 好き 嫌い が あり ます か 。 嫌 いな も の で も 栄養 が ある か ら 食 べ る と い 
う 人 、 嫌 いな も の は 絶対 に 唱 に し な い 人 、 ま た 、 食 べた こと は な い の に 嫌い だ と 思い 込 
ん で いる 人 も いる と 思い ます 。 私 は 、 小 さい 頃 か ら 両 親 に 「 何 で も 食べ た ほう が いい 。」 
と 言わ れ て きた の で 、 好 き 嫌 い は あり ませ ん 。 何で も 食べ ます 。 初めて 見 る も の で も 、 
ほか の 人 が 嫌がっ て 日 を つけ な いも の で も た いて い 一 度 は 試し て み ま す 。 こ ん な 話 を す 
る と 、 皆 さん は 私 の こと を 「 ず いぶ ん 食い し ん 坊 だ な あ 。」 と 思う か も し れ ま せん ね 。 今 
日 は 、 何 で も 食べ る と いう こと が 、 異 国 で 生活 する 私 に と っ て いか に 大 切 か に つい て お 
話し し た い ぃ ので す 。 

私 は 1 年 前 に ベネ ズ エ ラ か ら 来 まし た 。 その頃 の 私 は 、 日 本 語 も 日 本 の 文化 も 何 も 知 
ら ず 、 和 驚く こと ば か り で し た 。 ま ず 、 何 と いっ て る 部 屋 の 狭 さ に 絶句 し まし た 。 う さ ぎ 
小屋 と は よく 言っ た も の で す 。 それに 、 日 本 人 の うち に 泊まっ た 時 、 布 団 の 上 げ 下 ろ し 
を し て いる の を 見 て 、 何 で こん な 面倒 臭い も の を 使っ て いる の だ ろう と 思い まし た 。 ベ ッ 

に 慣れ て いた 私 は 、 布 団 な ど 使 う 気 に は な れ ま せん で し た 。 

また 、 誰 か に 会 う と みん な きま っ て 「 暑 いで すね 。」 と か 、 i 
な ど と 言い 、 と て も 奇妙 な 感じ が し まし た 。 私 の 国 ベ ネズ エラ で は 、 一 年 中 気候 に 
り 変化 が な い の で 、 そ ん な あい さ つ を する 人 は いな いか ら で す 。 


こう し て 、 私 は 、 自 分 で も 気づか な いう ち に 、 日 本 と ベネ ズ エ ラ の 生活 や 習慣 を 比べ 、 


批判 ば か り し て いま し た 。 そ ん な 時 、 思 い 出 し た の が 、 両 親 の 「 何 で も 食べ た ほう が い 
い 。 そ うす れ ば 、 ど ん な 国 へ 行っ て も 生活 で きる 。」 と いう 言葉 で す 。 確 か に 私 は 、 食 べ 
物 の 好き 嫌い は あり ませ ん 。 け れ ど も 、 自 分 の 国 と は 違う と いう だ け で 、 日 本 の 文化 や 
習慣 を 拒絶 し 、 食 わ ず 嫌 いひ を し て いた の で す 。 私 は 、 両 親 が 教え て くれ た 言葉 の 本 当 の 
意味 、 つ まり 、 見 る も の 聞く も の すべ て を 受け 入れ よう と する 人 は 、 ど ん な 国 に 行っ て 
も 順応 で きる と いう 意味 に や っ と 気がつき まし た 。 

そこ で 、 私 は 努力 する こと に し まし た 。 日 本 人 と 話す 機会 が あれ ば と に か く 積 極 的 に 
話す よう に し まし た 。 変 だ な と 思う こと は 何で も 聞い て 、 理 解 し よう と 心がけ まし た 。 
そう し て いる うち に 、 日 本 の 文化 や 習慣 も 、 日 本 人 の 考え 方 も 少し ずつ わか る よう に な 

て きま し た 。 先ほど お 話し し た よう な こと 、 例 えば 、 面 倒 ど と 思っ た 布団 も 、 狭 い 部 屋 
を 効率 よく 使 お うと する 日 本 人 の 知恵 で ある こと が わか り ま し た し 、 気 に な っ て いた あ 
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en 


ェ ー 
en 
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っ 


ぬ さ つも 、 天 気 に 変化 の ある 日 本 だ で だからこそ 生ま れ た も の だ と いう こと も わか り ま し た 。 
と の よう に 、 日 本 の こと が わか る に つれ て 、 自 分 の 国 と は 違う 文化 や 習慣 に 戸惑っ て い 30 
た 私 も 、 次 第 に 日 本 に 適応 し て いき まし た 。 

皆さん 、 何 で も 食べ て くだ さい 。 ち ょ っ と 見 か けが 悪く て も 、 変 な 臭い が し て も 、 食 3 
べ て みな く て は 何 も わ か り ま せん 。 ま ず 、 食 べ て 、 味 わっ て 、 そ の よさ を 見 い だ す こと 、 
それ に よっ て 今 ま で 知ら な か っ た 新しい も の が 見 えて くる と 思う の で す 。 日 本 の 皆さん 
も 、 い つか 知ら な い 場 所 へ 行く 機会 が ある か も し れ ま せん 。 そ の 時 は 、 そ こ で の 普 慣 や 35 
伝統 を 積極 的 に 学び 、 実 際 に 体験 し 、 理 解す る よう 努力 し て くだ さい 。 
「 卿 に 入れ ば 郷 に 従え 」 で す 。 


| ご 清 聴 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


(バス ケス ・ モ レラ さん の スピ ー チ 作文 より ) 


\ 本 UN \ 
NNN 


Wu 
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問題 


を つけ て みて くだ さい 。 


。 本 文 2 を 意味 ・ 内 容 か ら 三 つの 意味 段落 に 分 け て み ま し ょ う 。 本 文 に の ①②③ の 番号 


1 で 分 けた 三 つ の 意味 段落 は ① 庁 論 ② 本 論 ③⑧ 結 論 に 当たり ます 。 そ れ ぞ れ に は どん 
な こと が 書か れ て いま すか 。 下 の a の 中 か ら 適 当 な も の を すべ て 選ん で 記号 を 


書い て くだ さい 。 


① 庁 論 
② 本 論 
結論 
a 驚き ・ 疑 問 e テー マ 提 示 
b 発見 か ら 得 た も の f 主張 を 裏付け る 具体 例 
c 提案 g 発見 
d ”意见 .主张 


バス ケス さん が この スピ ー チ で いち ば ん 言い た いこ と は 何で すか 。 


適当 な も の に 〇 を つけ て くだ きい 。 


日 本 と ベネ ズ エ ラ の 生活 や 習慣 の 比較 
日 本 の 生活 や 習慣 に 対す る 批判 
自分 の 国 と は 違う 文化 や 習慣 に 対す る 荻 き 


2 の ご 站 


自分 の 国 と は 違う 文化 や 習慣 に 適応 する こと の 大 切 さ 


a 一 d の 中 か ら 


2 文型 ・ 表 現 


| 


> 何で も 食べ る と いう こと が 、 い か に 大 切 か に つい て お 話し し た い の で す 。 


人 @ 程 度 の 大 き さ を 表す 

1. 留学 し て 、 一 人 で 暮らす の が いか に 大 変 か を 実感 し た 。 

2. 山の上 で 見 る 星空 が いか に 美しい か と いう こと を 彼 か ら 聞 いて 、 私 も 山 に 登り た く < 
だ 。 

3. 彼女 は 子供 の 時 の 写真 を 見 せ て 、 自 分 が いか に か わい か っ た か を 自慢 し た 。 

4. 明治 生ま れ の 祖母 は 、 電 気 製 品 の な い 生 活 が いか に 不便 だ っ た か を いつ も 話し て いた 。 

9. 遠く 離れ て みる と 、 彼 女 が いか に 私 の 心 の 支え に な っ て いた か が わか っ た 。 


9 


@ 生 老 ， 感 唉 左 表 枚 
1. 春江 ちゃ ん が も う 20 歳 だ な ん て 、 時 の 経つ の は 早い も の ね え 。 
2. あん な いい 仕事 を 断る と は 、 彼 も ば か な こと を し た も の だ 。 
3. 父 : 早く 孫 の 顔 が 見 た いも ん だ 。 
娘 : や あ ね 、 お 父さん た ら 。 ま だ 結婚 も し て な い の よ ! 
⑧ 一 般 的 な こと ・ 当 然 の こと 
4. 誰 に で も 一 つや 二 つ は 苦手 な こと が ある も の だ 。 
5. 自分 の 気持 ち を 外国 語 で 表現 する の は 上 難し いも の だ 。 
6 . 子供 や お 年 寄り に は 優し くす る も の で す よ 。 
7. A : 女の子 は 中 学生 ぐら い に な る と 、 父 親 に あま り 近 寄ら な く な る ん で す よ 。 
B 3 べた を 、 そ うい う も ん で すか 。 
A : ええ 、 寂 し いで す よ …… 
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人 @ 過 去 の 習慣 や 過去 に は 一 般 的 だ つ だ こと を 回 想 し て 述べ る 


8 。 
9 
10. 


小学 生 の 頃 は よく いた ずら を し て 、 先 生 に 叱 ら れ た も の だ 。 
私 が 学生 の 頃 は 、 な る べく お 金 を か けず に 旅行 し た も の だ 。 
昔 の 子供 は 外 で 元気 に 遊ん ども の だ が 、 最 近 の 子供 は うち の 中 で 遊ぶ らし い 。 


く 9> 天気 に 変化 の ある 日 本 だ か ら こ そ 生 まれ た も の だ と いう こよ も わか り ま し た 。 


人 前 件 が 後 件 の いち ば ん 大 きい 理由 まだ は だ だ 一 つの 理由 で ある こと を 強調 する 


1。 


9 。 


虽 : 先生 の お か げ で 合格 で きま し た 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


先生 : いい え 、 上 呉 さ ん が 頑張 っ た か ら こ そ を 合 格 し た ん で す よ 。 


さ えき 
. A : いい な あお 。 佐伯 さん 、 東 都 大 学 に 合格 し た ん だ っ て 。 


B : 彼 は 寝る 時 間 を 惜しん で 勉強 し た か ら こ そ 、 合 格 し た ん だ よ 。 


30 年 前 の あの 事件 は 、 関 係 者 が ほとん どい な く な っ た 人 だ か ら こ そ 語 れる 。 


@@ 常 識 に 反し て 、 前 件 が 後 件 の 理由 ・ 根 拠 で ある こと を 述べ る 


4 . 
J 
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豊か な 時 代 だ か ら こ そ 物 を 大 切 に する 必要 が ある 。 


(会 社 で ) 
A : また 部 長 に 注意 され ちゃ っ た の 。 私 っ て 嫌 わ れ て る の か な あ 。 
B : それ は 違う よ 。 期待 し て いる か ら こ そ 、 部 長 は 厳し いこ と を 言う ん だ よ 。 


。 こ の 実験 は 、 今 まで に 何 度 も 失敗 し まし た 。 で も 、 だ か ら こ そ 、 今 回 の 成功 が あっ 


た の だ と 思い ます 。 


食べ て みな く て は 何 $ も わか り ま せん 。 


「A な く て は 日 な い 」 で 、 昌 を する だ め に は AA を する 必要 が ある こと を 示す 

。 こ の お 茶 は 中 国 ま で 行か な く て は 手 に 入ら な い 品 物 だ 。 

。 女 性 は 顔 を 隠 き な く て は 外 を 歩け な いと いう 国 が ある そう だ 。 

中 3、 実 際 に 話さ な く て は 会 話 は 上 手 に な ら な い の で 、 も っ と 積極 的 に 日 本 語 で 話す よう 
に じ ま う Fs 

4. 学 生 : 留 学生 用 の 願書 は いつ 配布 さま れる ん で し ょ うか 。 
学生 課 : 担当 者 に 聞い て みな けれ ば は っ きり 答え られ ませ ん の で 、 後 日 、 ま た お 電 

話 い た だ け ま すか 。 

5. 妻 : 駅 の そば に 新しい マン ショ ン が で きた で し ょ 。 広 そう だ し 、 駅 か ら 近 いし 、 あ 
ん な と こ に 住め る な ん て 、 い いわ よね 。 

夫 : うう ん ……。 本当に いい か どう か は 、 住 ん で みな くち ゃ わか ん な いよ 。 


P68 A ニ アメ リカ B ニ アフ リカ C= 日 本 D ニ スペ イン E= テ ドイ ツ 
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ERO ーー ご と わざ ンー 


次 の 。 に 入る 動物 の 名 前 を 下 か ら 選ん で 入れ て くだ さい 。 ま だ 、 文 脈 か ら こと わ 
ざ の 意味 を 考え て 、 後 の ヨーf の 中 か ら 選 び 、(  ) に 書い て くだ さい 。 


トト 


1. (  ) あ ん な 子供 に 金 の ネッ クレ ス を 買っ て あげ る な ん て 、 に 真珠 だ 。 

2.(  ) 学 校 に 来る 時 、 急 に 雨 に 降ら れる し 、 転 ん で 服 は 汚れ る し 、 ま っ た く 注 
き 面 に 。。 だ よ 。 

3.(  )A: 横 立岩 の 山 の 息 子 さ ん 、 全 国 小学 生 相撲 大 会 で 優勝 し た ん だ っ て 。 
B : まあ 、 里 の 子 は 。 っ て いう けど 、 大 し た も ん ね 。 

4. ( ) プ ブー ル の 監視 員 が お ぼれ る と は 、 も 木 か ら 落ち る ん だ な あぁ 。 

5.(  )A: 石 穀 きん 、 新 聞 社 の 写真 コン クー ル で 賞 を と っ た ん だ っ て 。 
B : へ え 、 写 真 の 趣味 が ある こと も 知ら な か っ た よ 。 能 ある は 爪 

を 隠す か ……- 

6.( 。) バ イク は 危険 な の で や め た ほう が いい と 言っ て も 、 の 耳 に 念仏 で 、 

息子 は 少し も 言う こと を 開か な い 。 


a 悪い こと の 上 に さら に 悪い こと が 起き る こと 。 

b 価値 の わか ら な い 人 に どん な 貴重 な 物 を 与え て も 無駄 ど だ と いう こと 。 

c 名 人 や 専門 家 で あっ て も 失敗 する こと が ある と いう こと 。 

d いく ら 皿 告 和 や 意 見 を し て も 、 全 然 効 きめ の な いこ と 。 

e 優れ た 才能 を 持っ て いる 人 は 、 ふ だ ん は それ を 自慢 し た り し な いと い 
を 

f 子供 は 親 に 仏 る も の で ある こと 。 ま た 、 平 凡 な 親 か ら 生 まれ た 子供 は 
や は ほり 平 久 だ どい うこ と ど 。 


実験 の 目的 : 「NF シ ュ ガ ー」 の を 確か め る 。 
使用 し た 動物 : 実験 用 ネズ ミ I00 匹 
- P= 
グル ー プ 体重 比 
ふつ う の 砂 糖 NF シュ ガー 
① 0 % 0 % 1 
© % % 
③ % % 
(④ % % 


この 実験 を 通し て わか っ た こと : 


全 [I 次 の 点 に 注意 し て 、 も う 一 度 T の 会 話 を 聞い て み ま し ょ う 。 


縮 約 形 と 音 の 変化 > | 晴れ て き て ん の よ 
畳 の 上 だ か ら っ て 
座っ て らん な い 


座ら ちら な くち ゃ いけ ませ ん 


し な きゃ いけ な いっ て こと は な い 


何 て ゆう ん で し な っ け 


| 
1 だ まだ ま (本 文 1 ) 
1. た また まい つも の バス に 乗ら な か っ た の で 、 事 故に 遭わ な か っ た 。 
2. 友達 の 結婚 披露 パー ティ ー で た また ま 知 り 合 い に 会 っ た 。 


PN eg TN 
EIC に ま 」 が AS を MM (だ さい 。 
人 ) 友達 が 持っ て いた の で 、 貸 し て も ら っ た 。 

2 . 寝 て は いけ な いと 思っ て いた の に 、 今 日 も ( ) 居眠り を し て 、 乗 りく 過 
ti ME 
3. こん な お に し らい 料理 は ( ) 四 信芳 寺 计 。 
4 


2 知ら ず 知 ら ず (本 文 1 ) 
1 . 子供 の 頃 か ら 外 国 に 住ん な で いる と 、 そ の 国 の 習慣 が 知ら ず 知 ら ず 身 に つく も の だ 。 
2 . 彼女 と つき 合う 前 は ジャ ズ な ん て 興味 が な か っ た の に 、 知 ら ず 知ら ず の うち に 愛 
中 に な っ て いた 。 


p> 
(rm A aeceesn 
1 . 台所 の 流し に 捨て る 油 が 、( ) 私 た ちの 海 を 汚し て いる 。 
2 第 は ) ある 会 社 の 一 社員 だ っ た が 、 今 は 独立 し て 、 別 の 会 社 を 経営 
に 6 いのら 。 
3. 夫 が 仕事 で 家 に 帰ら な い 日 が 続い た た め 、( ) 妻 は 実家 に 帰っ て し まっ 


VE リ 
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3 


依然 (て と し て ) (本 文 1 ) 
台風 の 勢力 は 依然 衰え ず 、 北 北東 に 進ん で いる 。 
この 国 で は 国民 を 無視 し た 腐敗 政治 が 依然 と し て 続い て いる 


a 
由依 然 」 が 入る 文 を 一 つの 選ん で くだ さい 。 
上 1. 分 日 は 平日 な の で 、 遊 園地 の 中 は ( TL 
| 2. アメ リカ の 自由 の 女神 像 は ( ) と し て 威厳 が ある 。 
Mi スー ペー プチ ミロ (の 還 発 売 さ れ で MMIeNANN COD ( 六 全 
し て 人 気 が 高い 
> 
4 さほど な い (本 文 1) 
1. 会 社員 A : 北海 道 に 転勤 か あ …… 。 遠い な あ 。 
会 社員 B : 飛行 機 で 1 時 間 半 だ ろう ? さほど 遠く は な いよ 。 
2 . 世界 的 に 有名 な ピア ニス ト が コン サー ト を 開い た の で 行っ て みた が 、 さ ほど す ば 
らし い 演 奏 と は 思え を な か っ た 。 
uid mm 
II 
1. 営業 部 に 配属 きれ て か ら は 、 取 り 引 き 先 の 人 と 飲む せこ と が ( 多 < 
A 
2 ， 日 本 天 能 力 试验 0) 1 級 は 難し すぎ て 、( ) で きみ な か っ た 
8 権 雨 時 こ 、1 週間 続け て 雨 が 降る の は ( ) 
人 > 


5 だ いて い (本 文 2) 


ds 
2. 


日 曜日 は た いて いう ち に いる の で 、 い つ で も 遊び に 来 て くだ さい 。 


ッ パ ンダ を 見 よう と 動物 園 に 行っ て も 、 パ ンダ は た いて い 寝 て いる の で つま ら な い 。 
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> と と 
pe 


TV 入 各 文生 全 全 带 和 人 全 人。 


1. 彼 の 手術 は ( ) 難し く て 、 危 険 を 伴う らしい 。 | 
2 . 外食 は お 金 が か か る し 、 栄 養 の バラ ンス が 悪い の で 、( ) うち で 作っ て 

食べ ます 。 
3 . 明日 の 同窓 会 に は ( ) 参加 し ょ うと 思っ て る ん だ けど 、 も L 行 け か 肖 還 還 


だ た ら み ん な に よろ し (言っ と いて 。 


< 


6 きま っ て (本 文 2) 
1. 私 は 季節 の 変わ り め に な る と 、 き まっ て 体調 を 崩し て し まう 。 
2. 彼 は 月 曜日 の 朝 は 、 き まっ て 遅刻 を する 。 


ee i 
六 人 
1. 面接 の 時 は 大 き な 声 で ( ) 話し た ほう が いい と 思い ます 。 
2 條 回 ブス トド の HHNRAMSM ( ) 休む 。 
3 使っ た も の は ( ) も と に 戻す 習慣 を 身 に つけ よう 。 

に 妥 


7 や っ つと (本文 2 ) 
1. 何 度 も 転職 し て 、 や っ と 自分 に 合っ た 仕事 を 見 つけ た 。 
2. 初め て 懐石 料理 に 挑戦 し 、 5 時 間 か け て や っ と 一 品 作ろ こと が で きた 。 


人 和 
信人 人 议定 于 A CE 
1. 放課後 先生 に 質問 し て 、30 分 くら いか け て 説明 し て も らい 、( ) 理解 で 
き 
2 行き だ 0 か つが が | 友 巡 信访 机 TT ( ) 予備 校 に 行く こと に し た 
9 の 0) ( ) 日 本 の 生活 に 慣れ て 、 毎 日 が と て も 楽し いで す 。 
4& 
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上 作文 | こと わざ あれ これ 


騰 座 た の 国 の こと わざ を 紹介 し まし ょ う 。 


|。 紹 介する こと わざ を 決め て 、 母 国語 で 書い て くだ さい 。 


J 
2. 1 で 書い た こと わざ の 中 で ポイ ント に な る 単語 を 取り 出し て 、 そ れ ら を 日 本 語 に 言 
い 換 えて くだ さい 。 
3. その こと わざ を 日 本 語 に 直訳 する と 、 ど うな り ま すか 。 
| 
4. その こと わざ の 意味 は 何で すか 。 
5 日 本 語 に も 同じ よう な 意味 の こと わざ が あれ ば 、 書 いて くだ さい 。 


単語 の 説明 
| 
と いう の は 
Eee と い う 意味 で す 。 


こと わざ の 意味 
・「 ee 


uF 」 と いう と と わ ぎ は : : と いう 意味 で す 。 


・ 日 本 語 で いう | | と 同じ (よう な 意味 ) で す 。 
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書い で みよ っ う 


1 . (書く 前 に ) う の 1~5 を つなげ て 、 次 の よう な 構成 で こと わざ を 紹介 する 文章 を 書い 
て くだ さい 。 


書き 出し 1 | 私 の 国 に は 「 
と わき か あり ます 。 


単語 の 説明 2 


こと わざ の 意味 3 


2 .「 結 び 」 の 部 分 に は 、 次 の よう な こと を 書き まし よう 。 
・ そ の こと わざ は どん な 時 に 使わ れる か 。 
・ そ の こと わざ は あな た 自身 の 生活 と どん な 関わ り を 持っ て いる か 。 
・ あ な た は その こと わざ に つい て どう 思う か 。 
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人 活动 "< .s< .gs 


身の回り で スピ ー チ の 題材 を 探し 、 あ な た も スピ ー チ を し て み ま し ょ う 。 


次 の 三 つ の スピ ー チ の 題目 を 見 て 、 ご ん な お 内容 ガ 予想 し て み ま し よう 。 


スズ どー テ / 「 若 者 の 異 文化 に 対す る 心 が ま ぇ 」 
ズ ど ー デ テク 「 青 い 目 黒い 目 白い 目 」 
ズ と どー デ 9 「 都 に 入ら ば と に いう けれど 」 
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1. 三 つ の スピ ー チ の 流れ を A 一 C の 中 がら 選ん で くだ さい 。 ま だ 、 話し手 の いち ば ん 
言い を いこ と を 書い て くだ さい 。 


この 人 が いち ば ん 言い た いこ と 


B 

日 本 で の 体験 談 ① と 
テー マ の 提示 
\ 

日 本 で の 体験 談 ② と 
Sr 


日 本 語 を 勉強 し 始め 
た だ きつ 功 齋 未だ っ つい で 
\ 

日 本 で の 体験 談 ① 


! 
日 本 で の 体験 談 ② 
! 
意見 ・ 主 張 と 
日 本 人 へ の 要望 


\ 
その 理由 の 分 析 
\ 
意見 ・ 主 張 と 
日 本 人 へ の 要望 


2. あな だ は どの スピ ー チ が いち ば ん 好き で す ガ 。 
まだ 、 そ の スピ ー チ の どん な と ころ が よ が つ だ で す ガ が 。 
ビー 池 [ ] 


六 2 の 結果 を みん な で 話し 合っ て み ま し ょ 3 う 。 


1. スピ ー チ の 題目 を 決め る 前 に 、 次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 
1) 次 の うち 、 ス ピー チ の 主張 と し て 適切 だ と 思う も の に 〇 を つけ て くだ さい 。 

(  ) 夏休み に 北海 道 へ ホームステイ に 行っ た 。 ホ スト ファ ミリ ー は みん な 親 

切 で 、 と て も 楽し か っ た 。 

(  ) 留学 生 の 多く は 、 日 本 人 は 冷た いと 言う 。 自 分 も 最初 は そう 思っ て いた 
が 、 日 本 人 の 友達 が で き て か ら は 考え 方 が 変わ っ た 。 留 学生 の ほう も 積 
極 的 に 日 本 や 日 本 人 を 知る 努力 を し な く て は いけ な い 。 
日 本 語 を 勉強 し 始め て も う 1 年 。 自 分 の 母国 語 と 日 本 語 は いろ いろ な 面 
で 違う の で 、 本 当 に 難し く て 苦労 し て いる 。 
夏休み に アル バイ ト を し た 。 そこ で 見 た 日 本 人 の 子供 の 行儀 の 悪さ に 疑 
問 を 感じ 、 そ の 原因 を 考え て みた 。 も っ と 厳し くし つけ を し な く て は い 
け な い の で は な いか と 思っ た 。 
言語 と いう の は 眼鏡 の よう な も の だ と 思う 。 ぼ ん や り と し か 見 えな か っ 
た も の が 、 眼 鏡 を か ける と 細か いと ころ まで は っ きり と 見 える よう に な 
る か ら だ 。 自分 も 、 日 本 語 を 勉強 する 前 と 今 と で は 、 日 本 に 対す る 見 方 
が 変わ っ た 。 
2) スピ ー チ の 内 容 を 考え る 時 に 大 切 だ と 思う も の に 〇 を つけ て 、 ど うし て そう 思っ 

た か みん な で 話し 合っ て み ま し ょ う 。 

聞き が 興味 ・ 共 感 を 持て る よう な も の に する 。 
た だ の 感想 で 終わ ちら な いよ うに する 。 
自分 の 知っ て いる こと ・ 思 いつ いた こと を 全部 入れ る 。 
聞き 手 が ふ だ ん 接する 機会 の 少な い 、 上 難し め の 話 題 を 選ぶ 。 
具体 的 な 例 や 体験 談 が 挙げ られ る も の に する 。 
一 般 的 に よく 言わ れ て いる よう な も の に する 。 
誰が 聞い て も わか る も の に する 。 


一 、 
ュー 


一 、 
ュー 


ーー へ 
ュー 


( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 


We トド ご ーー トン で トン ーー トン トン ーー ンー 


2. スピ ー チ の 題目 を 決め まし よう 。 
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書い て みよ う 


1 . 構成 を 考え まし よう 。 


今 まで 感動 し た こと や 、 変 ど と 思っ た り 疑 問 に 感じ し た り し た こと は あり ます か 。 ほ か の 人 に で ぜ 
ひ 伝 えた い (伝え る 価値 の ある ) 自分 の 体験 は あり ます か 。 
何 に つい て 話 そ を うと 思っ て いま すか 。 


* 聞 き 手 を 引き つけ る よう な 書き 出し を 工夫 し まし ょ う 。 


いち ば ん 言い た いこ と を 効果 的 に 言う た め に 、 SEI dnd 
・ 自 分 自身 の 体験 ・ ほ か の 人 の 体験 ・ 読 ん だ どこ と 、 聞 いた こと 一 上 比 哈 
・ 自 分 の 国 と の 比較 


* ユ ー モ ア や 、 お も し ろ い エピ ソー ド を 入れ て み ま し ょ う 。 


も う 一 度 意見 を 整理 し 、 強 調 し まし ょ う 。 解決 案 や 聞き 手 に 対す る 提案 は あり ます か 。 


2 . 1 で 書い だ 構成 を も と に 、 ス ピー チ 原 稿 を 書い て くだ さい 。 本 文 2 も 思い 出し ま 


し よう 。 


92 


NM: みみ ネネ ュ ネネ ララ タ う うう うう うう うう うう ふう うう うう うう うう うう 


> 下 の 表 は スピ ー チ の 評価 シー ト の 一 例 で す 。『 評 価 項 目 」 こ し て 挙げ られ て いる 点 に 気 
を つけ て 、 実 際 に スピ ー チ を し て み ま し よう 。 ま だ 、 友 達 の スピ ー チ を 聞く 時 も 、 ご 
れ を 参考 に し て 聞き まし よう 。 


“ 
評価 項目 
は い まあ まあ いい え 


言い た いこ と が は っ きり し て いる か 
わか りや すい か 

ュー 宅 ア が ある か 

共感 で きる か 
魅力 の ある 内 容 だ っ た か 


速 さ や 間 の 取り 方 は ちょ うど いい か 

発音 ・ ア クセ ント な ど は いい か 

声 の 大 き さ は ちょ うど いい か 
表情 や 表現 が 豊か か (棒読み に な っ て いな いか ) 
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2 本 較 スポ ー ツ と 余暇 


テー プ を 聞い て 、 ど の スポ ー ツ みか 考え 、 の | | に 和 きす を きい て 〈《 だ さい 
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問題 


1. 秋元 選手 に 起こ っ た 過去 の 出来 事 と 、 そ の 時 の 気持 ちな ど を まとめ まし ょ う 。 


一 度目 の 出来 事 その 頃 の 気持 ち 
二 度 目 の 出 来 事 その 瞬間 の 気持 ち 
その 後 考 えた こと 


2 。 過去 の 出来 事 は 、 秋 元 選 手 の ど ん な 面 を 表す た め に 書か れ た も の で し ょ うか 。 当て 
は まる と 思う も の を すべ て 選ん で 〇 を つけ て くだ さい 。 


チャ レン ジ 精 神 の ある 人 だ 。 

大 変 な 事故 に 遣っ て 、 と て も か わい そう だ 。 
精神 的 に 強い 人 だ 。 

連 の 強い 人 だ 。 

事故 に 遭わ な か っ た ら 、 も っ と よい 成績 が 出せ た 。 
ジャ ンプ が どん どん うま く な っ て きた 。 

杏 難 を 乗り 越え た 人 だ 。 


0 mm TD らら の OO ご ご ら @ 


近 あな た は 、 秋 元 選 手 を どん な 人 だ と 思い まし た か 。 ま た 、 ど の 部 分 を 読ん で 、 そ う 思 
いま し た か 。 
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スポ ボー ツ の 中 に は 技 を 磨く こと に よっ て 世界 の チャ ン ピ オ ン に な れる も の も あ 
れ ば 、 肉 体 的 、 精 神 的 な 鍛練 に よっ て 勝利 へ の 道 が 開け る も の も ある 。 


@ い ろ い ろ な 場合 が ある 
1. この 学校 を 卒業 し た 後 、 帰 国 する 人 も いれ ば 、 進 学 す る 人 も いる 。 
2. 結婚 生活 と いう も の は 、 楽 し いこ と も あれ ば 大 変 た こと も ある 。 
3. 鈴木 : 小 株 きん 、 大 阪 に 出張 する 時 は 、 い つも 新幹線 で 行く ん で すか 。 
小林 : いい え 、 飛 行 機 で 行く こと も あれ ば 、 車 で 行く こと も ある ん で す よ 。 
0@ 二 つの こと が 同時 に 備わっ て いる 
4. 彼 は 作曲 も すれ ば 小説 も 書く 。 本 当 に 多才 な 人 だ 。 
5. 私 に は 地位 も な けれ ば お 人 金 も な い 。 し か し 、 夢 だ け は いつ も 持っ て いる 。 
和 6. 佐藤 : 田 中 さん の ふる さと っ て 、 ど ん な と こ ? 
田中 : 小さ に い 町 で ね 、 デ パー ト も な けり ゃ 遊ぶ と ころ も な ら に ん だ よ 。 


4 uu i 
どん な も の が 挙げ られ る だ ろう か 。 


@ そ れ が 最低 条件 で ある 

1. 基礎 的 な 勉強 を 終え を て は じ め て 専門 的 な 分 野 に 進め る の で ある 。 

2 自分 で 自分 の こと が で きる よう に な っ て は じ め て 、 人 の こと も 考え られ る よう に な 
る の で は な い だ ろ うか 。 

3. 語学 の 勉強 は 、 文 法 や 言葉 を 覚 を る だ け で は 不 十 分 だ 。 自 分 で 使 を る よう に な っ て 
は じ め て 習得 し た と 言え る の だ 。 

@ そ れ が きつ がけ と な つて 

4. 一 人 暮らし を し て は じ め て 家族 が いか に 大 切 か が わか っ た 。 

5. 世界 各地 を 旅行 し て は じ め て 自分 の 国 を 客観 的 に 見 る こと が で きた 。 

6. 病気 を し て は じ め て 気づい た こと は 、 健 康 の あり が た さだ っ た 。 
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最初 の 経験 で ある こと を 強調 する 
/・ 日本 へ 米 て は じ め て 保証 人 の 家 へ 行っ た 時 は と て も 緊張 し た 。 
た か は し 


8. 高 橋 : チャン さん 、 冬 の 北海 道 は どう で し た か 。 寒 か っ た で し ょ う 。 
チャ ン : ええ 、 で も 生ま れ て は じ め て 雪 を 見 て 感 江 し まし た 。 


《8>》 も 一歩 間違え ば 、 大 事故 に な りか ね な い 起 ろ し き が ある 。 


⑧ 悪い 状況 に な る 可能 性 が ある と いう 警告 

1. この まま 不 規則 な 生活 を 続け て いた ら 、 病 気 に な りか ね な い 。 

2。 こ の アパ ー ト の 大 穴 き さん は ひど く 厳 し いか ら 、 少 し で も 迷 蘭 を か けた ら 、 部 屋 を 追 
い 出 され か ね な い 。 

3 . これ 以上 森林 破壊 が 進む と 、 野 生生 物 が 絶 減 し か ね な いそ うだ 。 

4. この まま 不景気 が 続く と 、 多 く の 中 小 企業 が 倒産 し か ね な いた め 、 政 府 は 早急 な 対 


系 を 迫 ら れ て いる 
5. 学生 A : 今 日 の ホー ムル ー ム で 、 先 生 が 「 テ スト で カン ニン グ し た ら 、 0 点 に し ま 
す 。」 っ て 言っ て た けど 、 本 当 か な ぁ あ 
学生 B: う ん 、 あ の 先生 厳し いか ら 、 本 当 に や りか ね な いよ 。 


④ ジャ ンプ の 助走 は 、 東 京 の 霞ヶ関 ビル 最上 階 の 3 階下 あたり か ら 、 時 速 90 キ ロ 
を 超す スピ ー ド で 滑り 降り る こと に な る 。 
る @ そ れ に 相当 する 


1. 日 本 と ポー ラン ド の 時 差 は 8 時 間 あ る 。 今 、 午 前 9 時 だ か ら 、 ポ ー ラ ンド は 午前 1 
時 と いう こと に な る 。 


2. 先生 : 和 宿題 を や っ た と いっ て も 、 友 達 の 答え を 丸 写 し し た の で は 、 や っ た こと に みる 


り ま せん よ 。 
学生 : すみ ませ ん ……。 
る @ そ うつ いう 結果 に な る と 予想 され る 
3 。 人 口 密度 太 高 1 と に な る 。 
4. 先生 : 今 、 勉 強 を お ろ そ か に し て いる と 、 後 で 後悔 する こと に な り ま すす よ 。 


学生 : は い に 。 が ん ば り ま す 。 
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@ 決 定 さ れ だ 


6 ， 


世界 博覧 会 の 開催 に は 人 否 両論 いろ いろ あっ た が 、 結 局 賛 成 派 の 勢力 が 強く 、 開 催 
きれ る こと だ な っ だ た 。 


。 この度 、 大 地震 で 被害 を 受け た 地域 の 人 々 に 救援 物資 を 送る こと に な り ま し た の で 、 


ご 協力 くだ さい 。 


ou i 役 復帰 直後 の 1 年 は 
| 


' 
| 


高 の 成績 を 残し て いる 
| @ 程 度 を 表す 

l。 目 が お か し く な る ほど テレ ビ ゲ ー ム を し て し まっ た 。 

2. 少し 熱 が ある が 、 学 校 を 休 な ほど じゃ な い 。 

3. 私 の 部 屋 は 学生 寮 の 二 人 部 屋 ほ ど 広 く な いけ れ ど 、 新 し く て きれ い だ か ら 気 に 入っ 
て いる 。 

4. 夜 も 眠れ な い ほ ど と 心 配 し て いる の に 、 留 学 し た 娘 か ら は 手紙 も 来 な い 。 

5。A : あ 、 も うお 以 だ 。 


B : 今 日 は 、 朝 食べ て こ な か っ た か ら 、 死 ぬ ほ ど お な か が すい て る ん だ 。 早 く 行 こう 。 


5 いろ いろ な 表現 「 ほ ど 」 


III Pe 


を 残し て いる 。 
0 予想 され る 結果 に 反し て 
お お いし 
1 、 大 石 さ ん は 10 年 6 も アメ リカ に 住ん で いた に も か か わら ず 、 英 語 が 話せ な い 。 
2. 風邪 を ひい て いる に も か か わら ず 、 彼 は 仕事 に 出かけ た 。 
3。 あの 教授 は 教育 者 で ある に も か か わら ず 、 事 前 に 入試 問題 を 教え て お 金 を も ら っ て 


Ma 。 


。 司 会 者 : 本 日 は 雨天 に も か か わら ず 、 多 数 の 皆さん に ご 来場 いた だ き 、 あ り が と う 


ご ざい ます 。 


.。 父 は 医者 か ら お 酒 を 飲ま な いよ うに と 言わ れ て いる 。 そ れ に も か か わら ず 、 毎 日 晩 


本 を 欠か き な い の で 、 と て も 心配 だ 。 
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余暇 に 求め る も の 


ぐら い em ケー ショ ン 動 機 
仕事 は 余暇 活動 に どの よう な 楽し みや 目的 を 求め て いる の で あろ うか 。 本 調 
ぼ 年 き ei 人 と の 交流 、 休 養 、 自 然 と の 触れ 合い な ど 22 項 目 に つい て 、 当 て は ま 
で きる | る も の すべ て を 挙げ て も ら っ た ( 図 1)。 
と 、 前 | 余暇 活動 に 求め る 楽し みや 目的 と し て 、 最も 多く の 人 が 挙げ けた の は 、「 友 人 や 
一 大 | 知人 と の 交流 を 楽し むこ と 」 で 60.3%、 次 いで 「 心 の 安らぎ を 得る こと 」 が 59.1 
と いっ う | 2% と な っ て お り 、 こ の 2 項目 NR 動機 と 言え る 。 以 
2% と | 下 、「 身 体 を 休め る こと 」「 家 族 と の 交流 を 楽し むこ 本 「 健 康 や 体力 の 向上 を 目 
%⑯ な っ | 指す こと 」 と な っ て いる 。 人 々 が 余暇 活動 に 求め る 「 家 族 や 友人 と の コミ ュ 
これ | ニケ ーション 」 と 「 心 身 の 休養 」 i 
前 年 年 代 別 に ip まず A OR 
性 别 i も 10 代 ・20 代 の 若者 に 多く の 支持 を 得 て い る 。 これ に 対し 、 
様 の 個 を 求め る の は 、 Wk oes 多い 。 
NE また 女性 は 特に 、「 友 人 ・ 知 人 と の 交流 」 と 「 心 の 安らぎ を 得る こと 」 へ の 回 
派 が 多 | 答 率 が 高い の に = 対し 、 男性 の 場合 は 、「 自 然 に 触れ る こと 」(36.8 つ 39.3%) へ 
、 また | の 回 答 率 が 前 回 の 調査 より も 高く な っ て いる 。「 技 術 や 腕前 の 向上 を 目指 すこ 
気 の 申 | と 」 や 「 賭 け や 偶 然 を 楽し むこ と 」「 腕 を 競い 競争 する こと 」「 ス リル を 味わう 
多 男性 | こと 」 は 男性 に 支持 が 多く 、「 自 分 で 作れ る 喜び を 満た すこ と 」「 芸 術 や 美的 な 
で ある を 満た すこ と 」 に は 、 女 性 の 支持 が 多い 。 
Nu PPP 「 友 人 と 知人 と の 交流 を 楽し むこ と 」「 家 族 と の 交流 を 
| 楽し むこ と 」 と いっ た 交流 の 動機 、「 自 然 に 触れ る こと 」 と いっ た 自然 志向 が 強 
まっ て いる 。 また 、 景気 の 低迷 が 長期 化す る 中 、「 仕 事 や 学習 に 役立つ こと 」「 実 
从 (収入 ) RCE な ど 、 仕 事 志 向 の 実質 的 な も の を 求め る 気持 ち が 
高まっ て いる 。 そ の 一 方 で は 、「 芸 術 や 美的 な 関心 を 満た すこ と 」 と いう 文化 的 
欲求 、「 賭 け や 偶 然 を 楽し むこ と 」「 ス リル を 味わう こと 」 な ど 、 現 実 か ら 逃 避 
する よう な 痢 那 的 な 価値 観 も 強まっ て いる 。 


(『 レ ジャ ー 白 書 "94』 余 暇 開発 セン ター より ) 
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(U4 了 半 一 人 攻 呈 肛 彰 水 TF6. 暴 日 一 人 反 711) 
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nM29 
ot | sz | gl | ie | ps | ve |ee ee | ze | ee | gr | 69 | gy ュー こき う ※ る 肥 是 年 導 | | 
華 鹿 回 昌久 ( ) 
ga | zz | pi | pro | pg [re | ei | ga | er | Zs | ss 1 | im | rz ュー る を 朝 妖 い 疾 き 錦 | | 6 の 
ge | zo | BR | si le | sii | Sa | ve | es | sw | ss | 0 | EE | ez ュ こ て 9 吾 *4m と | | GD 
ie | py |e | os | sy | ge lve | ps | ss | e9 | im | gz | se | sg っ こす # 再 姜 を 各 則 | | 1 
gl st [oe [ri |] gg [ee iz |s9 la | ke | wa | 1 | 7 | gg 2 二 了 人 1 涨 译 小 名 上 条 po 
ez | va | er | ee [re | ee |z9 |ee | sz | go0 | e9 | oz | ze | vs スー 〉 と の 遇 =】 (Yh) 要 半 C2 
eo | gi | es [em |wer | sr lem |ge | ss | sz | ss | ss | zs | wg SAI DANE) NH 9 
る こと 万 紗 ) 時 寺 健 補 @ 
99 | ss | sa | ea | re | gz | ge | rs | zol | rm | go | ee | ol | eo スー 便 る 光 晶 ① 疾 の て 是 電 和 全 
e9i | gi | 90 ls9 sz | sr | ee [ze le loo v9 | ws | 99 | zo 3 >C 亚 束 21@ 站 COYCO 尝 了 | WD 
vg | eol | 9'6 | 88 | se | es | te | ee | al ve | aa | eg | za | ze スー まや の 丁 還 の 旧 員 避 膨 拉 
tt | WE | re lr | log | ml is | se | 98 | nl | eg | 9z | gg ミニ 久能 で 坦 才 
gl | o9z | oez | gz | 9 | ez | ol | gz | is | Ta | Tl | a | ga 3 二 上 皇 忆 对 各 避 轩 交大 美 尽 吉 等 
IE | se | sz | sz |g9 | ez |9s 98 | 70z | os | eel | val | gi | eu ィ ー ま マツ 畔 0 量 を せつ 世 目 Ca 
9vz | gge | gve | ogz | rez | aul | ez | ve | ig | Zzz | Lgl | sgz | gz | srgz ィ ー の 上 る 菱 通 べ 欄 隊 (282 
gg | 5'ee | esw | 69 | se | gp | co | Lal | ggg | sve | sg | oee | row | reg ネー こと 天光 区 所 の 覧 事 央 日 ポコ 
gge | oy | zlv | zlv | oe | tel | ge | ety | oey | g'sy | iv | ssz | val | geg E04 =| 09 
sos | se | ov | oe | ieelzeglseeloglesomlowlzwlzglgslew | ィ ー まや の 多 丁 還 の 音 首 和 2:8) 
ree | ree | 9ve | gL | ly | 90¢ | zi6v | Ige | ov | Ee'es | 929 | Ee'92 | 9'el | o'er た メド コン レ た トコ 人 了 
soy | yee | eev | sw | ove | zg89 | eew | eow | est | ozs | ram | oes | ves | 96y ュー こと @ 交 吾 ] 人 
865 | 6'l9 | sre9 | 89|ze9|zo|sese|o0o | ras | e'ss | Lis | sm | gy | sr こる 便 久生 送 の ーー 9 9 
709 | iL | 99 | 109 | ne | me | S19 | ls | ey | oy | zs | 659 | ya | 8'26 | っ この 頻 党 科 の る Y 上 WeY 学 9 
sie | zez | ge | ze | vae | sw Ll lage | oez | swe | ez | oe | zsl | 
DH | as | ao | aos | Woz | wor | MI | os | Wor | Woe | Woz | Wol | ME (0Ly'E=N) 党 如 性 を 
和 一 利 E コ 


(% : 对 惠 ) 


問題 


1 。 本 文 2 の 中 で 、 次 の 内 容 は どん な 順番 で 書か れ て いま すか 。( ) に 順番 を 書い て 
くだ さい 。 = 本 文 に 書か ん れ て いな い も の に は XX を つけ て く だ さい 。 


調査 の 内 容 と 方 法 
筆者 の 個人 的 な 体験 談 

前 回 の 調査 結果 と の 比較 

分 析 結 果 に 対す る 筆者 の 反対 意見 
調査 結果 の 分 析 年 代 別 
調査 結果 の 分 析 男女 別 

調査 結果 の 分 析 多い 順 


~~ 
SA 


2 . 調査 に 使わ れ た 22 項 目 の 中 で 、 本 文 2 に 出 て くる 項目 は 、 図 1 の グラ フ の どこ に あぁ あ 
り ま すか 。 グ ラフ に 印 を つけ まし ょ う 。 


3.①「『 友 人 や 知人 と の 交流 を 楽し むこ と 』 は 男女 と も 10 代 ・20 代 の 若者 に 多く の 支持 
を 得 て い る 。」 と あり ます が 、 そ れ は グラ フ の どこ を 見 る と わか り ま すか 。P 印 を つ 
まし ょ うす 。 
②「 女 性 は 特に 、『 友 人 ・ 知 人 と の 交流 』」 と 『 心 の 安らぎ を 得る こと 』 へ の 回 答 率 が 
高い 。」 と あり ます 。 男 性 と 女性 の 回 答 率 を グラ フ か ら 探 し て 書い て くだ さい 。 


「 友 人 ・ 知 人 と の 交流 」 男性 % 女性 26 
「 心 の 安らぎ を 得る こと 」 男性 % ”女性 26 
③「 自 然 志向 が 強まっ て いる 」 と あり ます が 、「 自 然 に 触れ る こと 」 の 前 回 調査 と 信 
回 の 調査 の 全体 結果 の 数 字 を グラ フ か ら 探 し て 書い て くだ さい 。 
前 回 調査 26 今回 調査 26 


あな た が 余暇 活動 に 求め る も の は 何で すか 。 図 1 の 項目 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 選 
ん だ も の を 友達 と 比べ て み ま し ょ う 。 
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| の 女性 は 特に 「 友 人 ・ 知 人 と の 交流 」 と 「 心 の 安らぎ を 得る こと 」 へ の 回 答 率 が 


高い の に 対し 、 男 性 の 場合 は 、「 自然 に 触れ る こと 」 へ の 回 答 率 が 高い 。 


@ 相 対す る も の を 並べ て 違い を 述べ る 


1 . 


大 都市 で は 人 口 の 過密 化 が 問題 に な っ て いる の に 対し 、 農 村 で は 過疎 化 が 大 き な 間 
題 と し て 取り 上 げ ら れ て いる 。 


. 国会 は 衆議院 と 参議 院 か ら 成 っ て いる 。 衆 議院 は 任期 が 4 年 で 解散 が ある の に 対し 


て 、 参 議院 は 任期 が 6 年 で 解散 が な いと いう 違い が ある 。 


。 セー ルス マン : で は 、 新 し い 洗 剤 に つい て ご 説明 いた し ます 。 従 来 の 洗剤 で は 、 セ ー タ ー 


な ど を 洗う こと が で き な か っ た の に 対し て 、 こ の 洗剤 は セー ター は も ち 
ろ ん 。、 シ ルク の スカ ー フ な ども 洗え る よう に な り ま し た 。 


4. 散 森 きん の 絵 は 色 彩 が 豊か な の に 対し て 、 山 下さ ん の 絵 は 地 味 だ けれ ど 人 を 引き つ 


ける 何 か が ある 。 どちら を 最 優 秀 賞 に する か 審査 員 も 迷っ て いる らし い 。 


.・ アンケー ト の 結果 、 現 在 の 内 閣 を 支持 する と 答え た 人 は 36% だ っ た 。 こ れ に 対し て 、 


支持 し な いと 答え た 人 は 41% で 、 内 閣 支 持 派 を 5% 上 回 っ た 。 


前 回 調査 と 比べ る 、「 自 然 に 触れ る こと 」 と いっ た 自然 志向 が 強まっ て いる 。 


ある も の を 他 の も の と 比較 し て 述べ る 


Ws 


学生 : 日 本 語 が な か な か 上 手 に な ら な く て 困っ て いる ん で す 。 
先生 : そう で すか 。 で も 、 入 学 し た 頃 と 比べ る と 上 手 に な っ て いま すず よ 。 


.。 この 教科 書 を 従来 の も の と 比較 する と 、 い か に 斬新 な アイ ディ ア を 取り 入れ て いる 


か が よく わか る 。 


。 北 海道 の 夏 は 、 東 京 の 夏 と 比べ る と ずっ と 過ごし や すい 。 
。 (会 社 で ) 


A : この ワー プロ 、 使 い に く いわ ね 。 
B : 確か に 使い に くい けど 、 今 まで 使っ て た の と 比べ る と か な り い いん じゃ な い 。 


。 こ の 町 の ご み 対 策 は 、 出 雲 市 の それ と 比べ て 、 は る か に 遅れ て いる 。 
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貼れ る こと 」 と いっ た 自然 志向 が 強まっ て いる 。 


⑧ 変 化 を 表す 自動 詞 ーー まる 」 と 他動詞 "ー め る 」 


自動 詞 他動詞 
火 、 傾 向 、 カ ー が 強まる 弱まる | 一 を 強め る ノ ズ 弱 め る 
関心 、 意 識 、 批 判 … | 一 が 高まる ー を 高め る 
考え 方 、 宗 孝 ー が 広まる ー を 広め る 
理解 、 交 流 、 愛 情 … | 一 が 深まる ー を 深め る 


1 . 今 、 マ ル チ メ ディ ア に 対す る 関心 が 高まっ て いる 。 

と うか い 
2 . 近い うち に 東海 地方 に 大 地震 が 起こ る と いう うわ さ が 広 まっ て いる 。 
3. ホー ムステイ を し て 、 日 本 に 対す る 理解 が 深まっ た 。 


他動詞 

4 . 私 た ち は 環 境 問題 に 対す る 意識 を 高め て いか な けれ ば な ら な い 。 

5. 川崎 市 で は 市 民 と 市 内 在住 の 外国 人 と の 交流 を 深め る た め に 、 い ろ い ろ な 催し を 企 
画 し て いる 。 

6. エイ ズ ウ イ ルス は 病気 に 対す る 抵抗 力 を 弱め て し まう 。 
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L -ma 


次 の 文章 を 、 で す ・ ま す 体 に し だ 時 の 部 分 は どう な り ま す が 。 


内 に に に エエ すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす エミ すす エエ すす すす すす すす すす すす すす エエ エエ すす すす すす た と すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす エエ すす エエ エエ エエ すす すす すす すす て と すす て ど 内 
+ 


自由 時 間 が 増え 、 余 暇 支出 が 抑え られ る 中 で 、 全 体 と し て どの よう な 余暇 活動 : 
: が 増え 、 ど の よう な 余暇 活動 が 減っ た の で あろ うか 。 4 一 5 年 前 の 経済 の 好況 期 i 
: と 比較 する 形 で 、 こ れ を 見 て みよ う 。 
(中 略 ) 
: 一 方 、 減 っ た と いう 比率 が 高い の は どの よう な 活動 か 。 ed 
; 族 旅 行 ，(25.7%6) で あり 、 次 に 多い の が 「 ド ライ ブ 、 日 帰り 行楽 」(25.2%) で : 
| ある 。 特 に 前 者 は "家族" が 余暇 の 大 きい テー マ と な っ て いる 最近 の 動き と 巴 盾 ; 
[する よう で ある が 、 そ れ だ け 旅 行 に 費用 が か か りす ぎる と いう こと で あろ う 。 | 
"レジャー 自家 94』 余 了 開 発 セン ター より ) : 
< 接続 の し か た > 
旧名 岡 で ある 体 ・ こ れ は 昨年 と 今年 の 数 字 を 比較 し た 誘 社 で ある 。 
基本 体  ・ こ れ は 昨年 と 今年 の 数 字 を 比較 し た 次 ヲ グ だ 。 
な 形容 詞 で ある 体 ・ 現 代 人 の 生活 は 、 確 か に 豊か で ある 。 
基本 体 ・ 現 代 人 の 生活 は 、 確 か に 豊 が だ 。 
い 形容 詞 で ある 体 ・ 政 府 が 根本 的 な 改善 策 を 考え る の が いち ば ん まい 。 
基本 体 ・ 政 府 が 根本 的 な 改善 策 を 考え る の が いち ば ん 衣 旧 。 
動詞 で ある 体 ・ 円 高 に よっ て 、 日 本 へ 来る 外国 人 の 数 が 減っ た 。 
基本 体 ・ 円 高 に よっ て 、 日 本 へ 来る 外国 人 の 数 が 華 間 論 。 


で す ・ ま す 体 基本 体 で ある 体 
で す で ある 

で も ヒヒ な だ だ っ な だ で あっ た 

で し ょ よう だ ろう で あろ う 

で し ょ うか だ ろう か で あろ うか 
の で す の だ の で ある | 


ひつ 「 で ある 体 」 は どん な 文章 で 使わ れ て いる ガ が ガ 探し て み ま し ょ う 。 
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@I 


メモ 


|. ( ) は 録音 が で きる の に 対し て ( ) は で き な い 。 

Ee ( ) は 録音 され た も の の 編集 が 簡単 に で きる 。 

3。【 ) は ( ) と 比べ る と 音質 が いい し 、 い つま で も 音 
質 が 変わ ら な い 。 


。 MD を 聞く 時 は 童 用 の ( ) が 必要 だ 。 


に 


全 II 次 の 点 に 注意 し て 、 も う 一 度 IL の 会 話 を 聞い て み ま し ょ う 。 


9 Pa で す よ | 
終 助詞 「 ね 」「 よ 」 > 便利 で すね 。 
HRP ZI 上 
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1 


次 いで (本 文 2 ) 

1 . 日 本 で りん ご の 生産 が いち ば ん 多い の は 青森 県 、 次 いで 長野 県 と な っ て いる 。 

2 . 今日 の 卒業 式 は 、 校 長 先 生 の あい さ つ 、 来 質 の 祝辞 、 次 いで 和 卒業 証書 授与 と な 
っ て いま す 。 

* イン ド は 中 国 に 炊い で 人 日 が 多い 国 で ある 。 

1 4 る 2 yy 

RY NO Ct ea las 

アア イル NM OR UNO、 は VN 人 NNNNMN MM (NM 
( ) 牛肉 を 入れ て 一 緒 に 炒め ます 。 

De ) 本 屋 に 寄っ て 帰ろ うと 思い ます 。 

3. 最近 私 ども の 店 で いち ば ん 売れ て いる の が TI BN の パソ コン で す 。 

| ( ) NED の 新しい 機種 が 売れ て いま す 。 レ 


2 これ に 対し (本文 2 文型 ・ 表 現 / 参照 ) 
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1 すでに (本 文 1) 
1. 人 気 歌手 の コン サー ト の チケ ッ ト か 売 
売り 切れ て いた 。 


り 出 され た の で 買い に 行っ た が 、 す で に 


2. 皆さん も すでに ご 存 知 だ と 思い ます が 、 こ の 度 坂 下さ ん が 大 阪 支店 に 転勤 する 
こき 区 座り まし 潜 。 
p> 
(ee EC 站 
1. 遅刻 し そう だ っ た の で 走っ て 集合 場所 に 行っ た が 、( ) 誰 も 来 て 


いな か っ た 。 
2 この 記事 に 書い て ある こと は ( 
aS と 


) テレ ビニ ュー ス で 何 度 も 報道 き 


、 3 私 は 日 本 に 来 て か ら ( ) 同じ アパ ー ト に 住ん で いる 。 ; 
2 一 (本 文 1) 
1 . 一 応 資料 に 目 を 通し て み ま し た が 、 も う 少 し 詳し く 調べ る 必要 が ある と 思い ます 。 
2. 秀夫 : ス ai 
i 全日 は 早く 帰る ん じゃ な 
いか な あ 。 
秀夫 : うん 、 で も 一 応 誘っ て みよ う よ 。 
ppb | 
「 一 応 」 が 入る 文 を 一 つ 選 ん で くだ きい 。 
1 . 彼女 は きち ょ うめ ん な 性 格 な の で 、 い つも 机 の 上 が ( ) 整理 され 
SD 
2. この 大 学 を 受け る か どう か まだ 決め て いま せん が 、( ) 資料 だ け 


Hobs CEs 

3 . (空港 で ) 
人 お 用 話 に かなり 
B.D bl 


) 私 の 国 に も 遊び に 来 て くだ さい 。 


。 
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| 


] 


作文 上 私 は OO 


ある も の の 性 質 や 特徴 に つい て 、 他 の も の と 比べ た り 、 対 比 き せ た り し て わか りや すく 
隊 き まし ょ う 。 


書く 前 に 
> 何 の ど ん な と ころ に つい て 書く か 、 ま だ 、 何 と 比べ て 書く か を 決め まし ょ う 。 


例 ) CD の 音質 の よさ に つい て (カセ ッ ト テ ー プ と 比べ る ) つっ 「 私 は CD 派 」 
手紙 の 利点 に つい て (電話 と 比べ る ) 
ピア ス の よい と ころ に つい て (イヤ リン グ と 比べ る ) 
核 家族 の よい と ころ に つい て (大 家族 と 比べ る ) 
テニ ス の お も し ろ さ に つい て ( 他 の スポ ー ツ と 比べ る ) 


の に つい ぃ て ( と 比べ る ) っ 「 私 は 派 
使う 表現 


違い を 述べ る 


CE 
・cD 阿 カセ ッ ト テ ー プ 岡 ] | 人 回 聞い て も 音質 が 変わ ら な い 。 
Pie 


这 中 全、 
異な る の は 、 
違い は 、 

相違 点 は 、 


i 
| A エー 


W/o 


・CD が カセ ッ ト テ ー プ と | 


・CD 彫 カセット テ ー プ 男 | | CD は 音質 が 変わ らち な い が 、 


時 ia 
カセ ッ ト テ デー プ は 、 何 回 も 聞い て いる うち に 音質 が 変わ っ て し まう | ここ 
比較 す る 

・CD 議 較 カ セッ ト テ ー プ 識 剛 時 、 音 質 が いい 。 
・ カ セッ ト テ ー プ CD 文 較 音質 が よく 党。 
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書い て みよ う 


ら 本 文 2 で 学習 し だ 表現 も 使 つ て 、 次 の よう お 構成 で 書き まし よう 。 


書き 出し の どちら が いい か と 言わ れ 
を 選ぶ 。 そ れ に は いく つか 理 : 


比較 また は 
違い 


まとめ 
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人 活動 < = ご うし て なあ 


友達 と 雑談 の 中 で 意見 や 感想 を 言い 合い まし ょ う 。 相手 の 話 を よく 聞い て 、 上 手 に 会 話 
を 進め まし ょ う 。 


( 聞い て みよ う ) 


仕事 と 余暇 の どちら を 重視 する か 


1995 年 男性 年 代 別 

> 二 人 の 人 が ガ 右 の ゾラ フ を 見 な が 0.7 
ら 話し て いま す 。 ま ず 、 グ ラフ ， 

| と 問 題 を 見 て < だ さい 。 次 に 、 
用 テー プ を 聞い て 、1)-3) の 質問 0.3 
| に 答え て くだ さい 。 6 
0.4 

1) 二 人 は グラ フ の どの 部 分 
0.7 
に つい て 話し て いま すか 。 

グラ フ ! に C__) を つけ て 余暇 重視 派 両立 派 仕事 重視 派 無 回 答 
くだ さい ws。 (『 レ ジャ ー 白 書 '96』 余暇 開発 セン ター の 資料 より 作成 ) 


2) 二 人 は どう し て この よう な 結果 に な っ た と 考え て いま すか 。 理由 と し て 挙げ て いる 
こと を 簡単 に 書い て くだ さい 。 


か ら 。 
か ら 。 
3) グ ラフ の 結果 に つい て 二 人 は どう 思っ て いま すか 。 


と 思っ て いる 。 
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実際 に グラ フ や 表 を 見 て 、 友 達 と 意見 や 感想 を 言い 合っ て み ま し ょ う 。 
使う 表現 


話し 出す 

. 本 而 用 本 二 国 、55L2 国 可 本 

・ こ と れ 見 て 。 

1 

、 仕 事 上 余 限 0 祖 瑟 了 7 鸭 。 
意見 ・ 感 想 を 言う 

・ (やう ぼり ) 仕事 重視 派 が 多い 類 。 

・ 人 明生 視 派 が 少な い 宙 ) の は 者 旬 お ) お 。 

・ か わい そう な 陳 四 問 表 8 交 。 
疑問 を 言う 

. oe 

;有 加 辣 处 中 重视 派 少 | 六， 
理由 や 原因 を 言う 

ng. 


< か な い 
(それ は ) 仕事 し か な トー 生計 
か ら か な 。 
・ 仕 事 し か な い { が から か も ね 。 
か りら じゃ な い ? 
相手 の 話 を 受け る 


キー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ニ ーー ニー ニニ ニニ ニャ ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーーー ニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニーーー1 


:Wi i 

| . WO | ・ を うか も し れ な いけ ど =… 
II | < So 
| : 

:・ 


Ye 


(練習 ) に 注意 し て 、 テ ー プ を 聞き まし よう 。 


6@| 話し 出す | A : ね えん 、 こ れ 見 て 。 
B : へ る 、 仕 事 と 余暇 か 。 は っ きり と 分 か れ て る ん だ ね 。 
A すん 。 話 ん と 。 pot きれ い 
こ 委 か れ て る よね 。 
B : や っ ぱり 、10 代 は 学生 が ほとん ど だ か ら 、 余 暇 重視 派 が 多い 
ね 。 
A : う ん 、 で 、 年 を 取る に し た が っ て 余暇 重視 派 が 減っ て 、 仕 事 
疑問 を 持つ 重視 派 が 増え て る …… xs だ 9 NN ? 
理由 を 考え る (|) | : それ は 、 お 金 と 関係 が ある っ て こと な ん じゃ な い ? 
人 A 2 え 。 妊 金 1 な ん で Y 
B : うう ん ……、40 代 、50 代 っ て 言え ば 、 子 供 に お 金 が か か る で 
し ょ 。 だ か ら 余 暇 に お 金 か けら れ な いん だ よ 。 
A : ああ 、 そ うか も ね 。 教育 費 と か も 高い し ね 。 
理由 を 考え る (2) | B : そう だ な あ 。 あ 、 そ れ に 、40 代 、50 代 は 働き 盛り だ か ら ……。 
A : ああ 、 貢 任 も 重く な っ て 、 仕 事 が 増え る よね 。 
B: そ うそ う 、 だ か ら や っ ぱり 仕事 重視 派 に な る っ て こと か な 。 
感想 を 言う | A : な る ほど 。 な ん だ か 、 か わい そう な 感じ が する ね 。 働く お 父 
さん っ て a に 
B : うん 、 そ うだ ね 。 子供 の た め に 働い て 、 自 分 の 余暇 の 時 間 も 
な いん だ も ん ね 。 
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話し て みよ う 


1. 次 の 表 を 見 て 、 会 話 


青少年 の 余暇 の 過ごし 方 


を 作 つ て み ま し よう 。 | 
テレ 尼 映画 等 3 
59.1 40.8 58.7 6 6 3 
ショ ッ ピ ング ディ スコ 等 | 読書 | スポ ー ツ | テレ ビ 読 
45.0 38.0 47.4 25.3 36.8 42.6 
読書 読書 | ぶら ぶら | 読書 | 映画 等 | 映画 等 | 
| 36.8 42.4 32.8 42.1 19.9 25.9 41.2 
ぶら ぶら | ショッピン グ | スポ ー ツ | . 映画 等 | ディ スコ 等 | 園芸 等 | ぶら ぶら 
30.9 40.2 32.7 28.0 16.3 19.3 28.2 | 
小 旅行 | さら ぶら | ぶら ぶら | スポー ツ | 映画 等 | ディ スコ 等 | 宗教 等 
29.5 37.5 32.6 25.0 bia2 18.4 18.5 


話し 出す | A : これ 見 て 。 
(話題 は ー つ に する ) 


疑問 を 持つ | A : どう し て 
理由 を 考え る | B : 
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(資料 : 総務 庁 青少年 対策 本 部 「 世 界 青年 意識 調査 」( 平 成 5 年 ) 
『 平 成 7 年 度 版 青少年 白書 』 よ り 作 成 ) 


2. 下 の ゾ ラフ や 表 を 見 な が びら 、 会 話 を し て み ま し よう 。 一 亡 的 に 話す の で は な ぐ て 、 
相手 の 意見 を 受け て 話 を 進め て いき まし ょ う 。 


a 現代 の 日 本 人 の イメ ー ジ を 動物 に た と :7r b 20 代 男女 の よく する スポ ー ツ 
える と (ベス ト 10) (自由 回 答 ) (単位 : %) | : 20 代 男性 
(件 数 ) 国 国 : 20 代 女性 
0 20 40 60 100 
0 


( 注 大 正大 学 「 大 学生 600 名 に 聞く 現代 若者 の * 人 間 観 」(93 年 3 月 ) : 
より 、 首 都 閣 の 4 年 制 大 学 に 通う 大 学生 男女 各 300 人 の 回 答 : 


ジ 体 キ ボ 水 テ 区 釣 
ョ 操 ヤ | 泳 ル 3 キ り 
ギ ッ 。 リ 7 2 
于 ン 
や の 

ル 


(『『 レ ジャ ー 白 書 "96』 余 暇 開発 セン ター の 資料 より 作成 ) 


『 小 学 館 DATAPAL 94 95』 より) : 
c 飛行 機 で の 忘れ 物 ベ スト 8 d 恋人 の 条件 と 結婚 相手 の 条件 
( ) 内 は % 
| メガネ 906 件 A 
2 カメ ラ e550 件 2 
3 由子 309 作 | (76.5) 
| 4 Y | 行动 力 (43.3) 人 柄 (61.8) 
| : a 容姿 (42.2) 包容 力 (54.1) 
っ 
趣味 の 一 致 (41.1 4 4.1 
7 ”装饰 品 197 件 内 = . 0 
8 財布 182 件 独 2 = 
身 | 楽し き (39.7) 優し き (39.7) 
人 | 美人 (33.8) 素直 き (31.9) 
| 優し き (32.8) 料理 上 手 (27.8) 
明朗 さ (25.3) 気配 り (23.8) 
ed プロ ポー ショ ン (23.0) 明朗 さ (22.5) 


1994 年 度 総 件 数 4.851 件 
(資料 提供 : 日 本 航空 "94) 


( 独身 女性 に 聞く 男性 観 ・ 結 婚 観 」 ア ルト マン 研究 所 87 より) 


グ ラフ や 表 だ け で な く 、 新 聞 記 事 な ど を 見 て 話す 練習 も し て み ま し ょ う 。 


縄文 時 代 


人 BC.1 万 年 頃 一 B.C.200 年 頃 :WW 
【 生 活 】 和 狩猟 ・ 採 集 の 生活 


メグ / 
ジグ /// 
ol 


六 让 
| 


ud Ml | 


a 


@B.C.200 年 頃 ~A.D. 3 世紀 頃 
【 政 治 】 日 本 各地 に 小国 が で きる 
【 生 活 】 大 陸 か ら 稲 作 が 伝わる 


ka 


eS で ヤー Nu eT Vt WA 
a 


xn 


@A.D. 3 世紀 末 一 710 年 

[政治 】 大 和 朝廷 
天皇 中 心 の 国家 
大 陸 に 使者 を 派遣 する 

【 文 化 】 大 陸 か ら 多く の 技術 が 伝わる 
漢字 ・ 仏 教 が 伝わる 
古墳 が 造ら れる 


し ょ うと く た い し 


聖徳 太子 
奈良 時 代 
@710 年 一 794 年 3 


へ いじ ょ うき ょ う 


[政治 ] 平城 京 
天皇 と 貴族 に よる 政治 
唐 に 使者 を 派遣 する 記 = 
【 生 活 】 大 陸 風 の 生活 


op 
【政治 】 平安 京 县 
貴族 に よる 政 渡 提 に 
武士 加 生计 机 者 入党 
[文化 】 国 风 文 化 府 


OS SW 。 » 


角倉 時 代  ) 


@1192 年 一 1333 年 


か まく ら ば く ふ 


【 政 治 】 鎌倉 幕府 
武士 に よる 政治 


みな も と の より と も 


I 


| 町 時 代 


EN 

[政治 】 室町 幕府 
武士 に よる 政治 
戦国 時 代 

文化 】 キリ スト 教 が 伝わる 


金閣 ・ 銀 閣 が 建て られ る 
[出 来 事 】 鉄砲 が 伝わる 


@1573 年 一 1603 年 
【 政 治 】 全 国 統一 
【 文 化 】 茶道 ・ 華 道 


お だ の ぶな が 


織田 信長 


生 1603 年 一 1868 年 

【 政 治 】 江 戸 幕 府 
武士 に よる 政治 
锁国 

【 文 化 】 町 人 文化 が 栄え る 


[生活 】 士 农工商 身分 制度 多 > 


生 1868 年 一 1912 年 

【 政 治 】 江戸 を 東京 に i 
大 日 本 帝国 憲 

【 文 化 】 文明 開化 

【 生 活 】 欧 風化 | OO\| , 

HL 2 > 


了 


大 正 。 昭和“。 平成 


全 大 正 (1912 年 一 1927 年 ) 
[出 来 事 】 関東 大 岩 炎 
第 一 次 世界 大 戦 


| 中 和 前 期 (1927 年 一 1945 年 ) 
| (由 来 事 】 第 二 次 世界 大 吕 
太平 戦争 


0 昭和 後期 (1945 年 一 1989 年 ) 
[政治 】 日 本 国 憲法 
[出来 事 】 高度 経済 成長 


@ 平 成 〈1989 年 一 ) 
【出 来 事 】 阪 神 * 淡 路 大 震 炎 


写真 提供 : A… 共 同 通信 社 、B-… 仙 友 访 平和 文化 七 乡 一 (米国 际 军 病理 学 研究 记 办 访 D 运 遂 次 机 、C .DD"E…PANA 通 信守 。 123 


794 年 、 を れ ま て 奈良 に あっ た 都 が 京都 に 移さ れ た 。 そ し て 、 こ の 新 し 
い 都 は 、 平 和 な 時 代 が 続く こと を 願っ て 、「 平 安 京 」 と 名 付け られ た 。 
唐 の 長安 の 都 を 模 し て 造ら れ た この 都 は 、 東 西 4.570 メ ー ト ル 、 南 北 5.312 メ ー ト ル の 長 
方 形 て で 、 基 毅 の 目 の よ 5 に 区 画 さ れ 、 大 通り に は 柳 や 桜 な どの 街路 樹 が 植え られ て 、 美 
し い 町 並み が 造ら れ た 。 こ の 平安 
京 が 政治 の 中 心 で あっ た 約 400 年 
間 を 平安 時 代 と 呼ぶ 。 

この 時 代 の 政治 は 天皇 と 貴族 に 
よっ て 行わ れ て いた 。 貴族 は 平安 
京 の 中 心 部 に 広い 屋敷 を 持ち 、 そ 
こ で 生活 し て いた 。 ま た 、 地 方 に 
も 広大 な 土地 を 所 有 し 、 そ れ を 経 
済 基 盤 と し て 贅沢 な 生活 を 営み 、 
華 度 な 文化 を 生み 出し た 。 

し か し 、 平 安 時 代 の 半ば に な る 
と 、 地 方 に は 武士 と 手 ば れる 式 装 
集団 が 生ま れ 、 次 第 に 成長 し 、 貴 
疾 と 肩 を 並べ る くらい の カ を 持つ 
者 さえ 現れ た 。 そし て 、12 世 紀 半 
ば に な る と 責 族 に 代わ っ て 武士 が 平安 京 現在 の JR 線 を 重ね た も の 
政治 的 な カ を 握る よう に な り 、 責 
疾 は 徐々 に カ を 失っ て いっ た 。 


平安 時 代 


国 国 届 
画 加 | 


正四 
上 
日 
ロロ 
| 
| 
国 国 
国 国 
国 国 
国 国 
国 国 
国 国 
国生 
回 


回 
国 レオ 


SN 


124 


国 风 文 化 


日 本 は 奈良 時 代 以 前 か 
ら 、 大 陸 に 使者 を 泊 門 し 、 
高度 な 技術 や 文化 を 取り 入れ て いた が 、 
9 世紀 に 入る と 、 大 陸 で は 虐 の 国 カ が 喪 
え 始 め た た め 、 数 々 の 危険 を 崩し て まで 
大 陸 に 使者 を 送る 必要 が な く 〈 く なり 、 政 府 
は 使者 の 涼 直 を 停止 し た 。 その 結果 、10 
世紀 頃 か ら 、 そ れ ま て 受け 入れ て きた 中 
国 の 文化 が 消化 され 、 日 本 の 風土 や 伝統 
に 合う よう に 改め る 動き が 起き 、 日 本 風 
の 文化 が 生ま れ た 。 この 文化 を 国 風 文 化 
と いう 。 

この 国 風化 の 動き を よく 《 表 し て いる の 
が 「 仮 名 」 の 発達 で ある 。 日 本 語 を その 
まま 表記 で きる 表 音 文字 が 漢字 か ら 形 作 
られ 、 現 在 の 「 平 仮名 」、「 片 仮名 」 の 原 
型 ど な っ た 。 そし て 、 仮 名 の 誕生 に よっ 
て 日 本 人 の 感覚 を より 自由 に 表現 で きる 
よう に な り 、 日 常 的 に 平仮名 を 使用 し て 
いた 貴族 の 女性 の 間 で 多く の 優れ た 文学 
作品 が 生ま れ た 。 

また 、 建 築 様式 を は じ め 、 絵 画 や 服装 な が ど 、 さ ま ざ ま な 分 野 に 国 風化 の 傾向 が 現れ た 。 


衣 
! 
る 
| 
六 


~ < 一 いし プレ <ー トン パレ < 一 ul 


即 
NK 


文化 の 国 風化 は 貴族 の 生活 に も 及び 、 貴 族 の 生活 様式 や 服装 も 大 陸 風 
で あっ た 人 奈良 時 代 と は 大 きく 〈 変 化し た 。 

ふだん 、 貴 族 の 男性 は 現在 の 役人 の よう な 仕事 を し て いた が 、 仕 事 の 内 容 の 多く は 年 
中 行事 や 儀式 を 行う と いっ た 形式 的 な かも の だ っ た 。 一 方 、 女 性 は 生活 の 大 部 分 を 家 の 中 
で 過ごし 、 外 出 は 年 に 何 回 か の 花見 や 紅葉 土 り で 、 自 分 の 顔 を 他人 に 見 せる こと は め っ 
た に な か っ た と いう 。 また 、 当 時 の 貴族 の 結婚 形態 は 一 夫 多 妻 制 で 、 男 性 が 女性 の 家 に 
通う 「 通 い 婚 」 が 一 般 的 だ っ た 。 足 族 た ち は 舟 を 浮か べ る こと が で きる よう な 池 の あ る 
大 族 宅 で 、 遊 亡 を 催す 、 弥 りや 楽器 の 演奏 を 楽し むと いっ た 、 庶 民 と は か け 離 れ た 優 雅 
な 生活 を 送っ た 。 


貴族 の 暮らし 
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し か し 、 そ の 生活 は 迷信 や 言い 伝え 、 占 いや 唇 に を 右 さ れる こと が 多かっ た 。 例え ば 、 
胡 を 切っ て よい 日 や 爪 を 切っ て よい 時 間 な ど 、 日 常 生 活 の 細か いこ と が 唇 に 書か れ て お 
) 、 人 人 々 は それ に 従っ て 暮らし て いた 。 さらに 、 当 時 の 人 々 は 病気 や 災い な ど は すべ て 
惑 い 寺 の せい だ と 考え て いた た め 、 神 社 や 寺院 に た び た び 出かけ 、 そ の よう な こと か 趣 還 
こら な いよ うに 神 や 仏 に 祈っ た 。 


貴族 の 屋敷 


本 文 1 を 読ん で 、 次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 
sw 前 は 何 か 。 


2 


ュー 


平安 時 代 に 政治 を 行っ て いた の は 


3 


ュー 


心 


平安 時 代 の 日 本 風 の 文化 を 何と 言う か 。 


5 


に 


平安 時 代 に 生ま れ た 文字 は 何 か 。 


6 


ュー 


5 ) は 何 か ら 作ら れ た か 。 


7 


ュー 


次 本 文 1 を 読ん で 、 あ な た が も っ と 知り た いと 思 


な 人 た ちか 。 


平安 時 代 の 半ば か ら 力 を 強め て きた の は どん な 人 た ちか 。 


平安 時 代 の 貴族 の 結婚 形態 は どん な も の だ っ た か 。 


っ た こと は 何で すか 


O 
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。 文型 ・ 表 現 


12 人 紀 半ば に な る と 貴族 に 代わ っ て 武士 が 政党 的 な 力 を 握る よう に な っ た 。 


@ 人 の 代理 、 物 の 代用 


1 。 


2 
9 。 
4 


人 @ 目 的 の だ め に 極端 な こと を する 


1. 


oo > CO 入 


LF 
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。 病気 の 父 に 代わ っ て 私 が 父 の 友人 の 出版 記念 パー ティ ー に 出席 し た 。 
。 (旅行 会 社 で ) 


。 あ の 研究 所 で は 原子 力 に 代わ る 新しい エネ ルギー の 研究 を 進め て いる 。 


の 人 


部 長 が 急病 の た め 、 部 長 に 代わ っ て 課長 が 出張 する こと に な り ま し た 。 
首相 に 代わ り 外 務 大 臣 が 演説 し た 。 


し 


社員 : 担当 の 吉岡 が 不在 の た め 、 吉 岡 に 代わ り ま し て 私 が ご 説明 いた し ます 。 


关 全 下 让 基 : 


美紀 : 蒋 浦 君 、 恬 金 志 大 内 光大 办 忆 、 今 日 办 户 3 食 と も パン と コー ヒー だ け に する 
pe 

典子 : へ え 。 私 も お 金 は あっ た ほう が いい と 思う けど 、 そ ん な こと を し て まで た め 
る の は 嫌 だ な あ 。 


。 自分 の 食費 を 削っ て まで 親 に 仕送り を し て いる な ん て 、 彼 女 は 親孝行 びな あ 。 

。 徹夜 し て まで チケ ッ ト を 取っ た の に 、 昨 日 の コン サー ト は 全然 よく な か っ た 。 

。 私 は 人 に 迷惑 を か け て まで 自分 の 意志 ご を 貫 こ うと は 思い ませ ん 。 

。 環 境 を 破壊 し て まで 便利 な 生活 を 追求 する こと は 、 人 類 に と っ て 決し て いい こと で 


は な いと 思う 。 


いろ いろ な 表現 「 ま で 」 


@ 起 い 結 果 が 出 だ 場合 の 原因 ・ 理 由 を 示す 

. 飛行 機 の 到着 が 遅れ た せい で 、 大 切な 会 議 に 出席 で き な か っ た 。 

2 (会 社 で ) 

A : 私 の せい で 作業 が 遅れ て し まっ て 、 申 し 訳 あ り ま せん で し た 。 

B: そん な …… 、 謝 ちな いで くだ さい 。 あ れ は 誰 の せい で も な か っ た ん で す 


4. 年 の せい か 、 最 近 物 忘れ が ひど く な っ た 。 
9. あの 人 は いつ も 自分 の 失敗 を 人 の せい に し て 、 ち っ と も 反省 し な い 。 
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活動 > m< .gs 日 本 中 の 庄 基 


講義 の 中 の わか ら な いと ころ に つい て 質問 で きる よう に な り ま し ょ う 。 ま た 、 そ の 際 類 
礼 に な ら な いよ うに 話し まし ょ う 。 


[I] 
( 聞い て みよ う ) 


1. (1) 講義 1 を 聞い て 、 ノ ー ト を 取 つ て ぐだ さい 。 団 国語 で 書い て も いい で す 。 


(2) ノー ト を 見 な が ら 、 次 の ペー ジ の テス ト を し て み ま し よう 。 ま だ 、 わ か がら な か 


つ だ こと や も つと 知り を いと 思 つ だ こと を : i に メモ し て お きま し よう 。 
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確認 テス ト 


むろ ま 


ふ 


ちば く 
. 室町 幕府 を 開い た の は 誰か 、 名 前 を 書い て くだ さい 。 


. 室町 時 代 は いつ か らい つま で で すか 。 
. 室町 幕府 は どこ に あっ た か 、 地 名 を 書い て くだ さい 。 


か ま 


室町 時 代 の 武士 と 鎌倉 時 代 の 武士 は どこ が 違う の か 説明 し て くだ さい 。 


に つい て 書い て あり ます 。 


お 茶 の 飲 まれ 方 


と し て そ 飲ま れる 。 


を 当て る 。 
室町 時 代 


の 美しき を 紙 賞 し な ・ が ら お 茶 を 飲む 。 


どう か ん せい 


安土 桃山 時 代 | 茶道 が 完成 する 


… わか ら な か つっ だ こと ・ も っ と 知り だ いて と ime 


* 
Nan 


2 . 講義 2 を 聞い て 、(  ) の 中 に 名 称 を 記入 し て くだ さい 。 また 、 わ から な いこ と や 


も つっ と 知り た いと 思 つ だ こと を 下 の : : に メモ し て お きま し よう 。 


… わら な か つ だ こと ・ も っ と 知り だ いこ と ーー ドド ドド wie 


和 


和 


学生 が 先生 に 質問 し て いま す 。 で も 、 先 生 は 嫌 な 顔 を し て いま す 。 ご どう し て 嫌 な 顔 を 
し て いる の ガ 考 えて み ま し よう 。 


先生 、「 国 風 文 化 」 っ て 何 ? 


先生 の 説明 に 問題 が あっ た ん で す 。 
わか ら な い の で 、 
教え て くれ ませ ん か 。 


6G| 1. 学生 の 質問 の し か だ に 注意 し て テー ブ を 聞い て くだ さい 。 
例 1) 授業 中 に 質問 する 場合 
例 2 ) 授業 後 何 日 か た っ て 質問 する 場合 
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2 . 質問 の し が だ の 流れ を 確認 レ し て くだ さい 。 


(先生 の 研究 室 や 授業 直後 の 教室 で ) 


① 声 を か け て 、 相 手 の 都合 を 聞く 


[ 手 を 挙げ て ] すみ ませ ん 。 ! 「・ す み ま せ ん 。 今 (お 時 間 ) よろ | 


じい で し よう が 。 

② 前 置き を 言う ih 
・ も し か する と 常識 的 な こと か ) one UN 前 
も し れ ま せん が ……。 | | 先ほど の 人 ] 
・ ち ょ っ と 聞き も らし て し まっ : 質問 し た いこ と が | 
た ん で す が ……。 お 聞き し た いこ と が : 
・ 私 は 日 本 語 が まだ 不 十分 な も : : we 

の で よく わか ら な か っ た ん で :  : ある ん で す が ……。 


③ 質 問 する 


「 わから な いと ころ を きく 
ei a ee da 
「 a 」 の 違い が 、 ま だ よく わか ら な い の で 、 


7 

: 才 え て いた だ け ま す で 【 ト ょ うか 

「・「 デ ザ …」 と いう 言葉 が 聞き 取れ な か っ た ん で す が 、 も う 一 度 教え て 
いた だ だけ ます で し ょ ようす か 。 


| 自分 の 理解 が 正しい か どう か 確か め る 
oN コ と で 上 よう が 。 


oT と いう の は 
| 加 と 同じ こと で し ょ うか 。 


④ 理 解 し た こと を 伝え る | a 


(どう も ) あり が と う ご ぎ いま ] お 忙し いと ころ (本間 に と 3 
し た 。 | 1 も ) あり が と う ご ざ いま し た 
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1. ベア に な つて 話し まし よう 。 一 人 が 先生 に 、 も う 一 人 が 学生 に な つて ぐだ さい 。 
学生 に な つ だ 人 は カー ド を 見 て 、 失 礼 に な ら な いよ うに 質問 し て くだ さい 。 先生 
に な つ だ 人 は 本 文 1 を 見 て 答え て くだ さい 。 


時 間 : 授業 中 
場所 : 教室 
質問 :「 か よい こん 」 と いう 言葉 の 意味 が わか ら な い 


時 間 : 授業 直後 
場所 : 教室 

質問 : 平安 時 代 の 貴族 が どん な 生活 を し て いた の 
か わか ら な い 


時 間 : 授業 の 三 日 後 
場所 : 先生 の 研究 室 
質問 : どう し て 平安 時 代 に な っ て 大 陸 に 使者 を 派 
遣 す る の を や め た の か 、 わ か ら な い 


2. [I] の 講義 1 、2 で メモ し だ わか ら な が か っ つっ だ こと や も つと 知り だ いこ と に つい て 、 
質問 し まし よう 。 
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8 「 下 トミ さく て ヘ を つね っ 2 で ASK の 」 N 
る か 区 会 さ 人 会 間 和牛 拒 誤 つり NN の で きぐ 
NC R= Ns 
光 凑 挝 ”TN 室 《ALN 和 JNA 人 个 四 搂 罗 贝 ” 江 
人 § 扑 虐 ”长 人 QS 拉 罗 导 合 赈 和 J” MM で 翔 全く 人 
入 生 时 498 Jj 『「 找 光 唑 从 村 8 和” 条 欠 和 J 寺 安江 站 


PCC NN SR 全戸 い 会 で” 


NN 


AO の 人 」 

NERS HRNNY NN NIL? 

"か KS 所 ロロ セル 会 し 摘 ぶ 二 会 "レン 
ne 入 这 计 手 信和 J 有 车 全 抽 人 R@ TS 人 


Bd wi tt な 


EE 
ue ET < A 


日 本 で 最初 の 人 体 解 剖 図 ( 山 克 东洋 ' 茂 志 : より ) 


入 生 | 和 革 『 秽 全 司 匆 8 和 人 个 几 淮 出 机 人 0 人 J 


a 


SEE 二 和 和、 


窒 で で 神 る や KW 会 0 や つ ピ 6 か を ルン 「 琉 33 


司 G 王 し 頒 ー 了 ゴ 全 0 ソレ 2k0 の けり Q や 人 SKOT」 く 才 回 


共和 外 容 六 更 SYS 


薪 开 罗汉 车 国 寺 松 坑 合 售 开 并 入 狼人 村 人 站 和 四 用 : 


全く お ね る つべ つき 


和義 『 筐 短 近 範 』 を も し 皇 弓 本 *e の の) 公 や 

NN 

R= 

( 寺 ) 洪 久 … 尺 王 罕 芝 导 和 不 小 入 久 于 入 所 一 沁 并 其 出 攻 RR 
民风 莉 光 车 忆 信 和 入 8 膨 渤 人潮 宕 章 术 污浊 嵌 椒 


つや で 親密" 


(総記 『K 一 ミー ロ 六 型 』 毅 浴 寺 1 RR | 过 ) 


載せ られ た 解剖 図 


「 解 体 新書 』( 
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完 財 里 三 設 豆 4 し 組 田所 究 つ し 全 で 3 
ロ 共 う ロー ロト く 選 の S 悪 晶 パ り ン 思 で で お っ の 
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杉田 玄白 た ち が 『 解 体 新 書 』 を 完成 する まで の 過程 を 下 の よ うに まとめ て くだ きい 。 ま 
た 、 そ の 時 の 玄白 た ちの 気持 ちと し て 適当 な も の を 下 の aーf か ら 選 び 、 当 て は まる も 
の を すべ て ( ) の 中 に 書い て くだ さい 。 同 じ 記 号 を 何 回 使っ て も いい で す 。 


すぎ た 


オラ ンダ の 解剖 書 『 タ ー へ ルアナ トミ ア 』」 を 手 に 入れ る 。 


VU 
と の 違い に 気づく 。…… ( ) 
は 
を 見 に 行く 。 
むし 
を 確か め る 。…… ( ) 
3 
を 決心 する 。 
ひ 


いろ いろ な 苦労 を 重ね る 。 
何 冊 も の 本 を 読み 、 考 え に 考 えて 、 
や っ と 「 フ ル ヘ ッ ペ ンド 」 の 意味 を 知る 。…… ( ) 


立 玄 日 だ た ち が ( ) の よう な 気持 ち に な っ た の は な ぜ か 、 考 えて み ま し ょ う 。 
交 辞 書 も な い 時 代 に 、 苦 労 し て 翻訳 を 成し遂げ た 玄白 た ち を 、 ど う 思 いま し た か 。 
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に 


0 
に 違っ て い だ か ら で あ る 。 


@ 前 の 文 の 理由 を 表す 
1. 最近 、 夜 安心 し て 眠れ な い 。 と いう の は 、 近 所 で 連続 放火 事件 が 起き て いる か ら だ 。 台 
2. 私 は な る べく 電車 の 中 で は 本 を 読む よう に し て いる 。 と いう の は 、 会 社 まで 往復 4 
時 間 も か か り 、 何 も し な いで いる と 時 間 が も っ た いな いか ら だ 。 
3. 夏休み は 毎日 図書 館 で 過ごす つも り で す 。 と いう の は 、 う ち に は クー ラー も 扇風機 
も な い の で 、 暑 く て 勉強 で き な い か ら で す 。 
4. 僕 は 、 バ レン タイ ン デ ー な ん て な けれ ば いい と 思い ます 。 と いう の は 、 も ら え る 人 
は いい けど 、 も ら え な い 人 に と っ て は と て も 寂し い 日 だ か ら で す 。 
5. (会 社 の 会 議 で ) 
A : 会 議 室 か ら 椅 子 を な くす と いう こと に つい て 、 ど う 思 いま すか 。 
B : 私 は 賛成 で す 。 と いう の は 、 座 っ て いる と 眠く な る し 、 立 っ た まま 会 議 を し た 
ほう が 、 早 く < 会議 を 終わ ら せ る た め に 、 み ん な いい アイ ディ ア を 出 そ う と する 
と 思う か ら で す 。 


く 5> ニ 人 も ショ ッ ク の あま り 、 た だ 反省 の 言葉 を 繰り 返す だ け で あっ た 。 


⑧ 程 度 が と て も 大 きい こと が 原因 で ある こと を 示す 

1. 入学 式 の 前 日 は 、 興 礁 の あま り 有 眠れ な か っ た 。 

2 私 の デザ イン し た 服 が 大 賞 に 選ば れ た と 聞い て 、 う れ し さ の あま り 涙 が 出 て し まっ た 。 

3 . 70 歳 の 祖母 が 再婚 する と 言い 出し た 時 は 、 驚 き の あ まり 声 も 出 な か っ た 。 

4. 彼 は 仕事 熱心 な あみ まり 、 つ い 無 理 を し て 体 を 壊し て し まっ た 。 

5 。 約束 の 時 間 に 遅 れ な いよ うに し よう と あせ る あま り 、 大 切な 書類 を 家 に 忘れ て き て 
し まっ た 。 
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《6> 群 己 让 在 由 时 代 下 南大 这 仙 开 、 下 机 肚 决 L 工 区 埋 放 站 上 开导 加 办 入 。 


る 「 人 だけ に 日 」 で 、 人 A 人 の 理由 で な お さら BB で ある こと を 表す 

Ha 

2 年 末 の ジャ ン ボ 宝くじ は 、 賞 金 の 金額 が 大 きい だ け に 人 気 が 高い 

3 Se 
る と 心配 だ 。 

4. 大 学院 の 入試 問題 は 難し く て あま り で き な か っ た 。 合格 は あき ら め て いた だ け に 
合格 通知 が 来 た 時 は うれ し か っ た 。 

5 。 7 ナツ サー : 渡辺 選手 は 去年 ひざ を 手術 し て 、 一 時 は マラ ソン を や め よ うと 思っ て い 

だ た こと も あっ た そう で すね 。 

解説 者 : え を え 。 そ れ だ け に 今回 の 銀メダル は 喜び も ひと し お で し ょ う ね 。 


⑦> た っ た 一 つ の 単語 の 意味 が わか っ た に すぎ な い が 、 彼 ら の 喜び は 大 きか っ た 。 


@ だ だ それ だ け で 、 そ れ 以 上 で は な い 

1. こん な に 働い て いる の に 、 1 か 月 の 収入 は わずか 12、3 万 に すぎ な い 

2 . 英語 が で きる と 言っ て も 、 日 常 会 話 が で きる 程度 に すぎ な い 

3. 私 が 通っ て いる ダン ス の 教室 に は プロ を 目指 し て いる 人 が 多い が 、 私 は た だ 趣味 で 
習っ て いる に すぎ な い 

4. これ は 私 の 推測 に すぎ ませ ん が 、 十 宮 会 長 も そろ そろ 引退 を 考え て いら っ し ゃ る の 

で は な いで し ょ うか 。 
5. 沢口: 原 さ ん に 助け て いた だ か な か っ た ら 今 頃 は ……。 本 当 に あり が と う ご ぎ ざい ま 
be 

原 : い いえ る 、 私 は 当り 前 の こと を し た に すぎ な いん で すか ら …… 
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~「 手 」 の つく 慣用 句 ~ 


| 「 手 」 こ いう 言葉 び つい だ 慣用 匂 は だ こさ ん あり ます 。 次 の 言葉 は どん な 意味 で 使わ 


] 


| れ て いる ガー の 中 から 選ん で (  ) に 記号 を 書い て くだ さい 。 


試験 の 時 は 、 ま ず わ か る 間 題 か ら 手 を つけ る と いい 。 

徹夜 で 並ん で 、 や っ と 手 に 入れ た コン サー トチ ケッ ト を な くし て し まっ た 。 
実家 の 酒屋 で 今日 は 手 が 足 りな いと いう の で 、 手 伝い に 行っ た 。 

明日 は 合格 発表 だ 。 結 果 が 気 に な っ て 何 も 手 に つか な い 。 

彼 は 悪い 仲間 と や っ と 手 を 切っ た そう だ 。 

彼 は よく 仕事 の 手 を 抜く の で 、 評 判 が 悪い 。 

いろ いろ 手 を 尽く し た が 、 彼 女 の 病 気 は 治ら な か っ た 。 


A GI TE OR 
ーー 
SS 


a 関係 を 絶っ た b で きる こと は 全部 し た C で き な い 
d 労働 力 、 人 手 が 不 足し て いる e 自分 の も の に し た 
f 何 か を 始め る 8 し な く て は いけ な いこ と を きち ん と し な い 


心 「 手 」 の つく 慣用 句 は ほか に も あり ます 。 調べ て み ま し ょ う 。 


へ ほか に も 体 の 部 分 の 言葉 が 入っ た 慣用 句 は いろ いろ あり ます 。 ど ん な 言葉 が ある 
か 調べ て み ま し ょ う 。 
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メモ N 


全] 次 の 点 に 注意 し て 、 も う 一 度 1 の 会 話 を 聞い て み ま し ょ う 。 


-er 省 


気持 ちと イン ト ネ ー シ ョ ン > | mo Co 
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LF 


接 须 


1 その 結果 (本 文 1) 
1. 新しい 大 統領 が 就任 し た 。 そ の 結果 、 外 交 政 策 が 大 きく 変化 し た 。 
2. 3 年 前 九州 で 新しい 遺跡 が 発掘 され 、 今 日 まで 詳細 な 調査 が 行わ れ て きま し た 。 
その 結果 、 含 まで 謎 と され て いた こと が 次 々 に 解明 され まし た 。 
1 3 3 2 
(その 結果 」 が 人 る 丸 を 選ん で くき SW。 
1 日 本 の テレ ビ は クイ ズ 番 組 が 多い で す 。( 和 
は あり ませ ん 。 
. 日 本 は 石油 を は じ め と する 天然 資源 に 恵まれ て いな い 。( yu 


原料 を 外国 か ら 輸入 し な けれ ば な ら な い 。 
スピ ロロ チル アベ スト の クラ スズ ス 人 代表 を 央 ゆる ん の | クラ ス 内 で ス AN の 居合 あ 
B73 )、 マ リー さん が 選ば れ た 。 
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1 ， 徐 义 忆 (本 文 1) 
1. 最近 は 、 環 境 保 護 に 対す る 意識 も 徐々 に 高まっ て きた 。 
2. 年 功 序 列 制 は 日 本 的 経営 の 特徴 と 言わ れ て いた が 、 最 近 は 徐々 に 月 れ て き て いる 。 


2 より の (本 文 1) 
1. 消費 者 は より 安い 物 、 よ り 高 品質 の 物 を 求め る も の だ 。 
2. こん な すばらし い 賞 を いた だ いて 光栄 で す 。 今後 も より 一 層 努 力 し て 参り た いと 
思い ます 。 


3 だ び だ び (本 文 1 ) 
1 父 は 出張 で た び た び 北京 に 行っ て いる の で 、 北 京 の 地理 に は 明る い 。 
2. A : た び た び すみ ませ ん 。 ま た 辞書 を 貸し て いた だ け ま せん か 。 
B : ええ 、 ど うそ 。 


4 ご こく (人 本文 2 ) 
1. 天才 ピア ニス ト と 言わ れる 彼女 も ち 、 ふ だ ん は ご く 普 通 の 中 学生 だ 。 
2 . 水銀 は 、 ご くわ ず か な 量 で も 人 体 に 有害 な の で 、 取 り 扱 い に は 十分 注意 し て くだ 
さい 。 


5 さっぱり な い (本 文 2 ) 
1 . この 頃 授業 が 難し く な っ て き て 、 予 習 を し て いな いと さっ ぱり わか ら な い 。 
2. A : 釣れ ます か 。 
B : それ が 、 さ っ ぱり 釣れ な く て ね 。 


6 大 い に (本 文 2) 
1. 斎藤 選手 は ここ 1 か 月 で 3 回 も 自己 記録 を 更新 し て いる 。 こ の 調子 で いけ ば 、 今 
度 の 大 会 は 大 い に 期 待 が 持て そう だ 。 
2 A : 多 し まだ な 。 
B : ああ 。 今夜 は 大 い に 飲 も う ぜ 。 


144 


7 明らか に (本 文 2 ) 
1. 三 つ の 事件 は どれ も 手口 が 同じ で 、 明 ら か に 同一 人 物 の 犯行 だ と 思わ れる 。 
2. 最近 の 彼 の 様子 を 見 て いる と 、 以 前 の 彼 と は 明らか に 違っ て いる 。 一体 何 が あっ 
| だ の だ ろう 。 


8 まつ だ く (本 文 2) 
1. A : 子 供 の 非行 を すぐ 学校 の せい に する 親 が いま す が 、 そ れ よ り も まず 家庭 環境 
に 間 題 が な いか どう か を 考え た ほう が いい の で は な いで し ょ うか 。 
B: ま o ら だ な くそ の と お り だ と 思 いま す 。 
2. ゆう べ は 飲み 過ぎ た よう だ 。 ど う や っ て 家 ま で た どり 着い た の か 、 ま っ た く 覚 え 
て いな い 。 


9 早速 (本 文 2) 
1. 入学 祝い に 叔母 か ら 万 年 筆 を も ら っ た 。 その 万 年 筆 で 、 早速 お 礼 の 手紙 を 書い た 。 
2. 駅 前 に 感じ の いい レス トラ ン が で きた か ら 、 早 速 明日 に で も 行っ て みよ うと 思っ 
て いる 。 


10 第 一 (本 文 2) 
1. A : これ 、 お 土産 で す 。 ど う ぞ 。 
B : こん な 高価 な 物 は いた だ け ま せん 。 上 第 一 、 い た だ く 理 由 が あり ませ ん 。 
2. 美紀 : 今度 の 日 曜日 、 テ ニス 大 会 が ある ん だ けど 、 一 緒 に ダブ ルス の 試合 に 出 て 
くれ な い ? 
春江 : そ そっ 、 試 合 な ん て で き な い よ 。 第 一 、 ラ ケッ ト を 握っ た こと も な いん だ 
よ 、 私 。 
* 日 本 に 行っ て まず 第 一 に し な けれ ば な ら な いこ と は 、 部 屋 探し だ 。 
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WE 


適当 な 言葉 を { } の 中 か ら 選 ん で 、( ) の 中 に 大 れれ (くだ さい 


昨日 の 忘年 会 で は 、 も の まね 上 手 の 加 藤 若 が 部 長 の まね を し て ( ) 


盛り 上 が っ た 。 


. 道 で 昔 の 同級 生 に 声 を か けら れ た が 、 名 前 が ( ) 思い 出せ な か っ た 
。 結 婚 式 は あま り 派 手 に や り た く な い の で 、 親 族 と ( ) 親しい 友人 
7 だ OU の 林 MIN は NNN が MAN II を 960I NN 
は ) 自分 の ほう が 悪い と わか っ て いて も 、 な か な か 素直 に 謝れ な い 
る の だ 。 
ぐみ 
. 恵 : 期 末 試 験 、 い つか ら だ っ け ? 
和 ) 2 
. 政府 は ( ) 豊か な 社会 を 実現 きせ る た め の 福 祉 10 か 年 計画 を 発表 
es 
| a 明らか に さっ ぱり の el 人 | 
NE 站 出 人 
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} の 中 か ら 選 ん で 、( ) の 下 は 和信 及 て くだ きい | 


. 一度 タイ 料理 を 食べ た ら お いし か っ た の で 、 そ れ か ら は ( Dd 
梓 理 0D] 击 (人 《< 坏人 YE 


人 i 想 え そ ね 夏休み に ジジ が ボー ニル に 行か ぶな いい プラ ンド 品 が 安い ん だ う て 。 
B 買物 ツウ ツアー? DN ) お 金 も な いし 。 


) 郵便 局 の 前 を 通り か か っ た 時 、 こ の 交通 事故 を 目撃 し た ん で す 。 


人 
( 和 人 


自分 状 飲 ん 信二 さ コ ー 上 FT 6 もそ で の まま で 、 机 の | 5 攻 ら か し た まま 放っ ちゃ ) 
MIE HH A 


タッ ゲー : も うす ぐ 世 界 選手 権 で すね 。 調 子 は いか が で すか 。 
選 手 : 今 は あま り よ く な いん で す が 、 試 合 が 始ま る まで に 
天 亲人 


| 第 一 徐々 に 大 まま 早速 
に le 人 第 一 に 
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作文 私 の 還 の 人 


あな た の 国 の 歴史 上 の 人 物 で 有名 な 人 と 言え ば 誰 で すか 。 そ れ は どん な 人 で すか 。 そ の 
人 に つい て 書い て み ま し ょ う 。 


書く 前 に 


1 . ある 人 が 大 岡 忠相 に つい て 作文 を 書 こ こと に し まし だ た 。 書 < 前 に 下 の よ うな 内 容 メ 
モ を 作り まし だ 。 読ん で くだ さい 。 


内 容 メ モ 
① 人 物 の 名 前 大 岡 皿 相 
② い つ 頃 の 人 か 江戸 時 代 
、 、.  . まち ぎょ う 、 時 ーー ge 
③ 身 分 ・ 職 業 な ど 江戸 の 町 奉行 (政治 を 行っ た り 、 警 察 や 裁判 官 の 役 
害 も し て いか た) 
〈④ ど ん な 人 だ っ た か 人 間 の 心理 を よく 理解 する 正義 感 が 強い 有 能 な 人 
⑤ ど ん な 人 だ っ た か を 表す 二 人 の 女性 が 一 人 の 子供 を めぐ っ て 争っ て いた 。 互 
エピ ソー ド い に 自 分 が 本 当 の 母親 で ある と 言う 。 大岡 忠相 は 、 
二 人 に 子供 の 腕 を 引っ 張り 合わ せ 、 勝 っ た ほう を 本 
物 に 決め る と 言っ た 。 し か し 、 痛 が る 子供 を 見 て 、 
一 人 が 腕 を 放し た 。 本 当 の 母親 な ら 、 子供 が 痛 が っ 
て いる の を 平気 で 見 て いる は ず が な い の で 、 大 岡 は 


手 を 放し た 女性 が 本 物 だ と 判断 し た 。 
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2. 1 の 内 容 メ モ を も と に 、 書 き 出し と 結び の 同じ 文章 を 書い て み ま し だ 。 そ れ ぞ れ 内 
容 メ モ の 中 の の ⑦①<⑤ の 項目 は どん な 順番 で 書 お れ て いま す ガ 。( ) の 中 に 番 
号 を 書い て くだ さい 。 


書き 出し (⑦ ) | 大 岡 忠 相 は 、 江 戸 時 代 に 活躍 し た 町 奉行 ! 
(  ) ! で ある 。 町 奉行 と いう の は 、 江 戸 の 町 の 政 : 

| 治 を 行っ た り 、 警 察 や 裁判 各 の 役割 も し て | 

( 。) ! い た 人 の こと で ある 。 : 


) | ある 日 、 二 人 の 女性 が 一 人 の |  ( ) | 大岡 忠 相 は 人 間 の 心理 を よく : 
子供 を めぐ っ て 言い 争っ て いた 。 : 理解 し 正義 感 が と て も 強い 有 能 : 
| 互い に 自分 が 本 当 の 母親 で ある : な 町 奉行 だ っ た 。 そ の 人 柄 詐 認 | 


: と 言う の だ 。 大 岡 皿 相 は 、 二 人 : . る 、 次 の よう な ェ ピ | 
に 子供 の 腕 を 引っ 張り 合わ せ 、 eg. 


| 勝っ な た ほう を 本 物 に 決め る と 言 | ( )| ある 日 、 二 人 の 女性 が 一 人 の : 

: る な 。 か し 。 子供 が 痛 が る ば : : 子供 を めぐ っ て 言い 争っ て いた Ca 
: か り で 、 な か な か 勝負 が つか な : : 互い に 自分 が 本 当 の 母親 で ある : 
: い 。 子 供 の か わい そう な 様子 を : : と 言う の だ 。 大 岡 思 相 は 、 二 人 : 
: 見 て 、 と うと う 一 人 が 腕 を 放し : : に 子供 の 腕 を 引っ 張り 合わ せ 、 | 
: た 。 大 岡 は 、 そ の 女性 こそ 本 物 ， : 勝っ た ほう を 本 物 に 決め る と 言 : 


: の 母親 で ある と 判断 し た 。 自 分 ! : っ た 。 し か し 、 子 供 が 痛 が る ば : 
: の 子供 が 苦し ん で いる の を 見 て : : か り で 、 な か な か 勝負 が つか な : 


平気 な 母親 は いな い は ず だ か ら ， 子供 の か わい そう な 様子 を 


: で ある 。 


この エピ ソー ド か ら も わか る 


| 上 誠に 大岡 相 は 人 間 の 心理 ， 
| を よく 理解 し 、 正 義 感 が 強い 有 
| 能 な 町 奉行 だ っ た 。 : 


: 見 て 、 と うと う 一 人 が 腕 を 放し : 
: た 。 大 岡 は 、 そ の 女性 こそ 本 物 : 
: の 母親 で ある と 判断 し た 。 自 分 : 
: の 子供 が 苦し ん で いる の を 見 て : 
: 平気 な 母親 は いな い は ず だ か ら 


結び : この ほか に も 、 大 岡 皿 相 の 行っ た 名 裁判 の : 
: エピ ソー ド が 現在 に も 数 多く 伝え られ て いる 。 


* 大 岡 思 相 の エピ ソー ド は 、 す べ て が 事実 で ある わけ で は な い 。 
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3 . 人 物 と エピ ソー ド の 関係 を 考え る 練習 を し まし よう 。A さ ん に ぴ つ だ り の 合う エピ ソ 
ー ド は アー ウ の うち 、 ど れ で し よう ガ 。 


A さ ん は 教育 熱心 な 人 だ っ た 。 エピ ソー ド 


ア A さ ん は ある 日 父親 が 大 切 に し て いる 桜の 木 に 登っ て 遊ん で いて 、 そ の 枝 を 折っ 
て し まっ た 。 夜 、 父 親 が 家 に 帰っ て 来 た 時 、A き ん は 叱 ら れる の が 和 怖く て 、 和 黙っ 
て いよ うか と 思っ た が 、 勇 気 を 出し て 正直 に 話し て 謝っ た 。 す る と A さ ん は 叱 ら 
れる どこ ろか 父親 に 「 正 直 な いい 子 だ 。」 と 言わ れ て ほめ られ た 。 


イ 米屋 の A さ ん に は 三 人 の 息子 が いた 。A さ ん は 中 で も 特に 頭 が いい 三男 を と て も 
可愛 が り 、 望 み は 何 で も か な えて や っ た 。 長 男 と 次 男 は いつ も 我慢 させ られ て い 
た が 、 文 名 も 言わ な か っ た だ 。10 年 後 、 長 男 は 警察 官 に な り 、 次 男 は 医者 に な っ た 。 
し か し 三男 は 何 を や っ て も 長続き せ ず 、A さ ん の 米屋 を 継い だ が 、 結 局 そ の 米屋 
る ちる つ し て し まっ だ 。 


ウ A さ ん は ある 時 自分 の 子供 が お 葬式 の まね を し て 遊ん で いる の を 見 た 。 墓地 の 近 
くに 住ん で いる せい だ と 考え た A さ ん は 、 す ぐに 引っ 越し を し た 。 し か し 、 子 供 
は 今度 は 商売 の まね を し て 遊び 始め た 。A さ ん は 市 場 の 近く に 引っ 越し た た め だ 
と 考え 、 今 度 は 学校 の 近く に 引っ 越し た 。 す る と 子供 は よく 勉強 する よう に な り 、 
大 人 に な っ て 立派 な 学者 に な っ た 。 
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書い て みよ う 


1. 誰 に つい て 書く が 決め まし ょ う 。 


2. ④ と ⑤ の 結び つき を よく 考え て 、 メ モ を 作り まし よう 。 


① 人 物 の 名 前 


② い つ 頃 の 人 か 


③ 身 分 ・ 職 業 な ど 


(《 ど ん な 人 だ っ た か 


⑤ ど ん な 人 だ っ た か を 表す 
エピ ソー ド 


3 . (書く 前 に ) の 2 を 参考 に し て 構成 を 考え 、 人 物 エ ピ ソ ー ド を 書き まし よう 。 "結び 」 
の 部 分 も 、 よ く 考 えて 書い て こく だ さい 。 作 文 の 題 は あな だ が 書い だ 人 物 の 名 前 に し 
て くだ さい 。 
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言葉 と 文化 


いろ いろ な 魚の 名 前 を 知っ て いま すか 。 
右 の 漢字 は 魚の 名 前 で す が 、 そ の 魚の 特徴 を よく 表し て いま す 。 
その 特徴 と は 何 か 、 考 えて み ま し ょ う 。 


EX 
ググ ンク ァ ノ 
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密 当 请 甸 
" ™ ea a 水 か ら あ げ る と すぐ 死ん で し まう 
[ I I ] 生 の 人 Ecs い 
Cc 背中 の 皮 の 部 分 が 青く 光っ て いる 
d 下す と と で る も の が だ で な る 
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起 
ES 
SEELS 
に 芷 |SIS 
娄 | 中 SEE 
SC 们 | 野 | 人 | 时 
舞 | 净 做 | 幅 | 汪 |S 
SA A 
(ISISGISI 赴 | 翌 | 組 | 
愉 ] 立 | 立 | 閉 | 約 |S| 多 | 敵 
| | 
Me 入 
SS | 为 
内 拓 > 
を | | | 祥 M 
ES まさ 入 | 牛 外 IN に 
NE と | 从 だ 
Nok 
ee < 
6 恒 | 戸 | < 〇 
く | <|<lol<lr ロ < 
DelEeEl<ialals 
Salealalel eae ss 
Hida> uolol<> 
| 下さ | ロ 


零 @” 沂 从” 据 民 矿 王 SGS 「' 逝 ] 全 第 江 人 QX 一 个 入 时 
se 本 旺 S 扣 直人 りり 紀 必 会 りり 示さ で も る 0 三 


っ きっ 


RE TN 


ょ J ヽ ン 


Xi 凸 攻 会 赴 こつ 郷社 や 玖 K@O 由 买 从 共 团 
地 の く る TS 和 So の ネン シロ 記さ し つが 心 陳 る 
本 」「 卓 全 条 で つ ひる 本 」) る か 座 一 会 で 所 
So で や 7 

中 人 4 个 相 涨 和 个 PQ 并 深信 出 虹 和 J 其 


pd en ei ng 


( 匆 可 ”多 瑟 ] 搜 扫 器 辩 趴 宕 
嵌 (4) ぉ ) 


25 
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幸 孜 仿 师 梁 苹 并” 凡人 怀 入 民 球 痢 和 和 8 处 密 农 洽 @4 个 科 ”H XX 党 出 一 全 捧 归 ” 
名 邮电 时 各 惟 现 滁 人 S 届 全国 一 妆 ee tee 
信 坊 2” 出 世 人 类 到” 赂 氛 电站 导 ”TT 乞 恬 J 和 嵌 民 J 1 蔡 和 医 J「 怕 生 J 1 加 开 攻 J 信守 J 
= EEA EN 

和 WTIONINJ TT 汗 一 持 一 J 1 新 必 并 J] TO 和 全] TR 和] 34” 民 
RUT TR TR 
和 江口 状 和 J 精 丫 岂 匡 狼 进 时 入 苗 沪 车 NNR 旭 全 袜 上 对 和 NR 人 
AJIANG 

SEC ES 人 SEEabeeeailtedseas 
凌ぐ づつ 信 刀 の 器 る 家 志 会 造 xe" 人 ト 心 り ト 座り ee 
个 ”人 个 信 人 过 六 晴信 人 亲 开 岳 光 要 谓 汗 张彤 检 全 ”水 导 江 家 湖 S | 第 OS 
怜 M” 区 沟 岂 ” 独 基 路 信人 吐出 入 人 时 共 宇 吕 亚 二 于 耿 条 共 基 车 迎 旬 怜 \"” 址 入 洪 
会 6 QR 役 民 RO PAR RR HND OCIY VENSR 
引信 账 负 岂 如 和 鲜 名 生 \” ( 摘 —) 

りつ PP 凸 療 し お 着 捧 会 が 緒 くし お S 全 で る 人 る の で 茎 ぐ 由 押 6 交 
選 維 扶 つ S 全 で 上 攻 りり 32 し 37 歯 電 GS 明 や / 所 地 G 忠 や 店 忠 や 詩 し じゃ 暫 じ 
やや" 図 豆 KG けい ン 「 忠 」 の る 必 則 押し 所 移り の 3 図 選 kQ? 


思 り 団 j% 選 じ ろ kG 凸 攻 り ゆく へ 和 れ さ で 臣 り 四 衣 や Ko の で の 2 人 人 Rm 


[ES SN 
SEE 


10 


15 


20 
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問題 


1. 次 の 言語 の 特徴 を 本 文 1 か ら 読 み 取 り 、 : に 書い て くだ さい 。 


言葉 に 影響 を 与え る も の 


気候 な どの 自然 環境 


ーー エス キモ ー の 言語 ……: 
nian 日 本 語 -…-……-; 


2. 1 で 書い た 特徴 が 生ま れ た 理由 を 考え まし ょ う 。 


広 あ な た の 国 の 言葉 に は 、 特 に どの よう な 言葉 が 多い で すか 。 
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又 型 - 闪现 


| 
[> エス キモ ー の 言語 に は 、 水 や 雪 に 関す る 独特 の 言い 回 し が た くさ ん ある 。 
| 


”@ 「A に 関す る ノ 関し て 」 で 、A に 関係 が ある こと を 示す 


1 


Cc FR CO トト O 


。 来週 か ら サ ウジ アラ ビア へ 出張 だ 。 ア ラブ の 国々 に 関す る 本 を 読ん で お か な けれ ば 


な ら な い 。 


. 最近 の 若者 は 、 政 治 に 関す る 知識 が 乏しい よう な 気 が す る 。 

。 入学 手 続き に 関し て わか ら な いこ と が あっ た の で 、 教 務 課 に 電話 を し た 。 
。 私 の 妹 は 、 洋 服 の プラ ンド に 関し て は 誰 よ り も よく 知っ て いる 。 
。UFO が 実在 する か どう か に 関し て は まだ よく わか っ て いな い 。 


《> 雨 が 年 間 を 通じ て ほとん ど 降 ら な い 地 域 で は 、 考 えら れ な いこ と で あろ う 。 


ある 時 期 全 体 を 示す 


1. シベ リア 地方 は 1 年 を 通じ て 厚い 水 に 覆 わ れ て いる 。 

2. 僕 の 自慢 は 、 小 学校 の 6 年 間 を 通じ て 和 無 遅刻 無欠 席 だ っ た こと だ 。 
8. 
4 
5 


日 本 で 過ごし た 3 年 間 を 通じ て 、 保 証人 の 方 に は 大 変 お 世話 に な っ 


. 上 束 都 で は 四季 を 通じ て 美しい 景色 が 眺め られ る 。 
1 その 作家 は 家族 愛 を 題材 に こし た 小説 で 有名 に な っ た が 、 役 自身 は 一 生 を 通じ て 独身 


CD 7 


③ 言葉 に 影響 を 与え る の は 、 上 自然 環境 ば か り で は な い 。 


@ そ れ だ け に 限定 する 

1. 会 社 が 倒産 し た の は 社長 の せい ば か り で は な い 。 

2. 最近 は 女性 ば か り で な く 男 性 も 積極 的 に 育児 休暇 を 取る よう に な っ た 。 

3 。 一流 の スポ ー ツ 選手 に な る に は 、 体 を 鍛え を る ば か り で は な く 心 も 鍛 を な く て は いけ 


な い 。 
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4 . 
5 


[sa 


この 店 は 高い ば か り で 少し も お いし く な い 。 

A : 何だ ろう 、 あ れ 。 若 い 子 ば ぎっ か り た くさ ん 並ん で る 。 
B : ほん と だ 。 何 か ある の か な あ 。 

いろ いろ な 表現 「 ば がり 」 


《人 >》 モン ゴル で は 、 馬 は 成長 する に し た が っ て 呼び 名 が 変わ る 。 


@ 一 つの 変化 が 関係 し て 起き る 


oo た Oo ho 一 
. ee 


年 を 取る に し た が っ て 足腰 が 弱く な っ て いく 。 
食 生 活 が 豊か に な る に し た が っ て 子供 の 体格 が よく な っ て きた 。 


・ 犬 人 に な る に し た が っ て 、 何 か 大 切な も の を 忘れ て いく よう な 気 が し ます 。 
. 夫 の 仕事 が 忙し く な る に し た が っ て 二 人 で 過ごす 時 間 が 減り 、 夫 婦 げ ん か が 増え た 。 


が イド : この 山道 は 初め は 緩やか で す が 、 登 っ て いく に し た が っ て きつ く な り ま す 
の で 、 気 を つけ て くだ さい 。 


《6> 日 本 に な いて は 、 野 生 の 思 も 、 家 畜 の 馬 も 、「 馬 」 よ いう 言葉 で 表す 。 


る 動作 な どの 行わ れる 場所 ・ 時 ・ 和 状況 な ど を 表す 


We 
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明日 午前 10 時 より 、 本 館 3 階 301 号 室 に お いて 、 新入 生 の オリ エン テー ショ ン を 行い 
ます 。 


・ 外 国語 学習 に お いて 大 切な こと は 、 言 葉 の 背景 と な っ て いる その 国 の 文化 や 習慣 を 


知る こと だ 。 


・ 今日 の 討論 会 の テー マ は 「 国 際 社 会 に お ける 日 本 の 役割 」 で す 。 
グリム 童話 で 知ら れ て いる グリ ム 兄 弟 は 、 言 語学 の 分 野 に お ける 業績 も すばらし か っ 


た 
~o 


・ 原始 時 代 に お いて は 、 力 の 強い 者 の み が 生 き 残 る こと が で きた 。 


@ 絵 を 上 見 て (  ) の 中 に 記号 を 入れ て くだ さい 。 まだ 、 @~h の 言葉 に 続く 動詞 
を に 書い て くだ さい 。 


4 じっと げ ら げ ら 
d ふら ふら グー ダー 
g ビリ ビリ べ ち ゃ くち ゃ 


今日 は 引っ 越し の 日 。 昨 日 掃除 を し て お いた の で 、 部 屋 は ぴか び か だ 。 友 達 に : 

| 手伝っ て も ら っ て 荷物 を 運ん だ 。 2 時 間 ほ ど で 運 び 終 わっ た が 、 私 た ち は 汗 で : 
| びっしょり に な っ た 。 の ども か ら か ら だ っ た 。 シ ャ ワー を 浴び て さっ ぱり し た 後 ! 
: で 、 隣 に あい さ つ に 行っ た 。 ど ん な 人 だ ろう と どき どき し な が ら 「 今 日 引っ 越し : 
: て きた 鈴木 で す 。」 と あい さ つ を する と 、 ご み の 日 な ど を 親切 に 教え て くれ た 。 い ! 
| い 人 だ っ た の で 、 ほ っ と し た 。 : 
①「- す る プー し て いる 」 の 形 で 使わ れる も の 

すっ きり いら いら し ょ ん ぼり 。 ぼん や り どっ し り etc. 
②「 一 だ グー に 」 の 形 で 使わ れる も の 

めちゃ くち ゃ くたくた くし ゃ くし ゃ 。 ぺこ ぺこ ばらばら etc. 
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和 作文 \ 日 本 語 に つい て 


皆さん は 今 ま で 日 本 語 を 勉強 し て き て 、 ど ん な こと を 考え 、 ど ん な こと を 感じ まし た か 。 
日 本 語 に つい て 自由 に 書い て み ま し ょ う 。 


書く 前 に 


.「 日 本 語 」 の 何 に つい て 書 こ ひか 、 テ ー マ を 絞り まし よう 。 例 を 見 て くだ さい 。 
ia nerd ea 


この 人 は 、「 母 国語 と 似 て いる 点 ・ 違 う 点 」 に つい て 作文 を 書 こ うと 思い まし た 。 そ 
の た め の 材 料 を さら に 集め 、 人 は 切り 捨て ます 。 


日 本 語 は 天気 の 
ハハ あ いき つが 多い 』 


性 や 習慣 も 
理解 L 上 


この 人 は 最終 的 に 、「 母 国語 と 違う 点 」 に つい て 書く こと に し まし た 。 
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| 2. 例 の よう に 、 い ろ い る ろ る 連想 し て お ら テ ー マ を 絞り 、 材 料 を 集め だ り の 切り 捨て た り し 
まし よう つ 。 


甘い で みよう 


> 日 本 語 を テー マ に し て 、 あ な だ の 感じ だ こと 、 考 え だ こ と な ど を まとめ て 、 自 由 に 書 
きま し ょ う 。 作 文 の 題 も 内 容 に 合わ せ て 自由 に 考え て くだ さい 。 
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京 礎 [な る ほど | 言葉 の 由来 


会 話 か ら 言 葉 の 意味 を 予想 し まし ょ う 。 ま た 、 言 葉 の 由来 を 聞き 取り まし ょ う 。 


聞い て みよ う 


ら ま ず 、 テ ー プ の 会 話 を 聞い て 、# 
書い て くだ さい 。 


辞書 を 使わ な いで 1 4 の 言葉 の 意味 を 考え 、 空 欄 に 
その 後 で 、 テー プ を 聞い て に 適当 な 言葉 を 書い て くだ さい 。 


ll 


どき 今 時 一 時 頃 。 
1 お や つ ・ こ の 時 間 に や な ど を 
習慣 が 今 で も 続い て いる 。 


油 を 売る 


ピン か ら 
キリ まで 
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_ 時代 に で き ヵ 
・ 油 を 売る 人 は 客 と 
る こと が 多かっ た 。 


の 劇場 の 入口 に は 
* 三 覆 目 : 客 を 


\ 
で は な いけ けれど 


ご 言葉 。 
を し た り し て い 


J 
よう に 見 えた 。 
\ 
・ ま じ め に を し な いで 
こと 。 
語 か らき た 外来 語 。 
"ピン シン: の こと キリ ! の こら を 
\ \ 
・ レ ベル が ほう か ら ほう まで 
を 表す 。 


が あっ た 。 
よう な 役 


こる ま 


これ は 何で し ょ う )。 


達磨 だ る ま 生 没 年 不詳 。 イン ド 名 は ボー ディ ダル マ Boddhi-dharma。6 
世紀 の 初め 、 中国 で 禅宗 を 始め た と 言わ れ て いる 僧 公 。 イン ド に 生ま れ 、520 年 
頃 中 国 に 渡っ て 神 を 広め た 。20 世 紀 に 入っ て 達磨 の 語録 が 発見 され た こと に 
よっ て 、 そ れ ま で 不明 で あっ た 実像 が 明らか に な っ た 。 晩年 に 少林 寺 と いう 寺 
で 、 人 と 交際 を 絶っ て 壁 に 向かっ て 9 年 間 座禅 を し 、 そ の 教え を 弟子 に 伝え た 


と 言わ れる 。 


の 達磨 の 禅 の 特色 は 「 福 閥 答 」 に 代表 され 
る 。 弟 子 と の 「 私 は 心 が 落 ち 着き ませ ん 。 
どう か 私 の 心 を 落ち 着 か せ て くだ さい 。」 
「 君 の 落ち 着 か ぬ 心 を ひと つ 俺 に 見 せ て く 
れ 。 そ うす れ ば 落ち 着 か せ て や る 。」「 そ れ 
は どこ を 探し て も 見 つけ る こと が で きま せ 
ん 。」「 俺 は 今 君 の 心 を 落ち 着 か せ 終 わっ 
た 。」 と いう 問答 は 有名 で ある 。 達磨 は さら 
に 日 本 に 来 て 、 聖 徳 太 子 と 問答 し た と も 言 
われ て お り 、 数 多く の 伝説 が 残っ て は いる 
も の の 謎 の 面 も 多い 。 


雪舟 筆 「 吉 可 断 腎 図 」 


達磨 だ る ま 禅宗 を 始め た 僧 個 、 達 磨 の 座禅 次 を 表し た 縁起 物 。 重 り を つ 
け 、 倒 し て も すぐ 立つ よう に 作ら れ た 「 起 き 上 が りこ ぼ し 」 の 一 種 で ある 。 起 
き 上 が りこ ぼ し は 、 室 町 時 代 (1338 一 1573) に は 達磨 以外 に も さま ざま な 形 の 
も の が あり 、 玩 具 と し て 用 いら れ て いた 。 江戸 時 代 (1603 一 1867) に な る と 達 
磨 の 形 を し た も の が 最も 人 気 を 集め て 代表 
的 な 作品 と な り 、 起 き 上 が りこ ぼ し と 言え 
ば だ る ま を 指す まで に な っ た 。 だ る ま は 、 

倒れ て も すぐ 起き 上 が る と ころ か ら 、 豊 作 、 
大 漁 、 商売 繁盛 な どの 縁起 物 と な り 、「 七 転 
び 狼 起き 」 と いう 言葉 と 共に 全国 に 普及 し 
た 。 歳 末 か ら 3 月 頃 に か け て 各地 で だ る ま 
市 が 開か れ 、 年 中 行事 の 一 つと な っ て いる 
所 も ある 。 
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ぐ へ 売ら れ て いる だ る ま の 多く は 目 が か か れ て い 
な い だ る まで 、 人 々 が 願い 事 を する 際 に 片方 の 
目 を か き 入 れ 、 願 い が か な うと 残り の 目 を か き 
入れ て 祝う 風習 が 今日 に も 伝わっ て いる 。 現在 
で も 入試 合格 や 選挙 に 当選 し た 際 に 、 だ る ま に 


目 を か き 入 れる 光景 が 多く 見 られ る 。 


ダル マイ ンコ オウ ム 科 の 鳥 。 ネ パー ル 、 タ イ 、 イ ンド シナ 半島 、 中 国 南部 に 


ok 


リー さん と ジョ アン さん が 「 だ る ま 」 に つい て 調べ た いと 思っ て 、 事 典 を 見 まし た 。 二 
人 の 疑 間 の 答え が 書い て ある 部 分 を 探し て 下線 を 引き まし ょ う 。 


(参考 : 小学 館 『 日 本 大 百科 全書 』、 平 凡 社 『 大 百科 事典 』) 


Sho orr ー  、 、 ふ パ 
選挙 の 時 、 当 選 し た 人 が 「 だ る ま 」 と | | お 店 の 棚 の 上 に 「 だ る ま 」 と いう 人 形 
いう 人形 に 目 を か き 入れ て いた 。 ど ん | | が 飾っ て ある の を よく 見 か ける けど 、 | 
な 意味 が ある ん だ ろう 。 | し どう し て か な ぁ 。 | 
a Rtimp rape: TN EE / 

の en 

ーー に 

一 ©O 


< リー さん の 疑問 > < く ジ ョ アン さん の 疑問 > 
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文型 ・ 表 現 


く 6> 江戸 時 代 に な る 上 、 起 き 上 が りこ ぼ し と 言え ば だ る ま を 指す まで に な っ た 。 


段階 が 進ん で そこ に 達する 

1. 役 は 医者 か ら 助 か ら な いと 言わ れ て いた が 、 奇 跡 的 に 回 復 し 、 歩 ける まで に な っ た 。 

2. エジソン は 小学 校 に 3 か 月 し か 行っ て いな い が 、 薔 音 機 や 電灯 を 発明 し 、「 発 明王 」 
と 呼ば れる まで に な っ た 。 

3。 科学 技術 が 発達 し 、 宇 宙 に 行っ て きま ざま な 実験 が で きる まで に な っ た 。 
1 年 前 に 比べ る と 日 本 語 が ずい ぶん 上 達し た が 、 通 訳 の 仕事 が で きる まで に は な っ 
て いな い 

5. A : この 前 、 ニ ュー ス で 見 た ん だ けど 、 テ レビ 電話 の 開発 が 進ん で る ん だ っ て 。 
B : へ え 。 で も 、 普 及 す る まで に は まだ 時 間 が か か り そ う だ ね 。 

ir いろ いろ な 表現 「 ま で 」 


の 倒れ て も すぐ 起き 上 が る と ころ か ら 、 豊 作 、 大 漁 、 商 売 繁盛 な どの 縁起 物 と 
es 


人 @ 言 葉 や 物事 の 由来 を 示す 
1 . 昔 、 从 时 (現在 の 3 時 頃 ) に 間食 を し て いた と ころ か ら 、 午 後 の 間食 を 「 お や つ 」 
と いう よう に な っ た 。 
2. 幕の内 弁当 」 と いう 名 前 は 、 
か らら つけ ね し だ も の だ 。 
3 。 古谷 きん は 料理 が と て も 上 手 な と ころ か ら 、 み ん な に 「 シ ェ フ 」 と 呼ば れ て いる 。 
4 . 馬場 さん は 何で も よく 知っ て いる と ころ か ら 、 「 物 知り 博士 」 と 言わ れ て いる 。 
5。 恵 : グレ ー プ フル ー ツ の グレ ー プ っ て 、「 ぶ どう 」 っ て いう 意味 な の ? 
俊明 : う ん 、 そ うだ よ 。 
恵 : で も 、 ぶ どう と 全然 伯 て いな い の に 、 ど う し て か な 。 
俊明 ・ 実 の な り 方 が ぶどう に 似 て る と こ か ら 、 そ う 呼 ば れる よう に な っ た らし いよ 。 
き いろ いろ な 表現 「 と ころ 」 


クリ ユ 


妥 者 が 幕 と 間 の 休憩 時 間 に 弁 当 を 食べ て いた と こ 
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> だ る ま は 「 七 転び 人 起き 」 と いう 言葉 と 共に 全国 に 普及 し た 。 


@ 一 緒 に / 同 時 に 

1 . 学生 時 代 、 仲 間 と 共に 過ごし た 寮 で の 3 年 間 を 、 私 は 決し て 忘れ な い だ ろ う 。 

2. 卒業 式 を 前 に し て 、 新 し い 生 活 が 始ま る 喜び と 共に 、 友 人 と 別れ る 寂し さ で 胸 が いっ 
ぱい に な っ た 。 

3. ご み が 増 え 続 け て いる 。 ご み の 減 量 を 呼び か ける と 共に 、 リ サイ クル を 推進 する 必 
要 が ある 。 

@「 人 と 共に B」 で 、A ガ 変わ る と B も 一 緒 に 変わ る 

4. 人 間 は 年 と 共に 体力 が 衰え る 。 

5. 時 代 と 共に 人 々 の 考え 方 や 生活 習慣 は 変化 する 。 

6. 医学 の 進歩 と 共に 、 平 均 寿命 も 延び て きた 。 


6 


駅 い 事 を する 際 (に ) 片方 の 目 を か き 入れ 、 願 い が か な うと 残り を か き 入 れる 。 
@ 人 の 場 な ど で 特別 な 時 ・ 場 合 を 表す 
この コア ラ は オー スト ラリ ア の 首相 が 来 日 し た 際 、 首 相 か ら 贈 られ た も の で す 。 


上， 
2. 禁煙 席 を ご 希望 の 方 は 、 切 等 を お 求め の 際 に お 申し 出 く だ さい 。 


3. 非常 の 際 は 、 中 の ハン ドル を 手前 


に 引い て 、 ド ア を 開け て くだ さい 。 


』。 (空港 で ) 


高価 な ブラ ンド 品 を お 持ち の 方 は 、 出 国 す る 前 に この 免税 申請 カー ド に 記入 し て 提 
出し て くだ さい 。 そ うす れ ば 、 帰 国 の 際 、 課 税 さ れる こと は あり ませ ん 。 

旭 5、 大 規模 な 開発 を する 際 は 、 環 境 に 悪影響 を 及ぼ さ な い か どう か を 調査 する こと か 必 
区 信 。 
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@I 


スモ 


⑥ 次 の 点 に 注意 し て 、 も う 一 度 ILI を 聞い て み ま し ょ う 。 


そう リリ し 次 し ん し ゅ まつ する 


音 の 無声 化 上 和 
| 人 ES お こと な いま し た 。 


( ち ) ち お や 
よれ で いま ぼ す 。 


如 - 
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折半 


1 同様 に (本文 1 ) 
1. 花 は 水 を や ら な いと 枯れ て し まう 。 同様 に 、 子 供 に も 愛情 を 注い で 育て る こと が 
必要 だ 。 
2. 結婚 式 の 招待 杖 を も ら っ た ら 、 返 信用 の は が き の 「 御 出席 」「 御 欠席 」 の 「 御 」 を 
二 重 線 で 消し 、 ど ちら か を 丸 で 囲み ます 。 同様 に 、「 御 住所 」「 御 芳名 」 の 「 御 」 
「 御 芳 」 も 二 重 線 で 消し 、 自 分 の 住所 と 氏名 を 書き ます 。 ま だ た 、 あ て 名 の 「 行 」 
は 「 様 」 に 書き 換え ます 。 


郭 合 往 入 は が さき 


9 4 IIGIIBI 
住 出 
a 淡 
名 所 号 上 
小 模 4 Rs 田 々 
z 书 四 2 本 
に は 0 
RE 
に | 
人 i 
ら っ 
っ 样 符 
いま し ム 3 9 た ざ 
人 を に 
证 3 
击 - すす TTT 
※ 


人 三 是 煞 铸 。 - 
「 同 様 に 」 が 入る 文 を 一 つ 選 ん で さく だ さい 。 


や ヨー ロペ か ら の 学生 は 庄 漢 字 が 天変 だ と 言う 5 )、 中 
国人 留学 生 は 、 文 法 が 難し いと 言う 。 
2 . 応募 者 の 方 全員 に 記念 晶 を 差し 上 げ ま す 。 ( ) その 中 か ら 抽 選 で 10 


名 様 に 、 特 製 テ レ ホ シカ ド を プレ ゼン トド いた し ます 。 
3. (料理 教室 で ) 
先生 : クッ キー 生地 民 コ コア を 入れ て よく 混ぜ 、 型 で 抜い て オー ブン で 15 分 
焼く と 、 手 ョ コレ ー ト クッ キー の 遇 涼 有 が り で す 。 ( JS 可 
に アー モン ド を 混ぜ る と 、 ア ー モ ンド クッ キー が 作れ ます 。 
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1 微妙 に (本 文 1) 
1 . 二 人 の 目撃 者 の 証言 は 微妙 に 食い 違っ て いる 。 
2 . この 宝石 は 見 る 角度 に よっ て 微妙 に 色 が 変わ る 


2 如 実 に (本文 1) 


1. 額 に 刻ま れ た し わ の 深 さ が 、 彼 の 長年 の 苦労 を 如 実 に 物語 っ て いる 。 


2 . 日 本 人 の 食 生 活 の 向上 は 、 体 格 の 変化 に 如 実 に 表れ て いる 


oo 


et 他 
「 微 妙 に 」「 如 実に 」 が 入る 文 を 一 つ ず つ 選 ん で くだ さい 。 
1. この 国 の 受験 戦争 の 激 し さ が 、 学 習 塾 の 増加 に ( ) 示さ れ て いる 。 
2. 1 年 前 に 比べ る と 、 学 生 た ちの 日 本 語 力 は ( ) 伸び て いる 。 
手作り の 茶碗 は 、 同 じ よ うに 見 えて も 色 や 形 が 一 つ ワー つ ( ) 違う 。 
Th » 
3 ご どう か (本 文 2 ) 
JA 
2 どう か 大 学 に 合格 で きま す よ うに 。 


「 ど うか 」 が 入る 文 を 一 つ 選 ん で くだ さい 。 


有 
B : あり が と う ご ざ いま す 。 


ka ま し だ 。 


1 。 ご 迷惑 を お か けし て 申し 訳 あ り ま せん で し た 。( 


)。 


3 。 先日 は わ ぎ わざ 落と し 物 を 届け て くだ きっ て 、 


( 


し Mil 


) あり が と う ご 詩 


光 
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人 活动 ，s<. 


EE 


身の回り の 物 に つい て 知り た いこ 
ほか の 人 に 紹介 し まし ょ う 。 


な ど で 調べ て 、 


日 本 で 見 つけ だ こん お 物 


と や 疑問 に 思っ て いる こと は あり ませ ん か 。 事典 や 本 


| 


上 時!」: 


書く 前 に 


外 
2 ， 


ゥ リー さん と ジョ アン さん が 、 


調べ る 対象 を 決め まし よう 。 
資料 を 探し まし よう 。 百科 事典 な ご ど を 参考 に し て ぐだ さい 。 


それ ぞ れ だ る ま に つ いて 調べ を こと を まとめ まし だ た 。 構 


成 や 表現 に 注目 し て 読 発 ん で み ま し ょ う 。 


“A 


< リー さん の まとめ > 


① 興 味 を 持っ た きっ か け 


② 調 べた こと (由来) 


( 目 を 入れ る 風習 ) 


③ 感 想 ・ 考 えな ど 


選挙 の ニュ ー ス を 見 て いた ら 、 当 選 確 実に な っ た 人 が 
「 だ る ま 」 と いう 大 き な 人 形 に 目 を か き 入 れ て いた 。 関 9 
し で そん な こと を する の が 下 思 議 に 思っ で 調べ で みた 。 

大 衆 文化 事典 だ よる と 、 こ の 人 形 は 中 国 の 僧 但 「 達 磨 」 
の 座禅 次 を 表し た も の だ そう だ 。 

また 、 売 られ て いる だ る ま の 多く は 目 が か か れ て いな 
い だ る まで 、 人 々 が 願い 事 を する 際 に 片方 の 目 を か き 入 
れ 、 願 い が か な ii 
と 書か れ で いる 。 現 在 で も 入試 に 合格 し た 時 や 選 
ER th 
i 

私 も 受験 を 控え て いる の で 、 今 度 だ る ま を 買っ て み ま 


a 
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< ジョ アン さん の まとめ > 


① 興 味 を 持っ た きっ か け そば 屋 の 棚 に 大 き な 赤 い 人 形 が 飾っ て あっ た 。 先日 行 
っ た 居酒屋 に も 置い て あっ た 。 店 の 人 の 話 で は 、 こ の 人 
形 は 「 だ る ま 」 と いう 識 隊 還 議 が 、 軸 議 い ろ い ろ な お 店 に 
「 だ る ま 」 が 置い て ある の だ ろう か と 思っ て 調べ で みた だ た 。 
② 調 べた こと 百科 事典 記 ま る と 、 こ の 人 形 は 倒し て も すぐ 立つ よう 

(人 形 の 特徴 ・ 意 味 ) ee 
ろ い ろ な 形 の も の が あっ た が 、 江 戸 時 代 に 達磨 の 形 を し 
た も の が 一 般 的 に な っ た と いう 。 倒 れ て も すぐ 起き 上 が 
る 譜 園 軟 開 昌 、「 七転び八起き 」 の 言葉 と 共に 、 豊 作 、 大 
漁 、 商売 繁盛 な “要 起 物 < L 芝 普及 大 和风 玫 人 


③ 感 想 ・ 考 えな ど 家 の 近 くに ある 深大寺 で 、 3 月 3 日 に だ る ま 市 が 開か 
れる と いう ポス ター を 見 か けた の で 、 ぜひ 行っ て み ま 3 
iD 


書い て みよ う 


調べ だ こと を 、 構 成 を 考え て まとめ まし よう 。 次 の こと は 必ず 入れ て ぐだ さい 。 
① 興 味 を 持っ た きっ か け  ② 調 べた こと  ③ 感 想 ・ 考 を など 


いい 


ツ 


59 (話す 前 に 

1 . リー さん は 発表 する 時 、「 ま と め 」 の 中 の わか が か り に ぐい 言葉 を ほ が か の 言葉 で 言い 換え 
だ り 、 説 明 を つけ 加え だ り し て いま す 。 テ ー プ を 聞い て 、 リ ー さ ん が どの よう に 説 
明 し て いる が | に 書い て くだ さい 。 
[僧侣 


「 座 禅 を する 」… 
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2. リー さん は 、 ほ が に どん な 工夫 を し て いま す ガ 。 : : に 書い て くだ さい 。 


ンー 。 この 人 形 の 名 前 を 知っ て いま すか 。 


GEER est tment en Ie 


皆さん は この 人 形 を 見 た こと が あり ます か 。 


tastier eet tte et tee ee 


rtf tr rte ttn rn te 


meer 


errs 
mw 


人 に よる と 、 こ の 人 
国 の 「 達 磨 」 と いう お 坊さん が モデ ル に 


。 。 っ て いて 、 こ の 人 が 座禅 を し て いる 姿 を 人 
\ 形 に し た も の だ そう で す 。…… 

皆さん も お 気づき だ と 思い ます が 、 
目 が か か れ て いな いん で す 。 

い な ぜ か と いう と 、…… 


ww 


3. みん な の 前 で 発表 する だ め の 原 稿 を 準備 し まし よう 。 原稿 の 中 に わか がり に ぐい 言 


が ある 時 は 、 わ が りや すい 言葉 に 言い 換え まし よう 。 


葉 


> あな だ が 調べ だ こと を みん な の 前 で 発表 し まし ょ う 。 リ ー さ ん の よう に 、 間 き 手 に と 


つて わか がり や すい よう に 工夫 し て 話し まし よう 。 
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op 


i 


あな た は 朝 ご は ん を 毎朝 きち ん と 食べ て いま すか 。 好き嫌い は あり ませ ん か 。 あ な た の 
食 生活 に は 問題 が な いで し ょ うか 。「 食 生活 バラ ンス 度 チ ェ ッ ク 」 で 、 問 題 が な いか どう 
か 調べ て み ま し ょ う 。 設 店 台 是 から 始め て 下さ い 。 


朝寝坊 し て も 、 ト 
ー ス ト く らい は 食 
べ て 出かけ る 。 
④ は い 
@⑧@ い いえ 


煮物 料理 は どちら 
が 好き 


野菜 だ け の 煮物 
@② 野 菜 と 肉 の 煮物 


トー スト を 食べ る 
時 あな だ は 、 

④ ジ ャ ヤム か バター 

を つけ る 。 ams 
チーズ を の せる 。 


冷蔵 庫 に 必ず 入 つ 
て いる の は 


④ 和 牛乳 
@ ビ ピー ル 


イン スタ ント 食品 


出前 を 取る な ら ど 
ちら の 店 や 

ラー メン 屋 

@ 宅 配 ビザ 屋 


や レト ルト 食品 を 
よく 買う 、 ま だ は ド " 
よ ぐ 食べ る 。 

④ は い @ い いえ 


お 菓子 の 買い 置き L" 双 上 三 了 O 食 事 
が 、 い つも し て あ で 選ぶ の は や 


⑦ 魚 の コー ス 
②@ 肉 の コー ス 


中 華 の メニ ュー で _ 
よく 食べ る の は 


⑨④ 燕 し 物 
@ 揚 げ 物 


食欲 が な い 時 は 、 す ぐ 食事 
を 抜い だ りお 菓子 や 菓子 
パン な どの 簡単 な 食事 に 
し て し まう こと が 多い 。 
④① は い ②@ い いえ 


出さ れ ね だ も の は 、 
残す こと が で き な 
い ほ うだ 。 
④ は い 
@② い いえ 


味見 を せ ず に 、 す 
ぐし よう ゆ や ソー 


ス を か が ける 。 FLLLI 
④ は い 
@ い いえ 


有 OLED 
。 @ い いえ 


_@ は いっ =E 


最近 肌 の 調子 が よ 
く な い 。 


① は い = 明 B 
@ い いえ 


や わら か が いも の が 
好き だ 。 
① は い =C 
@⑧ い いえ 


落ち 込む と 、 立 ち 
直る の に と て も 時 
間 が か か る 。 
⑪⑦① は い =D 
UV 元 


昼食 と 人 廊 に 揚げ 


物 が 重 な お つて も 、 


気 に な ら な い 。 
① は い = っ ド F 
@ い いえ =C 


(管理 栄養 士 竹内 冨 貴 - 


鉄分 不足 好き 嫌い が 多い た め 、 特 に 
鉄分 の 不足 が 心配 。 レ バー や 赤身 の 肉 、 魚 、 
緑黄色 野菜 な ど を 積極 的 に と り ま し ょ う 。 


ビタ ミン A・C 不 足 野菜 類 、 特 に 
緑黄色 野菜 が 不足 気味 。 ビ タ ミ ン A (为 
ロ チ ン ) や C の 不足 が 心配 。 緑 黄色 野菜 
は 1 昌 に 100g は と り ま し ょ う 。 


食物 織 維 不足 食物 繊維 の と り 方 が 
少な い の で 、 便 秘 や 成人 病 な ど が 心配 。 
も っ と 海草 や きのこ 、 芋 や ご ぼう な どの 
根菜 類 を 多め に と り ま し ょ う 。 


カル ンジ ツウ の 5 ビタ ミン C 不 足 

7 NA 
タス に 強 ぐ な る ビタ ミン C が 不足 牛乳 
や 乳 製品 、 果 物 な ど を 十分 に と り ま し ょ う 。 


ヘル シー な 食 生 活 健康 的 な 食 生 活 
で に れ か ら も 、① り J 上 3 食 ら るる @ 野 
菜 を 十分 に と る ③ 間 食 や アル コー ル は 控 
RE I OV ND 


エネ ルギー 過剰 味 の 濃 いも の や 脂 
っ こい も の が 好き で 、 エ ネル ギー 過剰 に 
な りや すい 食 生活 で す 。 腹 敗 分 目 を 心 が 
GD A a 


PEEVE 7 A ッ グ | より) 
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aa 


うな ぎ 


日 本 の 食 文化 


ANDO > TH 
EN PN 
"WMO 
つ 6 い NV っ マズ PWM っ 
公 人 J 蝠 仿 册 已” 此间 世 
NaINIILENSI 


0 で つや 


臣 G 出 G 還 」 全 由 竖 
音 ぐ J っ に 
e440 
"88ST 
JSMENWRSPDO 
SH63U16V 公 篤い し 


っ G98 扶 ” ヨ 砂 S 宮 0 い SRP" 


1 曲名 HOU く だ 愉 路 
「 寺 0 じ こ じ 6 公 い 
聞 朱 26 拉 2 持つ 

共 撤 G 回 ピ P 所 りり 中 ご 


RS 「J だ 穫 人 0D 映 VfJ り 村 騰 いし ん 6 


面 り こい OKAO pn 
5」G | MDCJMOONG" 
公 怠 仆 ” 张 煌 回 已 切 
レス NOGIR 妃 
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ER 
ele 


ER mm や” EE 陸 


トド < 


器 い し ピ る GQ 紅 本 CMS0 電 わ いる 此 ロロ 
JFEMK ヨ NOW と 罰 6 下 人 」 り 呈 さ OH0 MO 
BIN TNE VMN RM SUNN DEPNDG 
16 和 5 8 和 0 1 SM 政和 ROM LIGIER VSK 


ES RW iit mE に に ーー = に ご TE 


る WR 拉 GSNQPESUVOH 


G86 っ 地 和 RM^ 
隔 GORSIANA 世 陨 入 个" 


A Hm XN つ 


OU Lt MS 是 信用 SG 加， ON 


(CEWEeWSIEUCSEOHXS 人 VeaisUPIII2EY 


NGtJU 玖 欄 や NG 政 天 孔 つ じ 愉 9 


6 で 6 ひつ 信人 


内 懂 些 生 局 起 几 0 民 世 匡 业 了 只 账 业 : 2S 
el 


DQM C8 | 可 
回 橋 還 りり 絆 和 PSfH 
re eT 


从 得 物 WJSRD 和 
btbp 4HEOtSale 。 
6 60M 三 A 垢 9 


皿 紀 GS 「H 正 SSOD」^ 共 由 S 細 
OSNUDTESK TINNY MSMOP 
SEES MED To IHRSON 


重り 午 骨 JDH6 レ ス nG 軍 入 一 6(D 和 0 
CEIEUSSIS/USYSISYGINEWIr 和 Os 
0 つっ 忠 ま G 尿 骸 人 UNIUtSNG 


藤 計 選 り 落 回 時 所 じ 6 私 〇 半 (nY 咽 め ド 
OS 静 こ 16(D6 和 0G 豆 WO 選 P" 殆 剛 D1 


JGI ING 館 16 「CU レ ゆめ や じ ス NG) NO 尼 OHO で 中世 つ 
Ne 剛 S NNEV RG SVNNRO” NEWNY 
し 閣 と OU 人 MS CD 人 RD ) や じじ の 桂 O じ つ 
VP RNRSSGNWRN 人生 和 二 WO 三 
J 許 0CN4616 の っ 心 棚 睡 じ ^ Dl 
SM LEIHE SMO 全 @ 礼 昌 1640 じ ね 間 


JJ 二 CI0 灵 二 时 VAJ FT 层 虹 ， 二 炸 题 jr 人 世代 得 家 腿 二 人 
ia” 长 坚 扯 < 世 尾 二 而 和 上 四 总 柜 卜 同 ioSR 人 > 人 
MESTPWEWGiitSISDCj 二 8 こい UI SIICESIS 
GSP (D 和 公路 っ 還 く 暇 つ I6 だ じ 和 失調 黒 人 NN) 
If? 


OU IRRGInipnieyGtcOLHIRIOm NLR | 


SK NMOS 晶 吉 P 由 還 | 


SS WS | 
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1. 本 文 1 は 、 う な ぎ に つ いて いろ いろ な 観点 か ら 書 か ん れ て いま す 。 次 の 中 か ら 本 文 に 
書か れ て いる こと を 選ん で 、 〇 を つけ て くだ さい 。 


(a) うな ぎ に 対 する 日 本 人 の 考え 方 
b Ae 

c うなぎ に対する 筆者 の 願い 

d ) な ぎ を 食べ る 特 

e うな き 料 理 の 種類 

f 日 本 人 が うな ぎ を 好き に な っ た きっ か け 

g うな き が 伝統 の ある 食べ 物 だ と いう こと を 裏付け る 例 
h うな ぎ 屋 で うな 井 を 食べ た 時 の 感想 


2. 1 の 間 題 で ひ を つけ た 記号 を 、 書 か れ て いる 順番 に 並べ て くだ さい 。 
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区 


个 うな ぎ は な ん と 奈良 時 代 か ら 今 に 至 る まで 、 栄 養 価 が 詳 II 
物 な の だ 。 


@ 田 を 眼 定 し た り 、 部 囲 ガ 広 いこ と を 表す 

1 半量 案 三 郎 (1852 一 1931) の 病原 菌 に 関す る 研究 は 、 現 在 に 玉 る まで 人 々 の 命 を 救 
い 続 け + て いる 

2。 五十嵐 きん は の 小さ い 棚 か ら た ん す に 至る まで 、 何 で も 自分 で 作っ 
て し まう 。 

3 ハワイ の ピン ク パ レス と いう ホテ ル は 、 部 屋 の 内 装 か ら 備品 に 至る まで 、 す べ て ヒビ 
ンク 色 で 統一 され て いる 。 

4 この 会 社 で は 健康 第 一 を スロ ー ガ ン に 掲げ て いる だ け あ っ て 、 社 長 を は じ め 新入 社 
員 に 玉 る まで 、 毎 朝 ラ ジオ 体操 を し て いる 。 

5. 関東 か ら 北 陸 に 至る まで の 広い 地域 に 、 大 雨 注意 報 が 出 て いる 


《@》 な ぎ を 取 ろ うと し て 川 に 流さ れる な ょ 。 


《动词 > 
命令 形 「 な さい 」 を 使っ た 命令 表現 禁止 の 命令 
グル ー プ 1 話す 話せ 話し な さい 話す な 
グル ー プ 2 食べ る 食べ ろ 食べ な さい 食べ る な 
グル ー プ 3 する し ろ し な さい する な 
来る 来い 来 を さい 来る な 


@ 相 手 に 命令 し た り 、 元 気づけ だ りす る 時 に 使う 
1 。 見 : お い 、 早 く 来 いよ 。 詳 れる ぞ 。 
妹 : ちょ っ と 待っ て よ 。 
2 . 先輩 : ボー ル 、 磨 いと け よ 。 
後輩 : は い 、 先 輩 。 
3 . 昨日 先生 に 、 も っ と 勉強 し ろ 、 それ に 宿題 を 忘れ る な と 叱 ら れ ま し た 。 
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4. (競馬 場 で ) 
A ホッ カタ イ テ イ オー、 頑 張れ 。 あ と 少し で ゴー ル だ 。 
B : 行け 。 行 け 。 頑 張れ 。 
5. 和彦 : も う 泣 く な よ 。 君 の せい で 失敗 し た わけ じゃ な いん だ か ら 。 


6. 母 : テ レビ 見 て な いで て 早く 食べ な さい 。 

子 : は あい 。 
7. 警 官 : そ この 車 、 左 に 寄せ て 止ま りな さい ぃ ! 

運転 手 : あ 、 ま ずい 、 パ トカ ー だ 。 

テー プ ブ を 聞い て 質問 に 答え な さい 。 答え は 記号 で 書き な さい 。 
9. 惠 : 今 日 、 寒 いね 。 


美紀 : そう ? じゃ 、 私 の セー ター 着 な さい よ 。 私 、 寒 く な いか ら 。 


④ る うな ぎ を 焼く 香ばし い 匂 いと 「 土 用 の 革 の 是 」 の 看板 に 読 わ れ た だ たら 5、 も う 、 食 
べ ず に は いら れ な い 。 


< 動詞 > 

グル ー プ 1 話す ”一 話さ きず に は いら れ な い 

グル ー プ 2 食べ る 一 食べ ず に は いら れ な い 

グル ー プ 3 する っ せ ず に は いら れ な い 
- 来る 一 来 ず に は いら れ な い 


念 自分 の 理性 で は 止め られ な いで 、 そ うし て し まう こと 

1 。100 万 円 の 宝くじ が 当たっ た 。 喜び の あま り 、 言 わ ず に は いら れ な く な っ て 、 み ん な 
伝 言っ て し まっ だ た ぁ ら 、 お ご らき れ だ た 。 

2. ドラ マ の 最終 回 を 見 て 、 泣 か ず に は いら れ な か っ た 。 

3 . 地震 で 多く の 人 が 亡くな っ た の を 知っ て 、 改 め て 生き て いる こと の 意味 を 考え を ず に 
は いら れ な か っ た 。 

4。 A : そん な に 飲ん で 大 丈夫 ? 
B : あん な 嫌 な こと が あっ た ん だ か ら 、 飲 まず に は いら れ な いわ よ 。 

5 . 友達 が 左右 違う 靴 を は いて いる の を 見 て 、 笑 わな いで は いら れ な か っ た 。 
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1 ル a 


短歌 に は 奈良 時 代 以 前 に 作ら れ だ 古い も の から 、 現 代 の 若い 人 に よる 新しい 感覚 の 
も の まで あり ます 。 [ 


《短歌 DD 形式 > 5/7 プ 5/7 グ 7 (31 文 字 ) 


さむ は な さむ こと た ひと 
「 寒 いね 」 と 話し か けれ ば 「 寒 いね 」 と 答え る 人 の いる あたたか さき 
(5) (7) (5) (7) (7) 


す 


と ざさ \ 
死 收 
i i 8 5 潮 
呈 さ 記 級 半 四 い O 事 器 
y 


品 ぶ 出生 S 荒 中 作る 記 避 


な 


の 
味 我 
が が 
い 屋 
い 戸 
ね の 
ど す 
君 だ 
が れ 
動 
つ か 
た G 
か 

ら 


上 党 这 遇 误 图 二 林 咒 人 避风 


モ 
月 

六 
日 

は 
サ 
7 
タダ 
记 
念 
日 


六 准 加 日 涛 


i 让 玉 NI+ 
hi 誤 

和 EL 
HH 田 敵 
ok oN 


5/7Z5/7 グ 7 に な る よう に 言葉 を 組み 合わ せ て 、 短 歌 を 作 つ て み ま し よう 。 | 
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作文 元気 が 出る 食べ 物 
下 し い 時 、 落 ち 込 ん だ 時 、 元 気 が な い 時 、 そ れ を 食べ る と 元気 が 出る 食べ 物 に つい て 書 
きま し ょ う 。 


書く 前 に 


1. 次 の よう な お 構成 で 作文 を 書き ます 。 の て ④ の 流れ を 確認 し て くだ さい 。 


元気 が 出る 食べ 物 


① 本 文 1 で 得 た 新しい 知 『 体 が 弱っ て いる 時 、 例 えば 夏 の 暑 さ に 負け そう な 時 に 
識 に つい て 「「 元 気 が 出る 食べ 物 は 何 か 」 と 尋ね た ら 、 日 本 人 な ら : 
iT うな ぎ 『「」 と 答え る 人 が 多い と いう 。 一 方 、 私 の 国 | 

: を 食べ る と 元気 が 出る と 言わ 


⑦ あ な た の 国 で 一 般 的 に 
言わ れ て いる 「 元 気 が 
出る 食べ 物 」 に つい て 


③ あ な た に と っ て の 「 元 | : し か し 、 私 に と っ て の 元気 が 出る 食べ 物 は 「 
気 が 出る 食べ 物 」 に つ 上 : だ け で は な い 。 寂 し い 時 や 落ち 込ん だ 時 、 つ まり 、 心 の : 
いて : 元気 が な く な っ た 時 、 そ れ を 食べ る と 元気 が 出る の は | 


(《④ 全 体 の まとめ と し て 、 
「 元 気 が 出 る 食べ 物 」 
に つい て の 感想 ・ 意 見 
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2. @③②④ の 部 分 を 考え まし よう 。 次 の 質問 に 答え て 、 自 分 の ノー ト に 作文 の 「 内 容 メ 
モ 」 を 作っ て くだ さい 。 


⑦ あ ぁ な た の 国 で 一 般 的 に 言わ れ て いる 「 元 気 が 出 る 食べ 物 」 に つい て 
1) あな た の 国 で 疲れ た 時 や スタ ミナ 不足 の 時 、 元 気 に な る た め に 食べ る と いい 
と 言わ れ て いる 食べ 物 は 何で すか 。 


2) は どん な 食べ 物 で すか 。 知 らち な い 人 に も わか る よう に 説明 し て くだ さき 人 
ma 

3) を 食べ る と 、 ど うし て 元気 が 出る と 言わ れ て いる の で すか 。 

4) 。 に つい て の エピ ソー ド や 歴史 的 背景 が あっ た ら 書 いて くだ さい 。 


⑬ あ な た に と っ て の 「 元 気 が 出る 食べ 物 」 に つい て 
1) あな た に と っ て 、 寂 し い 時 、 落 ち 込ん だ 時 、 そ れ を 食べ る と 元気 に な る 食べ 
物 は 何で すか 。 


2) は どん な 食べ 物 で すか 。 知 ら な い 人 に も わか る よう に 説明 し て くだ さい 。 
3) を 食べ る と 、 ど うし て 元気 が 出る の で すか 。 
4 ) に つい て の 思い 出 や エピ ソー ド が あっ た ら 書 いて くだ さい 。 


④ 全 体 の まとめ と し て 「 元 気 が 出 る 食べ 物 」 に つい て の 感想 ・ 意 見 
感想 や 意見 は の 、③ の 両方 を まとめ られ る も の を 書い て くだ さい 。 


書い て みよ う 


>「 内 容 メ モ 」 を まとめ て 、 作 文 を 完成 させ まし よう 。 
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人 活动 > 聞く i どん な 食べ 物 で すか 
自分 の 国 の 料理 に つい て 説明 し まし ょ う 。 
EE > 3 


1. 日 本 人 が 日 本 の 食べ 物 に つい て 留学 生 に 説明 し て いま す 。 ご どん な 順番 で 話し て いる 


か 、| | に 番号 を 書い て こく ださい 。 次 に 、 も う 一 度 会 話 を 聞き 、 例 の よう に 内 容 を メ 
モレ し て ぐだ さい 。 


mt 


材料 ・ 具 
いろ ん な も の 

か ま ば こ 、 し いた け 、 
は うれ ん 革 。 だ て まき 


女 の 人 の 顔 の よう に 
な っ て いる 。 


懇親 
か 
圭 其 
る 
太志 
O 9 
0 9 


| 


ーー 


味 や 調味 料 


「 上 」 は 値段 が 高い 。 
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用 と の か クオ ナ あ ク ぁ Nl 
人 
(| みる か 人 | 
i ん とこ 2 め る ある っ が 1 
| 3 。 ダダ | 
| こら うき | 
| そ を 3 2 354 
由 頂 相 由衣 円 円 肖 ”以 
内 国有 語り 


2 ) 


3 ) 


似 て いる も の 


材料 ・ 具 
| 」 お 好み 焼き 
つっ 小 考 粉 、 肉 、 野 藤 


何 か 


味 や 調味 料 


es 
SET 
BE 
HB 


似 て いる も の 


焼き そば が 入っ た も の 
も ある 。 
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2 . 次 の 食べ 物 の 写真 を dh ガ ら 選ん で ( ) に 記号 を 書い て くだ さい 。 


お か め ( c ) あん みつ (  ) お 好み 焼き ( ) 親子 井 ( ) 
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自分 の 国 の 料理 を 一 つ 選 ん で 、 そ の 料理 の 特徴 を まとめ まし よう 。 
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使う 表現 


材料 


" 野菜 が た くさ ん 入っ て いる ん で す 。 


・ ご は ん の 上 に 味付け し た 肉 や 野菜 坊 の っ で いる ん で す 。 
“大 机 一 又 的 2。 

・ 薄 い パ ン の 間 に ハ ム 和 や 野菜 が は さん で ある ん で まず 。 

・ 味 付け し た 肉 を 皮 で 包ん で ある ん で す 。 


似 て いる も の ・ 
調理 法 


、 一 一 到 
ピ x AN ~ 
M | Ms Pe 


・ 野 菜 と 春雨 を 炒め た も の で す 。 


・ 野 菜 と 肉 の 着物 で す 
・ ほ うれ ん 草 を 軽く ゆで で か ら 炒め だ た も の で す 。 


味 


・ ス パイ ス が 効い て いる 料理 で す 。 


・ 半 み / 酸 味 / 甘 み / 昔 み が あ り ま す 。 
| | (| 

・ 薄 味 で す 。 

・ MMW( て も いり LM ん で 7 。 

・ 甘み が 日 の 中 に 広がる ん で す 。 


1 . (話す 前 に ) で 選ん だ 料理 に つい て 例 の や ①ー③ の 順番 で 説明 し て くだ さい 。 


人 「 ひ や し ちゅ うか 」 っ て 何で すか 。 

① 大 きい 特徴 ・ え えと 、 冷 た い 麺 の 上 に いろ いろ な 具 を の せ た も の で す よ 。 
・ へえ 、 ど ん な 具 が の っ て る ん で すか 。 

② 具 体 的 な 説明 : 例え ば 、 き ゅ うり 、 ハ ム 、 薄 焼き 卵 な ん か が の っ て る ん で す 
よ ま 。 で 、 を れ に た れれ が か か っ て る あん で す 。 
: た だ たれ? 
: ええ 、 店 に よっ て し ょ う ゆ だ れ だ っ た り 、 胡 麻 だ れ だ っ た り 、 
いろ いろ あり ます けど ね 。 さ っ ぱり し て ます よ 。 

③ そ の 他 の 情報 日 本 で は 夏 に な る と よく 食べ る ん で す 。 
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そ う な ん で すか 。 私 も 食べ て みよ う [eo] 


ペア に な つて 話す 練習 を し まし よう 。 下 の メニ ユー の 攻 で 選ん だ 
、 料理 名 を 書い て くだ さい 。 


あな た は 友達 と 、 あ な た の 国 の 料理 が 食べ られ る 店 に 行き ま し た 。 友達 に 、 料 理 
の 説明 を し て くだ さい 。 ま た 、 説 明 を 聞く 人 は 、 そ の 料理 に つい て いろ いろ 質問 
らし まし まう 。 


Menu 


本 日 の お すす め 
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食品 添加 物 
合成 着色 料 
合成 保存 料 
防腐 剤 

な ど 
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N 
SS 


A > 
ea KN 


\ CY 
ウチ 


抗生 物質 


ホル モン 剤 
な ど 


きき SS 


【 
レン 


ラン 
< 


也 で 凸 攻 し お 所 人 で 直下 り 居 し 
た SE だり に MA マ だ の jm きも こさ パリ に くま くう マル リル < 
ベー くく ーー" 判 材 せ ぐ 夫人 
で 8& Re 部 下 会 搬 つ ン 交 る ©” かぶと 
ーー トー ポ RB 邊 統 本 ベ 和 を | 時 王 皇 回 
JARI KK 二 人 各 馈 骨 基 下) 和 代 
AJ 了 EN 世 ” 跟 引 总 疯 几 和 己 监 多 天 
SERIES 
巴 长 芯 [时 饮 人 些 世 ， 纪 ” 

EFA EE :Ji 
Ne 8」 会 者 8 打 拒 直人 ぶ る 
PEUIR HORN I RNNY | 
に る いい 
人” 

く 全 る 8 I MSHUINNEES 
さ ” 識 ン 0 凸 失 世 で mk 人 8 擦 中 ” 量 
SEE 
り で で で 趣 呈 3u 窓 押 誠 話 和 を u 鈴 貴 
己 共 玉 4J で 超 西 諾 長束 を” 敢 沙 例 選 公 
ご し 2n@” 配 近 押 や Skoop で で ”大 
RH I KS REY 喜 N | 獣 忌 
ES SEE SNe RS 
对 SN ”于 委 原 人 区 沼 3 和 "p 区 率 
SS 
建 岂 好 六 旺 内 ” 光 买 SG 关 相 茎 是 全 扒 
Ne HS HHS 8 量り 
千 ′ 紀 の 抑 で つ の 8 押付 0 


3 マン 潍 褒 和 局 焉 下 六 古人 是 英 居 好 
(ORE NEE NE 
请 租 间 局 共 人 和 层 买 说 和 ”SG24 代 总 


1 ひ 10 ぐ 超 哨 で 者 虫 電 詳 じ ウタ ン リ 


下品 攻 り 4 2 し 王 拉 交 分 中 燃 評 球 
ぐ く ひし 2 や る ろ 趣 西 時 の)3 紅 誠 
久 痰 JIA 和 e 区 号 共 和 

NO EH RCE 宮上 8 
下 吕 共 ”襄公 入 在 ”如 ARAG 人 NS 臣 
因 岂 说 丘 福 雪 你 冷 QRAINhERARSYD 3 
mE RNRNANVNV 0 で りつ ろり 
和 YU” 过 虹 售 现 东 中 出 座 著 为 吉 只 忆 
翌 詩 会 9 NP RPE NR 


細 節 下 指 埋 堪 会 十 雪 
ES ERA 
只 训 间 ”六 人 涝 梁 公 入 吉 打 赔 信 全 羡 芒 
还 故 寺 世 交 个 济 峰 屋 宕 泡 检 只 农 ” 案 由 
RE 
団 福 111 四 圭二 抽 如 也 る 溶 所 お りき 
SR 人 
S 忠 亜 租 8 夫人 し Skoop で SG で ” 刀 必 总 
ne 咽 公 茶 征 ける や る る 全 料 つ 選 SS 2 
うつ ゆ し 思 圧 称 橋 下 つ し 3? 
门生 下” JS 当代 共 运 古 条 悦 辕 皇 凯 
ズ 要 で 和 を 9 ぐつ や で 8 訟 琴 ht 公 
り い くし 3 が 話 県 庫 本 し じ 父 ー” 固 咽 


し っ 叶 お で し 療 定 り 稼 押 め で る 
RES ER 
和 ”过 莽 出山 阔 澡 识 著 轩 谨 总 已 刚 全 
农 浴 只 SQN” URAL NRT 
人 二 是 惊人 杂 们 葛优 咀 世 左 鹤 岂 尖 回 一 


選民 ぐ 趣 本 DU ぐ 8 で し ne ぐし 人 ASK の 7g 


り で 6 の 8 守 困り 過誤 無知 表 で 
ズ ママ SFU HR 和 8 下 完全 「 球 
En GN = 
QR ご" 南 坪 り 胡 つい" 拉 宮 詩 き 県 さっ つ 
人 级 踢 烽 上 屋 震 人 S 霸 于 败 居 入 阅 食 叭 辣 福 
基站 人 SN 到 iD つ 全 づつ 7 
江 类 入世 省 S 虹 况 记 个 入 季 人 
会 や つ ン お お 理 弁 つら" 量 江 履 珠 六 皿 りり 
に に 


内 柜 区 峻 J 和 人 沾 屋 楼 世 间 呈 册 改 和 @ 


Sb 3 RH ”< 是 所 趟 虎 基 以 W 
CAN 

会 所 彰 り めで めん RP 2 RY EC 由 屿 AI) 
语 阔 机 入 PNW SY 人 欠 陪 和 一” 

SS Esc 
QA AVY 着 湘 出 霓 搓 岂 6 人 姬 踢 
NA 个 其 于 光 控 人 沁 和 作 ”类 
情 营 针 人 外 | SGS し 6 る KO 必 会 7 
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1. 本文 2 の 形式 段落 に 番号 を つけ て くだ さい 。 


2. それ ぞ れ の 段落 に 書か れん て いる こと を 右 の a 一 h の 中 か ら 選 び 、 記 号 を 書い て くだ 
さい 。 
第 1 段落 d 4 政府 ( は 食品 添 加 物 の 使用 を 許可 し て いる 
b 本 当 に 健康 に よい 食品 を と ろう と いう 姿勢 を 持つ こと 
和 一 一 が 状況 改善 の 第 一 歩 だ 。 
第 3 段落 c 消費 者 の 多く は 無関心 だ 。 
d 現代 の 日 本 は 「 飽 食 の 時 代 」 だ 。 
第 4 段落 
e 日 本 の 食品 の ほとん どの 物 に 食品 添加 物 や 農薬 、 化 学 


f 「 食 」 が 非常 に 危う いも の に な っ て いる 。 
第 6 段落 
g pg te tb 号 段 阶 芯 


第 7 段落 ある の に 、 そ れ を 含ん だ 食品 は 私 た ちの 食卓 に の ぼっ 
て いあ 。 
第 8 段落 。 h 化学 物質 に は 発 ガ ン 性 が ある な ど 危 険 た な ちの が ある 。 


3 . この 文章 を 三 つ の 部 分 に 分 け て 、 形 式 段落 の 番号 を 書い て くだ さい 。 


(問題 提起 ) 


(日 本 の 現状 ) 


(筆者 の 主張 ) 
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副本 文 2 の 中 に は 複雑 な 構造 の 文 が た くさ ん 入っ て いま す 。 


こ で 「 複 雑 な 構造 の 文 」 
と いう の は 、 一 つの 文 の 中 に 名 詞 修 飾 が あっ た り 、 主 語 と 


述語 が 離れ て いて 意味 が つ 
か みにくい も の の こと で す 。 し か し 、 下 の 例 の よう に 文章 の 骨組 み を 探す と わか りや や 
馬 く な り ま す 。 例 の よう に 考え て み ま し ょ う 。 


例 ) 私 た ち は 日 々 日 に 入れ る 食べ 物 と 一 緒 に これ ら の 化学 物質 を 体 の 中 に 取り 込ん で 


いる の だ 。 (20 行 目 ) 
日 々 ロ に 入れ る 食べ 
物 と 一 緒 に 


化学 物質 を 取り 込ん で いる の だ 。 


私 た ち は | 


(主語 


① 政 府 は これ ら の 物質 に つい て 、 大 量 に 摂取 し た 場合 の 危険 性 は 認め て いる も の の 
まれ る 量 が 非常 に 少な いた め 差 し 支え を な いと し て 使用 を 


許可 し て いる 。 (47 行 目 ) 


| 
By 


② こ れ ら の 物質 を 含ん だ 食品 は 市 場 に 出回り 、 私 た ちの 食卓 に の ぼっ て いる の で ある 。 


(58 行 目 ) 


ほ に の ぼっ て いる の で ある 。 


③ 消 費 者 の 多く は この 問題 に 気づか な いか も し く は 無関心 で 、 価 格 や 見 た 目 に よっ て 食 
品 を 判断 し が ち で ある 。 (67 行 目 ) 


に っ 


小 農薬 や 食品 添加 物 の 入っ て いな い 食品 を 探す こと は 至難 の 業 と 言わ ぎる を 得 


な い 。 
《动词 
グル ー プ 1 話す つ 話さ ざる を 答 な い 
グル ー プ 2 食べ る 一 食べ ざる を 得 な い 
グル ー プ 3 する っ せ ざ る を 得 な い 
来 。 一 来 ぎ る を 得 な い 


@ し だ こない けれ ど 、 し な けれ ば な ら な い 
1 . 気 が 進ま な い パ ー テ ィ ー だ が 、 社 長 の 命令 な の で 行か ざる を 得 な い 。 


2. 私 は 歌 が 苦手 な の だ が 、 今 日 は 得意 先 と の カラ オケ パー ティ ー な の で 、 歌 わざ る を 


得 な い だ ろ う 。 
3。 家 が 抽 し か っ た た め 、 私 は 中 学 を 卒業 し て すぐ に 働か ざる を 得 な か っ た 。 
4。 頂上 まで 登り だ か っ た が 、 吹 委 が ひど く て 引き 返さ ざる を 得 な か っ た 。 
5 . (会 社 で ) 


A : これ だ け 友 対 意 見 が 出 た の で は 、 こ の 計画 は 取り 止め に せ ざ る を 得 ま せん ね 。 


B : で も 、 何 と か な ら な いで し ょ うか 。 本 当 に 有意 義 な 計画 な ん で す が ……。 
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个 さら に 世 ろ し いこ と に 、 人 間 の 遺伝 子 に 影響 を 与え る 可能 性 が ある と 考え られ 
る も の る ぇ え あ る の だ 。 


@ あ る 事柄 に 対す る 気持 ち を 前 置き を と し て 述べ る 

1。 うれ し いこ と に 、 部 長 は 私 の 頼み を 快く 引き 受け て くれ た 。 

2 幸運 な こと に 、 ノ ー ベ ル 賞 作家 の 講演 を 聞く こと が で きた 。 

3. いつ も よく 先生 の 語 を 聞い て いる 今泉 さ ん が 、 珍し いこ と に 、 今日 の 授業 で は 居 眠 
り を し て いなだ 。 

4. 3 日 前 に 手帳 を な くし て し まっ て 困っ て いた の だ が 、 あ り が た いこ と に 、 親 切な 人 
が 拾っ て くれ て 、 私 の 家 ま で 届け て くれ た 。 

5. 驚い た こと に 、10 年 前 に 九州 に 引っ 越し た 幼なじみ と 、 偶 然 同 じ 会 社 に 入る こと に 


な ° だ 。 


2 し か し 、 消 費 者 の 多く は 、 価 格 や 見 た 目 に よっ て 食品 を 判断 し が ち で ある 。 


@ そ の 傾向 が びあ る 、 ま だ は 、 そ う で ある こと が 多い と いう 意味 で 、 よ こく な いこ と に 使う 

1 。 仕 事 が 忙し く な る と 、 運 動 不足 に な り が ち だ 。 

2 . 最近 、 岸 さん は 学校 を 休み が ち だ が 、 ど う し た ん だ ろう 。 

3 。 厚着 を する と 動き も 鈍く な り が ち で 、 肩 こり に な る 人 も 多い 。 

4. これ は 、 日 本 語 を 習い 始め た ば か り の 人 が 犯し が ちな ミス で ある 。 

5. 母親 : 先 生 、 う ちの 息子 、 今 年 12 歳 に な る ん で すけ ど 、 最 近 私 に 反抗 し て ば か 
り い る ん で す 。 ど うし た らい いで し ょ うか 。 

カク ン セラ ー : そん な に 心配 な さき ら な いで くだ さい 。 そ の ぐら い の 年 頃 の お 子 さ ん に は 

あり が ちな こと で すか ら …… 
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全 I 次 の 点 に 注意 し て 、 も う 一 度 IL の 会 話 を 聞い て み ま し ょ う 。 


作ら な いっ ちゅ う ぼく ん ち いっ ちまっ た 


音 の 変化 
> いら ん な に わけ に は いか ん な そう こ な く っ ちゃ 


1 さて (本 文 1 ) 

1. 以上 で 文化 祭 の 反省 報告 を 終わ ちら せ て いた だ きま す 。 さ て 、 次 に クラ ス 対 抗 バ レ 
ー ボ ー ル 大 会 に つい て 話し 合い た いと 思い ます 。 

2. (手紙 で ) 
和子 きん 、 先 日 は いろ いろ お 世話 に な り 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 
さて 、 夏 休み の 旅行 の 件 で す が 、 次 の よう に 計画 を 立て て み ま し た 。…… 


1 3 3 2 
Te DA TG CE LSS 
A 由美 a A) おり ま せん が 。 
Mi で) 9 0 また 条 に で も 6 電 請 い た し ます 
2 リッ レン 電信 すみ ませ ん が この 性 見 Co だ だ け ま せん か 。 
先 生 : あ 、 は に 、 い いら いで す よ 。( ) アル ン さ ん 、 冬 休み の ホー 
ズ ステ デ オ の こと な ん で す 人 と e 
3 . これ で 事務 連絡 は 終わ り で す 。( ) 、 会 議 を 始め まし ょ うか 。 


2 すなわち (本 文 2 ) 
1. 未成 年 すなわち 20 歳 未満 の 者 は 、 ク レジ ッ ト カ ー ド を 作る 際 、 親 の 承諾 書 が 必要 
で ある 。 
2 . 今日 、 人 類 は 共通 の 問題 を 抱 を て いる 。 す な わ ち 貧困 、 人 口 爆 発 、 環 境 破壊 な ど 
の 間 題 で ある 。 


3 3 2 
/ すなわち 」 が AA だ こつ ん で くだ さい 。 


1 . 漢字 は 中 国 か ら 伝 わっ た も の だ が 、 中 に は 国字 ( ) 日 本 で 作ら れ 
た 漢字 も ある 。 

2。 私 は 適 を 飲ま な いよ うに し て いま す 。( ) 以前 飲み すぎ て 肝臓 を 悪 
くし た こと が ある か ら で す 。 

、3. いろ いろ 話し 合っ た が 、( | 
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3 


bs 


に も が か わら ず (本 文 2 ) 


A 社 は 赤字 解消 の た め に あら ゆる 努力 を し て いる 。 に も か か わら ず 、 状 況 は な か 


な か よく な ら な い 。 


. 彼女 は 幼い ころ か ら 、 大 変 な 苦労 を し て きた そう だ 。 に も か か わら ず 、 そ ん な こ 


~ 


と を ぜん ぜん 感じ さき せな い 人 だ 。 


dde 


「 に も か か わら ず 」 が 入る 文 を 一 つ 選 ん で くだ きい 。 


-。 仙 は 最 逝 よく 淫 劇 | どい 6.( ) 今日 は 頭痛 が する と いっ て 行か な 


Mi pl 


2. 最近 は 安い 輸入 品 が た くさ ん 入っ て き て いる 。( ) 物価 が あま り ト 


が ら な い の は な ぜ だ ろう か 。 


3。 ジュ ー サ ー を 買っ た 当初 は 毎日 欠か きず それ で 生 ジ ュー ス を 作っ て いた 。 


( AA SI 


へ 


4 


も し ぐ は (本 文 2 ) 


1. 商品 購入 ご 希望 の 方 は 、 電 話 も し く は ファ クシ ミリ で お 申し 込み くだ さい 。 


2. その 飛行 機 事故 の 現場 まで 行く に は 、 ヘ へ リコ プター で 行く か 、 も し く は 険しい 山 
道 を 歩い て 行く し か な い 。 
pb と 
站 
de ll ) 紅茶 に し ます か 。 
2. (会 社 で り 
課長 : 中 村 さ ん 、 銀 行 に 行っ て 両替 し て き て くれ を ない? ( ) 郵便 
選 に 行っ て 、 切 手 を 買っ て き で ほし いん だ けど 。 
中 中 1) 回 い りか り UN 1 
3. A : ご 都合 の よい 時 に 伺い ます が 、 い つが よろ し いで すか 。 
B : 月 曜 の 3 時 か 、( ) 水曜 の 2 時 が いい ん で す が 。 | 
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1 さっ と (本 文 1) 


1. 社長 が た ば こ を 口 に くわ える と 、 秘 書 が さっ と ライ ター で 火 を つけ た 。 


2. 階段 で 転び そう に な っ た ら 、 彼 が さっ と 手 を 出し て 、 助 け て くれ た 。 


全便 人 

きっ と 」 が 入る 区 まつ 志ん で 用 きい 

1 さっ きま で 何と も な か っ た の に 、( ) お な か が 痛く な っ た 。 

2. 山崎 : 黒 呈 さ ん 、 ご 自宅 か ら お 電話 で す 。( ) 事務 室 に 来 て くだ き 

い 。 

re 

3 .「 こ の 問題 わか り ま すか 。」 と 先生 が 聞く と 、 陳 きん は ( ) 手 を 挙 
7 


2 まさ に (本 文 2) 


1. 芸術 や 建築 、 機 械 、 科 学 な ど 多 く の 分 野 で 活躍 し た レオ ナル ド ・ ダ ・ ビ ンチ は 、 


ま さ に 天才 だ っ だ 。 
2. 子供 好き の 彼女 に と っ て 、 保 母 の 仕事 は まさ に 天職 だ と いえ る 。 


ノー と と と へ 
「 ま さ に 」 が 入る 文 を 一 つ 選 ん で くだ さい 。 
1. ゴー ギャ ン の 絵 に 描か れ た タヒチ は ( ) 地上 の 楽園 だ 。 
2. 彼 は ( ) うそ を つか な い 正 直 な 人 だ 。 
3. 20 年 ぶり に 故郷 へ 帰る と 、 町 の 様子 は ( ) 変わ っ て いな た 。 
4 
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3 非常 に (本文 2) 
1 . 今回 の 事件 は 非常 に 複雑 な 背景 を 持っ た 事件 どっ た の で 、 解 決する まで に 時 間 が 
か か っ だ 。 
2. 叔父 一 家 が カナ ダ に 移住 する と いう 話 を 聞い て 、 非 常に 驚い た 。 


A— PPP aa 
「 非 常民 が 大 る 秋 者 - つ の 間 ん で くだ き い 。 
1。 せっ か く 大 学 に 合格 し た の に 、 進学 し な かい の は | ( ) 残念 だ 。 
2 。 この 問題 は 区 し すぎ て ( ) わか ら な い 。 
3. せっ か く 日 本 に 来 た の だ か ら 京 都 へ は ( ) 一 度 行 っ て みた いも の 7 
に 開 
4 いか に も (本 文 2 ) 
1. 彼女 の 話し 方 は て き ば \ ば き し て いて 、 い か に も 秘書 らち し い 感 じ だ 。 
2 . 父 は 食後 、 い か に も お いし そう に た ば こ を 吸っ て いた 。 
A—PPP 
「k か も 」 が 大 る 文 ず 一 9 選ん を で で て だ さい 。 
1. うち の 娘 は ( ) あな た ぐら い の 年 頃 で す 。 
2 . 彼 の 部 屋 は 天井 まで 本 で いっ ぱい で 、( ) 学者 の 部 屋 ら し い 。 
3. 彼女 の 肌 は すべ すべ し て いて 、( ) 赤ちゃん の 肌 の よう だ 。 
罗 
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5 端的 に (本 文 2) 


局 


表れ て いる 。 
das 
me, De ER ee 
和 人 た で る Mi 
2. 昭和 31 年 の 経済 日 書 に は 「 も は や 戦後 で は な い 。」 と 書か れ て いる 。 こ の 言葉 
RI ) 示さ れ て いる よう に 、 こ の 頃 か ら 日 本 経済 は 上 昇 気 流 に 乗 
DE OB 
了 由 ご の デア パート で は 石油 スト ー プ は 使え ませ ん 某 攀 圳 让 人 ) 書い 
Cl 
> 5 


$ だ 
「 鳴 か ぬ な ら 殺 し て し まる ホトトギス 」 と いう 3 言葉 に は 、 織 田 


これ を 見 て くだ さい 。 脂 肪 の 摂取 量 が 増え て いま すね 。 こ の グラ フ は 
生活 の 変化 を 端的 に 示し て いる と 言え ます 。 


3 


ご の 


な 


日 本 人 の 食 


信長 の 性 格 が 端的 に 
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( 1 万 年 前 ) 


地球 誕生 (46 億 年 前 ) I 


™ A“ 


Sy 


YV 3 
* 人 人 類 は この 後 文 胃 を 築く 


A 


id #。 


※ こ の ペー ジ に 記さ れ て いる 年 代 や 記述 は 、 有 力 な 考え 
方 に よっ て まとめ た も の で あり 、 必 ず し も 定まっ 
だ た 説 で は あり ませ ん 。 


人 類 が 出現 し て か ら 1 分 後 (現代 ) 


冊 破 壊 で 危機 を 迎え る 


動物 の 上 陸 


生命 の 誕生 (35 億 年 前 ) 


進化 し た 生物 の 出現 (6 億 年 前 ) 


/me 
| Ec ド _ILI 


ュ 


(原案 : 高村 孝夫 『 イ クス 宇宙 図鑑 5 生命 の 惑星 ・ 地 球 』 国 寺社 08 


地球 が 危な い 


私 た ち 人 類 が 生ま れ た 日 、 地 球 は 澄み 切っ た 空 を 持ち 、 
青々 と し た 緑 に 覆 われ て いま し た 。 そ れ か ら 約 400 万 年 、 
Ra le oni 
体 何 が 原因 で 、 こ の よう な こと に な っ て し まっ だ の で し ょ う 。 

それ は 、 tie ] に な る こと と 引き 換え に 起こ っ て し まっ た の で す 。18 世 
紀 後 半 、 産 業 革命 に より 技術 革新 が 進み 、 や が て 、 移 動 の 手段 は 徒歩 か ら 自 動車 や 電車 

、 燃料! ri ス に 変わ り 、 食 べた に いも の は 時 期 を 問う こと な く 食 べら れる 
よう に な り ま し た 。 こ うし て 、 私 た ち は 自 然 の 流れ と は 別 の 生活 リズ ム を も ち 始 め 、 次 
第 に 自然 と の 調和 を 失い 始め た の で す 。 こ の 調和 が 崩れ て いく の と 同時 に 、 世 界 規模 で 
の 問題 が 生ま れ て きま し た 。 そ れ が 環境 間 題 で す 。 

多量 の 二酸化 炭素 の 排出 に よる 地球 温暖 化 、 フ ロン ガス に よる オゾン 層 の 破壊 、 生 活 
排水 や 工場 排水 に よる 川 や 海 の 汚染 な ど 、 環 境 の 問題 は 私 た ち 一 人 一 人 の 生活 と 大 き な 
関係 が ある の で す 。 な か で も 、 ご みや 生活 排水 の 問題 は も は や 無視 で き な く な っ て きま 
し た 。 私 た ちの 暮らし が 便利 に な り 、 豊 か に な れ ば な る ほど ご み の 量 は 増え 続け 、 そ の 
ご み を 処分 する 埋め 立て 地 は も う 飽 和 状 態 で す 。 ま た 、 毎 日 使う 洗剤 や 油 は 下水 道 を 通 

て 、 川 や 海 へ と 流れ 込み 、 確 実に 環境 を 汚染 し て いる の で す 。 

地球 の 環境 は 、 大 気 や 水 、 土 壌 、 生 物 、 緑 な ど が お 互い に 関連 し 合っ て 成り 立っ て ぃ 
ます 。 こ れ ら の バラ ンス は 、 地 球 が 誕生 し て か ら ず っ と 長い 間 保 た な れ て きま し た 。 し か 
し 、 私 た ち 人 間 は 便利 な 生活 を 追求 し 、 自 然 と の 調和 を 忘れ た ば か り に 、 少 し ずつ 環境 


を 悪化 させ て し まっ た の で す 。 今 まで 何 億 年 も の 間 保 た れ て きた 地球 環境 の バラ ンス が 、 


今 、 崩 れ よ うと し て いま す 。 人 間 は 地球 を 破壊 する た め に 生ま れ て きた の で し ょ うか 。 

この よう な 問題 を どの よう に 改善 し て いく べき な の か 。 そ れ は 、 私 た ちの 生活 一 つ 一 
つ を 見 直し 、 実 践 し て いく ほか あり ませ ん 。 地 球 の 環境 を 守り 、 地 球 に 住む すべ て の 生 
物 を 守る た め に 、 で きる こと か ら 始 め て み ま し ょ う 。 


(社団 法人 日 本 広報 協会 『 地 球 が 危な い 一 環境 を 守る 暮らし の 提案 』 よ り ) 
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5 


問題 


本 文 1 を 読ん で 、 下 の 絵 の | | の 中 に 環境 問題 に 関す る 言葉 を 入れ て くだ さい 。 


オゾン ホー ル 


[g | 排水 に ょ る 


川 总 海 四 污染 a 
9 ラー 海洋 污染 六 


互い に 関連 し 合っ て 、 地 球 の 環境 が 成り 立っ て いる 。 
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< 人 > 现在 D 地 球 四 空 字 绿 导 、 丰 四 硕 0 庆 当 如 失 必 了 力主 广 。 


@ あ る 状態 ・ 状 況 に 向 ひ つて 進行 し て いる 

1. 手術 も 成功 し 、 彼 は 確実 に 回 復 し つつ ある 。 

2 ごみ は 自分 で 持っ て 帰る と いう 、 マ ナー の いい 登山 客 が 増え つつ ある よう だ 。 

3 最近 、 企 業 も 地方 に 移転 する な ど 、 東 京 集中 で は な く 、 地 方 分 散 の 方 向 に 変わ りつ 
つ あ る 。 

4 . 自然 を 守る こと が 大 切 だ と いう 意識 が 人 々 の 間 で 高まり つつ ある 。 

5. 病院 な どの 施設 も 整い 、 こ の 地域 の 住 環境 は か な り 整 備 さ れつ つ あ る 。 


<3> この 調和 が 崩れ て いく の と 同時 に 、 世 界 規模 で の 問題 が 生ま れ て きま し た 。 

@ 「 人 と 同時 に B」 で 、 人 が 起こ る と 、 そ の 一 方 で B も 起こ る こと を 表す 

1 体 が 成長 し て いく の と 同時 に 、 心 も 成長 し て いく 。 

2. イン ター ネッ ト の 利用 者 が 増え る の と 同時 に 、 そ れ を 利用 し た 悪質 な 犯罪 も 増え て 
きた 。 

3 。 使い 捨て の 生活 スタ イル が 定着 する の と 同時 に 、 ご み 問 題 が 深刻 化し て きた 。 

@ 「 人 と 同時 に B」 で 、A で も あり 、 昌 で も ある こと を 表す 

4. 彼 は 非常 に 慎重 な 性 格 だ が 、 そ れ は 彼 の 長所 で ある と 同時 に 、 短 所 で も ある 。 

5. 小 堂 原 さ ん は 生け 花 の 先生 で ある と 同時 に 、 陶 芸 家 で も ある 。 

6 . この 学校 で は 、 日 本 に 対す る 理解 を 深め る と 同時 に 、 学 生 間 の 親睦 を は か る と いう 
目的 で 、 校 外 学習 を 行っ て いる 。 


206 


| > 自然 と の 調和 を 忘れ た ば か り に 、 少 し ずつ 環境 を 悪化 る させ て し まっ な た の で す 。 


@ そ れ が 原因 で 予想 外 の 悪い 結果 に な り 、 後 悔し た を り 残 意 に 思 つ だ りす る 

1 . 左右 を 確認 し な か っ た ば か り に 、 大 事故 を 起こ し て し まっ た 。 

2. ひと こと 彼 の 友達 の 悪口 を 言っ た ば か り に 、 彼 に 嫌 わ れ て し まっ た 。 

3 昨日 の ドラ マ を 見 な か っ た ば か り に 、 み ん な の 話題 に つい て いけ な か っ た 。 

4. 暇 だ と 言っ た ば か り に 、 一 日 中 家 の 手 伝い を させ られ た 。 

5. A : この ミス テリ ー 映 画 、 ど ん な 話 か 知っ て る ? 

B: え えと 、 確 か 、 落 ち て いた 手帳 を 拾っ た ばっかり に 、 事 件 に 巻き 込ま れ た っ て 

ぃ ゅ う 語 どっ た と 思う 。 

rm いろ いろ な 表現 「 ば か り 」 


《> この よう な 問題 を どの よう に 改善 し て いく べき な の か 。 


《动词 > 

グル ー プ 1 話す っ 話す べき 

グル ー プ 2 食べ る 食べ る べき 

グル ー プ 3 する っ する べき すべ き 
来る 来る べき 


\ 


\ 


@ 「 当 然 そ うし な けれ ば な ら な い 」 と いう 自分 の 意見 を 表す 

1. 学校 の 代表 と し て この 大 会 に 出 た の だ か ら 、 最 後 ま で あき ら め な いで ベス ト を 尽く 
すべ きだ 。 

2 . 学生 : 先生 、 私 は どの 大 学 を 受け れ ば いい で すか 。 

先生 : 相談 に は の り ます が 、 自 分 の 進路 は 自分 で 決め る べき だ と 思い ます よ 。 

he ad 
で 人 な い だ ろ うか 。 

4 , 自分 が され て 嫌 な こと は 、 ほ か の 人 に 対し て する べき で は な い 。 

5 や る べき 仕事 が まだ 残っ て いる の に 、 役 は さっ さと 帰っ て し まっ た 。 


207 


私 た ち に で きる こと RR 


皆さん は 、 み そ 汁 や ラー メン の 汁 を 、 何 気 な く 流し に 捨て て に いま せん か 。 も し も ラー 
メン の 汁 200m& を 捨て た 場合 、 魚 が すめ る 水質 に する た め に 必要 な 水 の 量 は 、 風 呂 お け (1 
标 300 《4 ) 3.3 杯 分 に な り ま す 。 使用 済み の 天ぷら 油 500m6 を 流し た な ら ば 、 風 呂 お け 330 
杯 分 も の 水 が 必 要 に な り ま す 。 

お 皿 や 鍋 を 洗う 時 も 、 食 べ か す や 油 な ど が つい た まま 洗い 流し て し まえ ば 、 水 の 汚れ 
の 大 き な 原 因 と な り ま す 。 逆 に 、 便 用 済み の 天 ぶ ら 油 を 古 新 聞 や 古 を ぞう きん な ど ( こ 吸 い 
こま 芝 て ご み と し て 出し た り 、 お 皿 や 鍋 の 汚れ を 紙 で ふき と っ て か ら 洗 っ た りす れ ば 、 
水 の 汚れ を 相当 減ら すこ と が で きま す 。「 吾 所 は 海 の 入 日 」 と 言え を る の で す 。 

この よう に 、 私 た ちの 生活 は 、 環 境 と 非常 に 密接 に つなが っ て いま す 。 私 た ち 一 人 一 
人 の ちょ っ と し た 人 不 注意 が 、 環 境 を か な り 破 壊し て し まう こと が ある し 、 ほ ん の わずか 
な 努力 や 工夫 が 環境 を 大 きく 助け る こと に も な る の で す 。 地 球 環 境 が 美しく 保 た れる か 
どう か は 、 私 た ちの 生活 の あり 方 に か か っ て いる と 言え る の で す 。 

地球 環境 の 危機 と いう 問題 は 、 こ れ ま で 私 た ち が 行 っ て きた 生活 や 政策 の 結果 と し て 
生じ た も の で す 。 と いう こと は 、 逆 に 言え ば 私 た ち 自 身 の な か に 、 そ の 危機 を くい と め 
る 力も ある と いう こと で す 。 

私 た ち 一 人 一 人 の 行動 は 、 そ れ 自 体 で は 小さ な も の で あっ て も 、 そ れ ら の 集積 が 地球 
を 変え る 大 き な カ に な る の で す 。 で は 、 私 た ち が 具 体 的 に で きる こと は 何 か 考 えて み ま 
Le 

まず 第 一 に 、 環 境 に と っ て 有害 な も の を で きる だ け 使 わな い 、 あ る い は 環境 中 へ 出さ 
な いよ うに する こと で す 。 例 えば 、 危 険 な 紫外 線 を 吸収 し て くれ る オゾン 層 を 保護 する 
た め に 、 フ ロン ガス の 入っ た スプ レー 商品 を 使わ な いよ うに する こと で す 。 あるいは 
酸性 雨 や 温暖 化 の 原因 と な る 排気 EK に 、 自 動車 利用 を 控え る こと 、 海 や 
山 な ど 美 し い 自然 に ご み を 残さ な な ども 大 事 で す 。 

第 二 に 、 資 源 の 節 ee 
し な いこ と 、 テ レビ や 電灯 を つけ っ ぱな し に し な いで 、 電 気 を 節約 する こと な ど 、 誰 で 
も その 気 に な れ ば 、 す ぐに 実行 で きる こと が た くさ ん あり ます 。 

第 二 に 、 リ サイ クル (資源 の 再 利用 ) の 推進 と いう こと が 挙げ られ ます 。 例 えば 、 紙 
LL be アル ミ 告 を リサ イク ル し た 場合 、 原 料 
の ボー キサ イト か ら 缶 を つく る の に 比べ て 、33 分 の 1 の エネ ルギー で 済む の で す 。 ま た 
リサ イク ル は ご み の 量 を 減ら すう え で も 有効 で す 。 

こう し た 私 た ちの 日 常 的 な 実践 の 積み 重ね は 、 企 業 や 国 ・ 地 方 自治 体 を 動か す 大 き な 
力 に な り ま す 。 


(山川 出版 社 『 現 代 社会 」 よ り ) 
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エー 
= 


bo 
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問題 


1。 本 文 2 を 読ん で 、 下 の グラ フ の aー~ーd の いずれ か に 「 天 ぷら 油 」「 ラ ー メ ン の 汁 」 を 
入れ て くだ さい 。 ま な た 、 残 り の 空欄 に は 何 が 入る か 考え まし ょ う 。 人 皆さん が よく 口 
に する も の で す 。 


台所 排水 に よる 水質 汚染 
( 魚 が す め る 水質 に する た め に 必要 な 水 の 量 を 風呂 お け 1 杯 300 8 で 換算 ) 


し ュ ] em / sm 


お で ん の 汁 (500m%) |25 


| 5 | (2oow | 10 
(200mg) 4.7 


米 の と き 汁 ( 2 8) 4 
| 。 | emw | |33 
日 本 酒 ( 20m) 2.7 6 
0 5 10 15 20 25 300 杯 分 
*( ) の 数 字 は 1 回 に 捨て る 量 を 示す 
9 b 


C d 


2 .「 環 境 を 守る た め に 私 た ち が で きる こと 」 が 書か れ て いる 部 分 を | | で 囲み ま 
し まう 。 
3 .「 環 境 を 守る た め に 私 た ち が で きる こと 」 を 三 つ に まとめ て 下 の ①ー③ に 書い て くだ 
さい 。 
① 


© 
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次 此 世代 疆 上 DK 户 疏 环境 赤 守 如 大 内 0 努力 帮 L 工 人 去 才 从 。 下 0 生活 案 驴 调查 表 去 目 
分 で チェ ッ ク し て 合計 点 を 出し て くだ さい 。 

( 5 = いつ も 心がけ て いる 、 3 = まあ まあ 、 1 三 あ まり 心がけ て いな い ) 

項 目 評価 
吾 所 か ら み そ 汁 や 牛乳 の 飲み 残し を 捨て な い ー 3 一 
古 新聞 や 本 は リサ イク ル に 出し て いる 
ティ ッシュ ペー パー を あま り 使 わな い 
広告 の 裏 や 不要 な 紙 を 計算 用 紙 な ど に 使う 
生乳 パッ ク な ど を リサ イク ル に 出し て いる 
酒屋 に ビー ル 瓶 を 返す よう に し て いる 
ノー ト 類 は 最後 まで 無駄 な く 使う 
空き 向 、 空 き 瓶 の 投げ 捨て は し た こと が な い 
有害 ご み を 分 別 処理 し て いる 
使い 捨て コッ プ や 皿 を 使わ な い 
台所 か ら 天 ぷら 油 を 捨て な い 
12 | 再生 紙 な どの リサ イク ル 商 品 を 買う 
13 | 本 な どの 過剰 包装 は 断っ て いる 
14 | 髪 を 洗っ た 後 、 ヘ アー ドラ イヤ ー は あま り 使 わな い 
15 | 合成 洗剤 より も 石けん を 使う 
16 | シャ ワー を 長く 浴び る こと は 避け て いる 
17 リサイ クル 活動 に 協力 的 で ある 
18 | 割り ば し は な る べく 使わ な い 
19 | 水道 の 水 を 出し っ ぱな し に し て 洗顔 、 歯 磨き を し な い 
| 20 | トレ ー や ペッ ト ポ ト ル な どの 回 収 に 協力 し て いる 
(学研 『 高 校生 の 現代 社会 』 よ り ) 合計 /100 


i 


O10 | ピピ N11 lr | oO | Mm 


〇 つ 


lool lo ll ao 
| 


| 


| 
cololololo の |o の | の | の | の | の | の 6 の | の | の | の | の | の | の | の | の 
| 


| 
」 网 


| 
| | | | 


oalalalalalala 
| 


100 て 81 … すばらし いで す 
: 80~61 … か な り 貢 献 し て いま す 
あな た の 環境 改善 貢献 度 は ?  ! 60-41 … まあ まあ で す 
:40~21 … もう少し 頁 献 し まし ょ う 
20 以 下 … も っ と 真剣 に 考え を まし ょ う 
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J 文選 ・ 表 庫 


| 个 地球 環境 の 危機 は 、 私 た ちの 生活 や 政策 の 結果 と し て 生じ た も の で す 。 と いう 
| こ 上 は 、 私 た も 自身 の な か に 、 危 機 を てい と め る 力も ある と いう こし と で す 。 


@ 前 件 ひら 判断 し た だ こと を 述べ る 
1。 (カレ ンダ ー を 見 な が ら ) 
あ 、5 月 5 日 は 日 曜日 だ 。 と いう こと は 、 月 曜日 も お 休み だ 。 
2 . 社長 が ここ に いら っ し ゃ る と いう こと は 、 会 議 は も う 終 わっ た と いう こと だ 。 
3。 いく ら 電 話 を か け て も 出 な い 。 と いう こと は 、 彼 は まだ 国 か ら 帰 っ て き て いな い の 
だ ろう 。 
4. 犯行 現場 に は 女 物 の 手袋 が 落ち て いた 。 と いう こと は ……。 
5 。 典子 : 最近 、 彼 の こと が と て も 気 に な る の よ ……。 
美紀 ・ う うん ……。 っ て こと は 役 が 好き な ん じゃ な い ? 


<> テレ ビ や 電灯 を つけ っ ぱな し に し な いで 、 和 電気 を 節約 する 。 


る その まま の 状態 が 続く 
oo 連 が だ たく さん 入っ て きた 。 
2. 先生 : 教科 書 を 教室 に 置き っ ぱな し に する の は よく な いで す よ 。 毎日 持っ て 帰っ て 
寺 習 、 人 復習 を きち ん と し て くだ きい 。 
学生 : は あい 。 
3 电气 屋 電気 製品 は 、 長 い 間 電 池 を 入れ っ ぱな し に し て お く と 、 液 が 濡れ る こと が 
ある ん で す よ 。 
客 : じゃ あ 、 使 わな い 時 は 電池 を 出し と いた ほう が いい ん で すね 。 


@ そ の 行為 が 何 度 も 繰り 返さ れる 、 ま だ は 同じ こと を 続け る 

4. ビラ 配り の アル バイ ト は 立ち っ ぱな し だ っ た の で 、 足 が 棒 に な っ て し まっ た 。 

5. 彼女 は 本 当 に お し ゃ べり だ 。 朝 か ら 晩 きま で し ゃ べり っ ぱな し で 、 友 達 も ちあ きれ て い 
ee 

6. A: 昨 日 の 映画 、 お も し ろか っ た ? 
B: う ん 、 も う 笑 いっ ぱな し で お な か が 痛く な っ ちゃ っ た 。 
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< 33 分 の 1 の エネ ルギー で 済む の で す 。 | 


@ そ それだけ で 必要 を 満 だ す 

1.。 こ の チケ ッ ト は 一 人 3,000 円 だ が 、 学 割 が 使え た の で 2,000 円 で 済ん だ 。 

2. (会 社 で ) 
会 社員 A : お い 、 一 緒 に 帰ら な いか ? 一 杯 や っ て いこ う よ 。 
会 社員 B : うん 。 そ うだ な あ 、 あ と 10 分 ぐら いで 済む と 思う ん だ けど …… 
会 社员 A : じゃ あ 、 喫 煙 所 で 待っ て る よ 。 

3. 今日 中 に この 仕事 を 終わ ら せ れ ば 、 明 日 は 残業 し な いで 済む 。 

4. 昨日 は 疲れ て いた の で 食事 は 簡単 な も の で 済ま せ た 。 

5. 夫 : ち ょ っ と 部 長 の お 宅 へ 行っ て 、 昨 日 の 商談 の 報告 を し て くる よ 。 
妻 ・ 日 曜日 な の に 、 わ ざわ さ ざ 出 向 か な く て も ……。 電話 で 済ま せ た ら ? 
夫 : そう は いか な いよ 。 大 切な 商談 な ん だ か ら 。 


リサ イク ル は ご み の 量 を 減ら すう え で も 有効 で す 。 


人 @ 何 び を する 時 、 場 合 、 目 的 に お いて 

1。 和 卒業 後 の 進路 を 決め る うえ で 、 先 輩 の アド バイ ス は 役に立つ 。 

2 . 携帯 電話 や ポケ ベル は 営業 の 仕事 を する うえ で 欠か すこ と が で き な い 。 

3。 この 開発 計画 を 考え る うえ で の 問題 点 は 、 野 生生 物 を どの よう に 保護 する か だ 。 

る ⑧ そ の 後 で 

4. 大 きい 間 題 な の で 、 十 分 協議 し た うえ で 結論 を 出し た い 。 

9. 当社 は 常に 安全 性 を 考え て お り 、 こ の 食品 も 原材料 を 厳し く チ ェ ッ ク し た うえ で 加 
工 し て あり ます 。 
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一 接头 语 . 接 尾 语 ~ 


「 再 利用 」 や 「 温 暖 化 」 の 「 再 」 や 「 化 」 は 単独 で 使わ れる こと は な く 、 言 葉 の 前 
や 後ろ に 付い て 、 何 か の 意味 を 加え る 働き を 持っ て いま す 。 こ の よう な 言葉 の 中 で 、 
前 に 付く も の を 「 接 頭 語 」、 後 ろ に 付く も の を 「 接 尾 語 」 と いい ます 。 


- 利用 温暖 - 
例 ) | 再 | 十 提出 国际 十 | 化 | 
- 放送 過密 - 
- 自然 常识 解決 
1. | | 十 親 切 2. | AR 3. | 
- 平等 科学 的 使用 
_ 関心 - 满员 世界 
4. | | 十 表情 5. | | 十 特急 に 
- 責任 - 高層 本 格 
価値 - 可能 - 危機 - 
7. 人生 十 | | 8. 安全 十 9. 充実 十 
宗 人 間 - 安心 - 


| つ ほ か に どん な 接頭 語 ・ 接 尾 語 が ある か 調べ て み ま し よう 。 
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( I 
| 区 bD 窓 2 a b c 3 a hb 
(ll 
メモ 
2. 
3 . 


全 [I 次 の 点 に 注意 し て 、 も う 一 度 1 の 会 話 を 聞い て み ま し ょ 5。 


気持 ちの 込め 方 > 
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で 9 で まね え 。 
9 が か の) 


AR 
じゃ あ 、 


拓 市 


1 逆 に (本文 2) 
1. うま く 話 そう と する と 文法 を 間違え る 。 人 覆 に 、 文 法 に 気 を つけ て ば か り い る と 、 
うま く 語 せな く な っ て し まう 。 
2. 緊張 し すぎ る と 度胸 が な いと 思わ れる 。 逆 に 、 リ ラッ クス し すぎ る と 繁 張 感 が な 
いと 思わ れる 。 面接 と いう の は 難し いも の だ 。 
全便 
OX OA CA 
1. この 健康 診断 は 無料 で す 。( )、 再 検査 の 方 は 有料 で す 。 
2 ピラ ナン NN) と 目 ( 全 5 ( )、 温 め る と 和 柔らかく な る の で 、 そ 
の 性 質 を 生か し て 、 い ろ い ろ な 料理 に 使わ れ て いる 。 
3 . 今日 は 体 の 調子 が 悪い 。 ( )、 い つも より 寒い の で 学校 へ 行く 気 が し 
な い 。 


2 _ あるいは (本 文 2 ) 
1. 文学 部 の 学生 は 、 第 二 外国 語 と し て 、 ド イツ 語 、 あ る い は フラ ンス 語 を 履修 し な 


けれ ば な ら な い 。 


2 . 彼 は 電車 が 嫌い な の で 、 タ クシ ー で 来る か 、 あ る い は 自分 の 車 で 来る と 思い ます 。 


A 
「 あるいは ほ は 」 が 入る 丈 を つづ つ 選 ん で くだ きい 。 
1 . 学生 会 館 に は カウ ン セ ラー、( )、 悩 み 事 な どの 相談 に の っ て くれ る 
人 が いる 。 
2. 梅雨 は 7 月 中 旬 で 明け る と 天気 子 報 で は 言っ て いた 。( Pd 
だ た っ て も 雨 は や ま を い 。 
3. この 書類 に 記入 する 時 は 、 ペ ン の 色 は 黒 、( ) a Cd Sa 
に 
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1 な が で も (本 文 1) 
1. ヨー ロッ パパ 旅 行 は 日 本 人 に 人 気 が あ る が 、 な か で も フラ ンス は 、 特 に 若い 女性 に 


人 気 が ある 。 

2. この 会 社 の 社員 は と て も ユニ ー ク な 人 が 多い 。 な か で も 開発 部 の 松永 さん は 、 こ 
の 業界 で も 有名 で ある 。 “ 
Ppp Tr 

CWCIDI DMO EA GU 
1. この レス トラ ン は ポリ ュー ム 満 点 の 料理 を 出す こと で 有名 だ が 、( ) 
ビー フシ チュ ー は 誰 も が 区 、 量 だ 。 
2. 先生 が 遠く か ら ( ) 私 た ち に 会 い に 来 て くだ さっ た の で 、 感 激 し ま 
es 
3. 私 は 国 へ 帰り ます が 、 先 生 方 の こと は ( ) 忘れ ませ ん 。 
所 > 
2 も は や (本 文 1) 
1 . 消防 車 が 現場 に 到着 し た 時 に は 、 も は や 手 の つ け よ う も な い ほ ど 、 火 は 燃え 広 が 
っ て いた 。 
2 山 剛 さん は 今 まで ずっ と 第 一 線 で 働い て きた が 、 年 齢 か らい っ て 、 も は や 引退 の 
時 期 で ある 。 
PE WW 
は i が 入る RS 
1. 何 度 も 司法 試験 に 挑戦 し た が 、6 回 目 で ( IIN 
De III 
3. 彼 の ガン は 、 発 見 され た 時 は ( ) 手遅れ で 、 ど うす る こと も で き な 
か っ た 。 


是 > 


3 相当 (本文 2) 
1. 山崎 : あ れ ? 大 倉 きん は 2? 
導 : 夕べ 、 相 当 飲 ん だ らし いよ 。 頭 が 痛く て 起き られ な いん だ っ て 。 
2. 今 か ら 勉 強 を 始め る の で は 、 相 当 努 力 し な いと 、 大 学 に 合格 で き な い と 思う 。 


Pi RN 
相当 」 が 人 る を うつ 表 ん で くだ さい 。 
1. 雨 の 中 を 道 に 迷い 、 3 時 間 か け て ( ) 目的 地 に 着い た 。 
2 . この 店 の 内 装 を 新しく する に は 、( 月 お金 が か か り そ う だ 。 
vv ) 合格 する と 信じ て いた 。 


P207 本 文 2 問題 一 | の 答え a 天ぷら 油 b 和 牛乳 c み そ 汁 d ラ ー メ ン の 汁 
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加 活動 聞く - 話 す ， 村 お こし 住民 集会 3 


替 成 反対 の 立場 に 立っ て 、 意 見 を 言い まし ょ う 。 そ の 際 、 い ろ い ろ な 人 の 意見 を よく 
聞い て 、 そ れ に 応じ た 意見 を 言い まし ょ う 。 


[LI]」 全 语言 语 人 主语 语 主 语 语 主语 主人 全 主 全 全 


1 , 計画 の 説明 を 聞い て 、 ど ご どこ に 何 が び で きる か 、 地 図 の 中 に 書き 込ん で くだ さい 。 
i 


「 所 尊 3 自动 素 共 Jj rz > 刻 中 各 全量 旋 を c 
四 | 
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2 . 次 の 人 だ ち は こ の 計画 に 区 成 お 、 反 対 お 、 正 し い ほ う を 〇 で 囲ん で くだ さい 。 そ し 
て 、 そ の 理由 は 何 ひ か 、 ポ イン ト を 聞き 取 つ て メモ し て ぐだ さい 。 


自然 保護 団体 
アー スピ ー ス 代表 


な が し まし げ る 
長嶋 茂 
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[LT] >>>> ぅ > うう 3 
野村 の 村 お こし 詳 部 を テー 


1 . まず 、 職 業 や 年 齢 、 家 族 構成 ・ プ ロフ ィ ー ル 、 立 場 を 自由 に 考え て 下 の 表 の 例 の よ 


うに | | に 書い て くだ さい 。 (聞い て みよ う ) の 2 で 聞い だ た 村長 や 村 の 人 に な っ 
て も いい で す 。 


ly 
il 
中 


ul 
ll 
ll 
ht 


Uy 
wy 


マ に 、 、 掴 野村 の 住人 と し て 意見 を 店 きま し ょ 3 


職業 の 例 ) 医者 、 農 民 、 タ クシ ー 運 転 手 、 都 会 か ら 戻 っ て きた 若者 、 子 供 、 店 の 総 
営 者 、 寺 の 住職 、 学 校 の 先生 な ど 。 


くわ た けい こ 最近 お 薄 を 建て た 。 
桑田 詩子 (60) 堂 経営 
長女 (38・ 既 婚 ・ 他 県 在住 ) 


山林 20ha 所 有 。 
清原 まさ る (65) 妻 (64) 


長男 (35. 既 婚 .东京 在 住 ) 


緑野 村 小 学校 | 過疎 地 を 希望 し て 赴任 し た 。 
教 。 論 


記 も ひろ し (27) 
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2. 殴 成 派 と 反対 派 に 分 おれ て 作戦 会 議 を 開き まし よう 。 
・ 根 拠 と な る 材料 (事実 ) を 探し 、 自 分 た ちの 意見 を 整理 し まし ょ う 。 
・ 相 手 の 意見 を 予想 し 、 そ れ に 対す る 反論 を 考え まし ょ う 。 


緑野 村 村 お こし 計画 
| 自分 た ちの 意見 。 | 相手 の 意見 の 予想 | 相手 の 意見 に 対す る 反論 


例 ) 若者 が 村 に 帰っ て くる の | 都会 の ほう が 魅力 的 な の で 若 : 都会 に 負け な いよ うな 魅力 の 
で 計画 に 募 成 だ 。 者 は 帰っ て こない 。 : ある 科 お こし を すれ ば いい 。 
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使う 表現 


最初 に 自分 の 意見 を 言う 


| 
孝信 に 1 行っ た 若者 も 村 に 一 
: 帰 っ て くる 


思う ん で す 。 
ーー ん じゃ な いで し ょ うか 。 


・ と いう の は 、 aa 
それ は 、 | : この 計画 が 実現 すれ ば 
な ぜ か と いう と : 都会 に 行っ た 若者 も 村 に 一 (と 思う ) か ら で す 。 
1 | : 帰っ て く る : 
かぜ か 


人 の 意見 を 聞い て 、 賛 成 の 意思 を 示し 、 自 分 の 意見 を 言う 


・ 私 も そう (じゃ な いか と ) 思い ます 。 
・ 私 も O 〇 さん の 意見 に 賛成 で す 。 


“| 若者 が 村 に 帰っ て くれ ば 、 


! 村 の 人 日 も 増え て 、 過 疎 化 一 


| 中 も 解 ; ー ん じゃ な いで し ょ うか 。 
: の 間 題 も 人 解決 する ん じゃ な いで し ょ う 


・ と いう の は 、 
それ は 、 
な ぜ か と いう と 、 
な ぜ な ら 、 


; 若者 が 村 に 帰っ て くれ ば 、 
| 村 の 人 口 も 増え て 、 通化 (と 思う ) か ら で す 。 
: の 問題 も 解決 する : 


人 の 意見 を 聞い て 、 反 対 の 意思 を 示し 、 自 分 の 意見 を 言う 


F そう で し ょ うか 。 
・ そ れ は ちょ っ と 違う ん じゃ な いで し ょ うか 。 
・ そ れ は そう か も し れ ま せん が 、 

*・ それ は そう で す が 、 

・ 〇 〇 さん の 意見 も わか り ま す が 、 


会 
站 


先 ほ ど ャ ーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーー 


"若者 は すぐ 村 に ! 一 と 思う ん で す 。 


て こない ! | ん じゃ な いで し ょ うか 。 


と いう の は 、 ーー 

| VR A 人 Ss 
2 か と と 著者 に と うっ て ミ ョ 一 (と 思う ) か ら で す 。 
\ \ 0 ' 
* 人 : 鬼 力 的 大 
本 


その 他 
a 意見 を さ し は さん だ り 、 人 の 意見 の 途中 で 確認 し た りす る 
・ す み ま せ ん 。 ち ょ っ と よろ し いで し ょ うか 。 
・ す み ま せ ん 。 ち ょ っ と 確認 し た いん で す が 。 


b 説明 を 求め る 


= 詳し 説明 し て いた だ け 

・ す み ま せ ん が 、(ー に つい て ) も う 少 し 一 - 
一 具体 的 三 一 な いで し ょ うか が 。 
全 どう いう こと か よく わか ら な いん で す が …… 


・ す み ま せ ん 。 と いう の は 一 どう いう こと で すか 。 
ーー と い う = と で すか 。 
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ウ 昔 成 派 と 反対 派 に 分 お れ て 、 意 見 を 言い 合い まし よう 。 


・ の 1 で 決め た 役割 の 人 が 必ず 全員 話せ る よう に し まし ょ う 。 
・ の 2 の 作戦 会 議 で 話し た こと を よく 理解 し て 、 頭 に 入れ まし ょ う 。 
. で 練習 し た よう に 、 相 手 の 意 見 を よく 聞い て 、 自 分 の 意見 を 言い まし ょ 3 
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人 作文 |) これ か ら の 世の中 は … 


合 、 社 会 で 起き て いる こと に つい て 考え 、 今 後 ど うな る か を 予想 し 、 ま た 、 問 題 を 解決 
する た め に は どう すれ ば いい か 、 書 きま し ょ う 。 


書く 前 に 


1 . 下 の ア 、 イ は 日 本 で 起き て いる 問題 の 例 で す 。 次 の 点 に つい て 、 み ん な で 話し 合い 
まし よう 。 
・ ど うし て 問題 な の か 
・ 問 題 が 起き た 原因 や 背景 
> この まま で は どう な る が か が 
・ 間 題 を 解決 する た め に どう すれ ば いい か 


ア 出生 率 の 低下 
日 本 の 出生 率 は 1971 一 74 年 の 第 2 次 ベビ ー ブ ー ム を 境 に 、 徐 々 に 低下 し 、 現 在 、 
一 人 の 女性 が 一 生 の うち に 産む 子供 の 数 の 平均 は 1.5 人 以下 に な っ て し まっ た 。 


イ 忙し い 子 供 た ち 
時 間 を 忘れ て 外 で 遊ぶ 子供 の 姿 が 見 られ た の は すでに 遠い 昔 の こと に な り 、 今 
の 子供 は 、 午 間 は 学校 、 夜 は 塾 や 習い 事 と 、 一 週間 の スケ ジュ ー ル は びっ し り 
で 、「 時 間 が あっ た ら 寝 た い 。」 と いう 子供 が た くさ ん いる 。 


) あな だ の 国 で は 、 ど ん な こと が 問題 に な つて いる が ガ 、 ま だ 、 世 界 で は どん な 問題 が 
起き て いる ガ 、 考 えま し よう 。 そ の 中 か ら 、 作 文 に 書く テー マ を 決め まし よう 。 
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書い て みよ う 


ゥ あな だ が 取り 上 げ だ テー マ に つい て 、 自 由 な 題 ・ 構 成 で 作文 を 書き まし よう 。 今 まで 
学ん だ すべ て の こと を 思い 出し 、 説 得 力 の ある 作文 を 書い て くだ さい 。 


く 参考 表現 > 
事実 関係 を 述べ る 


① 問 題 を 提示 する 
・ 一 つつ ある 
Eo うー 
・ー が 問題 に な っ て いる 
・- が 注目 され て いる 


背景 一 考え られ る 
原因 一 挙げ られ る 
・ は 、~ に 原因 が ある と 思わ れる 


の よう な 問題 が 起こ っ た 


予想 する 
『ー・ー と いう 問題 が 出 て くる 
> だ まま を 。 ・ 事 態 は さら に 深刻 化す る 
・ こ の まま で は 、 ・ 一 か ね な い 

. 将 来 、 ・ 一 恐れ が ある 
・ー で あろ う 


自分 の 考え を 述べ る 
・ 一 の で は な い だ ろ うか 
・ー の で は な いか と 思う 
・ つべ きだ 

・ 一 な けれ ば な ら な い 

“= 


… いく つか の も の を 並べ て 挙げ る ーー 
・ 第 一 に ー 第 二 に ー 第 三 に ~ : 
= EF それ か ら 一 さら に 一 


sss 
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いろ いろ な 表現 


(限り ノ 限 る ) 


る @ そ の 範囲 全部 (第 2 課 文型 ・ 表 現 2) 


@ そ の 範囲 の 中 だ け で ある こと を 示す 
1. 新聞 を 読ん だ 限り で は 、 ま だ 役 が 犯人 か どう か は は っ きり し な い 。 
2 。 私 の 聞い た 限り の 情報 で は 、 あ の 会 社 は か な り 経 営 が 苦し いら し い 。 


それ だ け で ある こと を 示す 
1. この 招待 券 は お 一 人 様 1 回 限り 有効 で す 。 
2. ( 靴 売り 場 で ) 


客 ・ す み ま せ ん 。 こ れ の 24.5 は あり ませ ん か 。 
店 員 : あい に く こ ちら の 商品 は 現品 限り と な っ て お り ま す 。 


@ 時 を 指す 名 詞 と 一 緒 に 使い 、 そ れ が 最後 で ある こと を 表す 


1 . 
お 客 様 各位 
pp ・ り まし た 。 
都合 に より 今月 限り で 閉店 させ て いた だ きま す 。 


店 主 


2 . 住み 慣れ た この 町 と も 今日 限り で お 別れ だ 。 


信条 件 を は つき りさ せる 

1. 入学 試験 が ある 限り 、 塾 予備校 が な く な る こと は な い だ ろ う 。 

2 . 試験 を 受け な いと 成績 が つけ られ ませ ん か ら 、 病 気 で な い 限 り 必 ず 受 ける よう 
だ さい 。 
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に し で 


と と は 限ら な い 

る そう で は な い 場 合 も ある 

1. 成績 の いい 学生 が 必ず し も 就職 試験 に 合格 する と は 限ら な い 。 
2。 お 金持ち だ か ら と いっ て 、 幸 せ で ある と は 限ら な い 。 


と な いと も 限ら な い 

も し する と 一 が も し れ な い 

1. 雨 が 降ら な いと も 限ら な いか ら 、 傘 を 持っ て 行っ た ほう が いい で す よ 。 

2. 大 地 雲 が 起こ らち ら な いと も 限ら な いか ら 、 非 常用 の 水 や 食糧 、 ラ ジオ な ど は ふだん か ら 準 
備 し て お か な く て は いけ な い 。 


> に 限っ て 

る @-~- だ け は ほか が か と 違っ て 

1. うち の 息子 に 限っ て 、 そ ん な 悪い こと を する は ず が な 

2 。 母 は いつ も 夜 は 家 に いる の に 、 そ の 日 ! PP キル 


et 


> に 限る 

る @-- が いち ば ん いい 

1. 疲れ た 時 は 風呂 に 入る に 限る 。 

2. A : 寄せ 鍋 は いい ね 。 体 が あっ た まる よ 。 
B : や っ ぱり 冬 は 鍋 に 限る ね 。 


~ に 限ら ず 

る @~- だ け で な く 、 ほ か の 場 

1 。 と の よう な 失 販 は 用 上 きん に 眼 も ちず. 誰 で も する 可能 性 が ある 。 
2 . 今回 に 限ら ちら ず 、 何 か 質問 が ある 時 は いつ で も 来 て くだ さい 。 


限り だ 

念 感 情 を 表す 形容 詞 と 一 緒 に 使い 、 そ の 感情 を 強調 する 

1. 社会 人 に な っ て 敬語 も 使え な いと は 、 恥 ず か し い 限 り だ 。 

2. 都心 に 一 戸建て の 家 を 持っ て いる な ん て 、 う ら や まし い 限 り で す 。 


@ あ る 部 分 を 示す 
1. A : この 本 を 読ん を で 、 い ちば ん 印象 に 残っ た と ころ は どこ で すか 。 
B: プ レー キ の 壊れ た 電車 を 止め る た め に 、 主 人 公 が 線路 に 飛び 込ん を だ と ころ で す 。 


2 。 役 は 非常 に 優秀 だ が 、 気 の 弱い と ころ が ある の で 営業 に は 向 か な い だ ろ う 。 
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る ある 時 点 を 示す 
1。 た ば こ を 吸っ て いる と ころ を 先生 に 見 つか っ て し まっ た 。 
2. A : お 忙し いと ころ 申し 訳 あ り ま せん が 、 こ の アン ケー ト に ご 協力 いた だ け な い で し ょ 
う が 。 
B : 今 配達 き し て いる と ころ な ん で …… o 
3 。 お 風呂 に 入ろう と し て いる と ころ に 新聞 の 集金 の 人 が や っ て きた 。 
4 . (待ち 合わ せ の 場所 で ) 
拓也 : ご めん 、 待 っ た ? 
美咲 : う うん 、 私 も 今 来 た と こ 。 


~ー と ころ か ら (第 6 課 文型 ・ 表 現 7) 
0 言葉 や 物事 の 由来 を 示す 


ー~ー た と ころ 

⑧@「 人 だ と ころ 」 の 形 で 、A を し だ こと に よっ て 、 明 と いう 結果 が 得 ら れ だ こと を 表す 
1。 学 器 の こと で 先生 に 相談 し た と ころ 、 外 国人 対象 の 奨学 金 制度 を 紹介 され た 。 

2. 地震 で 被害 を 受け た 人 の た め に 募金 を 募っ た と ころ 、 3 日 間 で 500 万 円 も 集まっ た 。 


~~ っ た と ころ で 

る @-~ を し て も いい 結果 が 得 ら れ な いこ と を 表す 

1. た くき ん 問題 集 を 買っ た と ころ で 、 実 際 に や ら な けれ ば 何 に も な ら な い 。 
2 . 一 生 懸 命 働 いた と ころ で 、 み ん な が 社長 や 重役 に な れる わけ で は な い 。 


~ー と ころ だ っ た 

も うつ 少し で そう な り そ う に な つ だ 

1. ホー ム で 電車 を 待っ て いる 時 、 後 ろ の 人 に 押さ れ て 、 も う 少 し で 線路 に 落ち る と ころ 
だ っ だ 。 


2 . 赤 信号 に 気がつか な く て 、 車 に ひか れる と ころ だ っ た 。 


(Mo ) 


@ 原 因 ・ 理 由 を 表す (第 2 課 文型 ・ 表 現 6) 


久手 段 ・ 万 法 を 表す 
1 話し 合う こと に よっ て お 互い の 理解 を 深め る こと が で きる 。 
2. ボラ ンティア 活動 は 人 々 の 善意 に より 支え られ て いる 。 
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それ ぞ れ の 性 質 や 特徴 に 応じ て 
1 価値 観 は 人 に よっ て 違う も の な の で 、 自 分 の 考え 方 を 人 に 押し つけ な い ほ うがい い 。 
2. 奨学 金 が も ら え る か どう か に よっ て 、 ア ル バ イ ト を する か し な いか が 決ま る 。 


@ 受 け 身 の 文 の 動作 主 を 表す 

| 。 都庁 は 有名 な 建築 家 に we 

2 源氏 物語 。 は 、11 世 紀 に 紫式部 に よっ て 書か れ た 。 

> に よっ て は 

人 @ 例 外 や 特殊 な も の が ある こと を 表す 

1 . 今日 は 晴れ ます が 、 と ころ に よっ て は に わか 雨 が 降る で し ょ う 。 

2 . 日 本 の 学校 は 規則 が 茂 し いと 言わ れ て いる が 、 学 校 に よっ て は まっ た く 校 則 の な いと こ 
ろ も ある 。 


それ だ け に 限定 する (第 6 課 文型 ・ 表 現 3) 


人 @ 行 為 や 事物 が 数 多く 存在 する 
1. 大事 に し て いた カッ プ は 割る し 、 財 布 は 落と すし 、 今 日 は 嫌 な こと ば か り だ っ た 。 
2. そん な に 働い て ば か り い る と 、 い つか 病気 に な っ て し まい ます よ 。 


る @ ほ が か と 区 別して 強調 する 

1 。 含ま で 見 合い 話 は 断り 続け て きた が 、 今 度 ば か り は 社長 の 紹介 な の で 、 会 わな いわ け に 
ed 

2。 も うす 珍し 高かっ だ た ら と 思う も の の 、 こ れ ば か り は どう し よう も な い 。 

る @ だ いだい の 数 を 言う 


1. すみ ませ ん が 、5,000 円 ば か り 貸 し て いた だ け な い で し ょ うか 。 
2. 客 : 今 日 の パー ティ ー に は 8 人 集まる と 聞い た の で 、 ワ イン を 5 本 ば か り 買 っ て きま 
L276 
主人 : それ は どう も あり が と う ご ざ いま す 。 
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赣 兢 


@ 準 備 が 完了 し て いる こと を 示す 
1 . 試験 も 終わ っ た し 、 和 卒論 も 出し た し 、 後 は 卒業 式 を 待つ ば か り だ 。 
2. 荷物 も 全部 積み 終 を 、 バ ス は 出発 する ば か り の 状態 に な っ て いる 。 


~ー ば か り に (第 8 課 文型 ・ 表 現 3) 
@ そ れ が 原因 で 予想 外 の 悪い 結果 に な り 、 後 悔し だ り 残 巻 に 思っ だ りす る 


~ー た ば か り 
る @ そ れ を し だ 直後 で ある こと を 表す 
1。 買 っ て きた ば か り の CD を 、 う っ か り 踏 ん で 割っ て し まっ た 。 
2. A : ね え 、 お な か すか な い ? 
B: え ? さっ き 食 べた ば っ か りな の に 。 


~ー ん ば か り (に ) 

@ 実 際 に は 一 し て いな い が 、 そ の よう お 様子 で 

1 その 客 が 出 て いっ た 後 、 二 度 と 来る な と (言わ ん) ば か り に 父 は パタン と ドア を 閉め た 。 
2 . 空港 の 出発 ロビ ー で 、 母 は 泣き 出さ ん ば か り の 顔 を し て 私 を 見 つめ て いた 。 


ーー と ば か り 思 っ て いた 

久実 際 こ は 違う こと を 強く 信じ て い だ 

1。 レポート の 締切 は 8 日 だ と ば か り 思 っ て いた が 、 友 達 に 聞い た ら 4 日 だ っ た 。 

2 . いつ も 僕 を 無視 し て いる 女の子 に 、 今 日 好き だ と 言わ れ た 。 嫌 われ て いる と ば か り 思 っ 
て い ぃ いた の で 、 と て も 驚い た 。 


~ー ば か りか 

それ だ け で な ぐ く 

1 . 彼 は 一 流 の 医者 で ある ば か りか 小説 家 と し て も 有名 で ある 。 

2 クラ ス メ ー ト ば か りか 先生 に まで 大 笑い ぃ きれ て 、 と て も 恥ず か し か っ た 。 
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| 


人 @ 動 詞 の ます 形 に つい て 、 意 味 を 付け 加え る 


切る (第 3 課 文型 ・ 表 現 2) 


災害 の 時 、 隣 近所 が 助け 合っ て いる の を 見 て 感動 し た 。 
< 愛し 合う ・ 言 い 合う ・ 殴 り 合 う ・ 話 し 合う … ツ 


残業 で 退社 時 間 が 遅く な っ た の で 、 バ ー ゲ ン に 行き そびれ て し まっ た 。 
< 言い そびれ る ・ 買 いそ びれ る ・ し そびれ る …> 


① 彼 女 は 突然 笑い 出し た 。 - 
< 歩 き 出す ・ 売 れ 出 す ・ 滑 り 出 す ・ 泣 き 出す ・ 降 り 出 す … 


② 次 の 問題 の 答え を 文中 か ら 5 字 以 内 で 抜き 出し な さい 。 
< 押し 出す ・ 誘 い 出す ・ 絞 り 出 す ・ 運 び 出 す …> 


も うす べ て の アイ ディ ア は 出尽くし て し まっ て 、 何 も 浮か ば な い 。 
< 言い 尽く す ・ 売 り 尽 くす ・ 食 べ 尽 くす ・ 飲 み 尽 くす ・ や り 尽 くす …> 


誰 に 何と 言わ れ て も 、 自 分 の 意志 を 最後 まで 員 き 通す つも り だ 。 
< 押し 通す ・ 走 り 通 す ・ や り 通 す …> 


間違え を た と ころ を も う 一 度 見 直し て くだ さい 。 


< 書き 直す ・ 考 え 直 す ・ 聞 き 直 す ・ 作 り 直 す ・ や り 直 す …> 


先月 の マラ ソン 大 会 で 、 彼 は 転ん を で けが を し て し まっ た が 、 最 後 ま で 走り 抜 
La だ 。 


< 生き 抜く ・ 考 え 抜く ・ 頑 張り 抜く ・ や り 抜 く …> 


の 補 助動詞 は 他 に も いろ いろ あり ます 。 
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0 程度 を 表す (第 4 課 文型 ・ 表 現 5) 


@ 「 こ れ ほ ご ど ご だ それほど あれ ほど 」 の 形 で 使い 、 程 度 が 高い こと を 表す 

1 私 が これ ほど 苦労 し て いる の に 、 誰 も わか っ て くれ な い 。 

2 . 先生 A : あれ ほど 注意 し て も 、 ま だ 教室 で た ば こ を 吸っ て いる 学生 が いる ん で す よ 。 
先生 B : 困り ま し た ね える 。 

3 . A : 彼 の こと が 気 に な っ て 、 勉 強 が 手 に つか な い の 。 
B : それ ほど 彼 の こと が 好き な ら 、 好 きだ っ て 言っ ちゃ えば ? 

4 これ ほど の 絵 が か ける 人 は 、 ほ か に は いな い だ ろ う 。 


る @ だ いだい の 数 を 言う 

1.。 ボラ ンティア の 学生 を 募集 し た ら 30 人 ほど 集まっ た 。 

2 。 ア パー 人 : すみ ませ ん が 、 1 週間 ほど 留守 に し ます の で 、 よ ろ し く お 願 いい た し ます 。 
大 家 : は い 、 行 っ て らっし ゃ い 。 


~ー ほ ど ~ は な い (第 2 課 文型 ・ 表 現 4) 
る それ が 一 番 だ と いう こと を 強調 する 


ば ~ー ほ ど 

@ 二 つの 変化 が 比例 し て 起き る 

1. 勉強 すれ ば する は ほど 成績 は 上 が る は ず だ 。 
2. 駅 か ら 近 けれ ば 近い ほど 家賃 は 高く な る 。 


ーー ほど の こと は な い 

@$ そ こま で する 必要 は な い 

1. 段ボール 箱 8 個 ぐ べら いな ら 、 う ちの 車 で 2 往復 すれ ば 全部 運べ る か ら 、 運 送 屋 に 頼む ほ 
どの こと は な い 。 

2. 母 : あの 子 、 外 国 で 一 人 暮らし な ん て で きる の か し ら 。 | 
父 : 心配 する ほど の こと は な いよ 。 もう 大 人 な ん だ か ら 。 | 
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で れ ほ どー な い 
人 @ あ まり 一 な い 
1. それ ほど 勉強 し な く て も 、 こ の テス ト な らい に いい 点 が 取れ る は ず だ 。 
2. 阿部 : 和信 野 さ ん の 家 っ て 、 と っ て も 広い 上 ん だ っ て ? 
渡辺 : この 前 行っ た ん だ けど 、 そ れ ほ ど 広 く な か っ た よ 。 


念 程度 が 極端 な 例 
1 belie 間違え て 図書 館 の 本 まで 一 緒 に 捨て て し まっ た 。 
2. いち ば ん 仲の いい 友達 に まで 悪口 を 言わ れ て 、 と て も ショ ッ ク だ っ た 。 


~ー て まで (第 5 課 文型 ・ 表 現 2) 
人 @ 目 的 の だ め に 極端 な こと を する 


资 
まで に な る (第 6 課 文型 ・ 表 現 6) R 
念 段階 が 進ん で そこ に 達する 
まで も な い 


る @ そ れ を し な く て も こと が 足り る の で 、 す る 必要 が な い 
1. A: 駅 か ら 、 タ クシ ー で 行っ た ほう が いい で し ょ うか 。 
B : 歩い て 7 分 だ か ら 、 タ クシ ー に 乗る まで も な いで す よ 。 
2. 医者 と いう も の は 、 言 うま で も な く 、 患 者 の 命 を 第 一 に 老 え な く て は な ら な い 。 


~ー な いま で も 

る @ そ うす る こと は 無理 で も 

1. 海外 旅行 に は 行け な いま で も 、 国 内 旅行 ぐら い は し た いも の だ 。 

2. 毎日 5 時 間 と は 言わ な いま で も 、 せ め て 3 時 間 ぐ らい は 勉強 し て くだ さい 。 


= っ まで だ 
ある 状況 に な つ だ ら 、 そ うす る 以外 に 記法 が な い 
1. 部下: そろ そろ 帰り まし ょ う よ 。 も う 終 電 の 時 間 で す よ 。 
上 上司: いや 、 ま だ まだ 飲む ぞ 。 終 電 が な く な っ た ら 、 歩 いて 帰る まで だ 。 
2 . 部下: この 企画 に は 賛成 で き な い ん で す 。 
上 司 : 君 が どど う し て も 反対 する と いう な ら 、 こ の 計画 か ら 君 を は ず す まで だ 。 
会 社 と し て は も う 決 定 し た こと な ん だ か ら 。 
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人 @ 理 由 

1. 彼女 が 会 社 を 辞め た わけ は 誰 も 知ら な い 。 

2. 先生 : 連絡 も し な いで 出発 時 間 に 遅れ る な ん て 、 何 か わけ が あっ た ん で すか 。 
学生 : すみ ませ ん 。 連絡 し よう と 思っ た ん で す が …… 


と わけ に は いか な い (第 1 課 文型 ・ 表 現 3) 
⑧ 特 別 な 理由 が あっ て 、 す る こと が で き な い 


~ー わ け だ 

⑧ 当 然 だ と 納得 し て いる こと を 表す 

1. 長谷 川 : アン ジニ きん は 子供 の 頃 日 本 に 住ん で いた そう だ よ 。 
服 部 : な る ほど 。 日 本 語 が 上 手 な わけ だ ね 。 


2. A : この 間 行 っ た お 店 、 タ イ の 人 が 経営 し て て 、 調 味 料 も タイ か ら 取 り 寄 せ て る ん だ っ 
Te 


B: へ え 、 そ うな の か 。 お いし いわ け だ 。 


と わけ で は な い 
る 特に そう で は な い 
1. 今 の 仕事 が 嫌 だ と いう わけ で は な い が 、 転 職 を し よう と 考え て いる 。 
2. A : 帰 り に ちょ っ と 飲ん で いか な い ? 
B : お 酒 は ちょ っ と …… 。 飲め な いわ け じ ゃ な いん だ けど 、 飲 ん で 帰る と 親 が うる さい 


と わけ が な い 

る @ そ れ は 考え られ な い 

1. 常用 漢字 は 2,000 字 近く あっ て 、 読み 方 も 何 通り も ある 。 た っ た 3 か 月 で こん な に た くき 
ん 覚え ぁ られ る わけ が な い 。 

2. 小野 : 1 日 座っ て いる だ け で 3 万 円 も も ら え る 仕事 が ある ん だ っ て 。 
笠井 : 嘘 だ ろ 。 そ ん な 条件 の いい 仕事 な ん か ある わけ な いよ 。 


236 


わけ な い 

人 @ 簡 単 だ 

1. A : 彼 に コン ピュ ー タ ー の 仕事 頼ん だ ん だ けど 、 大 丈夫 か し ら …… 
B : 大 丈夫 だ よ 。 彼 の 専門 は 電子 工学 だ から 、 コ ンピュータ ー を 使う な ん て わけ な いよ 。 

2. 3 年 間 日 本 に いた ら 、 日 本 語 の 新聞 が わけ な くく 読める よう に な っ た 。 


わけ が ちがう 

@ 全 然 程 度 が 違う 

1. この お 茶碗 は 手作り な の で 、 一 ワー つ 違 う ん で す 。 そ の へ ん の お 店 の 物 と は わけ が ち が 
うん で すず 。 

2. 子供 : お 父 き さん 、 写 真 撮 る か ら こ っ ち 向 いて 。 
父親 : あ っ 、 そ の カメ ラ 、 さ わっ ちゃ だ め だ よ 。 す ご く 高 い カ メラ で 、 使 い 捨 て カメ ラ 

と は わけ が ちがう ん だ か ら 。 

わけ が わか ら な い 

念 全 ぐ 理 解 で き な い 

1 。 日 本 に 来 た ば か り の 頃 は 日 本 語 で 話し か けら れ て も 、 わ けが わか ら な か っ た 。 

2. A : また 首相 が 替わる ん だ っ て 。 
B: ま た 7? 本 当 に 最近 の 政治 家 は 何 を や っ て ん の か 、 わけ が わか ん な いよ 。 
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et 


50 音 索引 


< 索引 の 見 方 > 


見 出し 語 教科 書 の 中 で 使わ れ て 初出 の 課 と 課 の 中 の 
50 音 順に 並べ た 。 いる 漢字 表記 を 記し た 。 提出 箇所 を 示す 。 
ひら が な 、 カ タカ ナ に | sms 第 | 課 動機 づけ 
関し て は 、 教 科 書 中 の 2 本文 | ee 第 2 课本 文 | 
表記 が 辞書 の 見 出し 語 3 文 表 2 …: 第 3 课文 型 .表现 2 
と 異な る 場合 の み 記し 4 ララ ム …… 第 4 課 コ ラム 
大 < 5 活动 … 第 5 課 活動 
Bk rea 第 6 課 接続 詞 
i si Ei nh 第 7 課 副 詞 


i ee 第 5 课 作文 
| 聴 …een 第 | 課 聴 解 


『 文 化 初級 日 本 語 1 、 II』 お よび 『「 文 化 中 級 日 本 語 1 』 で 既出 の 語 は 取り 上 げ て い 
な い 。 
・ ゴ シッ ク 体 は 教科 書 の 中 で 、「 文 型 ・ 表 現 」 と し て 取り 上 げた も の で ある こと を 示す 。 
・ 見 出し 語 の 取り 方 に つい て は 別冊 『 各 課 索 引 』 を 参照 の こと 。 
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アァ ジア こう りゅう ぎ い だ ん … 


あし か が た か うじ 


アグ スジ ト Ee 
ぁ じ つけ (する ) 


あら われ る で mmememm 表れ る eee 7 副 
ee ak 4 活动 
eT 4 文 : 表 2 
> 8 商 ocnmemsme emen 有田 焼 ………ー 2 本 文 2 
笑 外 を 光史 DI SER 7 本 文 2 
为 作 罗 主人 半 (EY es | 本 文 2 
seen a 8 本 文 2 
FIT = BET 7 动机 
PI ED fee 了 雍和 暂 8 本文 2 
RE MEET ES 3 作文 
アレ ルギー た いし つ ……… アレ ルギー 標記 …… 3 コラ ム 
上 edita 淡路 島 ………………… | 本 文 | 
ul El ssansrtarosiasasosiotsenvisateceinsemassssiaviassaoesitreiseseasases 7 活動 
あん ぜん せい eeneeseseseteeeeeareene 安全 5 性 | 文 : 表 5 
RD RSI EIR ET 7 活動 
人 人 | コラム 
De (= nn 2 文 . 表 4 
Co 言い 合う …………………… 4 活動 
RN nn 5 文 : 表 5 
いい まね わし cenetesereeeee En Ed ein 

2 

い が い (な ) … 

Wi bk 

ene 

Ue SR octanesisaiciiirissertiriaieiiordrntiireineiesiaas 
bh a 
RSE emzomemwareaospom 
i 

LY 5 esses 
し 

bi A 衝 Mariaeeksnsayoysa 
i 
| 

OE wmode 

OR RT 
げん 

en 

MNT GEA 

Wi 


i 異国 ・ 情 緒 ee 2 本文 2 
NN 是 酒 寿 ee 2 本文 | 
LN is 敏和 oreeeaereneeedn 5 本 文 2 
Ne a ne 8 活动 
いし か が わけ ん で の ers BN 2 本文 2 
MT まる) er ED …memmmm 4 本文 2 
ぷ さ し げ が か る し で …………… 呑 毛 びろ し ……… 8 活动 
LN TI sn ,2 3 コラ 2 


医 食 同 源 NR A 7 本 文 2 


意地 悪 ( な )( す る ) …… 7 本 文 | 


出 要 ・ 市 eee 4 文 , 表 8 

A | 本 文 | 
济 吐 en 5 接 

RE ns 3 本文 

渤 关 nn 4 本文 | 

痛 が る ooooeonionns 5 作文 

Sons ed 3 文 . 表 8 

me | 本 文 2 


いん し ゅ うん て ん 
イン スタ ント し ょ (ひん …… 
i 
いん た い ( す る ) 


各 5 本 文 
国贸 es 3 文 . 表 2 
夭 作 Ne 5 動機 
居眠り ・ 運 転 ………… 1 聴 解 
全 7 文 型 | 
神态 5 本文 | 
衣服 … で oo 4 活動 
里 文化 ee 1 本文 2 
ee 7 文 . 表 5 
兮 庆 5 文 表 7 
渤 环 " 投 凡 aa 3 本 文 2 
ea 7 动机 
以 弱 。 1 本文 1 
補う ii 6 本 文 2 
欠 oneeeeensssneeserereerarntesares 6 动机 
p= eooeeeeeems 3 コラム 
岩肌 2 本 文 
とっ まこ CPP 7 本 文 | 
EP ee 1 コラ ム 
飲酒 ・ 運 転 …0… の の ti…… | 一 解 
イン スタ ント ・ 食 品 …… 7 動機 


浮か 而 本 5 本文 | 
うき ぎぃ 小屋 …………| 3 本文 2 
sm 7 本 文 | 
NS seems 3 文 表 3 
注 味 ……omoooomoemom… 7 活动 
注 炮 nn 7 活动 
疑 W eenseereteeeeeertesareeee | 作文 
打ち 勝る esse 4 本 文 | 


うち た ii 打ち 立て る oes 3 本文 | 
9 PP | 动机 
二 a 3 文 . 表 7 
i CP 0 3 文 表 6 
うす 和 5 本文 
可 DF a ns 3 コラ ム 
io ee 4 本 文 2 
和 有 4 本文 2 
ee 请 活 4 文 表 6 
可 な FEE easeninnnnesissesnesssssesee EF Ra | 活動 
3 ST RIRs 7 本 文 | 
うな ぎの ぽ サ リー ドド ee 7 本 文 | 
i Se 4 本 文 | 
3 うな 寿 ee 7 本 文 | 
5 

う ま BS 

うみ びら き 

うめ た て ち 

うら Er Ee 

3 

うら きる 


中 区 小江 用 ニル TT | 作文 
i 的 ot 3 文 . 表 5 
えい よう ドド 栄 義 … ぐ emem 3 本 文 2 
归 久 i 栄 義 : 他 asasen 7 本 文 | 
えい よう ドリ シ ジ ク ………… 栄養 ・ ド リン ク ……… 7 动机 
这 二 ?nn 和 站 ato | 本 文 2 
ee PP 7 副 

ES 6 文 - 表 6 


えん ぜ つ は る) ee 演説 (する ) 
RR TEE sess 演奏 (する ) 
オー スト ラリ アー eonet 
オー スト リア oo 


< おかげ WRI TEE TEI ER TI TCI ET EN EER EIR 2 本文 
お か け げき 主 Nl i 2 文 : 表 5 


a 97 文 : 表 3 
統計 受 坟 i PP 4 コラム 
持 き か い eee TN tiara 7 接 
お さき な な じみ ……… の の …… eh 97 文 ' 表 5 
お さわ 


お うど と う ( す る ) ee 応答 (する ) ーー 
お うふ うか (する ) ee 欧風 ・ 化 (する ) ee 
お うば ぼ ば (する) ee 応募 (する ) ee 


お し む Pp 车 上 起 SA TTDI ET 3 文 , 表 9 
お し ゃ まん べべ ER 長 太 導 Be 2 本 文 2 
お じょう さん けた お 嬢 さん PER と 2 文 : 表 5 


お と ろ え そえ はじめ る …………… 表 え 始め る ee 5 本 文 | 
PED EE 驚き NRE RIE ICT EET 3 本文 2 
め ば お SGS it 5 副 


i i 3 文 . 表 2 
DD 遇 My rite ar 3 本 文 2 
i MS 則 考 ーー 8 作文 
お も か げ ーー 面 昌 ーー 2 本 文 2 
2 4 作文 


ea > 5 本 文 | 
i iis 6 文 . 表 9 
i 2 本 文 2 
i ies 6 文 . 表 5 
i yr Ne ge 2 文 . 表 2 


BS CE で や ドー 4 文 表 4 
es 温暖 (な ) … met 2 本 文 2 
お ん だ ん が か (する) em 温暖 ・ 化 (する )………… 1 重機 

和 ee 8 文 . 表 5 
a OE CoS: | コラ ム 
Dn es 7 コラ ム 
か い お き (する ) ……i………… 时 WA 加 (る) ……… 7 动机 

MN oD oar Ri sss 5 本文 | 


か いさ きん は る) eee 解散 (する ) mm 4 文 表 7 


pe 開始 (する ) で oe | 动机 
か いし ゅ う ( す る ) ……… の の …… 回収 する occas 8 本 文 2 
FL よう CFD ei 解消 (する sosoesreseeste・ 7 
UN ee en 3 本 文 | 
か いせ きり ょ うり ee 懐石 ・ 料 理 ……………… 3 副 
か いせ つ ( す る ) reese (まる ooo | 本 文 | 
か いぜん ける?) mem 改善 する )………eie… 7 本 文 2 
en i 届 療 ・ 集 eee 4 コラム 
YE 沪 章 we 7 动机 
PUL RA En 解体 新書 ese 5 本文 2 
か いた くく (する ) 


が いと うり リウ 


か いふ 、《 (する ) 
か い ほ うか ん 
か い ば ぼう (する ) 
か い ば ぼう しょ 

か い め い ( す る ) 


ns 
カウ ン セ ラー ドド ドド 7 文 : 表 6 
过 0 Ea ss 3 コラ ム 
Di i | 本 文 | 
Soon 顔 見 Mra 5 本文 2 
seo 折 え る の eee の 2 本文 2 
の Se 7 本 文 2 
EEX RES sass 科学 ・ 的 (な ) …………… 8 コラ ム 


Se 和 か - つ | ( 
し パン RE 菓子 ・ パ ン Pp 7 动机 か つよ う ( す る ) 
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BB Uo nm | 本 文 2 
か がら に ee | 本 文 2 
or nr 7 活动 
ne 7 动机 
cd 0 華 骨 (な) … ボ ーー 5 本文 1 


か わり WD eeeescssneisesrssiesnieerieas 変わ り め rooeoeeeon 3 副 

a ereeetreesenannerinsnssnresseeseass it | 本 文 
A goes: es 1 コラム 
ee to 5 副 

A ERTS aa 8 副 

eve pe eae ree 5 本 文 | 
E00 2 文 . 表 7 
YY ea 6 本文 2 
VW) Re Be 4 文 - 表 2 
Wb A eB tes 阅 丁 地方 sci 7 本 文 | 
か ん さん (する ) ee 換算 (する ) ……………… 8 本 文 2 
A ーー…m" 問 條 する 9 ーー の … 6 文 表 7 
か ん ぜ い てい oi 関税 …… ド ーー | 文 表 6 
か ん と どう いし ん さい …" 関 梨 天 震 炎 ……ー…… 5 动机 
A 関東 ・ 地 方 ……………… 了 本文 | 
か ん どう (する ) … eeeoeet… 感 勤 (する ) ………… の im の et… 3 活动 
办 全 二 4 文 表 3 
が ん ii 頑張 る oe 7 文 . 表 2 
LAR ities 看 板 7 了 本 - 表 | 
か ん ぼ つ (する ) の の re… 隆 淡 (入 其) ………ー ド ジー | 本 文 | 
i 慣用 名 …………………… 5 ララ 
か 还 右 3 文 - 表 4 


UN rosessiersiisaintns oir 议会 | 副 
和 企画 (する )…………… の の 4 文 : 表 9 
き が すす まな い … の iii 気 が 進 まな かい …………… 7 本 文 2 
EA 危机 ee 8 动机 
i A oooeoeoeomomermrem | 动机 
Es ee 7 本 文 2 
> 国 本 wac 六 可 妆 oa 3 活動 
3 Ra 聞き 季 る ee 5 活動 
きき め aaaeaaeseaaawecaeeeaaawaacaoaaaosa 効き さめ 
きき も ら す RR 聞き も ら す 
さく 利く 
ee 気 十 り (人 サ する) ーー…… 4 活动 
各 | 办 Ve 危险 5 性 oo 3 本文 
mh 気候 ore 2 本文 2 
rn 記す 7 文 表 2 
eS 既 婚 es 8 活动 
i at 6 副 
Er ee 7 文 . 表 6 
Te ee 6 接 
に 儀 eo 5 本 文 | 
性 下 下 这 竹 革 諸 ( eek 岸谷 明美 …………… 2 本文 | 
Ra 机 种 4 接 
せめ あや か くし ん テー……… 技术 -第 新 enter 8 本文 | 
まし ょ うち まう て の の meets 气象. 序 .pp | 本 文 | 
に PF 人 ii 8 动机 
ST SN や mm ヤツ" 奇跡 ・ 的 (な ) ti…… 6 文 表 6 
nt 季节 - 克 en 2 本文 2 
ce me や rtvterfeoranrotEea 2 本 文 
过 趴 六 5 动机 
に 基础 .的 (在 ) …………… 4 文 表 2 
es re 8 副 
きだ た 
Et 7 文 表 1 
まだ だ ん ご し じしん ee 北朝 後 地震 …………… 1 本文 | 
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送 邊 


きゅう し ゅ う ( す る ) 
きゅう し ゅ うこ ( さい こう りゅう セン ター 九州 国際 交流 セン ター …… | 本文 2 
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提 EE 教生 (ずる) eae 
きゅう び ょ う 
六 
きゅう よう (する ) 

ER 
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ぎ 

き 

き 

き ょ ぜ つ ( す る ) ee 拒絶 (する ) ee 3 本 文 2 
角 正 人 主 あ まき さあ …o……: 清原 まさ る ………… 8 活动 


きん し (する ) 
きん し ん し ょ ぶん ーー 護 慎 


本 aa 
《 い ちがう AA RRR 


ne 
Ke 6 コラ 
しん (る) トー PN 0 Bh 5 本 文 2 
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Wr SSR 6 接 

总 己基 全 5 文 表 6 
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で わし 妊 し いか oeonenereres | 聴 解 
くわ ず ぎ らい a 人 食わず嫌い ………t…… 3 本文 2 
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Hs 等 anan 计算 ,起 で oon 2 コラム 
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けい し き て き ( な ) 

ば げ い し ゃ 二 二 全 RAR 

WT EN RD SE 
PP 

ば に よう ana 

Uv (を) ーー ニー ドー 

好い て LE ュー 

げじ ゅ ん at 


けん きゅう (する) RE 研究 (する ) eS 5 文 表 | 


けん きゅう じ ょ に oe 研究 :所 ee 5 文 表 | 
PP 原型 5 本 文 
人 守 放 en 3 活動 
ee 原稿 3 活動 
げん ご が 言語 ・ 
人 サ ん こす 9 内 WV お ち で で eo 健康 ・ 第 一 ……………… 7 文 表 1 
分 を ん この で き 【( な ) や mm" の“ 健康 ・ 的 (な ) …………… 7 動機 
けん こう ほけ ん ……… 健康 ・ 保 険 …………… | 玉 表 6 
けん き ( す る )……………… の の re…… 検査 ( チ る )………………… 5 副 
けん さい けい ee 現在 ・ 形 ee 
げん ぎ w ゅ りょう ーーー…… 原 ・ 材 料 ……………… 
(げん ER i 原始 時 代 ……… 
げん し か 9 EE re 原子 カカ “で …………… 
げん ド つ ドド emem 现 过 ee 
けん と を ん (る) ssn 謙 選 (する ) 
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“" う せい せん ざい ーー………… 合成 ・ 洗 剤 


5 … ie 交際 (する ) 
FN LGS: 江北 ea 


う 


うじ ょ う ( す る ) ……………… 向上 (する ) 
RES zOS を 更新 (する ) 


区 六 宅 吾 (ずる) wns 3 文 : 表 2 
こく 3 うか (する ) …………… 国 風 ・ 化 (する )………… 5 本文 | 
RT RR 国 风 .文化 meeeeeeeeeee・ 5 動機 
人 回 人 6 作文 
= 国医 ca 1 コラム 
CY 上 《es 国力 ee 5 本文 1 
a sd 著 每 2 本 文 2 
2 TF TEIE SRR RETIRINGs 6 接 

こる が 作る "mm で es 3 本 文 2 
这 为 二 soe か No 3 活動 
ここ の ゆく まで の の mo の ee ゆで まで で の or の rf 2 文 表 8 
UM | > 7 文 . 表 5 
こし つ ( す る) en 固 新 (する ) oases 3 本文 | 
a A 5 作文 
主因 用 saeesuoowuttsten ra | 本 文 2 
WN He 1 本文 | 


eh ne 
こん き ょ 和 根拠 wt 
アン 
ジー ト . ホ ーッ ルド" 和信 errtereeaoameesnt6 
ん YY Sean 根 業 で の ooomoeoeeeerero 
FRR A i 
| ERA SARS ERR 近藤 の 
a HR 今日 Er 
es mommerm 
こん たん てき な) eerie 根本 ・ 的 (な ) ……………… 
六 差 dns 
a RS i 
六 再起 (する ) .ee 
さい けん さ ( す る ) TTT 再 ・ 検 査 ( す る ) PT 
きい けん (ける) memo 再現 (する ) en 
Se 最 者 


きい ば ぽい (する 9 ……………… | 
| 生硬 区 如 Gaga 到 


さい ゆう し ゅ うし ょ う a i ee 
さい よう (する ) sansa na (こす RW RE SS 生生 
NL Tt ん REG Pa i ER ER RRNA RNR EES ENA REET ER 


さき さい (な ) Senet 1 本文 2 さん ぎいん er. 
i 本 3 文 . 表 7 ざん ぎょ う ( す る ) es 
XX XRD 支 あろ MUA TD ETRE ENE 7 本 文 2 さん ぎょ うか く 〈《 めい 


A A Pe 5 作文 | oe 之 请 3 本 文 
RAR うろ ん seo 替 在 ・ 両 論 ………… 4 文 表 4 し 砂 ん し こう conve = 4 本文 2 
2 6 动机 し ぜん ほ ご だ ん た い ……… 自然 .保护 .团体 …… 8 活动 
机 酸 球 ーー 7 活动 1 ne 4 本文 | 


a 柱状 (ずる) em 5 文 : 表 2 
し か いし ee 司会 ・ 者 PS 4 文 表 6 
し が いせ ん 和 此 外 线 RN HEE SITET IES 8 本文 2 


LD 時 差 a 4 文 . 表 4 し て いす る る) oon 指定 (する ) ee 7 本 文 2 


し ば ぼう 


SE ター eee 3 ヨム 
aa 2 活動 
3 7 动机 
ジャ ンプ きょう 是 ee ジャ ンプ : 毅 技 で 4 本文 | 
a 2 ………… 4 本文 | 
Cth 5 文 表 6 
SE eh 7 本 文 | 
Li (三 百 数 十 ) 种 …………… 7 本 文 2 
LN Sneed 問 時 ei 3 文 : 表 3 
本 ee 8 活动 


し ゆめ ちょ うす (する ) momomm Ee 3 本 文 2 
し ゅ つげ ん (すぅ) ee 出現 (する ) et 8 到 机 
1 tears 信 計 ii 7 本文 2 
し ゆっ ざく (で meme 者 国 ( ee 6 文 表 9 
し ゅ つじ ょ う ( す る ) ……… 出場 (する ) ……………… 2 文 : 表 2 
し ゆ ゅ っ しょ うり リ つ wm 出生 ・ 補 oooieerese 8 作文 
し ゅ っ し ん ち 

Ln ee Yoonneeo | 文 表 4 
し ゅ っ ちょ う ( す る) EP 出張 (する ) ov | 聴 解 
し ゅ っ ぱつ て ん i 出発 ・ 吉 るる る の 5 本文 2 


し ゅ うし ゅ う ( す る ) 
し ゅ うし ょ く 〈( す る ) 
し ゅ う せ き ( す る ) ーー 


じゅ うだ いな) ーー 


し ゅ うち ゅ うり ょ < く 
じゅ うな ん (な ) ee 


し ゅ うに ゅ う RS 
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じょう ん ちち め ゆう ssa En 1 文 . 表 5 
本 消 牝 (けち) vermin 5 本 文 | 
本 本 ie 5 文 - 表 6 
了 もう で ん ルト meme ps 5 本 文 2 
be i 6 副 


人 A is | 本 文 2 じょう 20 や mm… 動 走 (する )…… の oititit 4 本文 | 
Rs 常识 8 コラ ム | 初対面 …ー…ー 2 活动 
5 ST (RY mm 常識 ・ 的 (な ) …… の の iri… 5 活动 ンコ ツク 3 文 表 2 
うし ょ う ( す る ) ……… 上 上昇 《 す る ) う mm…………… 7 副 a ビン (FB) concnossssesssiniiensaseeimisiorisnenireeerans 2 活動 
和 ie | 文 表 5 し ょ ば つ ( す る ) 
Fm ee 3 本文 1 し ょ ぶん (する ) 
| FPP 使用 ・ 済 ターーー… 8 本文 2 要 
人 im 5 本 文 2 Uy 
LD aaa 招待 : 状 ete 6 接 し ょ ゆう (する ) 
だ で Papa pe 7 接 1 BR etic: 
和 商談 (する ) ーー 8 文 : 表 7 | 
so Rn ee 8 活动 し あま も し ちず 
3 i 名 礼 玉 学 5 动机 LL 
eh 六 7 本 文 1 2 
5 ば UM する) moms 人 5 作文 LE 3 en 
た ee | 本 文 | | 区 
SL Tb srr の 本 8 副 本 
も ん しき めき の … 縄文 ・ 式 土器 ……… バ 5 動機 的 
う も ん ERE eee 旨 玉 < 時 人 me 5 动机 Li 
eo 騰 利 (する )…… の ………… 4 本文 | si 
5 WY ami i 8 动机 ee ROE RN es 6 副 
うり (する) ee 着 ( あ る onreerremses | 動機 し ん が か が (する) i 8 动机 
生生 者 < 旅 で oo 4 活動 PP 抽 人 ie 5 本文 2 
下 而 并 sa eatin 6 本文 2 LR iain CH | 本 文 | 
eee (Bj 5 文 : 表 2 LE FE nn 振舞 (すろ うか) や" 5 本文 2 
人 人 区 i 3 文 . 表 6 [村 LL 新 ・ 栓 舎 ee 2 副 
く 導 か つつ ーーー テ ーー 4 ………………ー 6 文 表 4 本 这 号 。 待 各 ee 2 文 表 4 
i 六 7 本 文 2 区 A irene 2 本 文 2 
(あゆ うめ psy 第 1 文 . 表 4 本 ET roses 深刻 ・ 化 (する )………… 8 文 - 表 2 
ee RT 3 本文 1 し 2 等 秦 査 ・ 買 ………………… 4 文 表 7 
rme 食費 scones 5 文 . 表 2 は ana Rs 5 本 文 | 
ER ene 人 2 文 表 7 i 庆 eetemierormereanereaream 3 本 文 | 
く ひ ん えい せい は ほう … 食 品 衛 生 法 ………… 7 本文 2 2 NN > eenseeeetannsernantansnaees 4 本文 2 
の ビレ 8 动机 A Ts sr 入 身 ・ 事 才 ooo 4 本文 
RR iiiro 2 12 年 7 本 文 | LR fy erniniiiindiinenisiie ピリ GR | 动机 
LL も つの せん いい se 食物 ・ 繊 維 ……………… 7 动机 し ん 性 Wi( ず する 0 mono 申請 (まる eee 6 文 - 表 9 
し ょ く 《 9 ける 9)…………… CC 2 二 文 | し ii 5 副 
攻 Sweepeeozozm i 5 本 文 | 0 essay ns 5 副 
| i 2 コラム 到 深 天 等 で の の で 6 活动 


し ん だ ん (する ) ………" 
し ん ちょ う 【( 病 ) mw 


すす vVE ま よう スネ スキー ………… RE ュ ス キー me 
すい し ん (する ) 5 推進 する):mmeeveneae 
Re 
すい 水 中 
すい て い ( す る ) ememeeem 推定 (する ) ……………… 


スイ ミン グ ス ク ー ル 
すい り ( す る ) 


二 六 各 六 A 
すぎ た 
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2 文 - 表 8 


すべ る 


せい し ょ うれ ねん eieeeoere 
せい し ん て き ( な ) et 精神 ・ 的 (な ) 
せい そく 〈 く (する) ene 生息 (する ) 
i 次 沢 ( な ) … の iri 
所 清 聴 (する ) 
履い て いい (すず する) rarest 制定 (する ) 
せい な ん 
Be 


こつ niin 


せっ (する) ee 切腹 (する ) ae 7 本 文 | 
ぜ つ め つ (する ) ーー 絶 減 ( す る ) ed 4 文 . 表 3 


| Ye 8 接 

ey EO en 6 本 文 2 
ぜん 全額 で oe | 文 表 6 
人 尝 8 本 文 2 
人 ens 5 动机 
ce ll 2 活动 
er Yn 戦国 ・ 時 代 …… の ti… 5 动机 
es 前 日 5 文 . 表 5 
本 es 4 コラム 
i ーー 和 6 本 文 2 
有 本 站 全 于 才 灯 ssw 5 副 

時 ん た て で (する) ーー…… 選択 (する )……………… 7 本文 2 
sa 和 4 本文 | 
上 2 コラム 


ぜん も ん どう 
Es 


EL 率 业 :起 :ee 4 接 
を つき きょう しょ よう しょ oe 卒業 ・ 証 書 … で ms 4 接 

ツ ム チ ャ イ : チ ャ カタ カー ジー ーー ooeeooeemo 2 本 文 | 
を ん みい (まま る) tains 相 絆 (する ) ooo | 本 文 | 
を ん ぎ い ( す る うー………… の te 耕 在 (する ) ee 3 本 文 | 
を し よう (する も) noa EE same 1 本文 | 
a 2 可 村 长 8 活動 
eh 5 本 文 2 
Ns 6 动机 
i nn | コラム 
A Ve 素 ee 1 コラム 
pA (|970 年 ) 代 … iiit 3 本 文 | 
DY RI IAs 5 本文 2 
eee 是 8 作文 


だ いい っ せん ee 第 一 線 ee 8 
RU 这 一笑 riceiies 
RN EE amnionsiisiiiiiiion 和 
er 天 
RN 各 肝 60 ニーーーー…ー 大 規模 (な )ー……………… 
だ いき (の うき よう Pao 大 * 規 模 ・ 姜 業 ………… 
た いけ ん (する 7) で の "の "で" 体験 (する ) ……… 


大 页 上 可 体調 で ooo 
ee 
和 Na ea em 
pd 0 sieaeecesiitaiosiniinnnees 大 ・ 都 市 で の で ooo 
た MV 体内 
だ い に じ せ か いた いせ ん ……… 第 二 次 世界 大 戦 

だ い に っ ぽん て いこ (けん ぽう ……… 大 日 本 帝国 十 法 

た いひ (する ) で ooo 対比 (する ) ee 
だ いひ か ょ すてき (&) ーー 代表 ・ 物 (な )…ー……… 
ダ オ ピン タク ee 
た い へ いよ う せ ん そう …… 下 举办 
た ゆい ほ (する ) ーー 

タイ マー や "で 

和 

下 和 


大 DA Ee 嘆願 ・ 書 … ぐ の … 〇 … の の ii…… 4 本 文 | 
A (ずる ) emmnonon 短縮 (する ) oei… 1 本 文 2 
た ん Lk ee 短所 iii 8 文 表 2 
た ん じょう (する ) 和 半生 (する ) nna 5 本 文 | 
だ RD mmm FT mm 4 本文 2 
た ん し ん ふ に ん (する ) …… 単身 ・ 赴 任 (する ) …… 3 文 . 表 4 
ンス (する ) uence 5 文 . 表 7 
ii | 本 文 | 
(BY seman 7 了 本文 2 
担当 (する ) ee 5 文 - 表 1 
担当 ・ 者 … で の … の re 3 文 - 表 |0 
単 強 (な ) error 8 コラ ム 
堪能 (な が) meee 1 本文 2 
た ん ば ぱく (な eee 2 2 本 文 2 
た ん ば くし つ i 7 本 文 | 
た ん れん (する ) 鍛練 (する )…… の mir 4 本文 | 


チャ レン ジ ( す る ) 
チャ レン ジ せ いし ん gs チャ レン ジ ・ 精 神 weiss 4 本文 1 


ちゅ うし ん 
ちゅ うじ ゅ ん TT 中 旬 


ちょ だ ゃ 
ちょ う せ ん (する ) 
ちょ うど いい SE に 
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ちょ ダム ん らく mo 

ちょ うほ うけ い 

i 調理 ・ 法 ee 7 本 文 1 
ちょ うわ (する ) ……… 調和 (する ) FREE 8 本 文 1 


ae i A eae 4 本 文 2 
MY 2 文 表 1 
つう れん は ん (ば sv 通信 ・ 販 売 ……………… 2 文 表 1 
i 通知 (する ) ……………… 5 文 表 6 
つう Fk FF EB で mee 通用 (する ) …………t…… 5 本 文 2 
es = We swans 


er 
て いき て き ( な ) 
て いり まさ 
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TU EF eas 


て き お う ( す る ) 
て きせ つ ( な ) PP 


も に seri 5 副 
本 2 本文 | 
Se i 77027 7 活动 
FE SA Dt pedi | 文 表 2 
i EE ss 2 本 文 2 
we sn ee 6 本 文 2 
Ra ae 8 本 文 2 


て に ゆい われ る“ 手 た 入れ る ……………… 5 本 文 2 
| Bi ae i Ce nase 4 本 文 | 
て に つか な い ーー………… 手 に つか な い ………… 5 コラ ム 
RD oo 半幅 闫 轩 sme 3 文 : 表 |0 
rE EE RO 4 本文 | 


て すう Ss 点 数 Ha ESA CIEE TT 
ED ei 
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ei 纺 量 i 
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Vr 
问 V 人 本科 
CE ii 
ei [ei EE 
i 0 oe 
区 二 EES TR Ce ee 
i ee ee 


と うか い ( す る ) 
と うか いち は ほう ee 東海 ・ 地 方 … で …………… 


ng 大 es 6 本 文 1 
天 0 … tt… 3 动机 
二 美国 ) eek 4 本 文 | 
RR Ny eosniesmntreitcnviviceie sss ES 5 副 
这 滑 天井 ーー 7 副 
2 生計 ie 7 副 


IB i a es 
と どう ちょ う ( す る ) Sa 登頂 (する ) Pe ha 
と うど と げき ミド じ ェ う sua 東都 ・ 形 場 …………… 
a CE EY ………… の …… 
2 E0RAGSe BN NR 
うさ と うえ ノレ ーーーーーーーーー 7 ーー……………… 


議 
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一 


に 


3 


SS 
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i PF 泣き 面 …ーーー 3 コラ ム 本 きん か た ん を で … の rm 二酸化 炭素 …………… 8 本文 | 
に し ビビ る eens OO 2 本 文 2 
な (し た の たつ は の で me 6 本 文 1 
な [2 西 : 四 其 ……………" 1 本文 1 
な 倒し 理 ム 0 で oes 证 条” 攻关 2 本文 | 
2 に 
Wl し Srygeensi rts TR 2 本文 | に すぎ が か いい eee 5 本文 2 
a dd © 成し遂げ る ee 5 本文 2 に ちよ うう | 5 本 文 
PA 且 R PT 2 本文 | に ち じ ょ う て き (な ) ……… 日 常 ・ 的 (な ) ee 5 本文 | 
A Ee 謎 meeteeeteneeeeeeeneee 5 接 ot 三 | 动机 
か ププ る ーーーーー py 5 本 文 | dy yet 
が SFT aoiaeaaaaanats 夏ばて (する ) … の iii… 7 本 文 et EE ee 
EE conf ee 夏 や せ ( す る ) ene 7 本 文 [rt 


に ゅ うし も ん だ い ee 入試 ・ 問 題 WG RIE 4 文 : 表 6 
(wp Dt A 乳 製 品 i 7 动机 


ね つえ ん (する ) 
ね ん こう じ ょ れ つ せ い 
ね ん だ い べ つ WO 


は いき りょう 
は いき ガス ee 


パイ クマ ニア 
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ii 5 本文 | 
ea | 本 文 2 
衬衣 nomen | 本 文 2 
熱帯 ・ 林 …………… 8 本 文 | 
ns | 文 表 5 
年 功 ・ 訂 列 ・ 制 ………… 5 副 

年 人 ita: 4 本文 2 
年 中 s 本 宇 ……… の の … 5 本文 | 
ee 3 コラ ム 
2 コト 8 本文 | 
尹 一 赤 兹 ,党 ee 7 文 : 表 5 
A snr esi 3 コラム 
拓 1 コラ ム 
大半 mecab 8 活动 
拭 作 物 eee 2 本文 2 


UT Ye i 3 本 文 | 
La 配合 ・ 飼 料 ee 7 区 2 
は いし ゅ つ ( す る ) mm 刊 軸 (enwewwroo 8 本文 | 
は いす いけ する) ee 二 沙 (る)……………… 8 本 文 | 
ーー 3 文 表 | 
AF RA Ne 3 文责 | 


人 は いり で こ ee Aa 7 本文 2 
は いり ょ (する ) aia 配慮 (する )…… の iiieitit | 文才 5 
a 2 本 文 2 
本 i 2 本 文 | 
[ns 3 文 表 8 
人 茂 紅 する) eeeeeeeerieones 4 文 表 3 
es か りり 6 本文 | 
rE が WE, coercion i 8 本 文 | 


は けん (する ) ーー 派遣 (する ) SN 5 動機 
は げ し さき 


は つが ん せい ーーー 発 ・ が ガン ・ 性 …………… 7 本 文 2 
Ry CF BY SATII RR SIRS 8 本 文 2 | 
证 二 二 ee RR 5 接 

は る 計る する) comemsooo 発見 (する ) ee 3 本 文 2 | 
は っ せい (する ) 


Se | 


凡 か し こと ば We DA = 
は な か しだす SGS を = 


反省 (する ) Sv 5 文 . 表 3 
人 3 副 
は ん た い ( す る ) mmm (する ) sm 7 文 . 表 4 


は ら が た つ A 


は ら は ち ぶ ん め 


は ん こう げん ば 
ば ん し ゃ く ( す る ) 


| 
| 


OE E ep A seekaaassas 6 文 : 表 9 
び し ょ 《 力 ーー 美食 家 wR 3 本文 | 


RR EG に 3 コラ ム 
Oy 入 入 7 文 . 表 1 
NE OR Ys a ores: 6 本文 | 
か も ち ( す る )…………………… 日 持ち (する ) ………… 7 本 文 2 
0 の) ini 7 活動 
ひ ゃ っ か じてん SR 


人 全 
ひょう ご けん な ん ぶ じ し ん … 兵 
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2 BD Md A 交 信 次 币 帮 病 Eee | 本 文 2 
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合 第 3 课 本 文 1 
「 頭 の 中 の 映像 一 ステ レオ タイ プ 」 
岡部 朗 一 
(『 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン キ ー ワ ー ド 』 


古田 暁 監修 有 斐 闘 双 書 所 収 ) 

1970 年 代 の 初め アメ リカ の 大 学 に 留学 し て いた こ 
ろ 、 よ く フ ッ ト ボ ー ル の 試合 を 見 に 行っ た 。 た また 

留学 先 の 大 学 が アメ リカ ン ・ フ ッ ト ボ ー ル の 名 門 
校 で も あっ た 関係 で 、 シ ー ズ ン 券 を 買っ て 、 ホ ー ム 
ゲー ム は だ いた だ たい 見 る こと が で きた 。 

し ば らく し て 、 ア メリ カ 人 学生 と 教師 の 間 に 、 フ 
ッ ト ボ ー ル の 選手 に 対す る ある 固定 し た イメ ー ジ が 
は び こ っ て いる こと に 気づい た 。 フ ッ ト ボ ー ル の 選 
手 は 目だっ て 体 が 大 きく 運動 は よく で きる が 、 勉 強 
の 方 は ダメ で 「 大 男 、 総 身 に 知恵 が 回 りか ね 」 と い 
っ た 紋 切り 型 の 固定 概念 で あっ た 。 


% 輸 転機 の 鉛 版 

現在 の 新聞 社 で は すべ て コン ピュ ー タ 化 が 進み 、 
印刷 の 昔ながら の 鉛 版 を 使う こと は な く な っ た が 、 
ステ レオ タイ プ と は も と は 新聞 社 が 輪転 機 に か けた 
鉛 版 の こと で ある 。 こ の 鉛 版 が 1 枚 あ れ ば 同じ 紙面 
CN * だ け 印 刷 で きる 便利 な 代物 で あ 
る 。 社 会 学 の 分 野 で この こと ば を 最初 に 使っ た の は 
1 eee 本 が の 間際 GEE 
ば を 「 頭 の 中 の 映像 」 を 構成 する 概念 的 合成 物 と い 
J 社会 学 、 心 理学 で 重要 な カギ 
概念 に な っ た 。 

ステ レオ タイ プ と は 、 あ る 人 を その 属す る 集団 と 
か 人 種 に つき まとう 固定 イメ ー ジ で 意味 づけ る 態度 
傾向 を いう 。 ス テレ オタ イプ は コミ ュ ニ ケー ショ ン 
の 知覚 段階 で の カテ ゴブ リー 化 と 軌 を 一 に する も の で 
ある が 、 後 者 が 人 と 物 す べ て を 類型 対象 と する の に 
対し て 、 前 者 は 人 間 の み に 限 定 し て いる 。 
学 十 把 一 络 光 0 类 型 化 

10 億 人 以上 の 中 国人 を 指し て 、「 彼 ら は 皆 食 通 で 、 
美食 家 だ 」 と いっ た ステ レオ タイ プ で 十 把 一 絡 げ に 
類型 化し た り 、 1 倍 人 以上 の 日 本 人 を 「 彼 ら は 皆勤 


勉 だ 」 と いっ た 紋 切 り 型 で 割り 切る こと が で きれ ば 、 


事 は 簡単 で も ろう 。 相手 を 一 人 一 人 考慮 し て 異 文化 
コミ ュ ニ ケー ショ ン が で きれ ば 理想 的 だ が 、 現 実に 
は 相手 を ステ レオ タイ プ 化 し て 反応 する こと は 不可 
避 で ある 。 ス テレ オタ イプ の 利点 は 、 異 文化 背景 の 
人 々 の 行動 パタ ー ン が 予測 で きる こと で ある 。 ス テ 
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レオ タイ プ デ は どの よう な コミ ュ ニ ケー ショ ン で どの 
よう な メッ セー ジ を 伝え る べき か と いう 行動 指針 を 
われ われ に 与え を て くれ る 。 こ の よう に 、 ス テレ オタ 

に は 簡便 さき 、 便 利き と いう 大 き な 利 点 が ある 。 

この 利点 は また 同時 に 大 き な 欠 点 で も ある 。 一 人 
一 人 の 個性 、 特 異性 を まっ た く 和 無視 し て し まう と い 
う 危険 性 が ある 。 事 前 に イメ ー ジ が 固定 する と 、 そ 
の 後 の 相互 作用 で 和 柔軟 な や り 取 り が 阻害 され る か ら 
で ある 。 


* フ ジ ヤ マ と チュ ー イ ン ガ ム 

同一 文化 と いう より は むし ろ 暴 文化 で 、 互 い に つ 
いて の 無知 か ら 極 端 な ステ レオ タイ プ が 生じ る 危険 
性 は 大 きい 。 日 米 関 係 を 見 る と 、 互 い 同 士 が ある 固 
定 し た 概念 、 イ メー ジ で 眺め て し まう 結果 、 理 解 が 
進む どこ ろか か えっ て 誤解 、 ギ ャ ッ プ が いっ そう 深 
刻 化 する 例 は 数 多く ある 。 し ば らく 前 まで アメ リカ 
は 日 本 を 「 フ ジ ヤ マ 、 ゲ イシ ャ 、 サ クラ 」 の 国 と い 
っ た 定型 概念 で 見 て いた 。 そ の よう な 時 代 は 過ぎ 去 
っ た と は いえ 、 ア メリ カ が 日 本 を 見 る 時 に は 、 独 特 
な 定型 プリ ズム を 通し て 眺め て し まう 場合 が 依然 と 
し て 多い 。 

日 本 人 が アメ リカ に 対し て 抱く イメ ー ジ に つい て 
も 、 同 じ こ と が いえ る 。 ア メリ カ を 「 チ ュー イン が ガ 
ム 」 の 国 と 見 た の は 戦後 問 も な いこ ろ で あっ た が 、 

xX リカ 人 を 「 白 人 の 外人 で 、 英語 を 話す 背 の 高 いい 
人 種 」 と し て 見 る よう な 日 本 人 特有 の 定型 概念 は 
現在 で も さほど 変わ っ て いな い の で は な いか 。 

異 文化 背景 を 持っ た 人 を ステ レオ タイ プ か ら 眺 め 
な いた め に は 、 オ ー プ ン な 相互 作用 を 通し て 相手 と 
の 共通 コー ド を 捜し て 、 経 験 の 共有 領域 を 見 い だ す 
こと が 重要 で ある 。 さ ら に 相手 と の 共感 を 確立 し て 、 
人 間 的 な 信頼 関係 を 打ち 立て る こと も 、 極 端 な ステ 
レオ タイ プ 化 に 陥ら な い 方 策 で あろ う 。 異 文化 背景 
を 持っ た 人 の 個性 、 ユ ニー ク さ に 目 を 向け 、 そ の 人 
が 属す る 文化 類型 と し て で は な く 、 そ の 人 を ユニ ー 
ク な 個人 と し て 眺め た い 。 


第 4 課 本 文 1 
「 ジ ャ ンプ 生活 で “天国 と 地獄 ” を 経験 し た 
男 」 岡崎 満 義 


(『 昭 和 ス ポー ツ 列 伝 』 文春 文庫 所 収 ) 

ジャ ンプ 台 の 最後 の 踏切 箇所 は 、 水 平地 面 に 対し 
て マイ ナス 11 度 の 角度 に 設計 され て いる 。 踏み 切る 
と き 、 そ れ に 対し て 体 を 90 度 に し て の び 上 が れ ば 、 
も っ と も 遠く まで 放物線 が 描け る 45 度 の 角度 で 飛び 
出す こと が で きる 。 理論 上 は そう だ 。 し か し た と え 
ば 、 ラ ー ジ ヒル (90 メ ー ト ル 級 ) の 場合 、 東 京 ・ 圭 
が 関 ビ ル 最 上 階 の 三 階 下 あ た りか ら 、 時 速 909 キ ロ を 
下す スピ ー ド で 滑り 下り る の と 同じ だ か ら 、 体 を 45 
度 の 角度 で ほう り 出 すこ と は ほん と う は 不可 能 で あ 
る 。 あ くま で 45 度 に な り た いと 念じ て 飛び 出す し か 
な い 。 

「 最 後 の 踏 切り の 50 セ ンチ の 中 に 神 サ マ が いる ん で 
す 。 タ イミ ング を 合わ せよ うと し た っ て 、 合 う も の 
し じゃ な い 。 合わ せる も の で は な く て 、 合 う も の な ん 
で す 」 sa 

と 秋元 は 笑っ た 。 人間 業 で は 合わ せら れ な い 、 神 
サマ が ほほ えん で くれ る か どう か で 決ま る 、 と 言い 
た げに 見 えた 。1981 (昭和 56) 年 、 札 幌 ワ ー ル ドカ 
ッ プ の ラー ジ ヒ ル で 優勝 し た と き は 、 秋 元 の スキ ー 
板 に まさ に 神 サ マ の ほほ えみ が 映っ た と いえ る だ ろ 
う 。 

「 ジ ャ ンプ 台 に 立っ た と き 、 集 中 力 が 6 、 恐 怖 心 が 
4 、 こ れ ぐ らい で な いと うま くく 飛べ な い 。 恐怖 心 が 
7 に な っ て も 、 逆 に 3 に な っ て も ダメ な ん で す 」 と 
いう 秋元 は 、 現 役 時 代 に 二 度 “地獄 ” を 経験 し て い 
る 。 

一 度目 は "82 年 、 車 で 人 身 事 故 を 起こ し た と きだ 。 
25 蔵 だ っ た 。 一 年 間 の 誰 慎 処分 。 禅 寺 に 通う 毎日 と 
な っ た 。 会 社 の 温情 、 亡 く な っ た 人 の 遺族 の 嘆願 書 
も 出さ れ て 、 一 年 後に 現役 復帰 が か な えら れ た が 、 
これ で 終わ りか な 、 と あき ら め か けた こと も あっ た 。 
精神 的 に こん な に 辛い 時 期 は 、 あ と に も 先 に も な い 。 

禁 直 後 の 一 年 は 、23 戦 15 勝 と いう 最高 の 成績 を 残 
し て いる 。 

二 度 目 は ?86 年 3 月 、 オ ー ス トリ ア で 開か れ た 世 
界 フ ライ ング 大 会 で 起こ っ た 事故 だ 。 フラ イン グ と 
は 、 菩 流 に いえ ば 180 メ ー ト ル 級 ジャ ンプ と いう こと 
だ 。150 か ら 200 メ ー ト ル 近 く 飛 ぶ 競 技 で ある 。 ジャ 
ンプ 台 を 滑り 下り る スピ ー ド は 時 速 110 キ ロ を 超す 。 
ラー ジ ヒ ル の 90 キ ロ と は 、 ま る で 感覚 が ちがう 。 鳥 
の よう に 空中 を 飛ん で みた いと いう 夢 が 、 秋 元 の 中 
に も 息づい て いた 。 誰 に 強制 きれ た わけ で も な か っ 
た が 、 自 分 は 一 体 ど れ だ け 飛 べ る か 試し て みた い 、 
と チャ レン ジ し た の だ 。 こ の 競技 は 一 日 3 本 ずつ 三 


日 間 飛 ぶ 。 ジ ャ ンプ 吾 の スタ ー ト 地点 に 立つ と 、 地 
上 の 車 が マッ チ 箱 ぐら い に 見 えた 。 事 故 は 三 日 目 の 
1 本 目 に 起こ っ た 。 

猛烈 な スピ ー ド で 空中 に 飛び 出し て 、 突 然 バ ラン 
ス を 失っ た 。 悪い 気流 に ぶつ か っ た よう だ っ た 。 必 
死に 立て 直 そ うと し た が 遅かっ た 。「 こ れ で 死ん じゃ 
う の か な 」 と 思っ た 。 体 が バラ バラ に な っ て 落下 し 
て いっ た 。 

雪 面 に た た きつ けら れ て も 意識 は あっ た 。 痛い の 
を 通り こし て 、 他 人 の 体 に 自分 の 意識 が くっ つい て 
いる よう な 感じ だ っ た 。 

「29 歳 の と き の 事 逆だっ た ん で す が 、 こ れ で ジャ ン 


プ を や め て し まう と 、 ジ ャ ンプ を 目 指す 少年 た ち に 、 


ジャ ンプ は 怖い も の だ と いう 悪い イメ ー ジ だ け を 残 
すこ と に な り ま す 。 絶 対 や め ら れ な い 、 再 起 し て み 
せる 、 と 心 に 誓い まし た 。 人 怪我 は 右足 首 の 肖 折 で し 
た 。 一 応 、 治 っ た ん で す が 、 ふ つう は 45 度 曲がる 足 
首 が 5 度 も 曲がら な く な っ て 、 助 走 に 苦労 し まし た 」 

利 か な く な っ た 右足 首 を だ まし だ まし 、 そ れ で も 
秋元 は 引退 まで の 三 年 間 に 6 勝 を 挙げ て いる 。 

"80 年 の レー ク プ ラシッド 冬季 五輪 で は 「 も っ と も 
攻撃 的 な ジャ ンプ 選手 」 と いわ れ 、 人 金メダル も 期待 
され た が 、70 メ ー ト ル 級 で の 4 位 に と ど ま っ た 。 こ 
の 時 伏兵 八木 弘和 が 銀メダル に 輝い た 。 

「 オ リン ピッ ク と いう の は 不思議 な も の で す 。 二 十 
四 年 間 飛 ん で いて 、 何 の 記憶 も な いと いう の は 、 こ 
の と き の 1 本 目 だ け で す 。 い ぃ いつ ス ター ト し て どう 飛 
ん だ の か 、 何 も 覚え て いな い 。 気 が 付い た ら ラ ン デ 
ィング バー ン に いた 。 いつの間に か そこ に いた だ た 。 オ 
レ 、 な ん で ここ に いる の ? っ て 感じ で し た 」 

我 に 帰っ て 飛ん だ 2 本 目 は 87.5 メ ー ト ル と 距離 も 
伸び て 、 下 位 か らい っ き ょ に 4 位 ま で 順位 を 押し 上 
げた の だ が 、 メ ダル に は と どか な か っ た 。 
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次 中 


仿 第 5 课 本 文 2 

『 ス ー ノ パー 日 本 史 」1991 (講談 社 ) 
第 十 一 章 変わ り ゆ く 社 会 

2 一 一 蘭学 の 夜明け 


ヨー ロッ 文化 と の 接触 

三代 将軍 徳川 家 光 に よっ て 鎖国 が 完成 し て か ら は 、 
日 本 人 と ヨー ロッ >?* ゞ 文化 と の 接触 は 、 ご く 限 られ た 
も の と な っ て し まっ た 。 

毎年 の 春 、 オ ラン ダ 商 館長 が 届け る 『 オ ラン ダ 風 
説 書 』 は 、 当 時 の 海外 情勢 を 伝え る も の で あっ た が 、 
一 部 の 幕 開 の も の が 見 る だ け で 、 公 表 さ れ た も の で 
は な い 。 

十 八 世紀 の 初め に は 、 イ タリ ア 人 シド ッ チ が 、 日 
本 で の 布教 を 命じ られ て 来 日 し た 。 彼 は すぐ に 捕 ら 
えら れ 、 キ リ シ タ ン 屋 敷 ( 東京 都 文 京 区 ) 。 に 閉じ 込 
め ら れ た が 、 取り 調べ に 当たっ た 新井 白石 は 、 その 
結果 を も と に 「 西 洋 紀 開 』 を 著 し て いる 。 し か し こ 
れ も 、 初 め は 極 牧 と きれ た も の で あっ た 。 

こう し て は ほとん どの 日 本 人 は 、 海 外 へ の 目 を 奪わ 
れ て いた の だ が 、 そ の 状態 を 改め 、 ヨ ー ロ ッ フ パパ の 実 
学 的 な 技術 や 学問 を 利用 し よう と し た の が 、 和 八代 将 
軍 吉 款 で あっ た 。 

吉 款 は 、 キ リス ト 教 に か か わり の な い ヨ ー ロ ッ フ パパ 
の 書籍 (と いっ て も 漢語 訳 の も の ) の 輸入 を 許す と 
と も に 、 青木 昆陽 ら に 命 じ て 、 江 戸 参 府中 の オラ ン 
ダ 人 か ら オ ラン ダ 語 を 学ば せる よう に し た の で ある 。 
その た め 、 長 崎 に いる オラ ンダ 通詞 (通訳 ) 以外 に 
も 、 オ ラン ダ 語 を 学ぶ 人 が ふえ る こと に な っ た 。 次 
に 記す 前 野良 沢 も 、 青 木 昆 陽 か ら オ ラン ダ 語 の 手 ほ 
どき を 受け た 一 人 で ある 。 。 。 

以上 の よう な 情勢 の 中 で 、 蘭 学 の 夜明け と も いえ 
る よう な 、 画 期 的 な 出来 事 が 起こ っ た 。 次 に は その 
様子 を 、 多 少く わし くさ ぐっ て みる こと に し よう 。 


※「 タ ー ヘ ルアナ トミ ア 」 と 杉田 玄白 

吉宗 の 時 代 か ら 半 世 紀 ほ ど た っ た 十 人 世紀 中 ご ろ 
の 日 本 に は 、 次 の よう な 二 種 類 の 人 体 解剖 図 が 伝え 
られ て いた 。 

一 方 は 中 国 あ る い は 朝鮮 か ら 伝 えら れ た 、 い わ ゆ 
る 東洋 医学 的 な 解剖 図 。 当 時 の 日 本 に 広く 通用 し 、 
多く の 人 に 信じ し られ て いた も の で ある 。 他 方 は 、 オ 
ラン ダ か ら 伝 えら れ た 西洋 医学 の 知見 を 示す 解剖 図 。 
『 タ ー ヘ ルアナ トミ ア 』」 が それ だ が 、 も ちろ ん 数 は 
少な く 、 こ れ を 見 る こと が で きる の は ほん の わずか 
な 人 に すぎ な か っ た 。 


一 七 七 一 年 〈 明 和 从 ) の 春 、 江 戸屋 敷 に 勤め て い 
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まち を お ば ま すぎ た げん ば ぱ ばく 

ご 越前 (福井 県 ) 小浜 落 の 医師 ・ 杉 田 玄白 が 、 こ の 
PART hs ア 』 を 手 に 入れ た 。 同じ 藩 の 医 
師 ・ 中 川 淳 庵 が 「 実 は 、 オ ラン ダグ 通詞 か ら 預 か っ た 
の だ が …… 」 と いっ て 、 大 事 そ うに 持っ て きだ た の で 
ある 。 

横文字 で 書か ん た その 本 を 見 て も 、 オ ラン ダ 語 の 
知識 が な い 玄 白 に は 、 何 が 書い て ある の か さっ ぱり 
わか ら な か っ た 。 し か し そこ に 載せ られ て いる 解剖 
図 は 、 彼 を 大 い に 驚 か せ た 。 中国 ・ 朝 鮮 か ら 伝 来 の 
医学 書 と は 明らか に 違っ て いる の で ある 。 

玄白 は 、 こ の 本 が 欲し く て た ま ら な か っ た 。 医者 
で ある か ら に は 、 こ の よう な 本 を 一 冊 く らい は 手元 
に 持っ て いた い 。 それ に 、 ど ちら の 解剖 図 が 本 当 の 
も の な の か 、 い ずれ は 確か め て みた いと いう 気持 ち 
が 強かっ た か ら な の だ ろう 。 

彼 は 、 藩 の 役人 に 頼み こん で 、 こ の 本 を 買っ て も 
ら っ た 。 し か し 役 の 嘆き と あせ り は 、 し だ い に 強 ま 
っ た 。 高価 な 本 を 無理 し て 買っ て も ら っ た の に 、 そ 
れ に 何と か 読ん で みた いと も 考え て いる の に 、 一 字 
も 読む こと が で き な い の で ある 。 

「 な あ 、 源内 さん 、 すばらし い 本 らし いと いう こと 
は わか る の だ が 、 私 に は 一 字 も 読め な い 。 ま っ た だ く 、 
わが 身 の 力 の な さ に 情け な く な る ば か り で す よ 」 

玄白 は 、 仲の よかっ た 平賀 源内 に 、 こ の よう に 嘆 
い だ たり も し て いる 。 


信 小 塚原 の 膳 分 け 

その ころ 、 江戸 ・ 千 住 の 小塚 原 で 死 末 に な っ た 罪 
人 の 腰 分 け (解剖 ) を する か ら 、 見 に こ な いか 」 と 
いう 知ら せ が 、 玄 臼 の も と に 届い た 。 

これ は 、『 タ ー ヘ ルアナ トミ ア 』 の 解剖 図 の 真 偽 を 
確か め る また と な い 機 会 で ある 。 彼 は 、 か ね て 顔 見 
知り の 医師 ・ 前 野良 沢 を 謗 うと 、 胃 ん で 小塚 原 に 出 
か けた 。 と 稀 い た こと に その 良 沢 も 、 懐 に 『 タ ー へ 
ルアナ トミ ア 』」 を 持っ て いた 。 良 沢 は 、 か つて 長崎 
に 行っ た と き に この 本 を 見 つけ 、 買 い 求 め て お いた 
の だ と いう 。 良 沢 も また 、 こ の 本 か ら 刺 激 を 受け 
人 体 の 内 部 へ の 疑問 と 興味 を 高 ま ら せ て いた の だ ろ 
う 。 

それ だ け に 刑場 で の 二 人 の 目 は 、 真 剣 そ の も の で 
あっ た 。 目 の 前 の 貯 分 けさ れ た 死体 を 見 る 。 手 に 持 
っ た 本 と 見 比べ る 。 ま た 、 死 体 に 目 を 移す 。 そ の 次 
は 、「 今 日 の 見 学 の 先生 は 、 い つも と 違 う ぞ 。 熱心 な 
先生 た ち だ 」 と 、 刑 場 の 人 た ち を 驚かす ほど で あっ 
た と ゆう 。 

し か し 実は 、 去 白 や 良 沢 の 驚き の ほう が は る か に 
大 きか っ た 。『 タ ー ヘ ルアナ トミ ア 」 の 正確 さ が 、 目 
の あたり に 実証 され た か ら な の で ある 。 


「 な ん と も 、 情 け な い で は あり ませ ん か 。 私 た ち は 


病人 の 体 の 内 部 の こと も よく 知ら な い の で 、 
直 そ うと し て いた の で すか ら 
「 ま っ た く で す 。 私 な ど は 、 体 の 内 部 を 調べ る こと 
の 大 切 さ に も 、 考 えつ か な い ほ どの 遇 か さ で し た 」 
「 お た が い に 医 者 と し て 主君 に 仕え る 身 で あり な が 
ら 、 こ れ で は 、 主 君 に 対し て 申し 訳 な い 始 末 で す 」 


病気 を 


二 人 は 、 あ まり の ショ ッ ク に 、 だ だ 、 反 省 の 言葉 
を 繰り 返す だ け で あっ た 。 
% 翻 訳 の 苦心 

小塚 原 で の 驚き や 反省 は 、「 ぜ ひ 、 こ の 『 タ ー ヘ ル 


アナ トミ ア 」』」 を 自分 た ちの 手 で 翻訳 し て みた い 。 完 
成す れ ば 、 こ れ か ら の 医道 の よい 道しるべ に な る だ 
ろう 」 と いう 願い に な っ て いっ た 。 


こう し て 、 早 速 そ の 仕事 に 手 が つ けら れ た の だ が 、 


それ は 決し て た や すい こと で は な か っ た 。 
第 一 に 玄白 ら 【 
前 野良 沢 だ どけ は オラ ンダ 語 を 学ん だ 経験 が ある が 、 
それ で も 知っ て いる 単語 は 、 簡 単 な も の 七 百 余 り に 
すぎ な い の で ある 。 

その た め 、 例 えば 「 眉 は 、 目 の 上 に 生え た 毛 で あ 
る 」 と いう 文 が 、 一 日 か か っ て も わか ら な いこ と が 
あっ た 。 上 鼻 と いう 言葉 は わか っ て いる の だ が 、 そ れ 
を 説明 する 「 フ ル ヘ ン ヘ ッ ド 」 が わか ら ず 苦労 し た 
こと も あっ た 。 ちょ っ と し た きっ か け で 、「 フ ル ヘ ン 
ヘッ ド 」 と は 「 う ず 高 い 」 と いう 意味 で あり 、「 鼻 
は 、 顔 の まん 中 に うず 高く 盛り 上 が っ て いる と ころ 」 
と わか っ て 、 大 笑い し た こと も あっ た と いう 。 
その ころ の 様子 を 玄白 は 、 後 に 『 蘭 学事 始 」 の 中 
で 、「 檎 や 能 の な い 船 で 大 海 に に 乗り 出し た よう な も の 
で 、 ど こ へ 、 ど の よう に し て 立ち 寄っ た ら よ い の か 
も わか ら ず 、 た だ た だ あき れ は て る ば か り で あっ た 」 


と 書き 残し て いる が 、 ま さ に いつ 終え る と も し れ な 
ぃ い 仕事 に 、 心 細い 思い を 重ね る 日 々 が 続い た の で あ 


人 

それ で も 、 四 年 余り の 月 日 を か け て や っ と 翻訳 を 
終え 、 『 解 体 新書 」 と 名 付け て 出版 する こと が で き 
だ た 。 そ し て 、 玄 折ら の 苦心 の 


蘭学 振興 の 重要 な 出発 点 と も な っ た の で ある 。 


こ は 、 オ ラン ダ 語 の 知識 が 全く な い 。 


の 結 品 で あっ た この 本 は 、 


金 第 6 課 本 文 1 
『 日 本 語 新版 (上 )』 人 金田 一 春彦 
(岩波 新書 ) 


II 语 莫 办 与 见 大 日 本 语 


雨 に 関す る 語 菓 

そう いう こと か ら 雨 の 種類 を 表わす 単語 が 多い の 
は 当然 で 、「 春 雨 」「 五 月 雨 」「 夕 立 」「 時 雨 」「 菜 種 梅 
雨 」「 狐 の 嫁入り 」( 日 周り 雨 の こと )、 最 近 は また 、 
「 集 中 豪雨 」 と か 「 秋 雨 前 線 」 と か いう の も あり 、 
日 本 が 雨 の よく 降る 国 で ある こと を 表わし て いる 。 
J・ ス ワー ド は 、 日 本 語 の 雨 の 名 は 四 〇 を 越す と 言 
っ て 向い て いる 。 さき みだれ 

この うち の 「 春 雨 」 は まだ いい が 、「 五 月 雨 」 と か 
r 降 十) は 難し い 漢字 の 宛て 方 を ます る 。 これ は 蘭 、 
日 本 人 は 和 語 を 何で も 漢字 で 書 こ うと し た 。「 雨 」 は 
中 国 で も 降る か ら 「 雨 」 と いう 漢字 は ある が 、「 五 月 
雨 」「 時 雨 」 に ぴっ た り の 中 国語 は な い の で 、 適 切な 
re 

月 に 降る 雨 だ 」 と か 、「 し ぐれ 」 と は 「 時 どき 降る 雨 
だ 」 と か 解釈 し て 漢字 を あて た も の だ 。 
fd. う で ある か ら 、 gt 人 
一 般 に 雨 に 関係 する 言葉 も 日 本 語 に 富 で ある 。 
な た と る 阴间 「 雨 肢 」「 雨 や どり 」 に も り 」「 雨 
曇り 」「 雨 垂れ 」J…… と いう よう な 単語 が ある 。 こ れ 
を 英語 で 言 お うと する と 、 み ん な 単語 で は 言え な い 。 
「 雨 や どり 」 な ど は 、 日 本 で は ご く 普 通 の 言葉 で あ 
る が 、taking shelter from the rain と な っ て し まう 。 
nt a 
いう の も 、 こ の 線 に 浴 っ た 事柄 だ 。 そ の 男 ( 女 ) と 
一 緒 に 行く ee に 逢う 男 ( 女 ) の こと を 「 雨 男 
( 女 )」 と 言う が 、 こ うい っ た 言葉 は 他 の 国 の 言語 の 
発想 に は な さそ うだ 。 


牧 畜 外语 竟 

『 貌 志 優 人 伝 』 に は 、 日 本 を 紹介 し て 、「 和 牛馬 虎 欧 半 
ea 
ヤ ・ ベ ンダ サン は 、「 日 本 人 が 営ん だ 唯一 の 牧畜 」 は 
養 春 だ と 言っ た (『 日 本 人 と ユダ ヤ 人 』) 。 日 本 は 他 の 
文明 諸国 と ちがっ て 、 牧 畜 業 は は な は だ 振 わ な か っ 
ye 

中 学校 の 英語 の 時 間 に 、 よ く こ うい うこ と を 教 わ 
っ た も の だ っ た 。 英語 と いう の は 大 変 精密 な 言葉 で 、 
ウシ な ど と いう こと ば は 筒 単 に は 言わ な い 。 ま ず 、 
雄 の 邊 は 、 自 然 の ちの は ブル と 言い 、 去 勢 し た も の 
を オッ クス と 言う 。 雌 の 和牛 は カウ 、 子 ども の 和牛 は カ 
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その 意味 を 考え て 「 き みだれ 」 と は 「 五 。 親 


ー フ と 言う の だ と 言わ れる 。 わ れ わ れ は 、 英 語 と い 
う も の は えら いも の だ な と 感心 し て 聞い て いた も の 
で ある 。 

日 本 語 に も オウ シ と か メ ウ シ と か いう 言葉 は ある 
が 、 二 次 的 な 単語 で ある 。 英語 の オッ クス や カウ は 
も と も と 一 次 的 な 単語 で ある 。 こ うい っ た こと は ウ 
シ だ け で は な く 、 ヒ ツジ の 場合 も そう な っ て いて 
雄 の 羊 を 、 や は りこ れる も 去勢 し て いる か いな いか で 
ee ba Ri aie i 

、 去勢 し て いな い 雄 開 の ram と 小 羊 の lamb と は 違 
う We で 、 発 音 の 際 に r と 1 の 区 別 を し な けれ ば い 
け な い と 、 悩 まさ れ た も の だ っ た 。 

いま 思う と 、 こ れ は 英語 が も と も と 牧畜 民族 の 国 
民 の 言葉 びっ た か ら で 、 ド イツ 語 も フラ ンス 語 も す 
べ て 同様 で ある 。 

和英 辞典 な ど を 見 て いて 感じ る こと だ が 、 
と いう 単語 を 引く と 、 こ れ が 実に 詳し い 。 
和牛 が 鳴く の は 雄 は bellow、 雌 は moo、 馬 は neigh、 ロ 
バ が bray。 羊 や 豚 ま で ちゃ ん と きま っ て いて 、 羊 は 
bloat、 豚 は grunt と いう 。 日 本 語 で は 、 馬 は イナ ナク 
と か 、 犬 は 咲 エ ル と か 、 こ の くら い は ある が 、 羊 が 
どう 、 豚 が どう 、 と いう こと は 、 と て も 考え て いな 
い 。 こ れ は ヨー ロッ パ 語 一 般 の 傾向 で ある 。 ヨ ー ロ 
ッ パ 人 た ち は 、 日 本 人 と 違っ て 古く か ら 牛 や 豚 の 肉 
を 食べ 、 羊 の 毛 の 衣服 を 身 に つけ て いた 、 つ まり 牧 
畜 が 生活 の 上 に 重要 で あっ た か ら に 違い な い 。 フラ 
ンス 語 で は 「 馬 小屋 」「 牛 小屋 」「 豚 小屋 」「 羊 小屋 」 
、 い ちい ち 別 の 単語 で ある 。 

日 本 の 隣国 の 中 国 も 牧 音 業 は 昔 か ら 盛 ん で ある か 
漢和 辞典 に は 、「 馬 」「 生 」「 羊 」 と いう 部 首 が あ 

、 次 の よう な 日 本 人 に は 縁 の な い 単 語 が た くさ 
ん Ccut。 加 

时 一 一 马 O 青 黒き も の 胞 一 一 白き 額 の 馬 

湯 一 一 馬 行 いて 相 及 ぶ 肝 一 一 生 の 長き 毛 

央 一 毛色 の 純 な ら ぎ る 明 
昌 馬 肥 えて 盛ん な る 貌 

度 一 一 弁 馬 と 雄 馬 と の 合 の 子 ……・ 

中 国語 で は お と いう 動詞 も 、 動物 に よ 
り 騙 ( 马 . 牛 )、 ( 羊 ・ 鶏 ) 、 狭 ( 豚 ) と いう よう 
I Pw Pi het: 
国 』) 。 

モン ゴル 語 に つい て は 、 服 部 四郎 の 「『 蒙 古 と その 
言語 』 に よる と 、 ウ マ の 種類 が 大 変 詳し い 。 す な わ 
ち 、 雄 の 馬 、 雌 の 馬 、 乗 馬 用 の 馬 、 子 を 産む 前 の 雌 
の 馬 、 子 馬 、 歯 の は えた 馬 、 二 歳 の 馬 、 三 歳 の 馬 、 
四 歳 の 馬 な ど 、 みな 別 の 名 前 を も つと あり 、 馬 が 大 
切な 家畜 で ある こ と を 表わし て いる 。 村 析 一 編 『 親 
家 日 辞典 」 に よる と 、「 肥 っ た 」 MT 
も 載っ て いて 、「 骨 が が っ ちり し て 肥 っ た 」 


「 鳴 く 」 


脂肪 で 
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だ と えば 、 


肥 っ た 」 な ど と 区 別 さ きれ て いる が 、 家 畜 の 場合 、 肥 
i oi hot ig と 
を 示し て いる 。 

この 類 い で 最も 驚く べき は 、 ア ラビ ア 語 で 、 ラ ク 
ダ に 関す る 単語 が 

生ま れ て 間 も な い 乳 を 飲む セラ クダ 少し 大 きく な 
っ た ラク ダ も う 少 し 大 きく な っ た ラク ダ 一 歳 
に な っ て 母 か ら 離れ る ラク ダ 二 歳 の ラク ダ 二 
歳 の ラク ダ 四 歳 の ラク ダ (これ が 和 荷 が 運べ る ) 
と いう よう に 一 〇 歳 ま で 別 の 名 を 持ち 、 全 体 と し て 
は ラク ダ に 関す る 単語 が 五 〇 〇 ある と いう (パー マ 
ー『 現 代 言 語学 紹介 』)。 

ホメ ロス の 『 イ リア ッ ド 』 な ど で は 大 平原 で 戦争 
が 行わ れる 場合 を 描写 し て 「 汗 の 大 群 の よう に 軍隊 
が 移動 する 」 と する の が 常 杜 句 で ある が 、 日 本 で は 
「 雲 霞 の ご と き 大 群 」 と せ ざ る を 得 な か っ た 。 


渔业 外语 

日 本 で 牧畜 業 の 代わ り に 盛ん を だ っ た の は 漁業 で あ 
る 。 し た が っ て 日 本 で 多い 動物 名 は 魚の 名 で 、 そ の 
あり さま は 、 漢 和 辞 典 の 「 魚 」 の 部 首 を 開い て みれ 
ば 一 目 瞭 然 で ある 。 す な わ ち 国字 、 ま た は 国 訓 と 注 
記し た 文字 が に ぎ や か に 勢 捕 い し て いる 。 実際 、 和 
roe フナ ・ タ イ ・ サ ザ サケ ・ マ ス ・ ア ジ ・ フ グ ・ 
コチ ・ ハ モ …… な ど 、 一 次 的 な 名 の 魚 名 が お び た だ 
aa 
欠 (なまず) ・ 角 (し ゃ ち ) 从 户 人 二 忆 未 二 世 、 航 能 ( 力 
ん こう ) まで 国字 と は 、 漢 語 め か し た 字 を 作っ た も 
の と 見 える 。 実 際 、 漢 和 辞 典 の 部 首 の うち 、 国 字 の 
最も 多い も の は 「 魚 」 部 で 、 第 二 位 の 「 木 」 部 を 引 
き 離 す 。 特に 出世 魚 と 呼ば れる も の 、 すなわち 、 成 
長 過程 に 応じ て 名 を 変え る 魚 が 多 いこ と は 注目 され 
る 。 ボ ラ が 大 き さ に 応じ て 、 ス パシ リー イナ ー ボ ラ 
っ トド と な り 、 ト ド ノ ツ マリ と は これ だ と いう の は 
落語 で も 聞く が 、 極 端 な 例 に は 、 三 重 県 の 熊野 灘 沿 

ブリ が ある 。 す な わ ち 、 セ ジロ ー ツ バス ー ワ カ 
ナー っ ー カ テイオー イナ ダー ワラ サー ブリ と 変わ る そう 
だ (渋沢 散 三 『 日 本 魚 名 集 覧 」 二 )。 こ れ は まさ し 
く 、 ヨ ー ロ ッ パ 語 の オッ クス ・ カ ウ ・ カ ー フ に 匹敵 
する 区 別 だ 。 


この 教科 書 を 作成 する に あたっ て 、 次 の 方 々 の ご 協力 を いた だ きま し た 。 こ こ に 座 ん で お 礼 
を 申し 上 げ ま す 。 な お 、 敬 称 は 略 さ せ て いた だ きま し た 。 
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お わり に 


1993 年 4 月 に 『 文 化 中 級 日 本 語 L』 を 出版 すべ く 作成 の た め の 基 
礎 研 究 を 始め 、 試 作 ・ 試 用 ・ 改 訂 を 経て 、 こ の 度 出版 の 運び と な り 
まし だ 

作成 作業 を 終え た 今 、 私 た ち が 望 むこ と は 、 何 より も 、 学 習 者 の 
皆さん の 日 本 語 力 が 向上 する こと で す が 、 さ ら に 、 本 書 を 通し て 日 
本 に 対す る 理解 が 深まっ た と 感じ て いた だ けた ら 幸 いで す 。 

本 書 の 作成 過程 に お いて は 、 学 内 外 か ら 多 大 な る 御 協力 、 御 助言 
を いた だ きま し た 。 特 に 、 貴 重 な 写 真 、 資 料 、 文 章 を 私 た ちの 意図 
に 添う 形 で 掲載 する こと を 快く 承諾 し て くだ さっ た 方 々 、 率 直 な 意 
見 を 寄せ て くだ さっ た 皆様 に 、 こ の 場 を 借り て 心 よ りお 礼 を 申し 上 
げ ま す 。 
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